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KH coded・ 「 キ ング ダム ハー ツ コー デッド 』 
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KH Re:coded 「 キ ング ダム ハー ツ Re: コ ー デ ッ ド 』 
「 キ ング ダム ハー ツ バー ス バイ スリ ー プ ファ イナ ル ミッ クス 』 


「 キ ング ダム ハー ツ 3D [ドリ ー ム ドロ ッ プ ディ スタ ンス ]」 
「 キ ング ダム ハー ツ キー』 

…「 キ ング ダム ハー ツ HD1.5 リ ミッ クス 』 

…「 キ ング ダム ハー ツ HD2.5 リミックス 』 

『 キ ング ダム ハー ツ 皿 | 

…「 キ ング ダム ハー ツ 』 シ リー ズ 


『KH」 シ リー ズ 


※ 本 書 で は 、 オ リ ジ ナ ル 版 と 派生 作 ( フ ァ イ ナ ルミ ックス 版 や リメイク 版 ) で 共通 する 内 容 の 場 
合 は オリ ジ ナル 版 の 作品 名 (『「KHTI 『KH COM」 な ど ) 、 派 生 作 で 新た に 追加 され た 内 容 
の 場合 は 派生 作 の 作品 名 (TKHT FMI『KH Re:COM」 な ど ) を 使用 し て いま す 


※ 本 書 で 掲載 し て いる 画面 写真 は 、『KH 3D」 を の ぞ き 、 基 本 的 に TKH HD1.5 リ ミッ クス 』 
お よび 『「KH HD2.5 リ ミッ クス ]」 の も の で す 


【 用 語 解説 


光 と 闇 の 世界 を 舞台 に 人 の 心 の つなが り を 描く 、「 キ ング ダム ハー 
ツ 」 の 物語 。 キ ー ブ レ ー ド を は じ め と する シリ ー ス 独自 の 用 語 や 、 世 
界 に 関す る 基本 的 な ルー ル を 、 全 作品 を 見 通し た 形 で 解説 し よう 。 


『 キ ング ダム ハー ツ 』 シ リー ズ の 舞台 は 、「 光 の 世界 」「 闇 の 世界 」 
「 狭 間 の 世界 」 に 大 別 さ れる 。 光 の 世界 に は た くさ ん の ワー ルド 
が あり 、 そ の ひと つ ひ と つが 空 の 星々 を 形成 し て いる 。 


筐 coded 
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僅 BDS | @3D | 


ワー ルド 間 の 移動 方 法 


光 の 世界 の 各 ワ ー ル ド は 、「 星 の 大 海 異 
空 の 海 」 と 呼ば れる 空間 に 浮か ぶ 。 ソ ラ た ち 


人 々 が 暮らす 、 光 に 満ち た 世界 。 大 昔 は ひ 
と つ だ っ た が 、 一 度 崩壊 し 、 無 数 の 小さ な 世 
界 ( ワ ー ル ド ) に わか れ た 。 個々 の ワー ルド は 
見 えな い 壁 で 覆 わ れ 、 特 殊 な 手段 を 使わ な け 
れ ば 行き 来 で き な い 。 ま た 、 異 な る ワー ルド 
を 安易 に 出入 りす る こと は 、 互 い の 秩序 を 乱 
し か ね な い の で 、 原 則 と し て 禁止 され て いる 。 

各 ワ ー ル ド は それ ぞ れ 「 世 界 の 心 」 を 持ち 、 
そこ へ 通じ る 扉 が 開か れる と 、 闇 の 力 で 壁 が 
くず れる 。 壁 の 断片 は 流星 と な っ て 降り 注 
ぎ 、 星 を 渡る 船 「 グ ミ シ ッ プ 」 の 材料 と な る 。 


僕 あ ち ボ よ \ の 世界 偽 ラ 
て は いり 全 い 


界 の 秩序 を 乱 さ ぬ よ う 、 ド ナル ド と グー 
ー は ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 王宮 服 か ら 
替え 、 ど こ か らき た か を 伏せ て 旅 を する 。 


デー タ 世 界 [ sn [sss ] 


デー タ を も と に 作ら れ た 、 仮 想 空間 内 に 展 
開 す る 世界 。『KH coded』 で 王様 が | 冊 目 の ジ 
ミニ ー メ モ の デー タ か ら 再 現し た 世界 の ほ 
か 、『KHI 』 で ディ ズ が 用 意 し た 、 ロ クサ ス 
が 偽り の 夏休み を 過ごす トワ イラ イト タウ ン 
な ど が 該当 する 。 


年 ロク サス が いた 
トワ イラ イト タウ 
ン は 、 ソ ラ が 刀 る 
ポッ ド と つなが る 
コン ピュ ー タ 内 の 
デー タ 世 界 。 


[| sp 


| 眼 り に 閉ざさ れ た 世界 
『KH 1 』 で 痢 に 飲ま れ た ワー ルド の 多く は ソ 
ラ が アン セム を 倒す と 復活 し た が 、 そ の いく 
つか は 闇 の 眠り に つい た まま と な っ た 。 こ れ 
が 『KH 3D』 の 舞台 と な る 、「 眠 り に 閉ざさ れ 
に 世界 」 だ 。 過 り に 閉ざさ れ た 世界 は 、 キ ー 


ブレ ー ド で 「 眠 り の 鍵穴 」 が 開か れる と 目覚 め 
て 、 再 生 へ の 道 を 歩み 出す 。 
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は 、 グ ミ シ ッ プ を 使っ た り 特 殊 な 回 廊 を 開け 
た り し て 、 ワ ー ル ド 間 を 移動 する 。 
グミ シッ プ Fs エエ w] 
ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル で 開発 され た 、 星 の 
大 海 を 渡る の に 用 いら れる 般 。 ワ ー ル ド の 壁 
の 破片 で ある 星 の カ ケラ (グミ ) を パー ツ と 
し 、 乗 員 の 笑顔 を 原動力 に 動く 。 


年 外見 は オモ チャ 
の よう だ が 、 星 の 
大 海 に うごめく ハ 
ー ト レス の 船団 と 
互角 に 戦え る だ け 
の 性 能 を 持つ 。 


[ eess ] 


多 


星 の カ ケラ 


流星 と な っ た ワー ルド 
の 壁 の 破片 。 王 様 は 『KH 
BbS』 で 、 不 思 議 な 塔 か ら 
持ち 出し た 星 の カ ケラ の 
力 で 各地 を 旅 する 。 


異 空 の 回 廊 / 聞 の 回 廊 
Fe FesJLes]s] 
ワー ルド 間 を 行き 来 す る た め の 道 が 「 異 空 
の 回 廊 」 で 、 キ ー ブ レ ー ド 使い は キー ブレ ー 
ド の 力 に よっ て 、 こ れ を 開く こと が で きる 。 
また 、 闇 の 住人 は 、 痢 の 力 で 回 廊 を 開け られ 
る が 、 そ の 場合 は 「 闇 の 回 廊 』 と し て 区 別 さ れ 
る 。 回廊 を 通る と 心身 が 闇 に むし ば まれ る の 
で 、 痢 の 住人 で も 多用 する の は 危険 。 


要 王 や テラ た ち は 、 所 
間 間 が 用 意 し た 異 空 の 
田 各 廊 の ゲー ト を 開 
四 さ 、 交 形 さ せ た キ 
ー プ レード に 乗っ 
て 回 廊 を 進む 。 


只 洒 機関 の 黒 コー 
ト や ディ ズ の 赤い 
マト テラ た ち ぢ お 
の 鎧 は 、 回 廊 を 通 
る と き に 防護 服 の 
役目 を 果たす 。 


光 の 世界 の いわ ば 裏側 に 位置 する 異 世界 。 
基本 的 に 人 間 は お ら ず 、 ハ ー ト レス た ち 闇 の 
化け 物 で あふ れ て いる 。 

光 と 痢 の 2 世界 を 結ぶ 扉 に は 、「 聞 の 扉 」 と 
「 光 の 扉 」 の 2 種類 が ある 。 閣 の 扉 は 闇 の 住人 
だ け 、 光 の 扉 は 光 の 世界 の 住人 だ けし か く ぐ 
る こと が で き な い ( 右 ペ ー ジ を 参照 )。 


信 ア ン セ ム に 肉体 を 径 っ 取ら れ た リク は 、 間 
の 世界 に 心 が 放 り 出 され 、 身 体 を 取り も ど し 
た あと も その まま 閉じ こめ られ た 。 


| | wcoM | el | epss | | mss | esp | 


光 と 闇 の 狭間 に 存在 する 世界 。 光 の 世界 に 
くら べ て 、 属 し て いる ワー ルド は 少な い 。 ま 
た 、 空 間 的 に 不安 定 な の で 、 闇 の 回 廊 が 突然 
口 を 開け る こと が ある 。 


世界 同士 の 位置 関係 


トワ イラ イト タウ ン 


し 中 志 却 の 城 旅 立ち の 地 ) | 閣 
寄 


存在 し な か っ た 世界 生 太 り 


家計 S 型 党 


『 キ ング ダム ハー ツ 』 の 世界 で は 、 人 間 や 生き 物 の みな ら ず 、 す 
べ て の 存在 に 心 が 宿 る と され て いる 。 そ ん な あら ゆる 心 の 集合 


体 が 、「 大 いな る 心 」 


"キッ ダダ ム ハ ー ツ "だ 。 


@1 | | @I | es | 


| BbS | @3p | 


光 の 世界 に 点 在 する ワー ルド は どれ も 、 
「 世 界 の 心 」 を 持つ 。 世 界 の 心 と は 、 そ の 世界 
を 形成 する も の すべ て の 心 の 集合 体 で 、 世 界 
の どこ か に ある 鍵穴 の 奥 に 隠さ れ て いる 。 

世界 の 心 の 鍵穴 は 、 闇 の 世界 に も 通じ て い 
る 。 鍵穴 は ふだん は 閉じ て お り 、 世 界 は 闇 か 
ら 守 られ る 反面 、 外 の 世界 へ の 道 も 閉ざさ れ 
て いる 。 鍵穴 が 開く と 、 世 界 を 覆う 壁 が 壊れ 
て 外 の 世界 と の 行き 来 が 可能 に な る が 、 闇 の 
力 の 流入 も 許す こと に な る た め 、 そ の 世界 は 
危険 に さら され て し まう 。『KH 1I 』 で は 最初 
か ら 世 界 の 心 の 鍵穴 が 開い て お り 、 ソ ラ た ち 
は それ を 閉じ る た め に 冒険 する 。 


年 世界 の 心 の 鍵穴 は 通常 は 
隠さ れ て お り 、 キ ー プ レー 
ド を か ざす と 姿 を 見 せる 。 


只 リ ク は 幼い ころ 
キー プレ ー ド 継承 
の 儀式 を 受け た た 
め 、 人 に は 見 えな 
い 鍵穴 を 見 る こと 
が で きた 。 


冒険 の さい に 開閉 する 鍵穴 | 

世界 の 心 の 鍵穴 以外 に も 、 世 界 に は さま ざ 
まな 鍵穴 が ある 。『KHTI 』 以 外 の 作品 で は 、 
世界 の 心 の 鍵穴 と は 異な る 鍵 窟 を キー ブレ ー 
ド で 開き 、 世 界 を めぐ っ て いく 。 
W 鍵穴 を めぐ る 主人 公 の 行動 

作品 主人 公 行動 
韻 の 侵入 を 食い 止め る た め に グ 


@1 ルン ミ シ ッ プ で 旅 し 、 開い て し まっ た 
世界 の 心 の 鍵穴 を 閉じ て いく 
世界 の 再生 を 助け る べく 、 世 界 

介 I 人 2 が 用 意 し た ゲー ト の 鍵穴 を 開き 、 


グミ シッ プ で 旅 する 

パグ に 侵さ れ た ジミ ニー メモ の 
デー タ を 修復 する た め 、 各 デー タ 
世界 の 鍵穴 を 開け て バグ を 取り 


便 codee | デー タ ・ ソ ラ 


| の ぞい て いく 
セン エラ クウ ゥ ス が 用 意 し た 異 空 の 回 
竜 BbS | ヴェ ント ゥ ス | 廊 へ の 鍵穴 を 開き 、 世 界 を めぐ る 
アク ア (目的 は 3 人 それ ぞ れ 異な る ) 
ソラ マス ター 承認 試験 に 挑戦 し 、 世 
便 3D リク 界 が 見 て いる 夢 づ た い に 世 界 を 


渡っ て 、 刀 り の 鍵穴 を 開い て いく 


合 『KHT』 以 外 の 作品 で は 、 閉 じ て い る 袋 准 を 
開い て いく こと が ほとん ど だ 。 


この 世 の 心 が 集約 され た も の 。「 王 国 の 心 」 
「 世 界 の 中 心 」 と も 呼ば れ 、 大 いな る 力 の 源 、 
知識 の 宝庫 と され る 。 

か つて 人 々 は "キン グ ダ ム ハー ツ " を 「 大 い 
な る 光 の 心 」 と 見 な し 、 こ れ を 求め て 世界 を 
滅ぼす ほど の 戦争 を 起こ し た (っ P8)。 そ の 
た め 、 現 在 " キ ング ダム ハー ツ " は 厳重 に 封印 
され 、 容 易 に は 近づけ な い 。 マ スタ ー・ ゼ ア 
ノー ト を は じ め と する 闇 の 勢力 は あの 手 こ の 
手 で “キング ダム ハー ツ " に 近づこ うと し 、 ソ 
ラ た ち は そ れ を 阻止 すべ く 戦 う 。 


“世界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ "[ = ] 


世界 の 心 を 集約 させ た "キン グ ダ ム ハー 
ツ "。 そこ へ 通じ る 鍵穴 は 、 セ プン プリ ン セ 
ス の 心 で で きた 「 人 の 心 の キー ブレ ー ド 」 で 導 
か れる 。『KH 1 』 で マレ フィ セン ト や アン セム 
は ハー トレ ス を 使っ て 世界 の 心 を 奪い 、" 世 
界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " を 目指 す 。 


“人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ ”" 
[ wr ][ esp 
人 の 心 を 集約 させ た “キング ダム ハー ツ "。 
通 機関 は 、 こ れ と 一 体 化 すれ ば 自分 た ち が 
完全 に な れる と 信じ 、 ハ ー ト レス か ら 解 放さ 
れ た 心 を 集め て “人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " 
を 作る 。 も っ と も 、 機 関 率 いる ゼム ナス の 
狙い は 、“" 人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " を 媒介 
に ゼア ノー ト の 心 を メン バー に 植え つけ 、 

「13 の 闇 」 を 作る こと だ っ た ( つ P9)。 


各 機関 の 城 の 
上 空 に は 、 作 られ 
て いる 途中 の "人 
の 心 の キン グ ダ ム 
ハー ツ " が 浮か ぶ 。 


真 の "キン グ ダ ム ハー ツ "[ sss ][ ss ] 
上 記 ふ た つの よう な 人 工 的 に 作ら れ た も の 
で は な く 、 こ の 世 の 最 初 か ら 存在 する キン グ 
ダム ハー ツ 。 は る か 昔 に キー ブレ ー ド 戦争 で 
争わ れ て 闇 に 飲ま れ た が 、 対 を な す 存 在 の 「 え 
ブレ ー ド 」 が あれ ば 、 再 度 姿 を 見 せる と いう 。 


信 マ スタ ー- ゼア ノー ト の 目的 は 、 そ ブレー 
ド で 真 の "キン グ ダ ム ハー ツ " の 扉 を 開き 、 
キー ブレ ー ド 戦争 を 再来 させ る こと (一 P8)。 


司 闇 の 扉 と 光 の 扉 当 

“キン グ ダ ム ハー ツ " へ と つづ く 扉 は 、 闇 の 世 
界 に つなが る 「 闇 の 扉 」 で も ある 。 間 の 扉 は 闇 
の 存在 し か 通れ ず 、 扉 を 封印 する に は 光 の 世 
界 の キー プレ ー ド と 聞 の 世界 の キー ブレ ー ド 
の ふた つか が 必要 で 、 そ れ ぞ れ の 持ち 主 が 光 の 
世界 と 闇 の 世界 の 両方 の 側 か ら 力 を 合わ せな 
けれ ば な ら な い 。 

闇 の 扉 と 対 を な す も の と し て 、『 光 の 扉 」 が 
ある 。 闇 の 世界 に 迷い こん で し まっ た 光 の 住 
人 に と っ て 帰り 道 と な る この 扉 は 、 言 うな れ 
ば 人 の 心 の な か に 存在 し 、 心 の 持ち よう を き 
っ か け に し て 現れ る 。 


全 半 の 世界 で キー プレ ー ド を 手 に し た 王様 は 、 光 


の 世界 に いる ソラ と 協力 し 、 間 の 扉 を 封印 し た 。 


} 


信 間 の 世界 に 残さ れ た ソラ と リク は 、 カ イリ の 
手紙 を 読ん で 希望 を 抱き 、 光 の 扉 を 見 い だ す 。 


「 聞 な き 光 の 心 」 を 持ち 、 存 在 自体 が 光 の 世 
界 の 根幹 を 支え る 、7 人 の 女性 。" キ ング ダ 
ム ハ ー ツ "を 導く こと が で きる が ゆえ に 、 間 


の 勢力 か ら 狙 われ る 。 


る 独 負 


白雪 姫 オー ロラ アリ ス 
ジャ スミ ン シン デレ ラ 


カイ リ 


信 プ リン セス は それ ぞ れ 異な る 世界 に 住む 
が 、 ヴ ィ ラ ンズ (…P9) の 手 で 集め られ 、 人 の 
心 の キー プレ ー ド を 作る の に 利用 され た 。 


どの アァ 


カギ 


選ば れ し 者 の 手 に 現れ 、 あ ら ゆ る こと の "カギ "と な る 不思議 な 
武器 一 一 キー プレ ー ド 。 心 の 力 の 証 で ある この 武器 を 使っ て ソ 


ラ た ち は 道 を 拓 き 、 闇 の 勢力 に 立ち 向かう 。 


wi | scow| wm | ep | eee | @B5S | @30 ] 


さま ざま な 事象 を 起こ す 力 を 持つ 、 カ ギ 型 
の 武器 。 痢 の 存在 を 打ち 倒し 、 闇 の 化け 物 ハ 
ー ト レス に と ら わ れ た 心 を 解放 で きる 。 ま 
た 、 文 字 ど お り 「 鍵 」 と し て 使う こと で 、「 世 
界 の 心 」 の 鍵穴 を は じ め と する あら ゆる 鍵穴 
を 開閉 で き 、 大 いな る 力 の 源 “" キ ング ダム ハ 
ー ツ "へ の 道 を 導き 出す 。 

も と も と キー ブレ ー ド は 、“ キ ング ダム ハ 

ー ツ "を 求め る 人 々 の 争い の 道具 と し て 作ら 
れ 、「 キ ー プ ブレ ー ド 戦争 」 を 引き 起こ し た 。 そ 
の 反省 か ら 、 現 在 キ ー ブ レ ー ド の 使い 手 は 原 
則 と し て 光 の 世界 の 監視 者 と し て 動き 、 そ れ 
ゆえ 「 光 の 田 者 」 と 呼ば れる こと が 多い 。 

す ひ と り が 使え る キー プレ 


ー ド は 原則 的 に 1 本 だ が 、 ニー ーー う > 
取り つけ る キー チェ ー ン に る 
より 、 形 や 能力 が 変わ る 。 Y 


和 を テラ た ち が 使 う キ ー 
プレ ー ド は 、 乗 り 物 に 変 
形 し 、 持 ち 主 を 乗せ て 異 
則 空 の 回 廊 を 渡る 。 


| キー ブレ ー ド が 使え る 仕組 み | 


キー ブレ ー ド は 、 継 承 の 儀式 を 経た の ち 、 
キー プ ブレー ド 自 身 か ら 選 ば れる こと で 使え る 
よう に な る 。 継承 の 儀式 は 、 キ ー ブ レ ー ド を 
介し て キー ブレ ー ド マス ター と 触れ 合う と 完 
了 し 、 新 た な 使い 手 は 、 マ スタ ー の も の と は 
別 の キー ブレ ー ド を 使う 。 キ ー ブ レ ー ド が 使 
い 手 を 選ぶ 基準 は 、 対 象 が 強い 心 を 持つ か ど 
うか で 、 そ の 心 の 善悪 は 関係 な い 。 

キー ブレ ー ド は 心 の 力 の 象徴 で あり 、 使 い 
手 の 心 の 数 だ け 存 在 す る 。 ソ ラ は ふた つの 心 
を 持つ た め 、 例 外 的 に 二刀流 が 可能 (っ PI3)。 
また 、 ソ ラ は 、 継 承 の 儀式 を 受け ず に キー ブ 
レー ド が 使え る よう に な っ た 珍し い 例 で も ある 。 


ン 


信 リ ク は 幼少 時 に テラ か ら 弥 の 人 式 を 受 
け 、 同 じ こ ろ カ イリ は アク ア の キー ブレ ー ド 
に 偶然 航 れ る こと で 継承 の 条件 を 満た し た 。 
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光 の 世界 の キー ブレ ー 

/ 闇 の 世界 の キー ブレ ー ド [ wr ] 

キー プ ブレード に は 、 光 の 世界 に 属す る も の 
と 闇 の 世界 に 属す る も の が ある 。 これら は 
“キン グ ダ ム ハー ツ " の 扉 の 内 カギ と 外 カ ギ の 
役割 を 果たす だ け で 、「 闇 の 世界 の も の な ら 
闇 の 力 を 持つ 」 と いっ た こと は な い 。 物語 中 
に 登場 する キー ブ プレー ド の ほとん ど は 、 光 の 
世界 の も の と な っ て いる 。 


1 モト 『KH BbS』 の 時 代 は 光 の 世界 の キー プレ ー ド 
を 、『KH 1 』 以 降 は 間 の 世界 の も の を 使う 。 


| 人 の 心 の キー プレ ー ド [sw] 
セブ ンプ リン セス の 心 で で きた 、 特 殊 な キ 

ー ブ レ ー ド 。 "世界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " 

へ つづ く 鍵 穴 を 出現 させ る 力 の ほか 、 人 の 心 

を 開い て 取り 出し 、 

相手 を 痢 に 堕 と す 

力 を 持つ 。 『KH TI 』 

で アン セム が これ 


を 作る が 、 カ イリ の 

心 が 足り ず 、 不 完 の 

全 な も の に な っ た 。 

| キー プレ ー ド マス ター [=es JFL es ] 
キー ブレ ー ド 使い の な か で も 、 と くに すぐ 

れ た 者 。 基 本 的 に は 、「 光 の 監視 者 」 に ふさ わ 

し い 者 が 、 師 に 認定 され る こと で マス ター に 

な る 。 キープ ブレ ー ド 継承 の 儀式 を 行なっ た 

り 、 自 分 の 心 を 取り 出し て 別 の 身体 に 移し た 

り で きる の は 、 キ ー ブ レ ー ド マス ター( も し 

く は それ に 類する 力 の 持ち 主 ) の み 。 


ます ドサ 1 


マス ター・ エ ラク ッ ス マス ター・ ゼ アノ ー ト クア 


邊 信 王 様 は 『KH BDS』 の 最後 に 、 ア クア 
は 同 作品 の 序盤 に 、 リ ク は 『KH 3D』 の 
最後 に に それぞれ キー ブレ ー ド マス 
ター と し て 認め られ る 。 


信 マ ス ダ ー・ エ ラク ウッズ は 、 キー デレ ー ド マ 
スタ ー の な か で も 代々 た だ ひと り 選 ば れる 、 
旅立ち の 地 を 守護 する 正統 後継 者 だ っ た 。 


ss | | …| | 

は る か 昔 、“ キ ング ダム ハー ツ " を めぐ っ て 
キー ブレ ー ド 使い た ち が 起こ し た 戦争 。 こ の 
戦争 の 結果 、 光 の 世界 は 間 に 飲ま れ て 一 度 消 
滅 し 、 子 ども た ちの 心 の 光 の お か げ で 再生 し 
た も の の 、 小 さ な ワ ー ル ド に わか れ て し まっ 
た 。 そ うし た 事実 は 、 光 と 痢 を めぐ る お と ぎ 
話 と し て 語り 継が れ て いる 。 


| wehs | @3D | 


信光 と 間 の 均 称 を 理想 と する マス ター・ ゼ ア 
ノー ト は 、 現 在 の 世界 は 光 が 強 すぎ る と し て 、 
キー プレ ー ド 戦争 の 再来 を も くろ ん で いる 。 


に リー テー 人 昌 


| @BbS | リ | 


真 の "キン グ ダ ム ハー ツ " を 導く カギ 。 読み 
か た は 「 キ ー ブ プレ ー ド 」 だ が 、 ほ か の キー ブレ 
ー ド と は 似 て 非 な る も の で 、 真 の "キン グ ダ 
ム ハ ー ツ "と と も に 世界 の 最初 か ら 存 在 し 、 
あら ゆる キー ブレ ー ド の 原型 と な っ た 。 キ ー 
ブレ ー ド 戦争 の さい に 砕け 散り 、7 つ の 光 と 
13 の 闇 に わか れ た の で 現存 し な い が 、 純 粋 な 
光 の 心 と 純粋 な 闇 の 心 が 均等 な で 合わ さる 
と 、 ふ た た び 生 み 出 せる と いう 。 

マス ター・ ゼ アノ ー ト は 、 え ブレ ー ド を 完 
成 さ せる べく 10 年 以上 前 か ら 暗 躍 し て いる 。 
『KH 3D』 の 時 点 で は 、 自 分 と その 分 身 で 「13 の 
闇 」 を そろ え 、「7 つ の 光 」 と ぶつ ける こと で え 
プ ブレード を 生む 計画 を 進行 中 。 


征 ヴ ェ ン トゥ ス の 光 
の 心 と ヴァ ニタ ス の 
導 の 心 が 融 合 し て 誕 
生 し た アプ レー ド 。 
2 本 の キー プレ ー ド 
が X 字 型 に 交差 し た 
形状 を し て いる 。 


信 「3 の 聞 」 と 「7 つ の 光 」 を 交錯 させ る こと で 
メ プ レー ド を 生む 一 一 それ が 、 現 在 マ スタ ー・ 
ゼア ノー ト が 進め て いる 計画 だ 。 


ソラ た ちの 前 に は 、 ハ ー ト レス や ノー バディ 、 そ し て それ ら を 使 
役 する 胃 機 関 や ヴィ ラン ズ な ど が 立ち は だ か る 。 彼 ら 闇 の 勢 
力 と 戦わ な けれ ば 、 光 の 世界 に 平和 は 訪れ な い 。 


| | 借 COM | 全 I | @Days | sedm | @BbS | @3D | 


痢 か ら 生ま れ 闇 に 回 帰す る " 心 無 き 者 "。 心 
の 痢 が 具現 化し た も の で あり 、 人 か が 心 を 失っ 
て 聞 に 堕ち る と 誕生 する 。 知 性 や 意思 は な 
く 、 大 いな る 闇 を 本 能 的 に 求め て "世界 の 心 」 
を 目指 し 、 心 ある 者 か ら 心 を 奪う こと で 仲間 
を 増やし て いく 。 

ハー トレ ス に は た くさ ん の 種類 が ある が 、 
自然 に 発生 する 「 ピ ュ ア ブラ ッ ド 」 と 、『WKHTI』 
の 約 10 年 前 に (ゼアノート ( 闇 の 探求 者 アン セ 
ム ) の 実験 で 生み 出さ れ た 「 エ ンプ レム 」 に 大 
きく わけ られ る 。 光 の 世界 に ハー トレ ス が 爆 
発 的 に 増え た の は アン セム の せい で あり 、 
『KH 1 』 で 彼 を 倒す と その 発生 は や や 収まっ 
た も の の 、 人 の 心 に 閣 が ある か ぎり ハー トレ 
ス が 消え る こと は な い 。 


信 ソ ラ た ちと 敵対 する 者 は 、 間 の 力 を 用 いて ハ 
ー ト レス を 使役 する が 、 そ の 多く に 閣 に 飲ま れ 、 
と き に ハー トレ ス に と りつ か れ て し まう 。 


ピュ アブ ラッ ド 

自然 に 発生 し た ハ 
ー ト レス 。 キー プレ ー 
ド で 倒す と 、 心 を 解 
放す る こと が で きる 。 
世界 に 存在 する ハー 
トレ ス の 多く は これ 。 例 : シ ャ ドウ 


年間 の 世界 は 、 ビ 
ョ アプ ブラッド タ イブ 
の ハー トレ ス で あ 
則 ふれ て いる 。 


エン プ ブレ ム 


ゼア ノー ト を 中 心 と する 賢者 アン セム の 弟 
子 た ち が 、 心 に 痢 を 発生 させ る 実験 で 人 工 的 
に 造っ た ハー トレ ス 。 身 体 の 一 部 に 、 ゼ アノ 
ー ト が 異端 の 証 と し て 用 いる 「X」 と ハー ト が 
組み 合わ さっ た 紋章 (エン ブレ ム ) を 持つ 。 


ぁ 


珍 


ON 


| | @COM | @1 | @Days | ssse | | @30 | 


| 


| | @COM | @1 | 代 Days | | | @30 | 


ハー トレ ス と 対 を な し 、「 誰 で も な い 者 」 の 
名 で 呼ば れる 闇 の 化け 物 。 強 い 心 の 持ち 主 が 
ハー トレ ス に な る と き に 誕生 する 。 そ の ほ と 
ん ど は 白い 身体 の 魔物 だ が 、 特 別に 強い 心 の 
持ち 主 が ノー バディ と な っ た 場合 は 、 人 間 だ 
っ た ころ の 外見 を 保つ 。 

ハー トレ ス の 正体 が 、 闇 に 回 帰し た 「 心 」 で 
ある の に 対し 、 ノ ー バ ディ は 心 が 離 れ た 「 肉 
体 と 魂 」 か ら な る 。 感情 が な いか わり に 記憶 
と 知性 を 持ち 、 集 団 行動 が 可能 だ が 、 そ の 存 
在 は 不確か で 、 放 っ て お いて も いずれ は 闇 に 
溶け て し まう 。 に コリ 

ハー トレ ス か ら 心 
が 解放 され た うえ で 、 
ノー バディ が 消滅 す 
あ 。 も を に な っ た 
人 間 は 復活 する 。 例 : ダス ク 


年 洒 機関 は 人 間 の 
姿 を 保っ た ノー バ デ 
ィ の 集団 で 、 一 般 の 
識 ノー バディ た ち を 支 

寺本 統率 し て いる 。 


陸 200 ス ( 


ドー そそ リ = テテ | 

人 の 怒り や 憎悪 の 感情 か ら 生 まれ 、「 生 命 
に 精通 し な いも の 」 の 異名 を 取る 闇 の 化け 物 。 
『KH BbS』 の 時 代 に 光 の 世界 に 現れ 、 人 々 を お 
び や か し た 。 そ の 正 
体 は ヴァ ニタ ス の 人 負 
の 感情 が 具現 化し た 
も の で 、 ヴ ァ ニ タス が 
ヴェ ント ゥ ス に 倒さ れ 
た 結果 、 絶 滅する 。 


iAns2n 


トミ ラリ ミ | トー ュー 
「 眠 り に 閉ざさ れ た 世界 」 だ け に 巣 く う 、 夢 
を 食べ る 魔物 。 個 体 ご と に 、 悪 夢 を も た ら す 
「 ナ イト メア 」 か 悪夢 を 喰らう 「 ス ピリ ッ ト 」 の 
どちら か に 属し 、 ス ピリ ッ ト の ほう は ソラ や 
リク に 力 を 貸し て くれ る 。 


人 3 宮 


| sms | | 


例 : フ ラッ ド 


| es | 


例 : ソ ル ジ ャ ー 例 : シ ー ネ オ ン 


例 : ワ ンダ ニャ ン ( ナ イト メア 例 : ワ ンダ ニャ ン ( ス ピリ ッ ト ) 


強大 な 力 を 持ち 人 間 の ころ の 姿 を 保っ た ノ 
ー バ ディ の 集団 。13 人 の メン バー で 構成 さ 
れ 、 全 員 が 人 間 時 代 の 名 前 に 異端 の 印 「X」 を 
加え た アナ グラ ム の 名 を 持つ 。 

ノー バディ が 不 完全 な 存在 だ と 自覚 し 、 完 
全 を 求め て "人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " と の 
一 体 化 を 目指 し て いた が 、 ソ ラ た ちの 手 で 壊 
滅 し た 。 し か し 、 隠 れ た 目的 で ある 「|3 の 間 
の 補充 」 が 完了 間近 と な っ た こと で 、“ 真 の 加 


機関 "と し て 再 始動 する 。 


ザル ディ ン ヴィ クセ ン 


信号 No1 て WM は 覧 
者 アン セム の 弟子 
だ っ た 者 。 最 後に 加 
入 し た シオ ン は 正規 
メシ パー で は ほな : ぐ 、 
番号 が 虚数 を 意味 す 
る i に な っ て いる 。 


| es | 


ゼア ノー ト と その 分 身 か ら な る 「|3 人 の 闇 
の 探求 者 』. た ち 。 自分 ら を 「|3 の 闇 」 に 見 立て 、 
7 つの 光 」 と ぶつ か る こと で え ブ レー ド を 作 
ろう と し て いる 。『KH 3D』 の 時 点 で 12 名 お り 、 
その うち 判明 し て いる の は マス ター・ ゼ アノ 
ー ト 、 アン セム 、 ゼ ム ナ ス 、 シ ダグ パー ル 、 サ 
イク ス 、 青 年 ゼア ノー ト の 6 人 。 


@I | WCOM | @1 | @Days | eede | 便 BbS | 代 3D | 


マレ フィ セン ト や ピー ト な ど 、 デ ィ ズ ニー 
作品 に 登場 する 悪役 た ちの 総称 。 ハ ー ト レス 
や 闇 の 力 を 使っ て 悪さ を 働き 、 ソ ラ た ちの 行 
く 先 々 で 冒険 の 邪魔 を する 。 


征 『KHI』 の ヴィ ラン 
ズ は 、 マ レフ ィ セ ン 
ト を 中 心 に "キン グ 
ダム ハー ツ " を 目指 
し て 結託 し て いた 。 
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Chapter 1 3 
Character File 


キャ ラク ター ファ イル 


Sora / Riku / Kairi / King Mickey / Donald Duck / Goofy / jiminy Cricket / Ven Sid / Pluto / 
Ansem the Wise(DiZ) / Maleficent / Pete / Roxas / Axel / Namine / Terra / Ventus / Aqua / 
Master Eraqus / Vanitas / Master Xehanort / Ansem / Xemnas / Xigbar / Xaldin / Vexen / 
Lexaeus / Zexion / Saix / Demyx / Luxord / Marluxia / Larxene / Xion / Riku-replica 


つなが る 心 を 力 と し て 戦う キー ブレ ー ド の 勇者 


引っ OKA 


登場 作品 1[ sr ]Lsw]L ss [ss] 
[sss ][ sss ][ esp ] 


/ 』 ※[ sc ] で は 、 回 起 シー ン に 登場 する ほか 、 ミ ッ シ ョ ン モ ー ド の 操 
作 キ ャ ラク ター と し て 使用 可能 


oN キン グ タ ダム チェ ー ン ほか 


デス ティ ニー アイ ラン ド で 育っ た 、 明 る く 元 気 な 
少年 。 特 別 な 能力 は な く 、 継 承 の 儀式 を 受け た わけ 
で も な い が 、 人 の 想い を まっ すぐ に 受け 止め る 純粋 
な 心 の 強 さ を 持つ が ゆえ 、 心 の 力 の 証 た る キー ブ 
レー ド か ら 使 い 手 と し て 選ば れ た 。 幼 な じみ の リク 
と カイ リ 、 旅 の 仲間 の ドナ ルド や グー フィ ー、 そ し て 
道中 で 出会っ た 人 々 と の 心 の つなが り を 力 に 変え 、 
マス ター・ ゼ アノ ー ト ら 間 の 勢力 に 立ち 向かう 。 


[ si [scow ][ epss ]Lwcss ] 


は じ め て 冒険 に 出 た と き の 、14 歳 の 
ソラ 。「KHI シリ ー ズ を 象徴 する 王冠 の 
モチ ー フ が 、 ペ ンダ ント トッ プ や ウォ 
レッ トチ ェ ー ン に あし ら わ れ て いる 。 


[ sn ][ ss ] 


最初 の 冒険 か ら 1 年 後 の 姿 。 衣 装 の 色 が 
黒 基調 で 引き し まっ た 印象 に な り 、 顔 つき 
も キリ っ と し た 。 髪 の 色 が 明る く な っ た の 
は 、 分 身 で ある ロク サス を 取り こん だ 影響 。 
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お 窒 Nge ヤ souemeew 


MD リ # 《 キン グ ダ ム ハー ツ 


ォ ン タム が ー ン 偶然 手 に し た キー ブレ ー ド の カ で 
さま ざま な 世界 を 冒険 


住ん で いた 島 が 痢 に 飲ま れ 、 リ ク の 
も の に な る は ず だ っ た キー ブレ ー ド を 
手 に 外 の 世界 へ 。 リ ク と カイ リ を 捜し 
て 、 ド ナル ド や グー フィ ー と 旅 す る う 
ち 、 キ ー ブ レ ー ド の 勇者 と し て の 使命 
に 目覚 め て いく 。 冒険 の すえ カイ リ を 
助け 、 リ ク の 身体 を 奪っ た 闇 の 探求 者 
アン セム を 倒し 、" キ ング ダム ハー ツ " 
を 狙う 聞 の 勢力 の 陰謀 を 阻止 し た 。 


一 下 ひ の CO き 


只 / 鍵 "の 持ち 主として ドナ 
ルド 、 グ ー フ ィ ー と 一 緒 に 世 
界 を めぐ り 、 痢 の 侵入 経 次 と 
な る 各 世 界 の 鍵穴 を キー プ 
レー ド で 閉じ て いく 。 


只 友 と の つなが り と 間 の 奥 の 光 を 信じ 
つづ ける ソラ の 強 さ は 、" キ ング ダム 
ハー ツ " の 真 の カー 一 光 を 呼び 覚ます 。 


を 黒 各 の アン セム を 倒し て も 、 ソ ラ の 
= 冒険 は 終わ ら な い 。 間 の 世界 に 残っ 
包 ず ぜ ラ 時 県 帰 記 が 受 た リク を 捜す た め 、 か な ら ず 帰る と カ 
イリ に 約束 し て 新た な 旅 へ ……。 


キン グ ダ ム ハー ツ バー ス バイ スリ ー プ 


ここ で アン > 
キン クタ ム バ ン バー 先天 リ アイ まだ 物心 つく 前 の 出会い が 、 の ちの 運命 を 決定 づけ る 


『KH 1 」 の 10 年 以上 昔 、 こ の 世に 生ま れ て 
間もなく 、 ヴ ェ ン トゥ ス の 欠け た 心 と つ な 
が っ て 彼 を 立ち 直ら せる 。 そ れ か ら 数 年 後 、 
キー ブレ ー ド 使い の テラ 、 ア クア と 遭遇 。 さ 
ら に 、 ふ た た び 消 え か か っ た ヴェ ント ゥ ス 
の 心 を 受け 止め 、 自 分 の な か で 眠ら せ た 。 


ト 肖 逢 寺 ら < 
ボク の 心 と つなげ ば いい よ 」 


年 ヴェ ント ゥ ス の 痛み を 感じ 取り 、 壊 れ か 
引け た 彼 の 心 を 眠り に つか せる 。 そ の 結果 、 ふ 
た つの 心 を 抱え る こと に な っ た た め 、 の ち 
に キー ブレード の ニカ 流 に 開花 し た 。 


al 1312gMO 【 Jo1ded う | 3 


E)2 ヤ DUARE ENIX 


キン グ ダ ム ハー ツ チェ イン オブ メモ リー ズ 


oo eee 


リク と 王様 を 捜す 途中 、 闇 の 
組織 「 加 機関 」 の 陰謀 で 忘却 の 
城 を 訪れ 、 偽 り の 記憶 を 植え つ 
けら れ て し まう 。 上 黒幕 の マー 
ルー シャ を 倒し 、 ソ ラ の 記憶 を 
書き か えた 少女 ナミ ネ の 口 か 


EE um ら 真 実 を 聞く と 、 本 来 の 記憶 を 
三 [ey ささ ビレ S 0 9 
| 記憶 を 消さ る れ た っ て 、 - 取り も どす べく 、 ボ ポッ ド の な か 
人" 自分 の 大 切な 人 は 幼なじみ の ナミ ネ 』 と い 一 ほ い 眠 り に つい た 。 


う 記憶 を す リ こま れ 、 彼 女 を 救 お うと あせ る 


N ミエ 2 

心 が 壊れ た っ て ソラ 。 最 終 的 に その 記憶 が ウソ だ と 知る が 、 
へ > っ マー ニュ それ で も 彼女 へ の 想い は 変わ ら な か っ た 。 

約束 は 、 ナ ミネ ホ は か な ら ず 守る 1 」 で "PC の gao ら 4 の 20 


や 答 Na soumeew 


キン グ タ ダム ハー ツ H 


自分 の 半身 で ある ノー バディ の ロク サ 
ス を 吸収 し て 記憶 を 取り も ど し 、1 年 間 
の 眠り か ら 覚 醒 。 リ ク と 王様 を 捜し な が 
ら 、 各 地 で ハー トレ ス や ノー バディ と 
戦っ て いく 。 旅 の すえ に カイ リ 、 リ ク 、 王 
様 と 合流 し 、“ キ ング ダム ハー ツ " を 狙う 
名 機関 の セム ナス を 倒し て 、 故 郷 デ ス 
ティ ニー アイ ラン ド へ と 帰還 し た 。 


只 | 年 前 に ソラ か ら 分 か た れ た 、 
ノー バディ の ロク サス 。 行く 先々 
で ソラ は 彼 の 名 で 呼ば れ 、 旅 の 終 
融 に は 当 人 と 戦う こと に 。 


用 」 


M 


で 村 計 


4 
ぶさ 


本 | 


NSX 


只 間 の 探求 者 アン セム と 対 を な 間 
す 存 在 で ある 、 角 機関 の リー ダー | 
の ゼム ナス と 対 財 。 親 友 た ちと 
協力 し て 彼 を 打ち 倒し 、 ま た し て 
も "キング ダム ハー ツ " を めぐ る 
陰謀 を 阻止 し て 光 の 世界 を 守る 。 


ED ouAepNx 


| キング ダム ハー ツ コー デッド 


ジミ ニー メモ を 修復 すべ く 、 デ ー タ の 分 身 が 大 活躍 


ソラ 自身 で は な く 、 彼 の 最初 
の 冒険 を 記し た ジミ ニー メモ の 
デー タタ 世界 に いる 「 デ ー タ ・ ソ 
ラ 」 が 登場 。 王 様 の 頼み で メモ 
に 隠さ れ た 謎 を 解 こ うと デー タ 
世界 の バグ を 取り の ぞ く う ち 、 
ソラ 本 人 の な か で 眠る “痛み "の 
記憶 に 触れ る こと に な る 。 


「 この 痛み だ けが 
な くし た 記憶 を 柚 ぎ と め て くれ る 
絆 な ん が な 


中 追加 デー タ の 世界 で 、 デ ー 
タ ・ ソ ラ は 出会い と 別れ を 重 
ね 、“ 痛 み "を 負っ て いく 。 そ 
れ は 、 の ち に ソラ 本 人 が 、 彼 と 
つなが る 者 た ち を 目覚 め さ 
せる の に 必要 な 体験 だ っ た 。 


アン セム と ゼム ナス の 本 体 で ある 
マス ター・ ゼ アノ ー ト の 復活 に 備え 、 
リク と と も に マス ター 承認 試験 に 


チャ レン ジ 。 課 題 を こなす た め 、 眠 り 
に 閉ざさ れ た 世界 を 夢 づ た い に 旅 し 


て 「 眠 り の 鍵穴 ] を 開い て いく な か 、 試験 の た め に 時 間 を さか 
13 人 の ゼア ノー ト か ら な る " 真 の 名 の ぼっ た の で 、14 歳 時 の 姿 。 

ム ゼア ノー ト た ち に 目 を つけ 
機関 "の 最後 の 器 と し て 狙わ れる 。 られ 、 異端 の 印 IX」 が 刻ま れ 
た 衣装 を 着る こと に 。 


現実 で の 姿 


5 (タタ 


全 一 緒 に 試験 を は じ め た リク と は 、 芝 の 世界 に 入る と き に 離れ 
ば な れ と な る が 、 互 い に 相 手 の 存 在 を 感じ な が ら 旅 し て いく 。 


陰 は な まえ た ちの 
守 験 や た くら 5 み の 


年 真 の 折 機 関 へ と 謗 う ゼ ア 
ノー ト の 分 身 た ち に 、 絆 の カカ 
で 立ち 向かお うと する ソラ 。 
だ が 、 彼 ら の 手 で 夢 の こ 
誘い こま れ 、 闇 の 眠り 


3 中 jojogieti つ 『 oided う ] 臣 


内 な る 闇 に 前 友 を 想い 支え る 少年 


“KIKU 


リク 


ーー 1 
ルル L 登場 作品 | [ si ][ ecow][ en ][ sos] 
ノ じ ハ [sees][ sms ][ ss ] 
15 歳 時 使用 キー プレ ー ド ウェ イト ウザ ドー ン ほか 
[ w: 上 se] 《 
最初 の 冒険 に 出 た と ソラ と カイ リ の 幼なじみ で 親友 。 し っ か り 者 で 探 


Mr 1 二 求 心 に 富み 、 ク ー ル そう に 見 えて 友だち 想い 。 デ ス 
た 印象 だ 異端” テイ ニー アイ ラン ド で 育っ た が 、 せ まい 島 で の 日 々 
印 X] を 思わ せる 胸元 に 満足 で きず 、 外 の 世界 に あこ が れ て いた 。 そ の 当 
の デザ イン が 意味 深 。 望 や 、 友 へ の 複雑 な 感情 か ら 生ま れ た 心 の スキ に つ 
け こ まれ 、 間 の 探求 者 アン セム に 身体 を 乗っ 取ら れ 
る も 、 余 曲折 を 経て 己 の 間 を 克服 。 キ ー ブ レ ー ド 
を 手 に 、 光 の 勇者 と し て ソラ と と も に 歩ん で いく 。 


CdY 吾 


ove 滞 の 本 区 さと いき 


16 歳 時 
[* コ 

最初 の 冒険 か ら 1 年 後 の リク 。 
衣装 の 色合い は 以前 の も の と 似 て 


いる が 、 髪 が 伸び 、 顔 も 身体 も 見 ち 
が える ほど た くま し く な っ た 。 


こと ンマ 守 租 ぶさ 


ク 
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Ei 『 SQUARE ENIX 


| キングダム ハー ツ e 


キー ブレ ー ド 使い の 力 を 秘め つつ も / 中 衝 誰 
心 を 導 に 染め て …… N 


島 が 闇 に 飲ま れ た 結果 、 念 願 か な っ て 
外 の 世界 へ 。 し か し 、 キ ー ブ レ ー ド を 手 
に し た ソラ へ の 対抗 意識 と 、 心 を な くし 
た カイ リ を 助け よう と いう あせ り を マレ 
えも 生 う つて みな い ツ わ 小 ら な いま まな フィ セン ト に 利用 され 、 ソ ラ と 敵対 。 そ 
5 の うえ 間 の 探求 者 アン セム に 身体 を 乗っ 
取ら れ て “キング ダム ハー ツ " へ の 道 を 開 
いて し まう が 、 最 後 は ソラ と と も に その 
扉 を 閉じ 、 自 身 は 闇 の 世界 に と ど ま っ た 。 


で 外 の 世界 に 出 た いと 
いう リク の 想い は 、 間 接 
的 に 騰 を 呼び こん だ 。 ゆ うっ つろ な 状態 の カイ リ 
え に 、 彼 が 持つ は ず だ っ を 見 つけ て 自責 の 念 に 駆 
た キー プレ ー ド は 最初 これ 彼女 を 救う べく 必 
に ソラ の へ 旗 る 。 死に な る が 、 そ れ が リク 
を 間 の 道 へ と 歩 ま せる 。 


ば ご 書き お ぷく 代 (Cy( Y 
Cyre 和 Sv 評 あ 殊 豆 」 


と 
ビス 


「 


すす カイ リ を 救う 方 法 を 求め て マレ フィ セン ト と 
手 を 組ん だ こと で 章 に 堕ち "キン グ ダ ム ハー 
ツ " の 扉 を 開 こ うと し て 、 親 友 ソ ラ と 対決 する 。 


痢 の カカ を まとっ た リク 
FE es FswJLeee] 


心 を 闘 に 染め て 変貌 
し た リク 。 不気味 な 剣 
ソウ ルイ ー タ ー を 手 
に 、 ソ ラ の 前 に 立ち は 
だ か る 。「KH COM」 の 
D モ ー ド 発動 時 や 、『KH 
codedl で デー タ ・ リ ク 
が バグ に 侵さ れ た と き 


キン グ ダ ム ハー ツ バー ス バイ スリ ー プ 


キー ブレ ー ド 使い の 青年 と か わし た 約束 


外 の 世界 に あこ が れる 幼い 少年 と し て 、 ソ ラ と と も に 登場 。 ソ ラ と 
一 緒 に 離れ 小島 で 遊ん で いた と き 、 キ ー ブ レ ー ド マス ター 相応 の 力 を 
持つ 青年 テラ と 出会い 、 キ ー ブ レ ー ド 継承 の 儀式 を 受け る 。 テ ラ は 再 
会 を 約束 し て 去り 、 そ の 出来 事 は リク の 記憶 の は る か 奥底 に 刻ま れ た 。 


ここ 6 6 の 
強く な れ そ うな 気 が す る ん だ 」 
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の 
ジン 


aj 19Joeied う 1 JoJded う | イ 


apmD poA と 9jdet う る 


DEdAeid AiojS tie 43Jdel う gs 


③ 


4joeD JHY JoSjded う 


お 答 ngz W souxeewx 


キン グ ダ ム ハー ツジ チェ イン オブ メモ リー ズ 


内 な る 間 と の 戦い の 果て に 
選び 取っ た の は “狭間 の 道 " 


闇 の 世界 を さま よう な か 、 無 意識 の うち に 
ト |] ソラ に 引か れ て 忘却 の 城 へ 。 自 分 を 仲間 に 誘 
う 洒 機 関 や 、 己 の 内 に ひそ お アン セム と 戦い 
な が ら 城 の 地下 を 進み 、 正 し い 記 憶 を 失っ て 
し まっ た ソラ の 現状 を 知る 。 


信 た っ た ひと り で 城 を 訪 
れ た リク だ が 、 謎 の 男 ディ 


ズ に 導 か れ 、 王 様 の 存在 に 目隠し の リク 
支え られ つつ 進む 。 
[em ]Leos ][ er ] 
忘却 の 城 を 出 て 約 1 年 後 の 姿 。 


ディ ズ に も ら っ た 黒 コ ー ト で 骨 機 
関 や 聞か ら 身 を 守っ て いる 。 目 隠 
し し て いる の は 、 自 分 の 心 を 偽り 、 
痢 の 住人 と し て 行動 し て いる た め 。 


只 己 の 韻 の 象徴 た る アン 
セム を 打ち 破っ た リク は 、 
黒 コ ー ト を まとい 、 王 様 と 
と も に 新た な 旅路 に つく 。 


お 和 Ny : SOUARE CNIX 


キン グ ダ ム ハー ツ 358 /2 Days 


ヘアー 大 切な 友 の 目覚 め の た め に 
Y 座 友 の 半身 と 対決 


ディ ズ や ナミ ネ と 協力 し て 、 ソ ラ を も と に 
も ど そ うと 奏 走 。 ソ ラ の 半身 の ロク サス と 、 
ソラ の カカ を コピ ー す る 人 形 で ある シオ ン の 存 「 た と え ぇ 
在 が カギ だ と 知っ て 彼ら と 対決 し 、 間 の 力 を ご こら の 5 


使っ た 代償 で アン セム の 姿 に な っ て し まう 。 人 作 が 俺 で な く な っ て も 」 


| キン グ タ ダム ハー ツ H 


忌 ま わ し き 姿 に 変貌 し て も 心 は 友 と と も に …… 
0 間 の 探求 者 アン セム の 姿 の まま 、 引 ー 
本 きつ づき ソラ の 記憶 を 再生 すべ く カ 


4 
3 


を 尽く し 、 目 覚め た ソラ が 世界 を 救う 
旅 に 出る と 、 陰 な が ら 彼 を 支援 する 。 
ソラ や カイ リ と 合流 し た の ち 、 も と の 
姿 を 取り も ど し 、 晴 れ て キー ブレ ー ド 
の 勇者 に 。 友 と 力 を 合わ せ て 、 洒 機関 
の ゼム ナス に 立ち 向かう 。 


信 現 在 の 姿 は 己 の 間 を 克服 で き な か っ た 罰 だ 
と 考え 、 自 昌 気 味 に 「 ア ン セ ム 」 と 名 乗る 。 


年 ソラ と と も に ゼム ナス を 
打ち 破る も 、 ふ た た び 剛 の 世 
界 に 閉じ こめ られ る こと に 。 
あき ら め か けた と ころ を ソ 
l ラ に 救 わ れ 、 光 を 見 い だ す 。 


| ば いき て る やぶ 且 ye NN 


で 答 nz BUARE ENIX 


キン グ ダ ム ハー ツ コー デッド 


ジミ ニー メモ の デー タ と し て デー タ 世 界 の 修復 を ソラ に 依頼 


リク 本 人 で は な く 、 バ グ に 侵さ れる の を 恐れ た ジミ ニー メモ の 退避 デー タ が 、 リ ク の 
姿 を 借り て 登場 。 ソ ラ と 王様 に メモ の 調査 を 頼み 、 デ ー タ の 悪用 を も くろ む マ レフ ィ セ 
ント た ちや 、 デ ー タ の みな ら ず 現実 世界 を も むし ば も うと する バグ に 立ち 向かう 。 


[ wcow ][ wcsds ] 


黒 コ ー ト を 身 に つけ 
た 、15 歳 時 の リク 。 デ 
ー タ ・ リ ク の ほか 、『KH 
COM! の リク 編 の エン 
ディ ング で の リク が 、 
この 姿 で 現れ る 。 


年 マレ フィ セン ト と ビー ト の 手 に 落ち 
て バグ を 植え つけ られ 、 ソ ラ と の 散 対 
を 余儀 な くさ れる 場面 も 。 


| お まえ の 心 が 感じ た まま ( 
9 


で ぞ の デー タ だ が 
ラ と の 友情 は リク 本 
人 と 変わ ら ず 、 過 酷 
な 戦い に お も むく ソ 還 ン えて いる 時 回 が な か っ ん だ 
ラ を 支え る 。 ーー 


キン グ ダ ム ハー ツ 3D [ドリ ー ム ドロ ッ プ ディ スタ ンス ] 


ソラ の 時 夢 を 喰らう 者 と し て 闇 の 陰謀 に 立ち 向かう 


ソラ と と も に 受け た マス ター 承認 試験 で 、 真 の 沖 機関 "に 目 を つけ られ た ソラ を 
守る べく 、 無 意識 に 彼 の 夢 の な か を 旅 す る こと に 。 最 終 的 に ソラ を 悪夢 か ら 救い 出 
し 、 晴 れ て キー ブレ ー ド マス ター と な っ た 。 

夢 の 世 界 で の 姿 
Les ] 

ソラ を 悪夢 か ら 救 う 役割 

を 負っ た た め 、 悪 夢 を 食べ 


る スピ リッ ト の マー ク が 痛 
に 入っ た 服 を 着る こと に 。 


すか つて 自分 を 拓 か ら 数 っ て くれ た ソラ 外見 は 15 歳 時 の も の 。 
を 今度 は 自分 が 有 動け る ーー そ う 心 に 誓っ 
て 、 ソ ラ を と ら え た 悪夢 に 身 を 投じ る 。 彰 中 の マー ク 


現実 で の 姿 


青年 ゼア ノー ト や アン セム の 闇 へ の 
誘い を 拒否 し 、 間 を 封じ こめ る の で は 
な く 自 身 の 光 に 変え よう と する 。 


ad 9 っ PEdO 『 oded つ | 


光輝 く 心 を 持つ 、 ソ ラ と リク の 幼なじみ の 少女 


登場 作品 | [ wi ]Lewcow ][ sr ]Lsoss ] 
[eess][ es ][ esp ] 


※[ scw ] [sp ] で は 、 回 想 シ ー ン な ど に 登場 
※[ sss ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


14 歳 時 使用 キー プレ ー ド デス ティ ニー プレ イス 


と 


Se [ wi [scos ][ epss ] 
0JN1 ソラ ー に 正気 64 
の 「KHI シ リー ズ に は じ め て 登場 ソラ や リク と と も に 育っ た 、 快 活 で 気丈 な 少女 。 
し た と き の 、14 歳 の カイ リ 。 髪 じつは 光 の 世界 を 支え る セブ ンプ リン セス の ひと り 
が 短く 、 ショ ー ト パン ツ に 巻き ス < ー ヽ ンー 
カー ト を は いて お り 、 活動 的 で で 、 幼 いこ ろ 闇 の 探求 者 アン セム の た くら み に よ っ 


ボー イッ シュ な 印象 だ 。 て 故郷 レイ ディ アン ト ガ ー デ ン を 放り 出さ れ 、 光 の 
勇者 の 素質 を 持つ ソラ と リク の も と に た どり 着い 
た 。" キ ング ダム ハー ツ ”" の カギ と な る 存在 で ある が 
ゆえ に 闇 の 勢力 か ら 狙 われ る が 、 ソ ラ や リク に 助け 
られ 、 自 身 も また 彼ら を 助け よう と する 。 


| 9 ン さ 


vvExNKSNN と の て 画 ひ y | 


に C. 


0 ラル at た 


信 3 人 が 離れ ば な れ に な っ て も 再会 で き 
る よう に 、 お 守り を 作る 。 この お 守り は 、 
の ち に 重要 な 意味 を 持つ こと に ……。 


信 " 秘 密 の 場所 "に ソラ が 残し た 落書 き を 見 て 、 自 分 を 想う 
彼 の 気持 ち し を か み し め る カイ リ 。 落 書き を 描き 加え て お ま 
じ な い を 完成 させ 、 ふ た た び 旅 立っ た ソラ の 帰り を 待つ 。 


年 島 が 半 に 飲ま れ た と き 、 カ イリ の 心 は ソラ の な か 
に 隠れ た 。 以 来 ずっ と 一 緒 に いた ふた り の 絆 は 奇跡 
を 呼び | ハー トレ ス と な っ た ソラ を よみ が えら せる 。 
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と リク に と つて 


只 光 輝く 心 を 持っ て いる た め 、 幼 い 
ころ か ら 間 の 勢力 に 狙わ れ て いた 
カイ リ 。 あ ぶな いと ころ を アク ア 
に 助け られ た さい 、 彼 女 か ら 偶然 
キー プレ ー ド を 継承 する こと に 。 


年 忘 却 の 城 で 記憶 を バラ バラ に さ 
れ た ソラ が 自身 の 心 の 奥底 を 確か 
め た と き 、 も っ と も 大 切な 存在 と し 
て 浮か ん だ の は 、 カ イリ の 姿 だ っ た 。 


alH 13ogieu つ L Joideud う | 塞 


15 歳 時 (制服 姿 ) 
[s コ 

『KHI」 の 物語 序盤 に ロク サス 
と 選 逝 し た 場面 で 披露 する 、 中 学 


校 の 制服 姿 。 ネクタイ を ゆる く 巻 
き 、 袖 を まく っ た ラフ な 着こなし 。 


[今度 は 一 一 私 が 闘う 。 
私 た ちがい な 〈 く ちゃ 
ソラ は ダメ な ん だ か ら 1! 」 


SPInO PHOAA て 91ded う | に 


只 ソ ラ が 記憶 を 失っ た 影響 で 職 
カイ リ も ソラ の こと を 忘れ た 
が 、 彼 へ の 気持 ち は 残 っ て い 1 
た 。 名 前 を 忘れ た “誰か "に 想 
い を つの ら せ た カイ リ は や が 
て 、! 通 の 手紙 を し た た め る 。 


15 歳 時 (私 服 姿 ) 
[ ei ]Leses ][ ss ] 


「KHI」 で の 基本 的 な 格好 。 髪 が 
伸び 、 ピ ンク の ワン ピー ス に 身 を 包ん 
で 見 た 目 は グッ と 女らしく な っ た が 、 活 
発 な の は 変わ ら な い 。 


を 9jded つ Is 


の 
ト く 
に 】 
に 
で 
EJ 
マ 
ド ョ 
に 
居 。 


和 を ソラ を 聞 に 堕 と す 人 質 と し て 河 機 
関 に と ら わ れる も 、 己 の 半身 で ある 
| ナミ ネ の 助け で 脱出 。 キ ー プ レー ド 
| を 手 に 、 ソ ラ の ピン チ に 駆け つけ る 。 


AojIPD BYV 4Sided う |G③ 


只 ソ ラ を 所 し に 行く な か で 、 北 度 も リ 
ク に 助け られ る 。 彼 の 外見 は アン セ 
ム に 変貌 し て いた が 、 そ の 正体 が リク 
だ と カイ リ は ひと 目 で 見 抜い た 。 


年 ソラ と リク の マス ター 承認 試験 
を 経て 、“ 真 の 周 機 関 "の 陰謀 が 明 
ら か に 。 彼 ら に 対抗 する た め の カ 
ギ を に ぎる の は 、 カ イリ の 存在 !? 


INGDON1 HEARTS SERIFS MEMORIAL UI 


光 の 世界 を 見 守る 偉大 な キー ブレ ー ド 使い 


画 KIng Mickey 


王様 (ミッ キー) 


ュ 』 ノ や 
光 だ 登場 作品 1[ w ]Lew]L sr ]Les] 
[eees ][ esss ][ esp 
出典 | 『 気 船 ウ ィ リ ー』(1928 年 ) 


レン "wm フード キン グ ダ ム チェ ー ン D ゅ y 

] 

基本 衣装 時 ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 王様 で 、 キ ー ブ レ ー ド マ 

人 コ スタ ー の ひと り 。 偉 大 な る 魔法 使い イエ ン ・ シ ッ 
ド の も と で 修行 を 積み 、 彼 と 一 緒 に 光 の 世界 全体 を 


ミッ キー マウ ス の シン ボル カラ 見 守っ て きた 。 お だ や か な 人 柄 な が ら 正 義 感 が と 
ー で ある 赤 を 基調 に し た 、『KHI 
て も 強く 、 世 界 の 危機 を 察知 する た びに 、 城 を 王 婦 
の ミニ ー に まかせ て 事態 を 解決 すべ く 旅 立つ 。 間 
の 勢力 と の 戦い を 通じ て 知り 合っ た ソラ や リク 、 
ヴェ ント ゥ ス や アク ア と は 、 固 い 絆 で 結ば れ た 仲 。 


シリ ー ズ オリ ジ ナ ル の 衣装 。 


只 ソ ラ と 協力 し て 間 の 扉 
に 鍵 を か け 、 光 の 世界 へ 間 
が あぶ ふ れ 出 す の を 阻止 し 6 
た も の の 、 リ ク と も ども 聞 | 議 暫 。。。 
の 世界 に 取り 残さ れ た 。 男 記 計 


修行 時 代 
[ ssws ] 


イェ ン ・ シ ッ ド の も と で 修 
行 し て いた と き の 衣 装 。 使 用 
する キー ブレ ー ド は 、 ソ ラ も 
「KH TI』 で イェ ン ・ シ ッ ド か ら 
贈ら れ た 、 ス ター シー カー だ 。 


信 ヴ ェ ン トゥ ス と は 、 修 行 中 の 身 で 
あり な が ら 師 匠 の も と を 飛び 出し 
た 者 同士 、 互 い に 親 近 感 を 覚え る 。 


叶 レ イデ ィ ア ント ガー デン で カ 
イリ の 危機 に 唱 遇 。 ア クア と カ 較 還 


年 え メ プ レー ド の 崩壊 に よっ て 
異 空 の 回 廊 へ と 放り 出さ れ た 
ヴェ ント ゥ ス と アク ア を 救出 
し 、 不 思 議 な 塔 へ べ 吉 れ 帰っ た 。 
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信 忘 却 の 城 で 、 己 の 心 に ひそ む 
アン セム に 立ち 向かう リク を 
応援 。 戦い の あと は 、 リ ク と 行 
動 を と も に する 道 を 選ぶ 。 


黒 コ ー ト 時 
[sco ][ er ][ epss ] 


忘却 の 城 で の 冒険 後 、 デ ィ 
ズ に も ら っ た 黒 コ ー ト を 着 た 
王様 。 リ ク と お そろ い の 衣 装 
だ が 、 フ ー ド が 耳 の 形 に 沿っ 
た 専用 の も の に な っ て いる 。 


只 ホ ロウ バス ティ オン で の 
閣 の 軍勢 と の 決戦 で は 先陣 
を 切っ て 戦い 、 光 の 勇者 と 
し て の 実力 を 存 分 に 発揮 。 


隊 ソラ の 旅 の 模様 が 記録 され た 
| 弄 目 の ジ ミニ ー メ モ ( が 隠 
され て いる と 気づき 、 デ ー タ の 
ソラ に メモ の 調査 を 依頼 する 。 


す 洒 機関 の 監視 や 行方 不明 の 
賢者 アン セム の 探索 を ひと り 
で 行ない つつ 、 ソ ラ た ちの 冒険 
を と ころ どこ ろ で 手助け する 。 


マス ター・ ゼ アノ ー ト の 
に ハマ っ た ソラ と リク を 致 出 
する べく 、 単 頁 了 けつ ける 。 


略 


「KH COM」 で の 衣 
| 


装 時 @ < 


物語 の 序盤 で は 、 遠 く か 
ら 思 念 だ け で リク を 助け て 
いた が 、 の ち に この 衣装 で 
忘却 の 城 へ 駆け つけ る 。 


信 ソ ラ の 記 億 を 修復 する た め に 動い て い 


た リク と 再会 。 ロ クサ ス と の 対決 に 向 か 
う リ ク か ら 、 ソ ラ の こと を 託さ れ た 。 


| 僕たち は 元気 で 、 そ し て 自由 だ 。 
困っ て いる 友達 を 助け る の は 


あたり まえ だ よね 」 


aiH 912gAeH つ 『 Jo1ded つ | 1 3 


自信 家 で ちょ っ ぴり 短気 な 王宮 


sDonald Duck 


ドナ ルド ・ ダ ッ ク 
登場 作品 |[ sr Leew]L er TLsew] 
[sess ][ ss ][ esp ] 


※[ sosx ] で は 、 ミ ッ シ ョ ン モ ー ド の 操作 キャ ラク ター と し て の み 登 場 


出典 | 『 か し こい メン ドリ 』(1934 年 ) 


王様 の 古く か ら の 親友 で も ある 、 デ ィ ズ ニー キャ ッ ス ル の 
王宮 魔 導 士 。 姿 を 消し た 王様 を 捜す べく 、 グ ー フ ィ ー と 一 
緒 に 城 を 出発 し 、 旅 の 途中 で ソラ と 出会っ た 。 最初 は 「“ 鍵 " 
を 持つ 者 に 同行 せよ 」 と いう 王様 か ら の 指示 に 従う た め だ 
け に 、 キ ー ブ レ ー ド を 持つ ソラ と 旅 を し て いた も の の 、 苦 楽 
を と も に し て いる うち に 彼 と 固い 絆 で 結ば れる 。 魔 法 の 腕 
は 確か だ が 、 お 調子 者 で 少々 怒り っ ぽい の が タマ に キズ 。 


圭 喘 S ミ キーSri | 


ooerat 計 Se 


と 
ピス 


含 王様 の 命令 を 守 ろ うと し て ソ 
ラ と 一 度 は た も と を わか つが 、 
最後 に は ソラ と の 友情 を 選ぶ 。 


和 を 記憶 を 改変 され た ソラ が 
| 我 を 忘れ て ひと り て 先走っ 
た と き で も 、 彼 の ピン チ に 
は すか さ ず 駆け つけ た 。 


| で 少々 欲張り な と ころ が あり 、 
| 金目 の も の に 目 が くら ん て 周囲 
放 語 注意 され る こと も し ば し は ば 。 


へ を 王様 が イェ ン ・ シ ッ ド の 


も と を 勝手 に 飛び 出し た と 王宮 魔 導 士 の 衣装 時 


聞い て 、 不思議 な 塔 へ 。 王 
様 の 帰り を 待っ て いる と き [ wi ]Lwcss][ ssss ][ es ] 


に 、 ヴ ェ ン トゥ ス と 出会う 。 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル や 不思議 な 塔 
に いる と き は 、 魔 法 使い 風 の 帽 子 が 目 
印 の 王宮 魔 導 士 の 衣装 を 着 て いる 。 


和 を ジミ ニー メモ の 記録 か 
ら 再 現さ れ た デー タ 上 の 
ソラ に 対し て も 、 ま る で 
本 物 の ソラ と 同じ よう に 
接し て 友情 を 深め 合う 。 


征 ノ ソラ と リク 、 そ し て 彼ら 
の 救出 に 向かっ た 王様 に 
助太刀 すべ く 、 危 険 を 承知 
で 敵 地 に 乗り こむ 。 
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の ん びり 屋 で 心 優し い 王宮 騎士 隊長 


x(uoofy 


クー リー 
登場 作品 |[ s ]Lew]L ww ]Lsws] 
Less]L sms ][ ss ] 


※[ wcyx ] で は 、 ミ ッ シ ョ ン モ ー ド の 操作 キャ ラク ター と し て の み 登 場 


ア 


SIH 21 っ pi LojdeuO | 葉 


出典 | 『 グ ー フ ィ ー の パケ ーション 』(1932 年 ) 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 王宮 騎士 隊長 。 王 様 を ドナ ル 
ド と 一 緒 に 捜し て いた と き に ソラ と めぐ り 会 っ て 以来 、 
数 々 の 冒険 を 経て 人 で 友情 を 育ん で きた 。 の ん びり と 
し た と ころ も ある が 、 優 し い 心 の 持ち 主 で 、 ど ん な と きも 
温か い 言葉 で 場 を な ご ませ る 。 騎 士 で あり な が ら 争 い ご 
と を 嫌っ て お り 、 人 を 傷つけ な いよ うに 武器 は 持た ず 、 
ハー トレ ス な ど と 戦う と きも 盾 だ け を 装備 し て いる 。 


に 


信 戦 い を 好ま な いも の の 、 大 
切な 友だち の ビン チ に は 危 
険 を か えり みず 助け に 入る 。 


王宮 騎士 隊長 の 衣装 時 
[ 人 @! 起 ed | 介 BbS 二 @3D ] 
外 の 世界 を 旅 する と き 以 外 は 騎士 


らし く 鏡 を 落 て いる 。 腕 の 防具 は 計 を 
持た な い 左 手 側 の み 装 着 。 


忘却 の 城 で 、 ソ ラ や 
| ドナ ルド と 同じ よう に 
記憶 が 失わ れ て いく 
| な か 、 不 安 に 舞 わ れる 
罰 仲間 を 優し く 励ま す 。 


や 

0 只 の ん びり 屋 で は ある が 、 意 Ks ミ 9 
外 と 鋭い 一 面 も 持ち 合わ せ て 計 En 2 の! っ 

お り 、 無 意識 の うち に 物事 の 還 請 革 E ま 0 ぺ な いな ぁ - も 


核心 を 突く 発言 を する こと も 。 旧 


邊 修行 先 を 飛び 出し た 王 接 の 帰り を 
ドナ ルド と 一 緒 に 待つ 。 ヴ ェ ン トゥ 
ス の 名 前 を まち が える の は ご 愛敬 。 


ラ 5 けつ け 、“ 真 の 
加 機 関 " の た くら み を 阻止 する 。 


ざ : 
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ぁ ソラ た ちの 冒険 の 一 部 始終 を 書き と め る 旅 の 記録 係 


> の ] | 『T] | 1V Cricket ジミ ニー・ ク リ ケ ッ ト 


登場 作品 | [ wi [ecow][ er ]Lsess][ esp ] 出典 | 『 ビ ピノ キオ 』(|940 年 ) 


良識 の ある コオロギ の 紳士 。 住 ん で いた 世界 が 闇 に 
飲ま れ て ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル に 避難 し た が 、 ミ ニー 
王妃 に 頼ま れ 、 記 録 係 と し て ドナ ルド と グー フィ ー の 
旅 に 同行 。 ソ ラ と 出会っ て か ら は 、 彼 の 冒険 を 「 ジ ミ 
ニー メモ 」 と し て 記録 する こと に 情熱 を 傾け て いる 。 


02b ジミ ニョ ニック リク 人 


| この ジミ ニー・ み クリ ケッ トド が 、 
KS じ 基 ) 侯 央 面 で し っ か り 者 。 自 分 の 住 
ン ペー の に 、 2 記 才 あく 世界 が 間 に 飲 まれ る 前 は 、 ビ ノ キ 


し っ か り 書 き と め て お か な く て は な 拉 還 生 細 議 2 


世界 を 見 守る 偉大 な 魔法 使い 


ツ へ ア IQ 
。 Yen SIO レッ 


登場 作品 | [ er ][ sms ]Lessw][ es ] 出典 |『 魔 法 使い の 弟子 』(940 年 ) 


不思議 な 塔 に 住み 、 光 と 闇 の 均衡 を 長 
き に わた っ て 見 守り つづ け て きた 偉大 な 
魔法 使い 。 キ ー ブ レ ー ド マス ター の エラ 
クウ ゥ ス や ゼア ノー ト と 親交 が 深く 、 王 様 
の 師匠 で も ある 。 世 界 を 闇 で 覆い つく そ 
うと する ゼア ノー ト の 野望 を 阻止 する た 
め 、 ソ ラ た ち キ ー ブ レ ー ド の 勇者 を 導く 。 


信光 と 間 の 動向 に つね に 目 を 向け て お り 、 ソ ラ の 新た 
な 旅 の 準備 を 整え る な ど 、 光 の キー プレ ー ド 使い た ち 
に 進む べき 道 を 示し て いる 。 


す キキ ー ブ レ ー ド 戦争 の 再来 を も くろ む マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト 
の 脅威 に 備え 、 ソ ラ と リク に マス ター 承認 試験 を 受け させ る 。 


テー マツ 一 | 


プア ーー 
H( ( 


NN 
21 


ウラ ルリ の = 
試験 を 行う 


EAIN だ さこ が ovA 
。 て 革 て さ 覧 
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> 土 様 の 忠実 な 愛犬 


に Pluto プルー ト 


登場 作品 | [ wi [eco ][ en ]Lscse][ ems ][ es 
ーー スィ 出典 | 『 ミ ッ キ ー の 陽気 な 囚人 』(1930 年 ) 


〇 
に と 
名 
で 
に 4 
ぎ 
、 
〇 
デ 
ピ 
S 
品 
回 
円 
Fl 
で 


王様 が ベッ ト と し て か わい 
が っ て いる 犬 。 鼻 が きく の が 
自慢 で 、 ド ナル ド や グー フィ ー 
と と も に 王様 を 捜す 旅 に 出 た 


全開 の 世界 に いる 王様 か ら 手紙 を 静か り 、 ソ ラ た ちの も と へ 届け た 
か と 思え ば 、 ソ ラ の 帰り を 待つ カイ リ の 前 に 現れ る な ど 、 神 出 鬼 没 。 


と き に は 、 途 中 か ら 単 独 で 行 

回 和 を 住ん で いた 島 を 放り 出さ れ て ト 
動 し 、 大 事 な も の や 重要 な 人 ラヴ ァ ー ス タウ ン に や っ で きた ソ 
物 を 数 多く か ぎ 当 て た 。 ラ を 、 誰 より も 早く 発見 し た 。 


弟子 た ち に 裏切ら れ た 心 の 研究 の 第 一 人 者 ま 


-SAnsem the Wise DZ 二 二 還 


登場 作品 | [sccw ][ en ][ ss ][ sms ][ ss ] 


か つて レイ ディ アン ト ガ ー デ ン を 治め て いた 賢者 。 ゼア ノー ト 
た ち 6 人 の 弟子 と と も に 心 の 研究 を 進め て いた が 、 彼 ら に 裏切ら 
れ 、 無 の 世界 へ 追放 され た 。 絶 望 か ら 心 を 間 に 染め 、Darkness 
in Zero ( 無 の な か の 痢 ) を 意味 する 「DiZ (ディ ズ )」 を 自称 。 弟 子 
た ち へ の 復讐 に リラ や リク を 利用 し よう と する も 、 ふ た り の 友情 
に 心 打 た れ 、 彼 ら や 旧友 で ある 王様 を 助け て 闇 の 世界 に 消え た 。 


St 5 
信心 の 研究 は 、 間 か ら 人 々 を 致 う た め に は じ め た も の だ っ た が 、 そ れ が 結果 


的 に ゼア ノー ト の 騙 望 を 押し 進め る こと に つなが っ て し まう 。 


ディ ズ と し て の 次 


君 ち や 失わ 反 全 還 を 取り 戻す クビ ナミ 
手 掛 り くら UIZ は な る 志 し れ な い | 私 の 研究 カ 


信心 に 関す る 研究 成果 と 自分 自身 を デー タ 化 し て ひそ か に ソラ の 心 招 い Am Me 2 が の か 


の 奥 に 隠し 、 ソ ラ の 夢 の な か に ダイ プ し て きた リク に 託し た 。 


」 


マレ フィ セン ト 


登場 人 品 |[ w ]Lew]L w ]LsewJL ses]L ss ] 


※[ wccw ] で は 、 ソ ラ や リク の 記憶 か ら 生 まれ た 幻 と し て 登場 


| 軸 い 知れ ! 
悪 の 力 を ! 」 


マレ フィ セン ト の お と も 


レイ バン 

マレ フィ セン ト が 連れ て いる 
大 ガラ ス 。 彼女 の 使い と し て 手 
紙 を 届け る な どの 役割 を 果たす 。 


出典 | 『 眠 れる 森 の 美女 』(1959 年 ) 


黒い マン ト に 身 を 包ん だ 邪悪 な 廃 女 。 とてつもない 魔 力 を 
持ち 、 み ず か ら の 姿 を 巨大 な ドラ ゴン に 変身 させ た り 、 聞 の 力 
や ハー トレ ス を あや つっ た り で きる 。 マ スタ ー・ セ ゼア ノー ト 
か ら 純 粋 な 光 の 心 や "キングダム ハー ツ " に 関す る 話 を 聞い て 
以来 .、 あ り と あら ゆる 世界 を 手 に 入れ よう と 暗躍 し て お り 、 ソ 
ラ た ち キ ー ブ レ ー ド 使い と 幾度 と な く 対 決する 。 


で 名 世界 の 悪者 た ち ( ヴ ィ 
ラン ズ ) の リー ダー 的 存在 。 
間 の 軍 府 を 率い 、" キ ング ダ 
ム ハ ー ツ "の カカ を 得 て 全 世 
| 界 を 征服 し よう と し た 。 


和 を わずか な 魔力 を も と に 復活 を 果 た 
し 、 ビ ピート を 新た に 味方 に つけ 、 ふ た 
た び 世 界 征服 へ 向け て 動き 出す 。 


人 忘却 の 城 で は 、 ソ ラ や リク の 記憶 の な か 
の 存在 と し て ふた り の 前 に 立ち は だ か る 。 る 
C の 世界 きけ な UI! 
のせ 界 も 含め 6 すべて を ね 
信 ゼ アノ ー ト か ら " キ ング ダム ハー ツ " の 
こと を 聞き 、 世 界 征服 を 画策 し は じ め る 。 


出さ れ た デー タ 世 界 の 存 
在 を 知り 、 そ こ か ら 間 を 送 
りこ むこ と で 、 現 実 の 世界 
を 支配 し よう と する 。 


王様 が 留守 に し た スキ に 普 議 
ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル へ 侵 議 計 
入 。 ミ ニー を 人 質 に と っ て 詞 と 
ジミ ニー メモ の デー タ 世 界 し 

を 奏 お うと し た 。 


竜 に 変身 し た 姿 (マレ フィ セン トド ラゴン ) 


マレ フィ セン ト と 組ん で 悪事 を 働く 乱暴 者 


、 
人 mp 


登場 作品 |[ er ]Lew]LeceJLses]L ss ] 


※[ esss ] で は 、 キ ャ プ テ ン ・ ジ ャ ステ ィ ス お よび キャ プ テ ン ・ ダ ー ク と し て 登場 


み 


と ヨ 山 
RF 


出典 | 『 花 気 般 ウ ィ リ ー』(|928 年 ) 


に 
f ) 


何 か に つけ て 王様 に 対抗 意識 を 燃やす や っ か い 者 。 ディ 
ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル で さま ざま な 騙 動 を 起こ と し 、 お し お き と 
3 SW _ し て 異 空間 の 定 獄 に 幽 表 され て いた も の の 、 マ レフ ィ セ ン 
Ji7 閉 6 | ト の 手引 き に よっ て 脱走 。 助 けら れ た 思 を 返す た め に 、 彼 

3 女 の 手下 と な っ た 。 怒 り っ ぽ く て 乱暴 だ が 、 ど こ か 間 が 抜 
け て お り 、 マ レフ ィ セ ント か ら は 叱 ら れ て ば か り い る 。 


S 藻 ー ベ SO( ry 


% 活 の crN 品 選 


eSok= 江 さい 


「-< 
9 
タ 


い 


で も な ネー プレ ー ド を 使 ら 
出会っ も ラ 気 を つけ ろ よ 


信 世 界 征服 に 向け て ハー トレ ス の 軍団 を 作る べく 、 あ ちこ ちの 世界 に 
出没 し て は 、 そ こ に いる 悪者 た ちと 手 を 組ん で 悪事 を 働く 。 


墜 ハー トレ ス を 探し 
て 世界 を めぐ っ て い 
た の で 、 マ レフ ィ セ ン 生 
ト が ソラ た ちの 最初 
の 冒険 中 に 倒さ れ た 
こと は 知ら な か っ た 。 


只 王 様 の 様子 を 探っ て 
いる 途中 、 ジ ミニ ー メ 
コ 記録 を \ ー 紀 

信 マ レフ ィ セ ント の 命令 で 、 ハ ー ト レス の 数 を 増やす に 生生 
9 2 デー タ 世 界 へ 偶 # 


た め に アグ ラバ ー や ネバ ー ラ ンド を ひと り で まわ る 。 され て 、 そ こ 


世界 へ 導 を 送り こ 
と を 思い つく 。 


「 キ ャ プ テ ン ・ ジ ャ ステ ィ ス 」 や 
ら せ て ば か り 。 


alH 4oJogied う To1dvuD う | 蘭 


私 服 時 
[ wi ]L eoss ][ ss 


ディ ズ が 用 意 し た デー タ 
上 の トワ イラ イト タウ ン で 、 
街 に 住む 少年 と し て 夏休み 
を 過ごし た と き の ロ クサ ス 。 


ソラ の 半身 と し て 生ま れ 


キー ブレ ー ド を あや つる 特殊 な ノー バディ 


ssROxaS 


ユミ ミミ ミミ ミト ター 


NSK | 


で ネー 


に 


ぶ 芝 畑 ら 吉 


ye 飼 ぐ へ 


と 
ピス 


| は S~oY く ざす 蔽 
。e 


己 の 羊 映 と の 


年 すい っ た ん は ソラ と 同化 し 
た も の の 、 親 友 だ っ た アク セル 
の 消滅 を 機 に 一 時 的 に 覚醒 。 
本 体 で ある ソラ に 戦い を 挑み 、 
己 の 存在 意義 を 問い か ける 。 


ロク サス 


登場 作品 | [ wcow ][ sn ][ eps ][ wsg ][ esss ][ es 


※Lscts] [ ssp ] で は 、 幻 や デー タ 内 の 存在 と し て 登場 
※[ sss ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


刈 機関 No.13 属性 : 光 
ノ 使用 キー フ プレー ド キン グ ダ ム チェ ー ン ほか 


密 


ソラ の ノー バディ 。 ソ ラ が ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 
で 一 時 的 に ハー トレ ス に な っ た と き に 誕生 し 、 ゼ 
ム ナ ス に 拾わ れ て 河 機 関 に 加入 し た 。 何 も わか ら 
ぬ ま ま 任 務 を こなす 日 々 を 送っ て いた が 、 し だ い 
に 自分 の 正体 へ の 疑念 が ふく ら み 、 機 関 を 離脱 。 
ソラ に 会 い に 行 く 途 中 で リク と 戦っ て 敗れ 、 デ ー 
タ 上 の トワ イラ イト タウ ン へ 送ら れ て 偽り の 夏 休 
み を 過ごし た の ち 、 ふ た た び ソ ラ と 融合 し た 。 


半 や デー タ 上 の 街 で 奇妙 な 出来 事 
に 接する うち 、 自 分 自身 の 存在 
に 少し ずつ 疑問 を 抱い て いく 。 


黒 コ ー ト 時 


[ en ][ eos ][*cs ] 
[sss ][ esp ] 


通 機関 の 黒 コ ー ト を 着 た ロ 
クサ ス 。 心 が な いと 言わ れる 
ノー バディ で あり な が ら 、 心 の 
力 の 象徴 で も ある キー ブレ ー 
ド を 二刀流 で 使い こなす 。 


Or ば さき yeH 衝 COYry 


岩 き 


か 7 なこ ) 


淡々 と 任務 を こなす だ け の 
毎日 は 、 教 育 係 の アク セル や 新 
人 メン バー の シオ ン と 友情 を 
育む うち に 、 か けが え の な いも 
の と な っ て いく が ……。 


一 OO づい 氷 頃 眠 鞭 
の すさ my 森 き 商 め ば く 刻 」 


ーー きぐ 中 本 腕 届 世 


か っ 央 Sr( 大 死 喜 」 


と 


O デ 


メ 覧 


人 デー タ 世 界 の 忘却 の 城 で 、 本 人 


で は な 


デー タ と し て 登場 し 、 ソ 


ラ に 心 の 薄 み を 教え よう と する 。 


湊 か ラ お まえ じゃ ない ダメ な ん お よ 


く ソ ラ の 夢 の な か 
た 、 ソ ラ と は 別個 


で 、 ソ ラ の 心 と つ な 


存在 と し て 復活 


まる 者 た ちの こと を 
る 日 が くる の か ? 
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H 


3 3jeMedO 上 JoldeiO | 


ロク サス と 友情 で 結ば れ た “お どる 火 の 風 " 


アク セル 


登場 作品 | [ ecow ][ sn ][ epss ][Lwcea ][ ss ] 


※[s*css ] で は 、 幻 と し て 登場 
※[ sms ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


多 機 関 No.8 属性 : 炎 


炎 と チャ クラ ム を 自在 に あや つる 、 燃 える よう な 赤 髪 の 
青年 。 沖 機関 の メン バー だ が 、 機 関 の 目 的 より 己 の 意志 を 
優先 し て 行動 し が ち で 、 ほ か の メン バー か ら は 腹 の 底 が 読 
め な い 人 物 と 思わ れ て いる 。 親 友 の ロ クサ ス の 本 体 で あ 
る ソラ に 興味 を 抱い た 結果 、 ソ ラ を 助け よう と し て 一 度 は 
消滅 し た も の の 、 そ の 後 人 間 と し て 復活 を 果たし た 。 話 す 
と き に 「 記 憶 し た か ? 」 と 言い 足す の が クセ 。 


8 あ 光 8 上 め 5 奴 は 誰 も いい っ 札 肥 


信 忘 却 の 城 で は 、 ソ ラ や ナミ ネ に 助言 す 
る 一 方 で 、 機 関 へ の 反逆 者 や 自分 に と っ 
て 那 腐 と な る 者 た ち を 手 に か け 、 城 内 に 
いた 機関 具 で は 唯一 生き 残っ た 。 


E 気 I し な Ui6 モ ーー 
ほ 訪 和 ゆ ツマ ろう へ 


信 「 ソ ラ を ハー トレ ス に すれ ば ロク サス に 会 える 」 と 考え 、 機 関 の 意向 に 
反し て 独断 行動 に 走る も 、 途 中 か ら は ソラ の た め に 行動 する よう に な る 。 


「 ちゃ ん と 
記憶 し と け 。 
俺 た ち は 親友 だ ]」 


只 サ イク ス と 結託 し ある 計画 を 進め て い 
た が 、 ロ クサ ス や シオ ン と 友情 を 深め て い 
くう ち に 、 サ イク ス と 対立 する よう に 。 


Pl | Ga ッッ 


信 BbS BReos(※|) 30 ら 
NNN 少年 時 代 
ノー バディ と し て の 存在 が 消滅 し た こと で 、 人 間 に も 
どっ た 姿 。 同 じ よう に 人 間 に も どっ た 仲間 を 捜 そう と す 4 半 
る 過 福 < 王様 だ ち に 味 (時 0 ッ スル で < の [KH T」 の 約 10 年 前 の 、 少 
ミニ ー 表 出 や 肖 機 関 の 城 で の ソラ 醒 選 に ひと 役 買う 。 年 の ころ の リア 。 陽気 な 
性 格 で 、 フ リス ピー を 武器 
に 、 街 で 偶然 見 か けた ヴェ 
ント ゥ ス に 勝負 を 挑む 。 


征 キ ー プ レー ド を 使え る よう に 
じ で ほし いと イェ ン ・ シ ッ ド に 
頼み こみ 、 最 後に は キー プレ ー ド 
を 出現 させ る こと に 成功 する 。 


※1……『KH HD2.5 リ ミッ クス 』 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ー に の み 登 場 


Po 
成長 前 
[scow ] wca ] 

金髪 と 真っ 白 な ワン ピー ス が 
特徴 的 。 ス ケッ チ ブ ッ ク に 絵 を 
描く の が 好き で 、 ソ ラ や ロク サ 
ス の 記憶 を 絵 に 描き 起こ す 。 


ソラ の 記憶 に 介入 で きる “カイ リ の 影 ” 


2 人 の ノア 
9 N 
1NQITIIT1G 
1 2 
ナミ ネ 
登場 作品 | [sw][ er Leew]Lecs]JL sss L ss ] 


4 ※ し wcws][ es で は 、 幻 や デー タ 内 の 存在 と し て 登場 


※[ *sss ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


IE JojoeiEu う 1 oided う | 芽 


カイ リ の ノー バディ 。 ソ ラ と “ソラ に つなが る 者 た ち " の 
記憶 を 書き か える 力 を 持っ て お り 、 通 機関 の マー ルー シャ 
に よっ て 忘却 の 城 に と ら え られ 、 彼 の 命令 で ソラ の 記憶 を 
バラ バラ に し た 。 マ ー ル ー シ ャ が ソラ に 倒さ れ て 自由 の 身 
の な か に も 存在 し と な っ た あと は 、 デ ィ ズ や リク の 助け を 得 な が ら ソ ラ の 記 


な いと いう 寂し さ に 耐え られ ず 、 マ ー の = に ye3 
ルー シャ の 命じ る まま に ソラ の 記憶 憶 を 修復 。 現 在 は 、 本 体 で ある カイ リ の な か に 還っ て いる 。 


に 自分 の 存在 を すり こま せ て いく 。 彰 
| さっ き の 約束 が 、 


つが か 私 た ち を つなぐ 
光 に な る 」 


ト 問 

妃 

* 

< 放 1 ーー 向 
ジル ラル dm レツ ん ッ ルル / さ 4 1 
叶 ソ ラ の 記憶 の 修復 を 進め て いた が 、 ロ ク ま 

サス や シオ ン の 存在 が それ を さま た げ て い 3 

る と 気づき 、 シ オン や リク に 助言 を する 。 有 ざ 

る 

和 & 


全 只 ディ ズ の 意 に 反し て ロク サス 
に 真相 を 伝え よう と し た た め 消 さ 
れ そ うに な る が 、 デ ィ ズ か ら 差 し 向 
けら れ た リク に 見 逃し て も ら っ た 。 


成長 後 Oo 
[ sn ][ soss ][ sms ][ ssp ] 


TKH COM」 の ころ か ら 1 年 近く が 
過ぎ 、 少 し 大 人 び た 容 姿 に な っ た 。 


ん iaiIED JHV も 8jded つ 1G③ 


只 ジ ミニ ー メ モ 内 の デー タ 
と し て 登場 。 ソ ラ の な か 
"痛み "を 抱え る 者 た ちの 記 | 
昼 が 眠っ て いる こと を デー 

タ ・ ソ ラ や 王様 に 伝え る 。 
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と 


間 の 策略 に 翻弄 され 苦悩 する 、 ま っ すぐ な 青年 


と 3 
た ae 人 
ト IC「T4 
テラ フ 
登場 作品 | [ sr ][swcws ][ smws ][ es ] 


※[ sr ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 
※Lsexs][ ss ] で は 、 幻 な ど と し て 登場 


"時 キー フレ ー ド アー スシ ェ イ カー ほか 


マス ター・ エ ラク ゥ ス の も と で 、 キ ー ブ レ ー ド マス ター を 目指 
し て 修行 に 励ん で いた 屈強 な 若者 。 悪 を 憎み 正義 を 信じ る 生 真 
面目 な 性 格 だ が 、 心 の 奥 に 痢 を 抱え 、 修 行 仲間 の ヴェ ント ゥ ス や 
アク ア に 負い目 を 感じ て いる 。 師 の 命令 で 、 ア ン ヴ ァ ー ス の 討伐 
と マス ター・ ゼ アノ ー ト の 捜索 の た め に 外 の 世界 へ 旅立つ も 、 ゼ 
アノ ー ト の 陰謀 に よっ て 、 彼 に 肉体 を 奪わ れ て し まっ た 。 


に こ ーー ン ーー ンー こ = さぶ 
が cm 瑞 つの Cyrr 際 


ア 


信 兄 弟弟子 の ヴェ ント ゥ ス と アク ア 
と は 親友 同士 で 、3 人 一 緒 に キー プレ 
ー ド マス ター に な る の が 夢 だ っ た 。 


[ox きき 滞 


年 光 に 導 か れ て デス ティ ニー アイ ラ 
ンド を 訪れ た と き 、 伺 で 出会っ た 少 
年 リク に 運命 的 な も の を 感じ 、 彼 に 
キー ブレ ー ド 継承 の 儀式 を 行なう 。 


鎧 装着 時 


この 鎧 は 、 異 空 の 回 廊 を 
通る さい に 心 を 痢 か ら 守る 
た め の も の 。 テ ラ が 肉体 を 
奪わ れ た あと は 鎧 に 思念 が 
乗り 移り 、“" 留 まり し 思念 " 緒 
と し て 、 ゼ アノ ー ト に 抵抗 4 


し た ほか ソラ と も 戦っ た 。 


みず か ら の 章 に 思い 悩み 
ョ を 見 失っ た テラ は 、 ゼ ア 
ノー ト の 策略 に より 間 に 染 
Hm まっ て いき 、 つ い に は ゼア 
殿 = ノー ト の 新た な 器 と 化す 。 


ゅ ゼア ノー ト に 内 体 を 乗っ 取ら 上 隊 詞 記 
れ た あと も 、 心 の 奥底 で 必死 に 抵 全 っ っ 
抗 を つづ けた が 、 現 在 は …… ? 
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ヴェ ント ゥ ス 


登場 作品 | [ en ][esss][ ss ][ ssp ] 


※[ er ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 
※Lwcss ][ eip ] で は 、 幻 な ど と し て 登場 


と キー プ ブレード フレ ッシュ プリ ー ズ ほか 


キー ブレ ー ド マス ター と な る べく 旅立ち の 地 で 修行 を 積ん で いた 
少年 で 、 愛 称 は ヴェ ン 。 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト に よっ て 心 の な か の 
痢 の 部 分 が 「 ヴ ァ ニ タス 」 と し て 取り 出さ れ た の ち 、 抜 け 殻 の よう な 
状態 で マス ター・ エ ラク ウゥ ス に 預け られ た 。 そ の 後 、 純 粋 な 光 の 心 
を 持つ 存在 と し て 成長 し た が 、 ゼ アノ ー ト や ヴァ ニタ ス と の 死闘 を 
経た 現在 、 心 は リラ の な か で 、 肉 体 は 忘却 の 城 で 眠り に つい て いる 。 


「 ぺ 柚 い さ 叶 人 半 マ ーNNR の n0 党 半 半 の の 電 のみ 呈 


ざき ざす 補 き お 補 可 マー で 」 


一 ば 十 の 走 半 の と の 有史 び 
。 ぷ ぶさ ざ へ 本 ぐ きのう 和 半 忠 の 叶 沈 暴 活 」 


| を 外 の 世界 へ 出る こと を 禁 
| じ ら れ て いた が 、 ヴ ァ ニ タ 
か ら 「 テ ラ を 追わ な いと 
めい 度 と 会 えな く な る 」 と 吹 

上 きこ まれ て 旅立ち 、 運 命 の 
| 渦 に 飲み こま れ て いく 。 


只 ゼ アノ ー ト に 闇 を 取り 出さ れ た 
こと が 原因 で 心 が 欠 けた も の の 、 
生ま れ た ば か り の ソラ が 心 を お ぎ 
な っ て くれ た お か げ で 目覚 め た 。 


[ 俺 た ちの 心 は 
足り な い 部 分 を 補っ て 
同じ 時 に 生ま れ た 」 


鎧 装着 時 


鎧 は 本 来 、 ヴ ェ ン トゥ ス 
の 心 を 痢 か ら 守 る た め の 
も の だ が 、『KH 3D] で は 、 
| 間 の 深淵 に 張 ち た ソラ の 

心 を 守る 役目 も 果たし た 。 


MY 


5 ンク 
合え プレ ー ド の 崩壊 に よっ て 消え か か っ 


た ヴェ ント ゥ ス の 心 
は 、 ソ ラ の な か で ふた た び 眠 り に つい て 目覚 め の と き を 待つ 。 


は 弟 の よう に か わい が られ て いる 。 
た 手製 の 木 剣 は 、 ヴ ェ ン トゥ ス の 宝物 。 


〇 
に に 
き 
に 3 
ユ 
〇 
ビビ ェ 
円 
回 
で 
ミ 
選 
で 


キー ブレ ー ド マス ター に ふさ わし い 心 と 実力 を 持つ 気丈 な 女性 
3 ディ ャ 。 hs 一 を 和 を 


登場 作品 |[ wu ]Leww]LsesL es コ 


※[ sr ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 
※[sas ][ ss ] で は 、 幻 な ど と し て 登場 


た 使用 キー プレ ー ド レイ ン フ ォ ー ル ほか 


テラ や ヴェ ント ウゥ ス と と も に 旅立ち の 地 で 修行 を 積み 、3 人 の な か で た だ 
ひと り キ ー ブ レ ー ド マス ター と し て 認め られ た 女性 。 ア ン ヴ ァ ー ス の 討伐 と 
マス ター・ セ ゼアノート の 捜索 の ほか に 、 テ ラ を 見 守る と いう 任務 を 師 エ ラク ウッ 
ス か ら 内 密 に 受け る 。 X ブ レー ド を めぐ る 戦い に 身 を 投じ 、 ゼ アノ ー ト に 身 
体 を 奪わ れ た テラ を 救 お うと し て 、 闇 の 世界 に 閉じ こめ られ た 。 


年 テラ や ヴェ ント ッ ゥ 
ス と の 絆 を 何より も 
大 切 に 思っ て お り 、3 
人 の つなが り の 象徴 
と し て お 守り を 作る 。 


亭 必 宮 の さ ざさ 
ン 〇 の OY 


Kill 
に - KS 
cowrrf SGY ば we な 守 開 S 


. 凍 9 
6 


信 師 に 命じ られ て さま ざま な 世界 を 旅 す る な か 
で 、 幼 いこ ろ の ソラ 、 リ ク 、 カ イリ と 出会っ た 。 


ン 9Yye の 


ン 


和 を 肉体 を 奪わ れ た テラ を 
救 お うと 孤軍 番 闘 。 間 の 
世界 へ 落ち か けた テラ を 
光 の 世界 に 帰し た も の の 、 
それ と 引き か え に 自 分 は 
痢 の 世界 を さま よう こと に 。 


す 間 の 世界 で 出会っ た 覧 者 アン セム か ら 、 ソ ラ が キー 
プレ ー ド の 勇者 に な っ た と 聞か され 、 い つか ソラ が み 
ん な を 救っ て くれ る と 信じ て 待ち あつ づけ て いる 。 


鎧 装着 時 
テラ を 光 の 世界 へ 帰 
す と き 、 ア クア は 自分 の 
鎧 に テラ を 託し た 。 そ 
の 鎧 は 現在 、 ゼ ム ナ ス が 
ホロ ウ バ ステ ィ オ ン の 賢 
者 アン セム の 研究 室 の 
地下 に 作っ た 「 眠 り の 部 
屋 」 に 安置 され て いる 。 
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テラ た ち を 育て た 厳格 な 師匠 


Master EradUS セー ュ ッ ョ 


登場 作品 | [ sss ] 、 ノ 便 用 キ ー プ レー ド マス ター キー パー 


交 


ds 


計 テラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア の 師匠 で 、 旅 立ち の 地 を 守る 正統 
| お まえ た ち 誰 一 人 、 な る キー ブレ ー ド マス ター。 光 こそ が 正義 と 信じ 、 間 は 排除 す 
閣 に 奪わ れ た 〈 く は べき も の と 考え て いる 。 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト は 兄弟 子 で ある 
な い の だ | が 、 か つて 光 と 痢 の あり か た を めぐ っ て 衝突 し た 間柄 。 ま た 、 

Se 光 の 世界 を 見 守り つづ ける イェ ン ・ シ ッ ド と も 親交 が 深い 。 


只 3 人 の 弟子 を 厳し くも 温か な 目 
で 指導 。 と くに テラ の こと は 実 の 
息子 の よう に 思っ て お り 、 彼 が 抱 
える 心 の 闇 に つい て 案じ て いる 。 


有 』 に グ ヴェントゥス を 封印 し よう と し て 
テラ と 争い 、 ゼ アノ ー ト に トド メ を 
刺さ れ た が 、 エ ラク ゥ ス の 心 は ……。 


ヴェ ント ゥ ス か ら 欠 け 落 ち た 闇 の 権化 


し しま 5 
712C を の = 


登場 作品 | [er ][ sms ] ーー 使用 キー プレ ー ド (ヴォ イド ギア と 同型 の も の ) 


※ し er ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


仮面 を か ぶり 、 全 身 か ら 閣 の 気配 を 漂わ せる 少年 。 その 正体 は 、 マ スタ ー・ 
ゼア ノー ト が ヴェ ント ゥ ス の 心から 取り 出し た 闇 が 具現 化し た 存在 で 、 ゼ 
アノ ー ト の 策略 に 従っ て ヴェ ント ゥ ス と 戦い 、X ブ レー ド を 生み 出す こと 
に 成功 。 だ が 、 最 後 は ヴェ ント ゥ ス に 敗北 し 、X ブ レー ド と も ども 消滅 し た 。 


5 屋 NN 


衝 ト 
し @ 


RN 
コテ Wi 


。 ほ この びき 肝 寺 の Seee 


信 ア ン ヴ ァ ー ス は ヴァ ニタ ス の 感情 
の 一 部 が 腐 物 と 化し た も の で 、 ヴ ァ 
ニタ ス が 各地 に バラ まい て いた 。 


| ON irr の へ NN 


仮面 を は ず し 
[ smss ] 


ヴェ ント ゥ ス の 欠け た 心 を ソラ 
が お ぎ な っ た 結果 、 そ の 欠け た 部 
分 で ある ヴァ ニタ ス に も 影響 が お 
よん で ソラ と 同じ 顔 に な っ た 。 


に 
ーッ 
た 姿 


3Z 


al xiogleu つ 1 oideuD | 詩 


apPinO PHOAA て 133deud つ | 電 


を 9jde つ | 「r63 


DedAgld AsoS dieW 


43jde う I③ 


了 


ASjEO 4 


長き に わた る 混乱 を 世に も た らし た 悪し き キ ー ブ プレ ー ド 使い 


*Master Xehanort 


マス ター・ 世 アノ ゾー トド 


登場 作品 | [ sn ][ sss ][ ep 」] 


※[ ei ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に シル エッ ト で 登場 
※[ er ] で は 、 シ ー ク レッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


有 デ 使用 キー プレ ー ド (名 称 不明 ) 


マス ター・ エ ラク ウゥ ス の 兄弟 子 で 、 光 と 闇 の 均衡 
が と れ た 世界 こそ が 理想 で ある と 考え て いる キー ブ 
レー ド マ ス ター。 光 の 力 が 強 す ぎる 世界 を 痢 で 路 う 
た め 、X ブレ ー ド を 生み 出し て キー ブレ ー ド 戦争 を 
引き 起こ そう と 、10 年 以上 に わた っ て 暗躍 し て き 
た 。 本 来 は 老人 の 姿 だ が 、 若 き 日 の ゼア ノー ト や 、 み 
ず か ら 心 を 捨て て ハー トレ ス や ノー バディ と な っ た 
ゼア ノー ト な ど 、 さ ま ざ ま な 分 身 が 存在 する 。 


信 ヴ ェ ン トゥ ス と ヴァ ニタ ス を 
利用 し て え プ レー ド を 生み 出 そ 
うと し た が 、 和 失敗 に 終わ っ た 。 


青年 ゼア ノー ト 
[essekD |[ emssaek2) ] 


ご と < [ wsp ] 
人 か つて の 失敗 を 経て 、 今 度 は 「7 人 の 光 の 守護 者 」 と 「|3 
人 の 間 の 探求 者 . か ら え メ プ レー ド を 生み 出 そ う と する 。 故郷 を 旅立っ た ころ 


「 完 全 な る 光 と 2 の 3 
完全 な る 闘 の 衝突 こそ が 生み 出す の だ 。 2 」 
究極 の 鍵 、 メ ブレ ー ド を ! ]」 


テラ ニー ゼ アノ ー ト 
[ esss ] 


テラ の 身体 を 乗っ 
取っ た ゼア ノー ト 。 テ 
ラ と ほぼ 同じ 姿 だ が 、 
髪 が 銀色 、 瞳 が 金色 に 
変化 し て いる 。 


「 2ao 壁 品 寺 ご 苑 」 


信 到 の 世界 を 旅 す る ソラ の 
前 に た び た び 現れ て は 、 ソ ラ 


年 アク ア と 戦っ た あと 、 記 を ま ど わ せ 聞 に 堕 と す た め 
念 裏 失 に な っ た 状態 で 賢者 に 謎 めい た 言葉 を か ける 。 
アン セム に 助け られ 、 弟 子 
多 | し た の ら に ハー トレ ス 


seori 2 だ WW 


「 奴 の 心 は 、 痢 に 消え た 。 自 6 の 痢 に 湧 れ た の だ 」 


※1…… 隠 し ボス 「 謎 の 男 」 と し て 登場 ※2……『KH HD2.5 リ ミッ クス 』 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ー に の み 登 場 
38 kNcpc 


24 "世界 の 心 " を 集め る 闇 の 探求 者 


>Ansem ヶ 。 


登場 作品 | [ wi ][ ecow ][ ss ] 


捕 了 テラ の 身体 を 乗っ 取り 若返っ た ゼア ノー ト が 、 心 を 捨て た こと で 

2 甘 )。 生 まれ た ハー トレ ス 。 リ ク の 心 の 間 に つけ こん で 身体 を 奪い 、 マ レ 

四 フィ セン ト た ち を 利用 し て "世界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " へ 通じ 

4 る 扉 を 開 こ うと し た 。 最後 は ソラ に 倒さ れ た が 、 の ち に 「13 人 の 間 
の 探求 者 」 の ひと り と し て キー ブレ ー ド の 勇者 た ちの 前 に 現れ る 。 


年 賢者 アン セム の 弟子 だ っ 
た ゼア ノー ト は 、 師 を 無 の 
世界 に 追放 する と 、 ハ ー ト 
レス と な っ た うえ で 間 の 探 
求 者 アン セム を 名 乗り 、 世 
界 を 間 で 包 も うと する 。 


サ ソ ラ に 倒さ れ た あと も 
リク の 心 の 詞 に は アン セ ーー 
ム の 影 が 残っ て お り 、 こ と * 市 5 度 間 の 妃 を 刻 放 % 

ある ご と に 表 に 出 て くる 。 | 280408 


同 キー ブレ ー ド 使い を 利用 し て 心 を 集め る "虚無 の 支配 者 


*> XGITTTaS っ > 


登場 作品 | [ wi ][ si ][ scss ][ ss ] 光 機 関 No.| 属性 : 無 
※[ ei ] で は 、 隠 し ボス 「 謎 の 男 」 と し て 登場 vw 


ゼア ノー ト の ノー バディ 。 賢 者 アン セ 
ム の 元 弟子 た ち を 中 心 に 、 強 力 な ノー バ 
ディ で 構成 され た 集団 「 加 機関 」 を 結成 し 、 
“人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " の 完成 を 目 
指す 。 ソ ラ と リク に 倒さ れ た が 、「13 人 の 
闇 の 探求 者 ] の ひと り と し て 登場 する 。 


ラス ト パ ト ル 時 


| さ へ ご 山 忌 選 三 宙 
9 は 嘩 画 ー で パー 」 


全 洒 機関 の リー ダー と し て 組織 を まとめ る 。 
口調 や 身振り は 、 や や 芝居 が か っ た も の 。 


只 ア クア の 鎧 に 「 友 」 と 呼び か ける な 
ど 、 テ ラ を 思わ せる 言動 を 垣 問 見 せ 
る こと も 。 ゼ ム ナ ス の な か に テラ の 
心 は まだ 存在 し て いる の か ? 


sl Jojoele つ 1 oideuD | 茸 


鋭い 眼光 の 奥 に 本 心 を 隠す “ 魔 弾 の 射手 " 


胃 ” 、 ん 「 斉 切り 者 は 
4 アプ , gD シタール 消え ろ っ て ハナ シ だ 1 | 


登場 作品 | [ wn ][ eoss ][ sso 
電機 関 No.2 属性 : 空間 


名 機関 の 最 古参 メン バー の ひと り で ある 隻眼 の 男 。 人 間 
時 代 か ら マス ター・ ゼ アノ ー ト に 協力 し て お り 、 い っ た ん ソ 
ラ に 倒さ れ た あと 、「13 人 の 章 の 探求 
者 ]」 の ひと り と し て ふた た び 姿 を 現す 。 


戦 の 強者 を 思わ せる 
威圧 感 の ある 風貌 だ が 、 話 す と き は 「 て っ て ハナ シ 」 を 語 
尾 に つけ て 、 相 手 を 小 馬鹿 に する よう な 態度 を と る 。 


Blaig ブラ イグ 
[ sss ][ emcwee esp 


賢者 アン セム の 弟子 の ひと り 
と じ で コレ イア ィ カン ドガ 選 2 
ン に お いて 親衛 隊員 を 務め て い 
た 。 ゼ アノ ー ト と 出会っ た の を 
期 に 彼 の 計画 に 荷担 し 、 最 終 的 


に ノー バディ と な る 。 う 2 アイ ツ も そん な 頑 で 


信人 間 時 代 に ヴェ ント ゥ ス を 知っ て お り 、 彼 と ロク サス 、 
そし て ロク サス の 本 体 の ソラ を 重ね る よう な 発言 を する 。 


。 風 の 力 を 従え る “旋風 の 六 槍 ” 


「 誰 信用 する な 。 そ し て 色 れ 1! に 
怒り だ けが お まえ を 強く する の だ 」 ゃ ・AQIOIT]1 ル ョ ン 
登場 作品 | [ sw ]Leos] 


多 機 関 No.3 属性 : 風 


機関 の 初期 メン バー6 人 の うち の ひと り で 、 風 の 力 と 6 
本 の 長槍 を 武器 と する 黒髪 の 大 男 。 弁 舌 に も 長け 、 人 の 弱 
み に つ け こ ん で 相手 を 意 の まま に あや つる こと を 得意 と 
する 。 ピ ビー スト を 機関 の 手駒 に し よう と する も 、 ソ ラ に 敗 
れ て 消滅 し 、 の ち に 人 間 と し て 復活 し た 。 


誰が お まえ の よめ 5 な 野獣 を 
邊 する Y い 5 の だ 

信 武 人 で あり な が ら 話 術 も た くみ で 、 ビ ー ス ト か ら 生 ま 
れる ハー トレ ス と ノー バディ を 手 に 入れ て 機関 の 戦力 に 
し よう と 、 彼 の 怒り や 憎しみ の 感情 に 火 を つけ る 。 


1 


人 間 時 | 6 | 
= Dilan ディ ラン 
| ms | wmswe | ssp ] 
心 を 失っ て ノー バディ と な る 前 


は 、 賢 者 アン セム の 弟子 か つ 親 衛 
隊員 と し て 、 レイディアント ガー を の 


デン の 城門 を 守っ て いた 。 人間 に ア 
も どっ た あと は 寝込ん で いる 。 


。 あ 


クア 


ピー 


信 吹 き 荒れ る 風 を 身 に まとい 、6 本 の 槍 を 縦横 無尽 に 振り 
まわ す 。 そ の 戦闘 能力 は 、 機 関 の な か で も か な り の も の 。 
※1……『KH HD2.5 リミックス 』 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ピー に の み 登 場 


440 KING HEARTS SERIES MEN 


| 本 当 に 価値 が ある の か 。 プラ イド の 高い "いて つく 学究 * 
見 極め る に は 上 ュ ャ ン ハ の 
実験 が 必要 だ 」 4 VCXCI1 


。x V レ 人 ヘビ 1 1 ウィ クセ ン 


登場 作品 | [ scow ][ em ][ woss ] 


※[ ei ] で は 、 回 想 シ ー ン に 登場 する ほか 、 隠 し ポス 「 ア プ セ ント ・ 
シル エッ ト 」 お よび ' 再 現 デ ー タ 」 と し て 登場 


多 機 関 No.4 属性 : 氷 


デー タ 収 集 と 実験 を 何より も 好む お 研究 者 タイ プ の 機 
関 具 。 リ クニ レプ リカ と シオ ン は 、 彼 が 作成 し た 。 機 
関 の 初期 メン バー で ある こと に 並々 な ら ぬ プラ イド を 
持っ て お り 、 自 分 た り も ナン バー が 下 の 者 に は 高圧 的 
な 態度 を と る 。 マ ー ル ー シ ャ の 策 に ハマ っ て アク セル 


に 消さ れ た あと 、 人 間 に も どっ た 。 由 
に 


人 間 時 | Lv / 人 へ の 
に VC ビ T1 エ ウ ヴェ ン 


エエ w] 


賢者 アン セム の 弟子 と し て 心 の 
研究 を 手伝い つつ 、 孤 児 の イェ ン 
ツ ォ の 世話 を し て いた 。 人 間 に も 
どっ た あと は 、 容 態 が 安定 せ ず 寝 込 
ん だ まま と な っ て いる 。 


ょ クー ル に 見 えて 
で ある マー ルー シャ や ラク シー ヌ 
け で 、 す ぐ 相 手 に 食っ て か か る 。 


人 頭脳 明 過 な 
非常 に 短気 。 
に 少し 挑発 され た だ 


eee 


但 COM 


W 


| esss eee 


信 リ クニ レプ リカ を 生み 出す な ど 、 ふ だ ん は 研究 に 身 を 置 
き 、 い ざと いう と き は 氷 の 力 を 宿 し た 盾 を 持っ て 戦う 。 


怪力 を 誇る 無口 な “静か な る 豪傑 " 


トコ 
*sLexXS US レッ ス 


登場 作品 | [ ecow ][ ejpw ][ epss 」 
※[ sir ] で は 、 隠 し ポス 「 ア プ セ ント ・ シ ル エ ッ ト 」 お よび 「 再 現 デ ー タ 」 と し て の 2 登場 
多 機 関 No.5 属性 : 土 


「 閣 に え る 
弱い 心 の 持ち 主 に 
この レク セ ウ ス は 倒せ な い 」 


機関 で は 最 古 参 の ひと り で 、 巨 大 な 誠 を 持つ 筋骨 隆々 と し た 
武人 。 論 黙 な 性 格 を し て お り 、 自 分 の 意志 を 示す と きも 必要 最 
小 限 の こと し か 語ら ず 、 行 動 で 示 そ うと する 。 忘 却 の 城 に て 、 リ 
ク を 自分 た ち に 従わ せよ うと し て 、 リ ク の 身体 を 支配 し た アン 
セム に 倒さ れる が 、 ア クセ ル ら と と も に 人 間 と し て 復活 し た 。 


さわ し く 、 巨 大 な アッ クス ソー ド を 
まわ し 、 圧 倒 的 な カ で 敵 を 打ち 健 く 。 


人 間 時 


< 人 AGIGUS ェ レ 5 ぇ 
2 [ sess | esssse | esp 


も と も と は 賢者 アン セム の 弟 
子 の ひと り 。 彼 の 研究 を 手伝い 
な が ら 、 親 衛 隊員 と し て ディ ラン 
と 一 緒 に レイ ディ アン トド ガー デ 
ン の 城 の 門番 を 務め て いた 。 


只 忘 却 の 城 で は 、 ヴ ィ ク セン や 
ゼクシオ ン と と も に 、 マ ー ル ー 
シャ に 対抗 し よう と する 。 
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3IH 19j2gieMD T Jo)ded う ] 区 


幻術 と 知略 に 長け た “" 影 歩む 策士 " 


ん 
% @ 


yy/ 6XIOT] > 


登場 作品 | [ wcou ][ enrw ][ eoss ] 


※[ eims ] で は 、 回 想 シ ー ン に 登場 する ほか 、 隠 し ボス 「 ア プ セ ント ・ シ 
ル エ ッ ト 」 お よび 「 再 現 デ ー タ 」 と し て 登場 


多 機 関 No.6 属性 : 幻 


機関 の 初期 メン バー の な か で は 一 番 若 い 青 年 。 言葉 
づか いや 物腰 は て いね い だ が 、 殺 獲 な 策略 家 で 、 幻 を た 
くみ に 使っ て 相手 を 翻弄 する 。 忘却 ンジ 
の 城 に て 、 ア クセ ル の 手 で リク = テレ シク 
プリ カ の "エサ ” に され て 消 減 し 、 の 
ち に 人 間 と し て 復活 を と げた 。 


人 間 時 ググ / に | 21 
角 『 W 


) イェ ン ツ ォ / 


信 忘 却 の 城 で マー ルー シャ の 反逆 に 気づき 、 そ れ に 対抗 する 
べく リク を 手 に 入れ よう と 画策 。 自 分 の 手 は 汚さ ず に 仲間 
の ヴィ クセ ン を た きつ ける と いう 、 し た た か さ を 見 せる 。 


[ Bs | wsescmo @3D 加 


幼い ころ に 両親 を 失っ て 覧 者 アン セ 
ム の も と へ 引き 取ら れ て 以来 、 心 の 研究 っ 
を 手伝っ て きた 。 幼少 時 は 無口 だ っ た 
が 、 成 長後 は 話 が 長く て 理屈 っ ぽい 。 


子ども 時 代 
[ss] 


[嘆かわしい 。 
機関 の 結束 は どこ へ 
行っ た の で し ょ う ね 」 


K 2 


※1……『KH HD2.5 リ ミッ クス 』 の シー クレ ッ トム ー ビ ー に の み 登 場 


機関 の 副官 を 務め る “月 に 舞う 魔 人 " 


[我ら は キン グ ダ ム ハー ツ と と も に 
完全 な 存在 と な る 」 


(に ココ ュ ン 
。* う IX サイ クス 


登場 作品 | [ wi ][ soss ][ es ] 
伸 機 関 No.7 属性 : 月 


感情 の 起伏 を ほとん ど 表 に 出さ な い 、 冷 
な 青年 。 機 関 の 初期 メ ン バ ー で な い に も か か 
わら ず ゼ ム ナス か ら の 信頼 は 厚く 、 組 織 の 参 
謀 役 を 務め る 。 一 度 は ソラ に 倒さ れ た が 、「13 
人 の 闇 の 探求 者 ] の ひと り と し て 復活 し た 。 

1 " ソラ 3 れき も き 

て ハー トレ ス を 層 し 続け ろ 


人 間 時 


全 下 人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " を 作る 」 と いう 機関 の 目的 を 果たす 
べく 、 ソ ラ の 前 に 何 度 か 現れ て は ハー トレ ス を 倒す よう あお る 。 


レイ ディ アン ト ガ ー デ ン に 住 
む 少 年 で 親友 の リア と 一 緒 
馬 に 賢者 の 城 へ 妨 び こも うと し 
W ) て いた 。 の ち に 機関 に 加入 し 
た こと も 含め て 、 ふ た り に は 何 


但 Days 


人 機関 を 率い る ゼム ナス の 腹心 で も る が ゆえ に 、 シ オン を 
用 いた 極秘 の 計画 に つい て も 最初 か ら 知 ら さ れ て いた 。 


※2……『KH HD2.5 リ ミッ クス 』 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ー に の み 、 成 長後 の 姿 で 登場 


42 


が 軽く つか みどころ の な い “ 夜 想 の し ら べ ” 


GITV N 


登場 作品 | [ sr ]Leex] 
旬 機関 No09 属性 : 水 臣 


MM 


いつ も ふざけ て いる か の よう な 胡 度 を と 日 
る 通 機関 の メン バー の ひと り 。 シ ター ル と 
いう 楽器 を 大 事 に し て お り 、 そ れ を 演奏 する 
こと と で 水 を あや つる 能力 を 持つ 。 ソ ラ と 一 
体 化し た ロク サス を 機関 に 連れ も どす 任務 
を 受け て ソラ と 対決 し 、 返 り 討ち に 遭っ た 。 、 生 
ほし て は ば か ら な い 。 そ れ で も 、 瑞 
た 場合 は 、 水 の 力 で 分 身 を 作っ た り 
た り と 、 秘 め た 実力 を 見 せる 。 


[ 俺 、 手 荒 い 仕事 は 
ちょ っ と 向い て な いっ て 」 


向い て な いよ SS85p の 一 


情け な い 言動 を し た か と 思え ば 急 に 真剣 な 顔つき に 
な る な ど 、 一 見 表情 が 豊か だ が 、 ど こ か わざ と らし い 。 


つね に 奈 裕 を 漂わ せる “運命 を 賭 す 者" 


と _I 
上 還 | へ /4 プー ゃ 
し LUXOTO ルーk 


登場 作品 | [ er ][ eoss ] 
多 機 関 No.10 属性 : 時 


勝負 事 と あれ ば 、 生 死 を か けた 戦い に も ゲー ム を 
楽し むか の よう に 挑む お 、 ギ ャ ン ブ ラ ー 気 質 の 機関 
上 員 。 髪 と ヒゲ は つね に きち ん と 整え て お り 、 ど の よ 
うな 状況 で あっ て も 言動 や 態度 に 余裕 を 感じ させ 
る 。 機 関 の 城 に 乗り こん だ ソラ を 1 対 1 の 真剣 勝 
負 で 迎え 撃ち 、 戦 い に 敗れ て 消滅 し た 。 


al 912gieuD 1 Jo1dsu つ | 茸 


機関 へ の 反逆 を くわ だ て る "優雅 な る 凶 刃 ” 


9 9 「 真 実に 背 を 向け る 、 表 い 心 
と な ら 6! \ 私 の 散 で 1 な い ッ | | 


登場 作品 | [Lew]L se] 


※ eiw ] で は 、 隠 し ポス 「 ア プ ブ セ ント ・ シ ル エ ッ ト 」 お よ 
び 「 再 現 デ ー タ 」 と し て の み 登 場 


多 機 関 No.|| 属性 : 花 


台 機 関 で は 新参 者 で あり な が ら 、 忘 却 の 城 
の 管理 を 一 任 さ れ て いた 実力 者 。 ラ クシ ー 
ヌ と 手 を 組ん で 、 ナ ミネ の 能力 を 使っ て ソラ 
を 意 の まま に あや つり 、 機 関 を 乗っ 取 ろ うと 
た くら ん だ が 、 ア クセ ル の 妨害 に 遭っ て 失 
敗 。 自 身 も ソラ に 倒さ れ て 消滅 し た 。 


人 ナミ ネ の カ で ソラ の 記 億 を 改ざん する こと は も AA TO な 2 
も と 和 関 の 計画 の うち だ っ た が 、 マ ー ル ー あす 人 王 欄 と リク を 提 す た め に 旅 を し て いた ソラ た 
を 利用 し て ソラ を 自分 だ け の 手 助 に し よう と し た 。 ちの 前 に 現れ 、 言 た くみ に 忘却 の 城 へ と 誘う 。 


高飛車 で 自信 過剰 な “非情 の 妖 姫 " 


ゝ \ ノ 人 る] 邊 | 、 
adIXCI1G シシ ー ぇ 


登場 作品 | [ scow ][ enm ][ epss ] 


※[ ei ] で は 、 隠 し ボス 「 ア プ セ ント ・ シ ル エ ッ ト 」 お 
よび 「 再 現 デ ー タ 」 と し て の み 登 場 


兆 機 関 No.12 属性 : 雷 


| 悪い けど 私 、 今 も 5 の すっ ご く S と 
機嫌 が 悪い の よね 」 


お 


雷 の 力 と ナイ フ を 使い こなす 、 機 関 の 
紅 一 点 。 容姿 は 美しい が 、 性 格 は 冷酷 か つ 
高慢 で 、 他 人 の 心 を 傷つけ る こと に 何より 
も 喜び を 感じ る 。 マ ー ル ー シ ャ と 共謀 し 
て 機関 の 乗っ 取り を 図る も 、 計 画 の 途中 で 
ソラ に 倒さ れ て 消滅 し た 。 


信 ど ん な 』 対し て も 徹底 的 に 見 くだ し た 此 度 を と り 、 わ ざと 心 が 
つく よう な 言葉 を 投げ か け て は 、 相 手 が 苦 し む 姿 を 見 て 楽し む 。 


信 他 人 は 平気 で 傷つけ る が 、 己 の 自尊 心 


る の は 我慢 な ら ず 、 い っ た ん 怒る と 手 が つけ られ な い 。 
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。 陵 に 包ま れ た 「14 番 目 の メ ン バ ー」 


L 】 
《 ) 1 「 1 
IOUI 』 シオ ン 


登場 作品 | [ eoss ][L weis ][ sms ][ ssp 
※[scss]L sms ][ sss ] で は 、 幻 と し て 登場 


銘 機 関 No.14()) 属性: 一 一 
ノ 使用 キー プレ ー ド キン グ ダ ム チェ ー ン 


14 番 目 の メ ン バ ー と いう 名 目 で 沖 機関 に 

加入 し た 新人 。 そ の 正体 は 、 ソ ラ の 記憶 の な 
か の カイ リ を モデ ル と し た レプ リカ 人 形 で 、 
ロク サス の キー ブレ ー ド 使い と し て の 力 を 吸 
収 す る た め に 機関 に 作ら れ た 。 し か し 、 ロ ク 
サス や アク セル と 過ごす うち に 彼ら と 友情 を 
IS な し 一 深め 、 最 後 は ソラ の な か に 還る 道 を 選ぶ 。 
信 シ オン は 見 る 者 に よっ て 異な る 
姿 に 映る 。 ロ クサ ス も 、 シ オン と 箱 
し く な る まで は 、 彼 女 が フー ド で 顔 
を 隠し て いる よう に 見 えて いた 。 


いて 時 NeT ば KJ 


ンー 


叶 リ ク と 出会っ て 、 自 分 が ロク サ 
ス の 力 や ソラ の 記憶 を 吸収 し て 
いる の だ と 知り 、 自 分 自身 の 存在 
に つい て 思い 悩む よう に な る 。 


| で S 


機関 に よっ て 生み 出さ れ た リク そっ くり の 人 形 


* ダ RIKU-」 


登場 作品 | [ ecow ] 


『Q) 


( ) 
に 


リク = テレ プリ カ 


リク か ら 採 取 し た 戦闘 デー タ を も と に ヴィ クセ ン 
が 生み 出し た 、 リ ク の レプ リカ ル 人形 。 外 見 も 戦闘 能 
力も 本 物 の リク と うり ふた つ だ が 、 戦 い を 重ね る ご 
と に 「 自 分 は 所 座 、 偽 物 に すぎ な い 」 と いう 劣等 感 が 
強まっ て いき 、 本 物 の リク に 戦い を 挑ん で 敗れ た 。 


『 入 し 時 が 部 す て WW て 


信 当 初 は 本 物 の リク も ソラ も 倒し て みせ る と 意気 込ん で い 
た が 、 ナ ミネ の カ 力 で 偽 の 記憶 を 征 え つけ られ た あと は 、 自 分 
が 偽物 だ と いう こと を 忘れ 、 本 物 の リク の よう に 振る 舞う 。 


| お まえ が 存在 する か ぎり 
俺 は 永久 に 影 な ん だ ッ ! 」 


信 本 物 の リク と は ちがっ て 聞 へ の 恋 れ を 持っ て お ら ず 、 戦 い 
に お いて も 闇 の 力 を た め ら うこ と な く 行 使 する 。 
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3IHH 13agPHO LoJdeud う 臣 


に | 
ドク 


RY 

3 W あ を 

翌 【 キ ー ブ レ ー ド 図鑑 】 
取っ 手 に つけ る キー チェ ー ン に よっ て 形 が 変わ る 特殊 な 武 
器 、 キ ー ブ プレ ー ド 。 こ こと で は 、 過 去 に 登場 し た キー ブレ ー 
ド を 、 操 作 キ ャ ラク ター が 使う も の を 中 心 に まとめ て みた 。 


※ 装 備 で きる 操作 キャ ラク ター を CG の 右 下 に 表記 し て いる ※『KHCOM』 と 『KH Re : COMM は 、 ア タッ ク カ ー ド と し て 登場 する キー プレ ー ド を 掲載 


せ 


号 以 外 の 場面 (タイ トル デモ や シー クレ ッ ト ム ー ビ ー な ど ) に の み 登 場 し た キー プレ ー ド は の ぞい て いる 


メイ ンス トー リー に 深い 関わ り が ある キー ブレ ー ド 


キングダム チェ ー ン 。 ( 約 東 の あり ど ( 通 を 去り し 思い 遇 

[ wl] [ wi ] 財 [ sw ] 
[ ecow ] [ eco ] 老 / [ ecow ] 
[s] [*] グ Fw] 
[ eoss ] [ eoss ] [soss ] 
[eesw ] se ] ec ] eo 
[ es ] 

$ [ ゥ ] 。 

も Piwe] [ ゥ コ [ ゥ コ 

と [ iz ] / [ezz] Fw コ 
ソラ 、 ロ クサ ス 、 シ オン の 基本 装備 。 ソ ラ が は じ め て トン ンコ LeJ 
キー ブレ ー ド を 手 に し た と き に は 、 こ の 形 を し て いた 。 ソラ が カイ リ と 交わ し た 「 リ ク を 助け る 旅 か ら 無 事 に 間 に と ら わ れ た リク と 関係 が ある キー プレ ー ド 。 約束 
な お 、『KHI』 で は アン チ ソ ラ 、『KH coded』 で は ソラ ・ 帰っ て くる 」 と いう 約束 を 象徴 する キー プレ ー ド 。 先 の お 守り と は 対 に な る 存在 で 、 先 端 部 分 が 「 間 」 の 文字 
ハー トレ ス 、『KH 3D』 で は ナイ トメ ア ・ ア ー マ ー ヴ ェ 端 部 分 に は 「 光 」 の 文字 が か た どら れ て お り 、 キ ー チ ェ の 形 に な っ て いる 。 な お 、『KH Days』 で は 、 敵 と し て 
ント ゥ ス と いっ た 敵 も これ と 同じ 形状 の 武器 を 使う 。 ー ン は サラ サ 貝 で 作っ た カイ リ の お 守り に 似 て いる 。 現れ る アン チリ ク も これ を 使う 。 


ae トゥ ザ ド ー ン (キングダム チェ ー ン D スタ ー シ ー カ ー (あく りあ う ニ 人 
[ wn ] [ wi ]eo [ wr ] [er ] る 
[sos ] Leow ] ey [ee ] [ soss ] ) ッ 
[ wsp ] [ wi ・ [ se ] [Leeeeow ] ey 、 
[ so ] ンス % Lee ] の 
[ eo ]eo [ sess ] ま 〇 , 
クス ) ド @3D ] eo (7 必 12 間 
る アー [ 5 ] [szyz 
[ [ 至 ] [ 至 ] [>] 
リク の 基本 装備 。 リ ク が 導 に と ら わ れ 王様 の 基本 装備 。 正 式 名 称 は 「 キ ング も と も と は 、 王 様 が 修行 時 代 に 使っ て ロク サス に 関係 が ある キー プレ ー ド 。 
て いた 時 期 に 使っ て いた 武器 「 ソ ウル ダム チェ ー ン ダー クサ イド 」 で 、 王 様 いた キー プ ブレード 。『KHI』 で 、 イ ェ ン ・ 『KHI FM』 で は 、 存 在 し な か っ た 世界 の 
イー ターj が モチ ナー ア 。 が 隊 の 世界 を 冒険 し て 手 に 入れ た 。 シッ ド が ソラ に 授け た 。 ロク サス 戦 で 手 に 入る 。 


PO [ ぁ ] 


テラ の 基本 装備 。 パ ワー に す 
ぐれ た テラ に よく 似合う 、 重 


[ ぁ ] コ 


デス デイ ニー ニア イラ ンド で リ り 
ク に 継承 の 儀式 を 行なっ た と 


に jl 


旅立ち の 地 で 師 研 の エラ クゥ 
ス と 戦い 、 間 の 力 を 行使 する 
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ヴェ ント ッ ゥ ス の 基本 装備 。 旅 
立ち の 地 で 修行 を は じ め る 前 


アー スシ ェ イカ ー カイ アベ イン 村 カオ スリ ー パ ー (し ea ロスト メモ リー ーー 
[ esss ] [erw ] ey [ sms ] [ ems ] [ sms ] 
[ wp ]ewy [ wsss ] [ esp ] eo 


5o 光 [yzzkyz 


[ ッ ェ ント sz 


ヴェ ント ゥ ス の 欠け た 心 を 象 
徴 す る か の よう に 、 先 端 の ハ 


上 億 3D 回 (※8) ル 
Re [ 


アク ア の 基本 装備 。 女 性 が あ 
つか うた めか 、 比 較 的 細身 な 
デザ イン に な っ て いる 。 


46 KINGDGM HEAR1 


ERIES MEAORIAL ULTIAAANIA 


カイ リ に 関連 する キー プレ ー ド 。 
レイ ディ アン ト ガ ー デ ン で 敵 か ら 
カイ リ を 助け る と 手 に 入る 。 


… 英 の ? ? ? ?( ロ クサ ス ) が 使う 武器 と し て 登場 。 ソ ラ ( デ ー タ ・ ソ ラ ) が 使え る の は 『KH Recoded』 の み ※ 
…『KH HDI5 リ ミッ クス 』 に の み 登 場 (『KH Days』 の 映像 を すべ て 見 た セー プ デ ー タ が 必要 ) ※4…… テ ラ の 武器 と し て イベ ント シー ン に 登場 
… 英 の 留まり し 思念 が 使う 武器 と し て 登場 ※6…… ヴ ェ ン トッ ゥ ス の 武器 と し て イベ ント シー ン に 登場 ※7…… ア クア の 武器 と し て イベ ント シー ン に 登場 


[ zz ] 


の キー プレ ー ド を 手 に 取っ 
て 敵 と 戦う 場面 も 。 


Seo [アァ ] いい 
ズラ ニー ラル Akie ツ 
リツ に 
える よう に な る 。 


硫 な 外見 が 目 を 引く 。 き に 手 に 入る キー ブレ ー ド 。 と 利用 で きる よう に な る 。 か ら 出 現さ せる こと が で きた 。 ー ト が 欠け て いる の が 特徴 。 
ンー ル (ステ ィ ニー プレ イス レイ ンス トー ム ブラ イト クレ スト 2 
[ si ]ey 放 AG [err ] ey [ ssss ] 
[ ssss ] [ ssss ] 


上 久 
の 
[ 之 ] 
つなが り の お 守り が も と に な 
っ た キー プ ブレード 。 ラ スト エ 
ビ ソ ー ド で の み 使 用 可能 。 


会 っ た こと で 使 


様 の 武器 と し て イベ ント シー ン な ど に 登場 


| ワー ルド が モチ ー フ の キー プレ ー ド 


(ラスト リソー ト 也 ら / ネイ ティ ブ ワー ク NNW ワー オブ ヒー ロー し 日 2PZ 
ド 抽 ヨ K< [wm] コ < [ w] ク [sr ] 
人 の COM ] と @COM シン 
更 Recodd 今 Recodd グ と の 
ダメ 

( 4 と / 

4 [ ゥ コ 有 [ ゥ コ @ [ ゥ コ [ ゥ コ 
モチ ー フ | ワン ダー ラン ド モチ ー フ | ディ ー プ ジャ ング ル モチ ー フ | オリ ン ボ ポス コロシアム モチ ー フ | オリ ン ポ スコ ロシア ム 


※8…… カ イリ の 武器 と し て イベ ント シー ン に 登場 ※9…… 
登場 し な い 


※10……KHHDI5 リ ミッ クス 』 に は 


ホロ ウパ バス ティ オン の 眠り の 部 屋 に 保管 され た 状態 で イベ ント シー ン に 登場 


ーー の ガッ Ei ロー どら 22 レト 
[ wms ] F こ 明り ダメ ワ [ wr ] 
グ ー Co 生 
0 2 アノ は の ) 
どの < グ レグ ※『KH BbS』 に 登場 する キー プレ ー ド は 、 
と 5 隊 2 cc、 拓 補 同じ 名 前 の も の で も 、 装 備 す る キャ 四 
eseg [ラコ 上 Ph 59 害 ラク ター ご と に 長 さや 細部 の デザ イ し 9 
モチ ー フ | オリ ン ポ ボス コロシアム ン が 異な る モチ ー フ | オリ ン ポ スコ ロシア ム ( 冥 界 ) 
(デザ イア ー ラ ンプ (ウィ ッ シ ー ズ ラン プ 久 の の テン トレ ジャ ー オ プシ ー 
L w ] [ w ] ae L wi ] L w ] 
[ wcow ] 二 [ ecow ] [ ecow ] の ) 
[Lee ] [Leews ] ノ 
ぅ の へ 上 、、/ 
ら に や に 
上 ゥ コ ” Ez コ * 。[ ゥ コ [ ゥ コ 
モチ ー フ | アグ ラバ ー モチ ー フ | アグ ラバ ー モチ ー フ | モン スト ロ モチ ー フ トラ ン テ ィ カ 
(フン ター オブ アァ ビス ( ンプ シバ ッ ド ホー リー リン プ ォ ン ( フェアリー バー プ NN 
Fs コ 6 Fa コ Es] Io 
[ ecow ] グ [ wcow ] ど 
24 の 
負 グ 
@. の > で 
> ヒッ ゥ [ ゥ コ が > コ / [ ゥ ぁ コ 
フ | アト ラン ティ モチ ー フ | ハロ ウィ ンタ ウン モチ ー フ | ハロ ウィ ンタ ウン モチ ー フ | ネバ ー ラ ンド 
クシ ー チ ャ ー ム ( ラウ ィ ア ン ロ ー ズ / ヒド ゥ ンド ラコ ン に 
デュ の [ wi ] L sr ] 
[ ecow ] [ec ] io 
の ッ 集 1 か 
の [ ぁ ] [tos ] [ zz ] [ ” ] 根 [ 5] 
モチ ー フ | ネバ ー ラ ンド モチ ー フ | ホロ ウ バ ステ ィ オ ン や チー プ | ザ ・ ラ ンド ・ オ デ ・ ド ラゴン シン 
/ ラン プリ ング ロー ズ モノ クロ ー ム フォ ロー ザウ ィ ン ド (サー クル オブ プラ イフ 
[ sm [ sr ] [ er ] [ wi ] 
Leew ] ew ゅ Lescw ] Wo 
ウ [ ゥ コ > コ [ ゥ コ 
モチ ー フ | ビー スト キャ ッ ス ル モチ ー フ | タイ ムレ ス ・ リ バー モチ ー フ | ポー トロ イヤ ル モチ ー フ | プラ イド ・ ラ ンド 


3lH dgi9Eet の PL de 人 113 


3PInD PHO/A て Sdeu つ | 人 


〇 
デ 
S 
回 
き 
の 
も 
ョ 
の 
と 
ざ ぐ 
マ 
は 
較 
ら 


AuajleD JHy deu う K 1 


ワー ルド が モチ ー フ の キー プ ブレード ( つ づき ) 


人 


スウ ィ ー ト メモ リー 


フェ アリ ー ス ター 和 


モチ ー フ | ドワーフ ・ ウ ッ ド ラン ド 


モチ ー フ | キャ ッ ス ル ・ オ ブ ・ ド リー ム 


フォ トン デバ ッ ガ ー 
[| wr [ sn ] [ sss ] 
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※10……『KH HDI.5 リ ミッ クス 』 に は 
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合体 キー ブレ ー ド 
| [ ss ] 


存在 し な か っ た 世界 で 、 リ ア 
リティ シフ ト の 入力 に 成功 し た 
と き の 攻 撃 で 使わ れる キー ブ 
レー ド 。 ソ ラ と リク の キー プ 
レー ド が 合体 し て 巨大 化す る 。 


登場 し な い 


ウィ ニン グ メ ダリ オン es ドラ イブ 
[ esss ] [ smss ] プッ を が 
の ? 
に 9 
7 [ テラ ] レコ [ アク ア | 
モチ ー フ | ディ ー プ スペ ー ス 
トト kz ナッ クル (カー ディ アン ベル 
[ ssp 」] [ es ] 
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チー ブフ | (『 す ば らし きこ の せ か い ) モチ ー フ | (ハコ ザル モチ ー フ | ラー シテ ・ デ ・ ク ロー シュ 
アル ディ スク フェ リス ギア オー シャ ン レイ ジ (よー ルフ ォ ー ワ ン 
[ ws [ wsp ] ⑳ [ ws ト 。 [ ws ] 
ず だ 
の ンプ [ g] ち コ 
8 し クゥ | プラ ンク スタ ー ズ ・ パ ラダ イス し ッ ゥ コ 
モチ ー | ラジ ズ ・ パ ラ | 
モチ ー フ | ザ ・ グ リッ ド モチ ー フ | プラ ンク スタ ー ズ ・ パ ラダ イス | (モン スト ロ ) モチ ー フ | カン トリ ー・ オ プ ・ ザ ・ マ スケ ティ ア 


登場 キャ ラク ター が モチ ー フ の キー プ ブレード 


/ ェ エク ネイ ショ ン っ と と 0 コロ do 
(の [ swr 


) [ ゥ ] さ Fw ] [ ゥ ] 


モチ ー フ | マー リン モチ ー フ | クラ ウド モチ ー フ | クラ ウド モチ ー フ | セフィロス 


( カル ウィ ング カー ディ アン ソウ ル 


Fs コ Es 


ライ オン ムート = 各 スリー ビン グラ イオ ン 
[Fs] ン 毅 。 に] 
ンジ い 


[ wcow ] 


Lee ] 
4 se の 
も ア 償 
と プ ea 
に 0 コ / EE 縮 ゴ : [ ゥ ぁ ] ] 

モチ ー フ | レオ ン モチ ー フ | レオ ン モチ ー フ | ユウ ナ & リ ュ ッ ク & バ イン モチ ー フ | アー ロン 
(ホン ド オ プ フ レ イム we カル フレ ィ KC ッ ォ イド ギア 

[ wr ] [ ems ] [ eees ] ei 

Leow ] 

[ oss ] 

) 
ル 2 4 民 ソラ 引 [Zzztsz ] Termaa 
モチ ー フ | アク セル モチ ー フ | リア モチ ー フ | ヴァ ニタ ス 


「 < スタ ー キ ー バ ー まな | アア omー テ レード 
[ eews ] の [essmr ] 壮 だ 詳 | [ ep ] 
デ ア | 
の の デ | | エ ジ デ ィ シ グ で 、。 り ア 
/ |〆 を ぞ ぢ を 過 


(し グ プ * グ ド 。 ボ ンド オブ フレ イム 
と いか | 四 る 
了 ト SSRy に ここ と ラス カル フレ イム が 融 
EN [zz コ he. 剛 2 zzt ] [zz ] | 合 し た よう な デザ イン に 
| な っ て いる 。 
モチ ー フ | マス ター・ エ ラク ゥ ス モチ ー フ | 謎 の 男 ( 青 年 ゼア ノー ト ) ee se 


ヤヤ | ミニ ゲー ム の 賞品 な ど に な っ て いる キー プレ ー ド 
アル テマ ウェ ポン 


EE 玉 [zzksz [ zz 


妥 四 ソラ ] 
[| si ][ er ] アイ テム を 合成 し て 作成 で きる [ ecou ] 特定 の 条件 を 満た す と 忘却 の 城 の 宝箱 な どか ら 手 に 入る 
[Lewess ] ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 前 編 の シス テム エリ ア の SP 報 酬 [ sess ] アリ ー ナ モー ド の バト ル 「 者 の 復 佑 」 の 賞品 
[esp ] エン ディ ング 後に トラ ヴァ ー ス タウ ン で ジュ リア ス を 倒す と 手 に 入る 


※ 日 …… 英 の ヴァ ニタ ス の 思念 が 使う 武器 と し て 登場 。 テ ラ た ち が 使 える の は 『KH BbS FMa。 の み 
※12…… マ スタ ー・ エ ラク ッ ゥ ス が 使う 武器 と し て イベ ント シー ン な ど に 登場 。 ア クア が 使え る の は 『KH BbS FM の み 
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ミニ ゲー ム の 賞品 な ど に な っ て いる キー ブレ ー ド (つづ き ) 


( タイ ヤ モ ン ド ダス ト ( ウイナー ズブ ルー フ ( ター ク バイ ター 
[| wi ] [err ] [ ssss ] 
[ ecow ] 
ー と で や Na 
ア 脱 < 
誠 [ ゥ コ Km の [ ぉ ] コ 
[ eifw ] 闘技 大 会 の 試合 「 ゴ ー ル ド マ ッ チ 」 の 賞品 [ ゥ コ アリ ー ナ モー ド の バト ル 「 幻 惑 せ し 者 」 
名 キノ コ を 全員 満足 ささ せる と も ら え る の 賞品 
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クリ ア し た ご ほう び 


フリ ッ ク ラ ッシュ の 「 シ ー ク レッ トカ ッ 
プ 」 の 賞品 


ヤギ | 『KH Days』 関 連 の キー プレ ー ド 


(ミッ シン グ エ イク オミ ナス ブラ イト 。 アバ ドン プラ ズ マ ソリ チュ ー ド ペイ ン レン 
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※13……『KH HDI5 リ ミッ クス 』 に の み 登 場 (『KH Days』 の 映像 を すべ て 見 た セー ブ デ ー タ が 必要 ) 
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闇 の 勢力 が 使用 する キー プレ ー ド 


人 の 心 の キー ブレ ー ド | ヴァ ニタ ス の キー ブレ ー ド | マス ター・ ゼ アノ ー ト の キー ブレ ー ド 
[ wi | [ esss ] ィ 


マス ター・ ゼ アノ ー ト | 
や テラ ニー ゼア ノー ト の ほ 
か 、『KH BbS FMa の ノー 
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セブ ンプ リン セス の 心 を 集め て 作ら れ た キー ブ 1 仮面 を か ぶっ た 状態 の ヴァ ニタ ス が 使用 する キ 


レー ド 。 リ ク の 身体 を 乗っ 取っ た アン セム が 生み | ーー プレ ー ド 。 ち な み に 、 ヴ ァ ニ タス の 思念 刻 ハー ト も 使う キー ブレ ー 
出し た が 、 カ イリ の 心 が 足 りな いた め 、 先 端 部 分 1 て いる ヴォ イド ギア は 、 こ の キー ブレ ー ド と デザ ド 。『KH 3D』 で は イベ ン 
の ハー トマ ー ク が 不 完全 な 形 に な っ て いる 。 | イン が 同じ で 色 だ けが ちがう 。 トシ ー ン で の み 登 場 する 。 


青年 ゼアノート の キー ブレ ー ド | 
[ es ] | 


Aaleo ny ャ JahdeuO | 二 


ツェン ドウ べら アァ アー タス の 
心 が 融 合 し た こと で 完成 し た 、 伝 
の キー プ ブレード 。 仮面 を 脱い だ 
の ヴァ ニタ ス と ヴェ シン ドゥ 


Ke の エン ドウ ズ や アク ア の ト が 使う キー プレ ー ド で 、 ム チ の よう に 変形 する の が 特 | 
っ て 破壊 され 、 そ の 力 を 、『KH BDS FM』 で テラ た 入手 で きる ノー ネー ム に 似 | 
滅 し た 。 手 や 先端 の 部 分 な ど が 多少 異な っ て いる 。 


vw YY VowYw wwuvwww wwtv さ Yk マ ・」 
Y ぐ w Y ャ 1 ? wY YY の ww YU の MY で VM wytr マ 
ッ マ ャ Y? w マ や ャ ww や YY w\\Y?w\\Y マ ww\ ャ ww\ 
の MY WOLW YY WM OO WM WV MMW 馬 W 双 双 NII 2 ツーW 
"1 の MY WW の ww VS w * 1 PMS 
w \ * ?② w \ \ ?② w キャ 

Y の wi Y W w や W % 6 

WW ww イツ WM: マ Me 


の WM WW VO ww ャ w ウ 9 WM WNW 人 ツ 2 w YYT っ 

ャ ツ w マヤ f ww ?w\\Y?w\YwY マ w\\ マ 
MM や WOwW WAM 0 の wwy 【 人 9 w ママ: 
WW 、\ Y マツ ww マ wi W ツ ww ママ WWw\Yw 
2 4 WWWW SM Wi マ wwY tr 
w\ ゃ や? w\ ww YY マ wwYY マ wwYY ツ ww 
Y ? w\\ ツ w WW w Yi. WW % ら w YY?) 
マ YY :w ママ ャ Y < MA 人 人 NN ww \ す て 
2 w \ *Y ? w\ '  w や \ で w マ ャ \ ⑦ w 
MON OM まこ WM ww NZ Me Ms 
MARMNW WAY WM W WW NN 6) MR 4 
OM KW wiY 2 w \ f ? w ぎ \ ャ WW ツ w 
WMM WW 1 ツ ww NM 、 ツ w \ W や 
MM や WW WM タ で 0 の て の WM WW 9 W. ツ % w 
『 ツ の WM や WW ぐ 90w \ YY と 0 2 NR し Sc 
Wiw \ Y ? w YY 伴 Ci OM \ Y 
MO IM \ MY 2 450 但 誠 NAS OK 
Yww\Yw?w\w?w\\ ーママ YY ママ w\ ャ \ マ ツ 


w や ャ の 2 w や ャ の? w マ や ャ の の w\ ャ \ の の w\ ャ \ の w\ ャ \ ぐ w ぎ 


Chapter 2 


World Guide 


ワー ルド ガイ ド 


Destiny Isjands / Disney Castle / Traverse Town / Wonder land / Deep jungle / Olympus Coliseum 
/ Agrabah / Monstro / Atlantica / Halloween Town / Never Land / Hollow Bastion / 100 Acre 
Wood / End of The World / Castle Oblivion / Twilight Town / The Mysterious Tower / The Land of 
Dragons / Beast's Castle / Timeless River / Port Royal / Pride Land / Space Paranoids / The World 
That Never Was / Land of Departure / Radiant Garden / Enchanted Dominion / Dwarf 
Woodlands / Castle of Dreams / Disney Town / Deep Space / Keyblade Graveyard / la Cite Des 
Cloches / The Grid / Pranksters Paradise / Country of The Musketeers / Symphony of Sorcery 
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登場 作品 | [ wi Leew ][ wr ][ woss ] 


ソラ 、 リ ク 、 カ イリ が 暮らす 、 南 の 海 に 浮か ぶ の ど 
か な 諸島 。 ソ ラ た ちの 家 や 学校 は 本 島 に あり 、 離 れ 小 
島 の ひと つが 子ども た ちの 人 遊び場 に な っ て いる 。 


| 
| 
| 
トニ ニニ ーー ニーー ーッ 


rkHIac の ロゴ ー | | rKH BbS』 で の ロゴ 


商議 


[ ecoww ] 本 当 に 大 切な 人 は ? 


仲間 た ちの 忠告 を 振り 切り 、 ソ ラ は つい 
に 故郷 の 島 で ナミ ネ と めぐ り 会 っ た 。 し か 
し 、 再 会 を 喜ぶ ソラ に 対し 、 彼 女 は 「 一 番 大 
切な 人 を も う 一 度 思い 浮か べ て みて 」 と 言 
っ て 姿 を 消す 。 そ の と き ソ ラ の 脳裏 に 浮か 
ん だ の は 、 ナ ミネ で は な く …… 


[ wi ] 外 の 世界 へ の 旅立ち 


acoM( 有 
ソラ 、 リ ク 、 カ イリ の 3 人 は 、 島 の 外 の 世界 を 見 た く て 、 イ カ ダ [ coo の 」 聞 の 奏 命 を 受け 入れ て 
を 作っ て 遠く へ 濱 ぎ 出 そ う と 計画 し て いた 。 だ が 、 ソ ラ が 謎 の ロ 記憶 の な か の 故郷 を 訪れ る も 、 つ ぎ つ ぎ 
ー プ の 人 物 か ら 「 こ の 世界 は つなが っ た 」 と 告げ られ た 日 の 夜 、 島 と 友だち が 消え て いき 、 動 揺 す る リク 。 す 
は 間 に 飲 みこ まれ 、 ソ ラ は 外 の 世界 へ 放り 出さ れ て し まう 。 鍵 の べ て は 、 自 分 が 間 に 堕 ち た と リク に 思わ せ 


形 を し た 不思議 な 武器 『「 キ ー プ レー ド 」 と と も に …… 


ls る た め の ゼ クシ オン の ワナ だ っ た 。 カ イリ 
の 幻 に 励ま され て 闇 を 薦 れ る こと を や め た 
リク は 、 見 事 ゼ クシ オン を 打ち 破る 。 


ご の まま は ゃ 、 昌 が 
ブロ ec28S は は 
な っ て ま S。 


塩 SQS し お け 陰 ば 、 
無 穴 」 の 向 25 に 行 は 


[| sr ] 待っ て る だ け じ ゃ ダメ な ん だ [ soss ] 流れ こ お 記憶 


カイ リ は 幼なじみ の セル フィ と 話す うち 、「 昔 、 島 で 一 緒 
に 遊ん で いた の に 顔 も 名 前 も 忘れ た 男の子 」 が ソラ だ と 思い 
出し 、 彼 に 宛て た 手紙 を ビン に 詰め て 海 に 流し た 。 以来 、 


[se ] バグ ブロ ッ ク 発 生 ! 

任務 で 訪れ た デス ティ ニー アイ ラン ド で 、 海 を 見 な が ら 子ども た ちの 遊び 場 で ある 小島 に 、 突 如 と し て 
シオ ン の こと を 考え て いた ロク サス は 、 機 関 か ら 脱走 し た バグ プ ブロック が 大 量 発生 し た 。 島 の 異変 の 調査 に 
シオ ン ら し まき 人 物 を 目撃 。 思 わ ず 彼 女 に 駆け 寄る ロク サス 乗り 出し た ソラ は 、 黒 コー ト の 人 物 を 発見 。 彼 に 


彼 に 会 いた いと いう 想い は 日 に 日 に つの っ て いき 、 あ る と だ っ た が 、 い き な り 現実 と も 幻 と も つか ぬ 映 像 が 頭 の な か 言わ れる が まま に 鍵穴 の 奥 を 訪れ て バグ の 親 ヨ 
き 浜 辺 に 出現 し た 闇 の 回 廊 に 意 を 決し て 飛び こむ 。 に 流れ こん で き て 混乱 し 、 そ の まま 島 を あと に する 。 倒す が 、 そ の 直後 に 別 の 世界 へ 飛ば され た 。 
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[Leewseg ] そし て 鍵 は 受け 継が れる 


暖か い 光 に 導 か れ て 島 を 訪れ た テラ は 、 浜 辺 で 見 か けた 少 
年 リク の な か に 光 を 見 い だ す 。 早 く 外 の 世界 に 出 て 、 大 事 な 
も の を 守る 強 さ を 手 に 入れ た い そう 語る リク に か つて の 
自分 の 姿 を 重ね た テラ は 、 リ ク に キー プレ ー ド 継承 の 儀式 を 
行なっ た あと 、 島 を あと に する 。 


[Leewse2 ァ ] 
未来 の 勇者 た ちと の 出会い 


光 の 導き で 島 に た どり 着い た アク ア は 、 
浜辺 で 出会っ た ソラ と リク の どちら か に 、 
キー ブレード 継 承 の 儀式 を 行 な お うと す 
る 。 だ が 、 リ ク か ら テ ラ の 気配 を 感じ 取 
っ た 彼女 は 継承 を 思い と どまり 、 か わり 
に 「 リ ク が 迷い そう な と き は そば に いる よ 


うに 」 と ソラ に 言い 聞か せる の だ っ た 。 


[sesses>to2 | よみ が える 記憶 

テラ に 救 わ れ た ヴェ ント ッ ゥ ス が 行き 着い た 
先 は 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド だ っ た 。 突如 
現れ た ヴァ ニタ ス の 言葉 を きっ か け に 記憶 を 
取り も ど し た ヴェ ント ゥ ス は 、「 テ ラ と アク ア 
の 最期 を 見 せ て や る 」 と 言っ て 姿 を 消し た ヴァ 
ニタ ス を 追い 、 キ ー ブ プレ ー ド 昔 場 へ 急ぐ 。 


役 は また 上 5iZ し ま 


[esp ] 賢者 が 隠し た 遺産 


ソラ の 夢 の デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド 
で 、 リ ク は ソラ に つなが る 者 た ちの 質 
問 に 答え た の ち 、 覧 者 アン セム と 再会 
を 果たす 。 賢者 アン セム は 、 ソ ラ の な 
か に 研究 デー タ を 隠し て お り 、 そ の デ 
ー タ は 失わ れ た 仲間 を 取り も どす 手 が 
か り に な る と いう 。 リ ク は デー タ を 受 
け 取 り 、 現 実 の 世界 に も どる 。 


| Characters 


00 価 

1@ 
SsAe| 
DS3p09 

Sdq8 島 
Qg 


ティ ー ダ @|@ 


島 に 住む 元気 な 少年 。 い つも 自信 洪 
自分 こそ が エー ス だ と 思っ て いる 。 


ワッ カ @|@ 


島 に 住む 子ども た ちの 兄貴 分 。 テ ィ 


と セル フィ の ふた り と 、 と くに 仲 が 良い 。 


セル フィ (13 歳 時 ) 
@|@ | 


セル フィ (14 歳 時 ) 


|@ 


島 に 住む 活発 な 少女 。 勝 ち 気 な 性 格 だ が 


ロマ ン テ ィ ッ ク な 一 面 も 。 
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96iH つ 【 19)deH う | [3 


3PinD PO て 9Jdeu | 


1 
回 
た 
ココ 
に 3 
の 
に 間 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル 
登場 作品 |[ w ][ er ]Lsss][L es ] 


すべ て の 世界 を 見 守っ て いる “王様 "の 城 で も り 、 ド ナ 
ルド や グー フィ ー の 故郷 。 間 を 払う “ 光 の 確 "の 力 で 守ら 
れ て いる た め 、 闇 に 属す る 者 は 近づく こと と が で き な い 。 


[ er ] 光 の 礁 の 危機 


ソラ た ち が デ ィ ズ ニー キャ ッ ス ル を 訪れ る と 、 城 内 に 
は ハー トレ ス の 姿 が ! 闇 を 払う 旋 を 持つ " 光 の 礎 "が 呪 
い の イ バラ に 覆 わ れ て お り 、 本 来 の 力 を 発揮 で き な く な 
っ て いた の だ 。 ソ ラ た ち は マ ー リ ン の 助け を 借り て 異変 
の 原因 を 取り の ぞ き 、 城 を も と どおり に する の だ っ た 。 


[ww ] ジミ ニー メモ の バグ を 除去 せよ ! 


ある 日 突然 、 ジ ミニ ー メ モ に 謎 の メッ セー ジ が 浮か 
び 上 が っ た 。 メッ セー ジ の 意味 を 探 ろ うと し た 王様 は 、 
メモ を デー タ 化 し て みた が 、 デ ー タ は 原因 不明 の バグ 
に 侵さ れ て お り 、 思 う よ う に 調査 が 進ま な い 。 そ こ で 
王様 は 、 メ モ の デー タ 上 に 再現 され た ソラ に デー タ の 


[ ei ] 王様 の 失 時 世界 を 冒険 し て も らい 、 バ パグ を 除去 させ る こと に し た 。 
すべ て の 世界 を 見 守る 王様 が 、 忍 び 寄る 炎 厄 か ら 世 界 
を 救う た め に 姿 を 消し た 。「 事 件 の " 鍵 "を 握る 人 物 を 探し ao な ウ 
て ほし い 」 と いう 手紙 を 残し て ……。 王 宮 奉 導 士 の ドナ ル [ eo ] 意外 な 助っ人 が 参上 
ド と 騎士 隊長 の グー フィ ー は 、 ミ ニー 王妃 の 命 を 受け 、 王様 た ち が 城 を 留守 に し て いる あい だ に 、 
王様 お よび " 鍵 " の 捜索 に 出発 する 。 ミニ ー が マレ フィ セン ト と ピー ト に さら われ 
て し まっ た 。 彼 ら は ミニ ー を 解放 する 条件 と 
し て "世界 の デー タ 」 を 要求 し て きた が 、 そ こ 
る 1@lsls ヘリ ア が 現れ て ミニ ー を 救出 。 虚 を つか れ た 
Characters トト ー 8 加 マレ フィ セン ト た ち は 、 急 いで 退散 する 。 
る 
生 ミニ ー マ ウス @|@|-|@⑲ 
ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 王妃 。 王 様 の 劉 
守 を 預かっ て いる 。 
上 デイ ジー ダッ ク @|e| 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 貴族 の 娘 で 、 ド 
ナル ド の ガー ルフ レン ド 。 


位 ブルート @|-| 
王様 が か わい が っ て いる 犬 。 大 事 な も の 
や 重要 人 物 を か ぎ 当 て る の が 得意 。 
(4 チッ プ 例 @| 
剛 デー ル elelew|_ 
グミ シッ プ の 整備 な ど を 担当 し て いる 、 
シマ リス の 仲良 し コン ビ 。 
ほう き の 吾 使い |@l@|-」 


廃 法 の カ で 動く ほう き 。 ふ だ ん は 掃除 や 
水 く み を 行なっ て いる が 、 と き に は 衛兵 
と し て の 役割 も 果たす 。 
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『KHIJ「『KH COM』J「KHI」 に は 、 バ トル 中 に ソラ の 呼び か け に 
応え て 姿 を 現し 、 力 を 貸し て くれ る 「 召 喚 キ ャ ラク ター」 と 呼ば れる 


者 た ちがい る 。 こ とこ で は 、 そ ん な 頼も し い 彼ら を 紹介 し よう 。 ン ン バ 


[ wi ][ecow ] 
動物 た ちの 国 を 治め る 

ライ オン の 王 。 威厳 に 満 

ち た 咲 え 声 で 、 フ ィ ー ル 


ド 内 に いる すべ て の 敵 に 
[ sw ][eow] ダメ ー ジ を 与え る 。 


元気 な 子 ジ カ の 王 
子 。 跳 ね まわ りな が ら 
MP プラ イズ や アイ テ 
ム を 周囲 に バラ まく 。 


L w ] 
大 き な 耳 で 空 を 飛ぶ 、 サ ー 
カス の 子 ゾ ウ 。 ソ ラ を 背中 に 
乗せ て 飛び つつ 、 鼻 か ら 水 を 
噴射 し て 敵 を 攻撃 する 。 


[ wl ][ecow ] 


ムー ラン の 一 族 の 守 デー イィ ` 
り 神 を 務め て いた 、 ト ティ ンク 


カゲ ほど の サイ ズ の 龍 。 ング に アツ [ wi ][ eew] 
ソラ の 頭 に 乗っ て 小さ ネバ パー ラン ド で 慕 ら す 
な 秋 の 弾 を 連続 で 吐く 。 旨い 


妖精 。 ソ ラ の 周囲 を 飛び 
まわ りな が ら 、『 リ ジェ 
ネ 』 や 『 リ レイ ズ 』 で ソラ 
を 回 復 する 。 


[ wi ] 0 の 

運 が 悪く て 失敗 ば か の アデ 了 | LAHIE あ ココ 

りす る ニワ トリ の 男 の ア 魔法 の ラン プ の 雇 人 。 さ ま ざ ま 

子 。 ボ ー ル を 投げ る こ Aa < な 攻撃 を ラン ダム で 選ん で 英 に 仕 

と や 指 笛 を 吹く こと で 掛け る 。『KHI』 で は 、 ソ ラ が 持っ 

英 の 動き を 止め る 。 / きる が て いる フォ ー ム の いずれ か に チェ 
ンジ し て 、『KHI』 の と き の ソ ラ の 
技 を 使う こと も 。 


[ sr ] 
宇 身 の 彼方 生まれ 本 L ecw ] 

た 謎 の 生命 体 。 HP プラ 見 巨大 な 剣 を あや つる クー 

イズ を 出現 させ た り ソ と ] ル な 剣士 。『 凶 斬り 』 や 『 超 

ラ の MP を 完全 回 復 させ 究 武 神 靖 町 』 を くり 出す 。 

た りす る が 、 気 まぐ れ な 3 を 

の で 、 い つど ん な 行動 


を と る か は わか ら な い 。 j 1 上 3 4 
eih 


L er ] 

ネバ ー ラ ンド に 住む 永遠 の 少年 。 召 
喚 時 は ティ ンカ ー・ ベ ル も 一 緒 に 登場 
し 、 攻 撃 と 回 復 の 両面 で ソラ を 助け る 。 


3 


引 .9jeJBtID doIGed う | 「 


spmo phoW codetD | 等 


ypegteid ね 9jS ue で fydelo | 


AaHeO ay PoiGgk う 1C う 


| ああ 導 稚 儀 玖 う は 訓 
[ wi ] 3 人 の 旅 の は じ ま り 


故郷 か ら 飛ば され て きた ソラ と 、" 鍵 "を 持つ 者 を 捜す ド 
ナル ド と グー フィ ー は 、 こ の 街 で レオ ン と その 仲間 た ち に 
に よれ ば 、 ソ ラ が 持つ キー ブレ ー ド こそ 
寺 " だ と いう 。 いろいろ な 世界 を めぐ れ ば リ 
ク や カイ リ を 捜し 出せ る と 考え た ソラ は 、 ド ナル ド と グー 


出会う 。 彼 ら の 
が 世界 を 救う 


フィ ー の ふた り と 一 緒 に 旅 を する こと に し た 。 
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トラ ヴァ ー ス タウ ン 


登場 作品 | [ wi ][ wcow ][ Wew ][ esp ] 


『KH 3D』 で の ロゴ 


[cow ] 記憶 か ら 作 られ た 街 で 


黒 コ ー ト の 男 か ら 渡さ れ た カー ド を か ざし て 、 忘 却 の 城 
の 扉 を 開け る と 、 ソ ラ は トラ ヴァ ー ス タウ ン に いた 。 し か 
し 、 こ の 街 や 住人 は 本 物 で は な く 、 ソ ラ の 記憶 を も と に 作 
られ た 幻 ら し い 。 とまどい な が ら も 街 を 探索 する ソラ た ち 
は 、 エ アリ ス か ら 「 記 億 の 幻影 に ま ど わ され て 大 切な も の を 
失わ な いよ うに 」 と 忠告 され る 。 


[esp ] ふた つの 街 に 別れ た ふた り 


過去 の デス ティ ニー アイ ラン ド に て 嵐 の 海 に 投 
げ 出 され た ソラ と リク は 、 よ く 似 た ふた つの トラ 
ヴァ ー ス タウ ン に 離れ ば な れ と な る 。 それぞれ の 
街 で 、 ソ ラ は ネ ク 、 リ ク は ヨシ ュ ア と 出会い 、 彼 
ら の 人 探し に 手 を 貸す こと に 。 探 索 の 途中 、 黒 コ 
ー ト 姿 の 育 年 が ソラ と リク の 両方 に 巨大 ナイ トメ 
ア を けし か け て きた が 、 ふ た り と も これ を 退け 、 
眠り の 鍵穴 を 開い た 。 


住ん で いた 世界 が 闇 に 飲ま れる な ど し て 行き 場 を 失 
っ た 者 た ち が 集 い 、 光 と 闇 の 狭間 に 形成 され た 街 。 さ 
ま ざ ま な 世界 の 人 々 が 暮らし 、 活気 に あふ れ て いる 。 


出 て っ た きり 
帰っ て 9 失 ん ん だ 


街 で 出会っ た シド か ら 、 こ の 街 で も バグ ブロ ッ ク 
が 発生 し て いる と 聞い た ソラ は 、 三 つ 子 の 兄弟 を 
探し な が ら 街 を 探検 し て いく 。 


[Lespem ] ナイ トメ ア を は さ み 撃 ち 


ソラ が 再訪 し た 側 の 街 で は ネ ク た ち が 、 リ ク が 再訪 し た 
側 の 街 で は ビ イ ト た ち が 、 ふ た つの 街 を 行き 来 す る ナイ ト 
メア に 苦戦 し て いた 。 ヨ シュ ア か ら 「 ネ ク や ビ イ ト た ち を 手 
伝っ て ほし い 」 と 頼ま れ た ソラ と リク は 、 そ れ ぞ れ の 街 で 待 
ち 伏 せ て ナイ トメ ア を は さ み 山 ち に する も の の 、 あ と 少し 
で 倒せ る と いう と ころ で 外 の 世界 へ 逃げ られ て し まう 。 


いい 


| Characters に 


AI09i 
DSP09 借 
(2 】 


K と レ ォ ン lele 
キー ブレ ー ド や 世界 の 鍵 の 謎 を 追う 青年 
剣士 。 本 名 は スコ ー ル ・ レ オン ハー ト 。 


Wy 
| @ エア リス @|@ ピ 


優し さと 芯 の 強 さ を 兼ね 備え た 女性 。 隠 
され た 真実 を 感じ 取る 力 を 持つ 。 


( 3) ユフィ @le 


レオ ン た ちと 行動 を と も に し て いる 、 サ 
バ サ バ と し た 性 格 の 元気 な 少女 。 


シド elel@ 


アク セ サ リ ー シ ョ ッ プ を 営む エン ジニ 
ア 。 口調 は 荒い が 、 根 は 優し い 。 


(5 ) マー リン 急 


豊富 な 知識 を 持ち 、 さ ま ざ ま な 世界 を 飛 
び ま わ っ て いる 偉大 な 魔法 使い 。 


フェアリー ゴッド マザー|e| | | 


人 の 良い 妖精 の お ば あさ ん 。 ソ ラ た ち に 
府 法 や 召喚 の 手ほどき を し て くれ る 。 


紛 ヒュ ー イ @| |e 


ドナ ルド の 久 に あたる 三つ子 の 兄弟 の 長 
男 で 、3 人 の リー ダー 格 。 


【 8 ) デュ ー イ @| | 人 @ 


ドナ ルド の 揚 に あたる 三つ子 の 兄弟 の 次 
男 で 、 こ ま か い こと を 気 に し な い 楽 天 家 。 


(9 ) ルー イ @| |@ 


ドナ ルド の 場 に あたる 三 つ 
っ 子 で 、 思 いや り の ある の 


子 
ん 
10) ポン ゴ @ 
僅 
@ 


史 
ゞ 


飲 
呈 
さ 
) 
に 
3) 
語 。 
を 


びり 屋 。 


⑳ - テ ィ タ * 
9 大 たち 


トラ ヴァ ー ス タウ ン に 住む ダル メシ アン 
の 親子 。 子 犬 は 全部 で 99 匹 いる 。 


@ セ | lw 


死神 の ゲー ム に 参加 し て いる 少年 。 他 人 
と の 関わ り 合い を 避け る た め に 、 つ ね に 
ヘッ ド フ ォ ン を つけ て いる 。 


⑳ り ヨシ ュ ァ le 
ネ ク た ち を 見 守る 少年 。 も と の 世界 で 存 


在 を 失っ た ネ ク た ち を 退避 させ る 目的 で 
新た に トラ ヴァ ー ス タウ ン を 作っ た 。 


15 @ 
ネ ク の パー トナ ー を 務め る 少女 。 自 作 の 


黒 ネ コ の ぬい ぐる み 「 に ゃ ん タン 」 を いつ 
も 持ち 歩い て いる 。 


| @ ビ イト @ 


死神 の ゲー ム に 参加 し て いる 少年 。 口 が 
悪く 、 猪突 猛進 で か な り の 負け ず 嫌 い 。 


| @ ライ ム @ 


ビ イ ト の パー トナ ー を 務め る し っ か り 者 
の 少女 。 記 憶 を 失っ て いる 。 


分 が 犯人 だ と ウソ を つき 、 女 ヨ 


登場 作品 | [ si ][ wco ][ epss ][ sc ] 


出典 | 『 不 思 議 の 国 の アリ ス 』(1951 年 ) 


[ cow ] ウソ と すり か わっ た 記憶 


ハー ト の 女王 の 城 で は 、 女 王 の 記憶 を 盗ん だ 罪 で アリ ス 
が 裁判 に か けら れ て いた 。 ソ ラ は アリ ス を 助け る た め に 自 


の 川 の 邪魔 3 る 折 
[ wi ] ハー ト を 交 ん だ 犯人 は ? 


ワン ダー ラン ド を 訪れ た 直後 に 白 ク サギ を 追い か け て い 
く と 、 そ こ で は ハー ト の 女王 が 裁判 を 開い て いた 。 女 王 の 
ハー ト を 盗ん だ と いう 罪 で アリ ス が 首 を は ね られ そう だ と 
知り 、 彼 女 の 無 実 を 証明 する 証拠 品 を 集め る ソラ た ち 。 調 
査 の すえ 、 ハ ー ト を 盗ん だ 真犯人 で ある ハー トレ ス を 倒し 
た も の の 、 ア リス は 何者 か に 連れ 去ら れ て し まっ た 。 


ece ] 失わ れ た 記憶 を 取り も ど せ 


バグ の 影響 は 、 ワ ンダ ー ラ ンド に も お よん で い | SS 
た 。 し か も 、 バ グ プ ブロ ッ ク が 発生 し て いる だ け で 因 (な の HU で 
な く 、 ア リス た ちの 記 億 が 失わ れ て いた の だ 。 ソ ii みな の G 培 は 
ラ は みん な の 記憶 を も と どおり に し て 鍵穴 の 場所 凍 
を 教え て も らい 、 バ グ の 除去 に 成功 する 。 


Characters 


アリ ス 人 @| 6 


セブ ンプ リン セス の ひと り で ある 、 空 想 
好き の 女の子 。 折 ウ サギ を 追っ て いる 
うち に 不思議 の 国 に 迷い こん で し まっ た 。 


) ハー ト の 女王 人 @| 人 @ | 人 @| 人 の 


不思議 の 国 で 一 番 偉い 人 物 。 ム チャ な こ 
と ば か り 命 令 し 、 そ れ に そ む く 者 や 自分 
が 気に入ら な い 者 は 首 を は ね よう と する 。 


ハー ト の トラ ンプ 兵 |Wlel| 
狗 人 スペ ー ド の トラ ンプ 兵 | Wle@le| 
ハー ト の 女王 に 仕え る トラ ンプ の 兵士 。 
) 白 ウ サギ @|@|e| 
ハー ト の 女王 の 家 来 。 懐 中 時 計 を 持っ て 
忙し そう に 走り まわ っ て いる 。 | 
、 | 
チ シ ャ 獲 @lelele | 
ニヤ ニヤ 笑っ て ば か り い る 神出鬼没 の ネ | 
コ 。 不思議 の 国 に つい て くわ し い が 、 謎 
か け の よう な 持っ て まわ っ た 言い か た し 
か せ ず 、 肝 心 な こと を 教え て くれ な い 。 | 
ドア ノブ |l@l lels 」 
ハー ト の 女王 の 城 へ の 入口 を 守っ て いる | 
扉 の ノ プ 。 い つも 眠 そ うに し て いる 。 | 
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E か ら 追 われ る 身 と な る 。 し 


か し 、 真 犯人 の ハー トレ ス を ソラ た ち が 倒 し た あと 、 ア リ 
ス が 「 女 王 の 命令 で ソラ が 真犯人 を 倒し た 」 と 、 記 憶 が な い 
女王 を 言い くる め 、 事 態 は 丸く 収まる の だ っ た 。 


お か し な こと ば か り が 起こ る 不思議 の 国 。 こ の 国 を 
治め る ハー ト の 女王 を は じ め 、 住人 は 変わ り 者 ぞろい 
で 、 ふ つう の 世界 の 常識 が ちっ と も 通用 し な い 。 


チ シ 洋 は U あ ずら 大 好き 
. 不思議 な 気 ま ぐ 指 狂 
何 を 信じ 誰 は 自 芳 巡 第 


DWS 


[sos ] 心 の お も お くま ま に 


ロク サス が 任務 で この 世界 を 訪れ る た び 、 あ い 
まい な 助言 ば か りす る チ シ ャ 猫 。 敵 な の か 味方 な 
の か と 問い た だ す ロ クサ ス に 、 チ シャ 猫 は 「 心 の 
お も むく まま に 決め れ ば いい 」 と 言っ て 姿 を 消す 。 


了 科 DEEP 
り UNGME 


ディ ー プ ジャ ング ル 


回 
登場 作品 |[ ei ] 
出典 |『 タ ー ザ ン 』(1999 年 加 


木々 が うっ そう と 生い茂る 密林 の 世界 。 野生 動物 た 
ちの 楽園 だ っ た が 、 ゴ リラ の 調査 の た め に 人 間 が 訪れ 
た こと で 、 動物 た ち は と ま ど い を 隠せ ず に いる 。 


| [@ 
| Characters ー 
| so) 
ター ザン l@ 回 
幼い ころ に 両親 を 選 く し 、 ゴ リラ の カー 抵 
ラ に ジャ ング ル で 育て られ た 青年 。 ェ 
2 筐 ジェ ー ン @ 上 
| に 
| 若く 美しい 動物 学者 。 ゴ リラ の 調査 で 訪 回 
| れ た ジャ ング ル に て ター ザン と 出会う 。 守 
[ si ] 友だち は 心 の な か に | クレ イト ン @ 
ディ ー プ ジャ ング ル を 訪れ た ソラ は 、 ヒ ョ ウ の サポ ボー に 胡 わ れ た と ころ を ター ザン に 助 ジェ ー ン の ボディ ガー ド と し て 雇 わ れ た 
けら れる 。 タ ー ザ ン は リク や カイ リ の 居場所 を 知っ て いる よう だ っ た が 、 く わし く 話 を 聞 ヘン ター。 ダー ザジ 有利 用 し で ヨリ ラ の 
く 前 に 、 聞 に と ら わ れ た クレ イト ン が ジェ ー ン や ゴリ ラ た ち を 製 い は じ め た 。 ク レイ トン 0 る 
け 、 ゴ リラ を 狩 ろ うと 画策 する 。 
を 倒し た の ち 、 滝 の 奥 の 洞窟 へ 案内 され た ソラ は 、 タ ー ザ ン の 真意 を 理解 する 。 彼 は 「 友 | 0 
だ ち は い つも 心 の な か に いる 」 と 言い た か っ た の だ 。 | 電 盟 ター ク の 
| 若い メス ゴリ ラ 。 タ ー ザ ン と 一 緒 に 育っ 
た の で 、 彼 の 姉 の よう に 振る 舞う 。 9 
カー チャ ッ ク le EJ 
ゴリ ラ の 群れ の リー ダー。 群 れ の 安全 を 還 
守る た め 、 人 間 と の 接触 を 嫌う 。 】 
カー ラ 人 @ の 
トコ 
幼い ター ザン を 拾っ て 育て た 、 心 優し き EM 
メス ゴリ ラ で 、 カ ー チ ャ ッ ク の 妻 。 に 


サポ ー le 


ジャ ング ル に 住む 残忍 な ヒョウ 。 


ん igjIED HV 包 JS3Ged う | 
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略 側 COM( ソ ラ ) ] サバ イ バ ル カッ プ 開 催 ! 


闘技 場 で は 、 障 害 物 だ ら け の コー ス で 
競争 する 「 サ バイ バル カッ プ 」 が 開催 中 だ 
と いう 。 ソ ラ た ち は ヘ ラク レス や クラ ウ 
ド と と も に 大 会 に 参加 する が 、 ク ラウ ド 
は ハデ ス に 雇 わ れ た 刺客 だ っ た 。 ク ラウ 
ド と の 戦い で 力 を 使い 果たし た ヘラ クレ 
ス に 、 ト ド メ を 刺 そ うと する ハデ ス 。 そ 
こ ヘ へ ソラ た ち が ヘ ラク レス の 助太刀 に 入 
り 、 ハ デス の 野望 を 打ち 破る 。 


[eiem) ] ハデ ス の た くら み 


ヘラ クレ ス を 憎む ハデ ス は 、 冥 界 の 定 獄 か ら 罪 人 の アー 


ロン を 呼び 出し て ヘラ クレ ス と 戦わ せよ うと する が 、 
ソラ た ちと 一 緒 に 冥界 を 脱出 する 。 


ー ロ ン は それ を 断り 、 


2 


問 っ た ハデ ス は 、 ヘ ラク レス の ガー ルフ レン ド で ある メガ 
を さら っ て 、 ヘ ラク レス と ソラ を 誘い 出す こと に 成功 。 
ソラ に 冥界 コロ シア ム の 封印 を 解 か せる と 同時 に 、 ヒ ュ 


ドラ を 使っ て オリ ン ポ ス の 岡 技 場 を 破壊 し て し まっ た 。 


おま え I2 は 素質 パ あ る 


[Les うぅ |] 新 チ ャ ンプ 誕生 ! 


コロ シア ム の 前 で テラ を 見 か けた ハデ ス は 、 テ ラ を 聞 


に 革 と し て 自分 の 手駒 に し よう と 、 
場 さ せる 。 と ころ が 、 


強引 に 閣 技 


テラ は 一 向 に 痢 の 力 を 使 お うと し 


な い 。 し びれ を 切ら し た ハデ ス は 、 ザ ックス を あや つっ 
て テラ を 追い つめ る が 、 テ ラ は 韻 に 堕ち ある こと な く ザ ッ 


クス の 心 を 解放 し 、 闘 技 大 会 で も 優勝 を 果たし た 。 
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OLYMPUS 鞭 


の PP 


| sw sw ][ er ][ eoss ] 
登場 作品 | [ ce ] ems ] 


出典 


| 『 ヘ ラク レス 』(1997 年 ) 


オリ ン ポ ス の 神々 の 加護 を 受け た 賠 技 場 。 多く の 英 


[| *i ] 閣 技 大 会 を 勝ち 進め 


オリ ン ポ スコ ロシア ム に て 賠 技 大 会 が 開 
か れ て いる こと を 知り 、 参 加 し よう と する 
ソラ た ち 。 最初 は 、 英 雄 で は な いと いう 
理由 で 門前 払い され る も 、 ハ デス が 用 意 
し た チケ ッ ト の お か げ で 出場 を 許さ れる 。 
これ は 、 ソ ラ と 英雄 ベラ クレ ス を 亡き 者 。 | 
に する た め の ハ デス の ワナ だ っ た が 、 ソ ラ 
た ち は 刺 客 を つぎ つぎ と 撃破 し 、 つ い に 
は ハデ ス 本 人 を も 破る の だ っ た 。 


[erew2 ] 真 の 英雄 と 認め られ た 3 人 


復活 し た 冥界 コロ シア ム で の 賠 技 大 会 開催 を 、 ハ デス が 
宣言 する 。 彼 は 、 ア ー ロ ン を あや つり 、 賠 技 場 が 壊さ れ て 
元気 が な い ヘ ラク レス を 始末 させ る つも りな の だ 。 し か 
し 、 ソ ラ た ちの 活躍 に に っ て アー ロン は 我 に 返り 、 ヘ ラク 
レス も メガ ラ を 助け る た め に 必死 に な か っ た こと で 元気 を 
取り も ど し た 。 ヘ ラク レス や アー ロン と 協力 し て ハデ ス 
を 倒し た ソラ 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー は 、 オ リン ポス の 
神々 か ら 真 の 英雄 と 認め られ 、 夜 空 に 3 人 の 星座 が 輝く 。 


[sssex> ト 2 | フィ ル の 弟子 は どちら に ? 


ヘラ クレ ス を 指導 し て いた フィ ル は 、 和 弟子 入り を 志 
意 に 根負け し 、「 閣 技 大 会 の 試合 を 

見 て 弟子 を 決め る 」 \ 出 す 。 し か し 、 ヘ ラク レス と 

ザッ クス に よる 決勝 戦 の 直前 、 街 に アン ヴァ ー ス の 大 
群 が 現 れ た 。 ひ と り で 街 へ 向かっ た ヴェ ント ゥ ス の も 
と へ 、 試 合 を 棄権 し て 了 け つけ る ヘラ クレ ス 。 それ を 
見 た フィ ル は 、 ヘ ラク レス を 弟子 と 認め る の だ っ た 。 


雄 た ち が こ こと に 集まっ て 、 そ の 腕 を 競い 合う 。 一 方 、 
地底 深く に は ハデ ス が 統べる 冥界 が 広がっ て いる 。 


まま ああ 吉 中 上 - ウ の 吉 っ て お っ な 
弟子 志 康 壮 門 3 
人 RM ー 目 中 


[ pas | フィ ル の カン ちがい 


任務 で この 地 を 訪れ た ロク サス は 、 フ ィ ル に 弟 
子 入り 志願 者 と まちがえ られ て し まう 。 人 ちがい 
だ と 言い 出せ な いま ま 、 ト レー ニン グ に 励む ロク 
サス 。 や が て フィ ル は 、 ロ クサ ス が 弟子 入り 志願 
者 で は な いこ と を 知る が 、 ロ クサ ス の 素性 は 訟 索 
せ ず に 「 と きど き 顔 を 見 せ に こい 」 と 声 を か ける 。 


一 稀 に 、 コ ロシア ふゆの 
平和 を 取り 情 そ 3 


[wees ] コロ シア ム で 迷宮 探検 


バグ の 影響 で コロ シア ム が 迷路 と 化し 、 ヘ ラク 
レス が な か に 閉じ こめ られ た 。 ソ ラ は フィ ル の 頼 
み を 受け て 迷宮 の 調査 に 出発 。 コ ロシア ム 内 で 出 
会 っ た ヘラ クレ ス や クラ ウド と 協力 し て ハデ ス を 
撃破 し 、 コ ロシア ム を も と の 状態 に も どす 。 


[wsss2z) ] 優勝 祝い は デー ト 1 回 !? 


前 


回 


の 大 会 の 優勝 者 が テラ だ と 知っ た アク ア は 、「 大 会 


に 出場 すれ ば テラ に 会 える 」 と フィ ル に 言わ れ て 賠 技 大 会 


に 参加 する 。 だ 
の 大 会 で テラ を 間 に 堕 と そう と し た ハデ ス だ っ た 。 
ハデ ス を 倒し て 優勝 を 果たし 、 


が 、 決 勝 戦 に 進ん だ アク ア の 相手 は 、 前 加 
アク ア [ 


「 お 祝い に デー ト し よう 」 と 


いう ザッ クス の 誘い に 動揺 し つつ も 、 つ ぎの 世界 へ 旅立つ 。 


Characters 


EE 】 
AI9 滞 
Sd 倫 


加 
SQ 條 | 


PSP09 仁 


は 


| ^ ラ クレ ぇ |elele 
人 ヘラ クレ ス ( 生 時代 


怪力 と 優し い 心 を 併せ 持ち 、 閲 技 大 会 で 
は 無敗 を 誇る 、 英 雄 の な か の 英雄 。 


人 フル elelelelelsle 


ヘラ クレ ス を 真 の 英雄 に 育て 上 げた 英雄 
トレ ー ナ ー で 、 コ ロシア ム の 支配 人 。 


@⑳) ^ テ ぇ elelsle| |sls 


世界 征服 を た くら も む 冥 界 の 王 。 ゼ ウス や 
その 息子 の ヘラ クレ ス を 憎ん で いる 。 


2 ラッ 2F elelel-|-js 
巨大 な 剣 を あや つる 青年 剣士 。 ハ デス に 
雇 わ れ 、 ヘ ラク レス や ソラ た ち を 狙う 。 

(6 ) ケル ベロ ス |@|@| |@| | 
冥界 の 門 番 を 務め る 、3 つ の 頭 を 持っ た 
巨大 な 犬 の 魔物 。 

夫 ロッ クタ イタ ン 


@le| lel ll 
か つて 世界 を 支配 し 、 ゼ ウス に よっ て 冥 
界 に 封じ られ た タイ タン 族 の ひと り 。 岩 
の 身体 を 持ち 、 頭 が ふた つ あ る 。 


8 アイ スタ イタ ン 


い 
に 古 
マ 
回 
Io 
を 
き 
ミ 
の 
. 
を 


|l@| | 回 
か つて 世界 を 支配 し 、 ゼ ウス に よっ て 冥 
界 に 封じ られ た タイ タン 族 の ひと り 。 氷 
の 力 で 何で も 凍ら せる 。 


⑯ za ぇ | lel | 
長い 銀髪 と 片方 し か な い 夏 が 特徴 的 な 人 
士 。 ク ラウ ド と は 深い 因 緑 が ある 。 


め ⑪ ペガサス ② 
神々 の 父 ゼ ウス が 巻 雲 や 雨雲 か ら 作り 出 
し た 天馬 で 、 ヘ ラク レス の 良き 相棒 。 


[11 と と と 全 上 @| 


ヘラ クレ ス の ガー ルフ レン ド 。 


人 ァ ニ ロン |-|-」@ 
罪人 と し て 思 界 の 狼 に 幽閉 され て いた 
剣士 。 ヘラ クレ ス や ソラ た ち を 始末 する 
た め に 、 ハ デス が 冥界 か ら 呼 び 出し た 。 
@) < イン | le 
0 だ ッ ク |@ 
ハデ ス の 手下 の 小 悪 廃 た ち 。 
(15 中 竹 ik/ @ 
ハデ ス が ヘラ クレ ス へ の 刺客 と し て 呼び 


出し た 、 長 い 首 を 何 本 も 生やし た 廃物 。 


【16) ザッ クス に | 軸 を 
英雄 に な る 夢 を 持つ 青年 侯 士 。 フ ィ ル に 人 
弟子 入り し よう と する 。 補 


17) アイ スコ ロッ ソス 


| 届 
氷 の 巨人 アイ スタ イタ ン に 似せ て ハデ ス 
が 作り 出し た ニセ モノ 。 
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メン ラバ パー 
登場 作品 |[ wi ][ wcow ][ sr ][ eoss ][ was ] 
出典 | 『 ア ラジ ン 』(1992 年 ) 
砂漠 に 囲ま れ た 街 。 豪華 な 宮殿 の 眼下 に バザー ル や 
] スラ ム 街 な どの 雑多 な 街並み が 広がり 、 街 の 外 の 砂漠 
に は 財宝 が 眠る 魔法 の 洞窟 や 古代 文明 の 廃 壇 が ある 。 


ea 
| < 

| = 替 
| TKHIITKH COM』 で の ロゴ | 


[soss ] 友だち の 意思 は 尊重 し な きゃ 


アラ ジン と ジャ スミ ン は 、 ア グラ バー を 棚 う 砂 
嵐 の 被害 に 悩ま され て いた 。 ア ラジ ン の た め に 廃 
法 で 街 を 修復 し よう と する ジー ニー だ っ た が 、 
クサ ス か ら 「 廃 法 に 頼ら ず に 自分 た ちの 力 で 街 を 
復興 し た い 」 と いう アラ ジン と ジャ スミ ン の 思い 
を 聞く と 、 親 友 で ある 彼ら の 意思 を 尊重 し て 、 砂 
嵐 を 消し た だ け で 旅立っ て いく 。 


に GA2y615 わ 4 
福 やゆ 晶 墨 は 
に 19 


7 回生 還 和 2 


ーー の NR で 、 わ OWN 
[ wi ] 狙わ れ た プリ ン セ ス すべ CA な 52 


還 coded ] 
アグ ラバ パー の 右大臣 ジャ ファ ー は 、 ハ ー ト レス を 使っ て 、 ee の 
鍵穴 と ジャ スミ ン を 捉 し て いた 。 ソ ラ た ち は 、 廃 法 の ラン コー の ラン プ 年 つ ラブ ァ 
プ を 持つ アラ ジン と 協力 し 、 ジ ャ ファ ー の 野望 を 阻止 し よ ジャ ファ ー は 、 バ パグ に よる 街 の 混乱 に 乗じ て 国 
う と 奮闘 。 ど うに か ジャ ファ ー を ラン プ に 封印 で きた も の の 乗っ 取り を 画策 。 ジ ャ スミ ン を さら い 、 ピ ー ト 
の 、 ジ ャ スミ ン は 外 の 世界 へ 連れ 去ら れ て し まっ た 。 外 の か ら も ら っ た コピ ー の 鹿 法 の ラン プ を 使っ て ジャ 
世界 に 出 られ な い アラ ジン に か わっ て 、 ジ ャ スミ ン を 連れ スミ ン と 結婚 し よう と する 。 ア ラジ ン か ら ジ ャ ス 
も どす と 約束 する ソラ 。 そ し て 、 ア ラジ ン の お か げ て 自由 ミン の 捜索 を 頼ま れ た ソラ は 、 ラ ンプ の 廃人 ジー 
の 身 と な っ た ジー ニー も 、 ア ラジ ン の 現 友 と し て ソラ を 手 ニー と 力 を 合わ せ 、 ジ ャ ファ ー を コピ ー の ラン ブ 
伝 うと みず か ら 申 し 出る の だ っ た 。 に 封印 し 、 ジ ャ スミ ン も 無事 救出 し た 。 


[ sem) ] ジャ ファ ー の ラン プ を 取り も ど せ 


ひさ し ぶり に アグ ラバ ー を 訪れ る と 、 ア プー が 商人 か ら 
ラン プ を 盗ん で 追わ れ て いた が 、 そ の ラン プ は 前 の 冒険 で 
ジャ ファ ー を 封印 し た も の だ っ た 。 ラ ンプ を ゆず る 条件 
と し て 、 商 人 に 財宝 を 要求 され た ソラ た ち は 、 ア ラジ ン 
や 改心 し た と いう イア ー ゴ と 一 緒 に 魔法 の 洞窟 へ 向かう 。 
無事 に 財宝 を 手 に 入れ て 街 へ も どる と 、 今 度 は ビー ト が 商 
人 か ら ラ ンプ を 奪い 取 ろ うと し て いた 。 ソ ラ た ち は ピ ー ト 
を 倒し た の ち 、 ラ ンプ を 王宮 の 奥深 くに 封印 する 。 


時 


[ wcowos ] 王女 と 仲良 く な り た く で て 

ソラ た ち は ア グラ バー の 街 で アラ ジン と 出会う 。 
彼 は 、3 つ の 願い を か な えて くれ る 腐 法 の ラン プ を 
持っ て お り 、 ジ ャ スミ ン と 仲良 く な る と いう 願い を 
か な えた あと は 、 ラ ンプ の 魔 人 ジー ニー を 自由 の 身 
に し て あげ よう と 考え で いた 。 し か し 、 ジ ャ ファ ー 
の 策略 で 願い を 2 回 使っ て し まい 、 ラ ンプ も ジャ フ 
ァ ー に 奪わ れる 。 ソ ラ た ちの お か げ で ラン プ を 取り 
も ど し た アラ ジン だ っ た が 、 魔 法 に 頼ら ず に 正 々 
堂々 と ジャ スミ ン に 会 い に 行 こう と 考え 直し 、 最 後 
の 願い を 使っ て ジー ニー を 自由 の 身 に し て あげ た 。 


[Lerew2) ] 復活 を 果たし た ジャ ファ ー 


財宝 を 盗む た め に 王宮 へ 忍び こん だ 商人 が 、 王 宮 に 封印 
され て いた ラン プ か ら ジ ャ ファ ー を 出し て し まっ た 。 復 
活 を 果たし た ジャ ファ ー は 、 イ アー ゴ を お ど し て ソラ や 
5 ン が 砂漠 の 廃 堪 へ 向かう よう に 仕向 け 、 そ の あい 
宮 を 乗っ 取 ろ うと する 。 し か し 、 ワ ナ に 気づい た 
ソラ た ち が 間 一 髪 で も どり 、 魔 人 に 変身 し た ジャ ファ ー 
を 退治 。 戦 いで 壊さ れ た 街 も ジー ニー が 魔法 で すべ て も 
と どおり に 修復 し 、 ア グラ バー に 平和 が も どっ た 。 


だ ( 
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| Characters 紀 


@ 
の 
| @ 
@ 


KINGDOM HEARTS SERIES MEMORIAL ULTIAAANIA 


00 


EX26【) 
D9D03 革 


偶 し い が 心 清らか な 青年 。 


ジャ スミ ン に 


ひと 目 ぼ れ し 、 彼 女 に つり 合う 身分 に な 


り た く て 魔法 の ラン プ を 手 に 入れ る 。 
@|@ 


ジー ニー 


魔法 の ラン プ の 魔 人 。 ラ ンプ の 持ち 主 を 
主人 と し 、 そ の 願い を 何で も 3 つ だ け か 
な える 無敵 の 存在 だ が 、 自 由 が な く 、 主 
人 に は 絶対 に 従わ な けれ ば な ら な い 。 


ジャ スミ ン 


アグ ラバ ー の 王女 で 、 
の ひと り 。 王宮 を 抜け 


セブ ンプ リン セス 
出し た と き に アラ 


ジン と 出会い 、 彼 の 人 柄 に 惹か れる 。 


ジャ ファ ー 


@lele|_le 


邪悪 な 魔法 使い 。 ア グ 
務め な が ら 、 ジ ャ スミ 
乗っ 取 ろ うと ひそ か に 


ジャ ファ ー( 麻 人 ) 


ラバ ー の 右大臣 を 
ン を 妻 に し て 国 を 
画策 し て いる 。 


魔法 の ラン プ に 願い を か な えて も ら っ て 
ラン プ の 魔 信 と な っ た ジャ ファ ー。 絶 大 
な 力 を 持つ か わり に ラン プ を 持つ 者 の 命 
令 に 逆らえ な い の は 、 ジ ー ニ ー と 同じ 。 


イア ー ゴ 


@le| le 


お し ゃ べり で 口 の 悪い オウ ム 。 知 


恵 が ま 


わり 、 ジ ャ ファ ー の 右腕 と し て 働く 。 


アブ ー _ |W|-l@ 


アラ ジン の 親友 で ある 小さ な サル 。 手 ク 
セ が 悪く 、 す ぐに 盗み を 行 な お うと する 。 


じゅ うた ん _|@|-|e 
自分 の 意志 や 感情 を 持ち 、 空 を 自由 に 飛 


び ま わ れる 不思議 な じ 
商人 


ゆ ゅ うた ん 。 
因 置 に 


街 は ずれ に 店 を 構え る 商人 。 非 常に 欲 深 
く 、 財 宝 に 目 が くら ん で 騒動 を 起こ す 。 
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3PInD PHOA て 91deu つ | 9 日 39DBied つ 49jGeH う ] 民 


DPeAeid Ao3S GiEIN と JiCEd つ う に 3 


ん SiEO HV 也 3ded つ I③ 


モン スト ロ 


登場 作品 | 上 I [ecow ] 
出典 | 『 ピ ノ キ オ 』(1960 年 ) 
船 を 丸 飲み で きる ほど 巨大 な クジ ラ 。 その 体内 に は 


ひと つの 世界 と も 言う べき 空間 が 広がる 。 歩き まわ れ 
る 場所 は お 腹 の な か な の で 、 天 井 も 床 も や わら か い 。 


あお 欠 さ ん は 「 出 られ な く で も UUJ 8 3 

っ て 語り \、 僕 が 家出 し る せい で [scow っ ] ピノ キオ の 機転 

モン スト ロ I 飲 まで まれ たん 。 9 

モン スト ロ の 体内 で 、 ソ ラ た ち は ピ 


ト ノ キ オ と ゼ ペ ッ ト に 出会っ た 。 ゼ ベッ 

記 の ある 2 の 記 5 示 愉 己 か > ウー を る ト が モン スト ロ に 飲ま れ た こと に 資 任 
eS ee 5 0 感じ た ビ 法 

[ wi ] すれ ちがう ソラ と リク を 感じ て いた ビ ノ キ オ は 、 脱 出 方 法 を 


探し て いく うち に 、「 モ ンス トロ の 腹 の 
巨大 クジ ラ の モン スト ロ に 、 グ ミ シ ッ プ ご と 飲み こま れ た 奥 で 暴れ た ら 自 分 た ち を 吐き 出す か も 
ソラ た ち 。 モ ンス トロ の 体内 に は 、 ビ ノ キ オ と ゼ ペ ッ ト だ け し れ な い 」 と 思い つく 。 ソ ラ た ち は さ 
で な く リ ク も いた 。 リ ク は 、「 カ イリ に 心 を 取り も ど さ せ る た っ そく その アイ デア を 実行 に 移し 、 ビ 
め の カ ギ と な る か も し れ な いか ら 、 一 緒 に ビ ノ キ オ を 連れ 去 ノ キ オ と ゼ ベ ッ ト を 外 へ 脱出 させ る 。 
ろう 」 と ソラ に 呼び か ける が 、 ソ ラ は 協力 を こ ば む 。 リ ク が 去 
っ た あと 、 巨 大 ハー トレ ス を 倒し た ソラ た ち は 、 そ の 衝撃 で 
ピノ キオ や ゼ ペ ッ ト と 一 緒 に モン スト ロ の 体内 か ら 脱 出 で き 
た も の の 、 親 友 の 変貌 ぶ ボリ り に ソラ の 気持 ち は 晴れ な か っ た 。 


Characters に 


00 旬 


レキ オォ |Wle | 
ゼ ペ ッ ト に 作ら れ 、 ブ ルー・ フ ェ ア リ ー 
か ら 命 を 授け られ た 木 膨 り の あや つり 人 
形 。 ウ ソ を つく と 鼻 が 伸び る 。 


引 モバ lele 
心 便 し い 木 膨 り 職人 の 考 人 。 自 分 が 作っ 


た 木彫 り 人 形 の ピノ キオ を 、 本 当 の 息子 
の よう に か わい が っ て いる 。 
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Ye 


エル! 
まあ わし の 言い うり 背 昌 あ 


[ wcowc5) ] 親友 を 助け た く て 


宮殿 で は 、 ト ライ デン ト が 盗ま れ て 大 さ 
わ ぎ に な っ て いた 。「 姿 を 消し た フラ ンダ ー 
を 提 す に は トラ イデ ント が 必要 だ 」 と アー ス 
ラ に 吹き こま れ た アリ エル が 、 無 断 で 持ち 
出し た の だ 。 し か し じつは 、 フ ラン ダー は 

ー ス ラ に 捕らわれ て いた 。 ア ー ス ラ は フ 
ラン ダー と 引き か え に ア リエ ル か ら ト ライ 
デン ト を 奪い 取る も の の 、 ソ ラ た ち が ア ー 
スラ を 撃退 し て 、 事 件 は 無事 に 解決 する 。 


が 財 


Oo 


MLIOA| 


ーー ーー 


739 
Ll 
N 


(AMN 


( g。 介 と 
1ATEAREEIGAT 
| 


| TKHIFKH COM』 で の ロゴ 


[ wi ] 外 の 世界 に あこ が れる 鑑 


アト ラン ティ カ を 訪れ た ソラ た ち は 、 人 
魚の 王女 アリ エル と 出会っ た 。 ア リエ ル は 
鍵穴 探し を 手伝っ て くれ る が 、 ト リト ン 王 
が それ を 佐 し くい さめ る 。 外 の 世界 へ の あ 
こ が れ を 父 懇 に わか っ て も ら え ず に 落ち こ 
む ア リエ ル 。 そ ん な 彼女 に アー スラ が 言葉 


た くみ に 近づき 、 ア リエ ル を 利用 し て トラ 
イデ ント を 玲 っ て し まう 。 資 任 を 感じ た ア 
リエ ル は 、 ソ ラ た ちと 協力 し て アー スラ を 
倒し 、 ト ライ デン ト を 取り も どす の だ っ た 。 


アト ラン ティ カ 
登場 作品 |[ si ][ scow ][ si ] 
出典 ” | 『 り トル ・ マ ー メ イド 』(1989 年 ) 


深い 海 の 底 に 広がる 、 魚 や 人 魚 た ちの 王国 。 偉大 な 
る 海 の モ トリ トン は 、 ト ライ デン ト と 呼ば れる 廃 法 の ヤリ 
の 力 を 使い 、 こ の 国 の 平和 を 守っ て いる 。 


ツ 
人 
号 
呈 
に 
き 
に ココ 
の 
。 
を 


[ er ] 入 と 人 魚の 恋 は 実る の か ? 


人 間 の 王子 エリ ッ ク に 恋 を し た アリ エル は 、 彼 に 会 い に 行 
く た め に アー スラ と 契約 し 、 美 し い 声 と 引き か え に 人 間 の 姿 
に し て も ら う 。 ア ー ス ラ は 、 ア リエ ル の 声 を 使っ て エリ ッ ク 
を 誘惑 し よう と する も 、 ア リエ ル の 恋 の 行方 を 見 守っ て いた 
ソラ た ち が そ れ を 阻止 。 ア リエ ル と エリ ッ ク は めで た く 結 ば 
れ 、 地 上 と 海 の 世 界 は みん な の 笑顔 で ひと つ に つなが っ た 。 


! 


00 但 


| Characters 


鴨 アリ エル 


トリ トン 王 の 未 娘 で 、 ア トラ ン テ ィ カ で 
も っ と も 美しい 声 を 持つ 人 魚 。 好奇 心 が 5 
強く 、 外 の 世界 に あこ が れ て いる 。 や 


| トリ トン 王 | 
アト ラン ティ カ の 王 。 外 の 世界 と の 接触 
は 邊 い を 揚 く と 考え 、 ア リエ ル が 外 の 世 


界 に 興味 を 持つ の を 良く 思っ て いな い 。 


介 モバ スチ ャ ン |@le 


アリ エル の お 目付 け 役 の 宮廷 作曲 家 。 


@ フラ ンダ ー |@le 
アリ エル の 親友 。 身体 が 小さ く 障 病 だ が a 
アリ エル の た め な ら 危 険 も いと わな い 。 


( 5 】 アー スラ 介 | 人 @ 』 
悪 賢 い 海 の 魔女 。 ア トラ ン テ ィ カ を 乗っ き 
取る た め 、 さ ま ざ ま な 人 策 を めぐ ら す 。 


(6 】 ジェ ッ ト サ ム ⑳) 
0 フロ ッ ト サ ム e 
アー スラ の 手下 の ウツ ボ た ち 。 
8 まみ 
沈没 舶 の 周辺 を うろ つく 凶 果 な サメ 。 
9) エリ ッ ク 
人 間 の 勇 政 な 王子 。 乗 っ て いた 船 が 嵐 の 


夜 に 沈み 、 気 を 失っ た まま 漂流 し て いた 
と ころ を アリ エル に 助け られ た 。 


ハロ ウィ ンタ ウン 

登場 作品 | 較 @1 [eeew @1 凡 | 層 pas | 

出典 | 『 ナ イト メア ー・ ビ フォ ア ・ ク リス マス 』i(|990 年 ) 
恐ろし げ な 雰囲気 が 漂う 街 。 年 に 一 度 の ハロ ウィ ン を 

成功 させ る た め 、 年 中 ハロ ウィ ン の 準備 に 追わ れ て い 


今年 の 人 回 : 徴 隊 
君 む 参加 し < く 抗 よ 


5 よ ゆ 上 光 倍 の お 食事 タイ ム だ 
[wi ] ハー トレ ス と 過ごす ハロ ウィ ン 


ハロ ウィ ンタ ウン で は 、 街 の 人 気 者 ジャ ッ ク が 人 工 の 心 
を 使っ て ハー トレ ス を 制御 し 、 つ ぎの ハロ ウィ ン の 目玉 に 
し よう と 考え て いた 。「 人 工 の 心 が 完成 すれ ば ハー トレ ス と 
戦わ ず に すむ 」 と 考え た ソラ は ジャ ッ ク の 研究 に 手 を 貸す 
が 、 ハ ー ト レス を あや つっ て 衡 を 乗っ 取 ろ うと する ブギ ー 
が 、 完 成 し た 人 工 の 心 を 奪っ て 丸 飲み し て し まう 。 し か し 、 
人 工 の 心 は 失敗 作 で 、 う まく ハー トレ ス を あや つれ な か っ 
た プ ギ ー は 、 怒 り の あま り 章 に と ら わ れ て 暴走 。 ソラ た ち 
は プ ギ ー を 倒し て 、 事 態 を 収拾 し た 。 


し 本目 1 
[enem ] 麗 怖 と 悪夢 の 王 が サン タ に !? 


ハロ ウィ ン 風 クリ スマ ス の 開催 を 計画 し て いる ジャ ッ ク 
が サン タク ロー ス を 迎え に 行く と 聞い て 、 一 緒 に クリ スマ 
スタ ウン へ 向かう ソラ た ち 。 と ころ が 、 マ レフ ィ セ ント の 
手 に よっ て 復活 し た プ ギ ー が 、 サ ンタ クロ ー ス を さら っ て 
し まっ た 。 ソ ラ た ち が プ ギー を 倒し た あと 、 ジ ャ ッ ク は 「 サ 
ンタ クロ ー ス に 失 し て プレ ゼン ト を くば り た い 」 と 言い 出す 
が 、 サ ンタ クロ ー ス に 説得 され て 、 ハ ロウ ィ ン の 帝王 と 呼 
ば れる 本 来 の 自分 の 役割 を 思い 出す 。 
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| る 。 街 は ずれ に は 、 ク リス マス タウ ン へ 通じ る 扉 が ある 。 


| 3 
今 く の 街 は 少 々 困っ 回 題 を 
抱え くい る ん お 。 


[ wcowe う ] 記憶 を 取り も どす こと へ の 恐怖 


ジャ ッ ク は 、 人 々 を 翼 う ハー トレ ス に 頭 を 悩ま 
せ て いた 。 フ ィ ン ケ ルス タイ ン 博 士 が 作っ た 「 真 
の 記憶 を よみ が えら せる 薬 」 が 問題 の 元凶 で ある 
こと を 知っ た ソラ は 、 ジ ャ ッ ク と 一 緒 に それ を 探 
す が 、 ブ ギー が 楽 を 飲み 千 し 、 心 の バラ ンス を く 
ず し て 暴走 し て し まう 。 ソ ラ た ち が ブ ギー を 倒し 
て 騒動 は 収まっ た も の の 、 正 気 を 失っ た プ ギ ー の 
姿 に 、 ソ ラ は 「 自 分 が 真 の 記憶 を 取り も ど し た ら 
何 が 起こ る の か 」 と 不安 に 駅 ら れる の だ っ た 。 


[Lerep2 |] プレ ゼン ト 泥 棒 を 捜せ ! 


ふた た び ハ ロウ ィ ン タ ウン を 訪れ る と 、 サ ンタ クロ ー ス 
の も と か ら 盗 まれ た プレ ゼン ト が 散ら ば っ て いた 。 最初 は 
イタ ズラ 好き の 小 鬼 3 人 組 の し わざ と 思わ れ た が 、 真 犯人 は 
フィ ン ケ ルス タイ ン 博 士 が 作っ た 実験 体 だ っ た 。 事件 は ソ 
ラ た ち が 実 験 体 を 倒し た こと で 無事 解決 。 そ し て ジャ ッ ク 
は 、 自 分 に 対す る サリ ー の 想い に 触れ 、 プ レ ゼ ント で 一 番 
大 事 な の は 贈る 人 の 心 だ と 学ぶ 。 


を 和光 すず た あの 
麗 老 民 満 $ 物 
… 合 UM ア イデ ィ ア は 


(まさ か 第 が?) 


[ ess ] ロク サス は 地獄 の 使者 ? 


任務 で た ぴた び ぴ ハ ロウ ィ ン タ ウン を 訪れ て は に 、 
ハー トレ ス を 倒し て まわ る ロク サス 。 小 鬼 3 人 組 
の イタ ズラ に も めげ ず に ハー トレ ス と 戦う ロク サ 
ス を 見 て 、 毎 年 の ハロ ウィ ン を 取り 仕切 っ て いる 
ジャ ッ ク は 、 つ ぎの ハロ ウィ ン の 主役 と し て ロク 
サス を モチ ー フ に し た カカ シ を 作っ た 。 


| Characters 


葬 


AI06 
I で 
SAe 位 | 


| 給 ジャ ッ ク ・ ス ケリ ント ン | elelele 
| 人 得 ラック ・ ス ケリ ント ン ( サ ンタ 次 ) 


ハロ ウィ ン を 取り 仕切 る 、 

] 王 。 と びっ きり の ハロ ウィ ン 
| に 日 頃 か ら 頭 を 悩ま せ て いる 。 
| 区 サリ ー @@ 
| つぎ は ぎ 人 形 の 女性 。 ジ ャ ッ 
寄せ て お り 、 彼 を 陰ながら 
《 イン ケル スタ イン 博 二 
電動 式 の 車 イス に 乗り 、 あ 

| に いそ し む ヘ ンク ツ な 科学 
| ウー ギー・ フ ー ギ ー |elele 
| ハロ ウィ ンタ ウン の 無法 者 で 、 イ カサ マ 
| が 得意 な ギャ ンプ ラー。 通 称 ブ ギー。 


(6 ) ロッ ク し 
イタ ズラ 好き の 小 的 た ちの ひと り 。 一 応 
3 人 組 の まとめ 役 だ が 、 後 先 の こと は あ 


| まり 考え な いで 行動 する 。 


| 舞 ショ ッ ク 
| 


| イタ ズラ 好き の 小 鬼 た ちの ひと り 。 唯 一 

| の 女の子 で 、 悪 知恵 が よく 働く 。 

1 

| (8 】 バレ ル @| |ele 

| イタ ズラ 好き の 小 鬼 た ちの ひと り 。 得 意 

| な こと が な く 、 ソ ン な 役 ま わり が 多い 。 

| Ep @| |ele 

| ジャ ッ ク の ベッ ト で ある 、 実 体 を 持た な 

| い 匂 霊 犬 。 ふわ ふわ と 空 を 飛ぶ 。 

⑩ メイ ヤー 町 長 @|-|@ 

ハロ ウィ ンタ ウン の 町 長 。 頭 の 表側 に は 


笑顔 、 衣 側 に は 泣き 顔 が あり 、 そ の と き 
の 気分 に 応じ て クル クル と 入れ か わる 。 


《Q) サン タク ロー ス ら 


クリ スマ ス の 主役 。 トナカイ の ソリ で 子 
ども た ち に 夢 と プレ ゼン ト を 運ぶ 。 


⑱ ] 
サン タク ロー ス を 手伝う 助手 た ち 。 
| (レイ ンティア le 


フィ ン ケ ルス タイ ン 博 士 が ジ 
頼 で 作っ た 、 ハ ロウ ィ ン 風 


人 W) 実験 体 |@ 


フィ ン ケ ルス タイ ン 博 士 が 発明 し た 、 機 
械 仕掛 け で 動く 人 形 。 


S 
ー 
寸 
せ 
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9 則 4912eleH つ 1 433duD IS 


3PInD PHOA て 9ideu つ | 


mV 5 adeuD | る 


DEGApig AO3S 


ん giED HY と BdeU つ |G③ 


ネバ ー ラ ンド 


登場 作品 | [ wi ][ scow ][ epss ][ sews ] 


出典 


| 『 ピ ビー ター・ パ ン 』(|960 年 ) 


見 う ず ま え が 遊 ん !④ い る 回 
億 は カイ リ を 見 つけ を ぞ 


[ ccuc ] 大 切な 記憶 は 消え な い 


海賊 船 に 迷い こん だ ソラ た ち は ビ ピー ター・ 
パン と 出会い 、 フック に さら われ た ウェ ン 
ディ を 一 緒 に 捜す こと に し た 。 よ う や く ウ 
ェ ン ディ を 見 つけ る と 、 彼 女 は 「 ロ ンド ン に 
帰り た い 」 と 言う 。 ロ ンド ン へ 帰っ た ら 、 ウ 
ェ ン ディ は 自分 の こと を 忘れ て し まう の に 
ー 一 そう 考え て ビー ター・ パ ン は ヘソ を 曲 
げ る が 、 ソ ラ か ら 「 大 事 な 想 い は 絶対 に 消え 
な い 」 と 励ま され 、 ウ ェ ン ディ と 再会 を 約 東 
し て 、 彼 女 を ロン ドン へ 送り 届け た 。 


[Lessseg ] 光 を 狙う 少年 と の 対決 


テラ は 仮面 の 少年 を 探す 途中 で 、" 光 "を 狙う 少年 に 悩ま 
され て いた フッ ク の 用 心 棒 を 引き 受け る 。 フ ッ ク の 留守 
中 に 現れ た 、" 光 "を 狙う 少年 ピー ター・ バ パン と 一 戦 ま じ え 
る テラ 。 と ころ が 、 フ ッ ク が 守 ろ うと し て いた " 光 " と は 、 
光 の 心 で は な く 、 た だ の 財宝 だ っ た 。 ピ ビー ター・ パ バ パン へ 
の 誤解 を 解い た テラ は 、 ビ ピーター・ パ ン の 友だち で フッ 
ク に つか まっ て いた ティ ンカ ー・ ベ ル を 逃がし て あげ た 。 
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『KH BbS』 で の ロゴ 


[ *i ] 疾 に 身 を 染め て いく リク 


フッ ク の 海賊 船 に 捕らえ られ て ネバ パー ラ 
ンド に や っ て きた ソラ た ち は 、 闇 に 染まり 
つつ ある リク と 、 心 を 失っ た か の よう な カ 
イリ と 再会 し た 。 ソ ラ た ち は リ ク の 手 で 船 
内 に 閉じ こめ られ て し まう が 、 ウ ェ ン ディ 
を 探 す ピ ビー ター・ バ ン と 出会い 、 そ れ ぞ れ 
の 大 事 な 人 の 救出 に 協力 し 合う こと に する 。 
ウェ ン デ ィ は 無事 見 つか り 、 フ ッ ク 率 いる 
海賊 た ちゃ や っ つけ た も の の 、 カ イリ は リ 
ク に よっ て どこ か へ 連れ 去ら れ て し まっ た 。 


姓 お も 困っ で じい い よう 央 ホラ 
助け て あげ きよ 。 


[essez>to2 |] 本 当 の 宝物 を 入れ よう 


島 に 落ち た と いう 流れ 星 を 探し て いた ヴェ ント ゥ 
ス と ティ ンカ ー・ ベ ル は 、 集 落 で 星 の カ ケラ を 見 つ 
ける が 、 フ ッ ク に 歓 取り され た うえ に ティ ンカ ー・ 
ベル も さら われ て し まう 。 ヴ ェ ン トゥ ス は ピー ター・ 
バン と 一 緒 に フッ ク の 海賊 船 へ 向かい 、 船 を 制圧 す 
る と と も に フッ ク を 成敗 。 戦 い の あと 、 海 賊 か ら 礁 
っ た 宝箱 に 自分 た ちの 宝物 を 入れ る こと に な り 、 ヴ 
ェ ン トゥ ス は テラ に も ら っ た 木 剣 を 選ぶ 。 


妖精 や 海賊 が 住む お お と ぎの 国 。 子 ども た ちの 夢 か ら 生 
9 まれ た 世界 な の で 、 こ こ で は 子ども が 大 人 に な る こと は 
な く 、 思 い の 強 さや 信じ る 心 が 何より も 力 を 発揮 する 。 


[ epss ] 宝探し が 章 を 招く 


ロク サス は 、 フ ッ ク と スミ ー が 宝 の 地図 を 見 な が 
ら あ ちこ ち を 掘り 返し て いる と ころ に た び た び 出 く 
わす 。 彼 ら が 見 て いた 地図 は 、 フ ッ ク の 欲望 を 利用 
し て ハー トレ ス を 呼び 寄せ る た め に ピー ト が 用 意 し 
た も の で 、 ピ ビー ト の 狙い どおり に フッ ク の 欲望 は ど 
ん どん 高まり 、 つ い に は 巨大 ハー ト レス が 姿 を 現し 
た 。 し か し 、 ロ クサ ス が 何と か これ を 討伐 し 、 ビ ー 
ト の 計画 は 失敗 に 終わ る 。 


ロ 


[sexszz) ] 思い 出 の 宝物 は 折ら れ て も 


アク ア は ひょんな こと か ら 、 ピ ビー ター・ パ ン た ちの 宝 探 
し に つき 合う こと に な っ た 。 あ ちこ ち を 探険 し た すえ に 発 
見 し た 宝箱 に は 、 彼 ら の 宝物 の ほか に ヴェ ント ゥ ス の 木 剣 
も 入っ て いた が 、 そ こ へ 仮面 の 少年 が 現れ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 
の 木 刻 を へ し 折っ て し まっ た 。 激 高 し て 仮面 の 少年 を 届 退 
し た アク ア は 、 テラ た ちと の 心 の 絆 は 簡単 に は 折れ な いと 、 
改め て 自分 に 言い 聞か せ て ネバ ー ラ ンド を あと に する 。 


Characters 


ゆー ター バン lele 
勇気 と 行動 力 に あふ れ た 永遠 の 少年 。 空 
を 自由 に 飛び まわ る こと が で きる 。 
人 ンカ ー・ ペ ベル lelelele 
短気 な うえ に や きも ち 焼 き な 妖 精 の 女 の 
子 。 通 称 テ ィ ン ク 。 


9 ウェ ン テ ィ lele| 
ロン ドン に 住ん で いた 、 空 想 好 き な 女 の 
子 。 ビ ピーター・ パ ン に 連れ られ て ネバ ー 
ラン ド へ や っ て きた 。 
人 フッ ク 朋 胡 le 
海賊 た ちの 親玉 。 ピ ー タ ー・ パ ン を 目 の 
カタ キ に し て いる 。 


) ミー |@| 」ele 


フッ ク が 一 番 信 頼 し て いる 手下 。 海 賊 と 
は 思え ぬ ほ どの ん びり し て いる 。 


人 6 2 ロコ タイル _]el| | ]e 


凶暴 な ワニ 。 ピ ビータ ー・ パ ン が 切り 落と 
し た フッ ク 有 船長 の 左腕 を 懐中 時 計 ご と 飲 
みこ ん で 以来 、 フ ッ ク を つけ 狙う 。 


フォ クシ ー 人 @ 
[ 8 っ | 人 


現実 の 世 で 迷子 に な っ て 、 ネ バー ラン ド 


へ や っ て きた 少年 た ち 。 ビ ピー ター・ パ ン 
か ら は ロス ト ポ ボー イズ と 呼ば れる 。 


[e 


3PinD plIOW て 491del つ 幸 


[ wcow5 ] 彼 を 心から 愛す る が ゆえ に 


ソラ た ち は 、 ベ ル と ビー スト が 言い 争っ て いる 
と ころ に 通り か か る 。 マ レフ ィ セ ント に さら われ 
た ベル を ビー スト が 助け に きた の に 、 ベ ル は それ 
を こ ば ぱん で いる らし い 。 じつは 、 マ レフ ィ セ ント 
は 「 誰 か を 愛す る 美しい 心 」 を 狙っ て お り 、 ベ ル は 
その 心 を 隠す た め に ビー スト に わざ と 冷た くし て 
いた の だ 。 だ が 、 ビ ピー スト の 愛 に 触れ た ベル は 自 
分 の 想い を 隠せ な く な り 、 マ レフ ィ セ ント に 心 を 
奪わ れ て し まう 。 ソ ラ た ち は ビ ピー スト と 協力 し て 
マレ フィ セン ト を 倒し 、 ベ ル の 心 を 取り も ど し た 。 


[sree) ] 新た な 敵 と の 対面 


| 年 前 に マレ フィ セン ト の 拠点 だ っ た ホロ ウ バ ステ ィ オ 
ン は 、 レ オン を は じ め と する 再建 委 只 会 に よっ て 復興 へ の 
人 道 を 歩ん で いた 。 と ころ が 最近 、 ハ ー ト レス や ノー バ デ 
ィ が 現れ 、 住 人 こち を 困ら せ て いる と いう 。 ソ ラ た ち は レ 
オン か ら の 要請 を 受け て 魔物 退治 に 乗り 出す が 、 そ の 矢先 
に 岬 機関 の 面々 が 登場 し て ソラ を 挑発 。 彼 ら の 言葉 の 真意 
を つか め な いま ま 、 ソ ラ た ち は ほ か の 世界 へ 旅立つ 。 
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ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 


登場 作品 | [ si ][ eco ][ sr [scee] 


『KHI』『KH COM』 で の ロゴ 


| 
] 
| 


[ si ] た と え キ ー ブ レ ー ド が な く と も 


カイ リ を 救う べく や っ て きた ソラ だ が 、 キ ー プ 
レー ド は リク の 手 に 渡っ て し まっ た 。 そ れ で も ソ 
ラ は あき ら め ず 、 ビ ー ス ト と 協力 し て 城 の 奥 へ 。 
そん な ソラ を 見 て 、 一 度 は リク に つい て いっ た ド 
ナル ド と グー フィ ー も ソラ の も と へ も どり 、 ソ ラ 
は 心 の 強 さ を 認め られ て 、 正 式 に キー ブレ ー ド の 
持ち 主 と な る 。 立ちはだかる リク と マレ フィ セン 
ト を 倒し 、 カ イリ を 解放 する ソラ 。 し か し 、 リ ク 
の 身体 を 乗っ 取っ た 痢 の 探求 者 アン セム に より 、 
* 間 の 中 心 " へ と つづ く 鍵 穴 は 開か れ て し まう 。 


マレ フィ セット 
さら われ 記 尋 を 
助け 来 を と いう の 2/ 目 

wm 朋 


[L erew2 ] 疾 の 勢力 と の 大 決戦 


レオ ン た ち が 見 つけ た 、 か つて 皿 者 アン セム が 使 
用 し て いた コン ピュ ー タ ソラ た ち は そ の コン ピ 
ュー タ の 世界 に 入り こみ 、 デ ー タ を 引き 出せ る よう 
に する 。 直 後に ハー トレ ス と ノー バディ が 大 挙 し て 
現れ 、 ソ ラ た ち は レ オン ら と 一 緒 に 闇 の 軍勢 に 応戦 。 
何と か 街 は 守ら れ た も の の 、 洒 機関 の 真 の 目的 や 、 
リク と カイ リム の 行方 は わか ら な か っ た 。 


か つて は レイ ディ アン ト ガ ー デ ン と 呼ば れ 、 賢 者 アン 
セム が 治め て いた 世界 (一 P.85)。 一 時 は ハー トレ ス 
に 襲わ れ て 廃 壇 と 化し 、 闇 の 勢力 の 拠点 と な っ て いた 。 


キー ブレ ド が 
な く で も 撲 53 が 
ツ 50JG な 3 よ 。 


間 ” 」 
es ] 絆 が も た らし た 新た な カカ 


ソラ は キー ブレ ー ド を 失い な が ら も 、 リ ク と 王 
様 を 下 出 すべ く 、 ひ と り で ホロ ウ バ ステ ィ オ ン に 
乗り こん だ 。 そ ん な ソラ を 助け る た め に 駆け つけ 
る ドナ ルド と グー フィ ー。 彼ら と 絆 を 確か め 合 う 
こと で 新た な キー プレ ー ド を 手 に し た ソラ は 、 バ 
グ を すべ て 退治 し 、 ジ ミニ ー メ モ の デー タ を 完全 
に 復旧 し て 、 王 様 た ち を 現実 世界 へ 帰す 。 


[ erep ] MCP の 侵攻 を 食い 止め ろ ! 


ソラ た ち が ホ ロウ バス ティ オン を 再訪 する と 、 賢 者 ア 
ン セ ム の コン ビュ ー タ の メイ ン シ ス テム 「MCP」 が ハー トレ 
ス を 現実 世界 に 送り こみ 、 衡 を 翼 っ て いた 。 ソ ラ た ち は 
ふた た び コ ンピュータ 内 の 世界 「 ス ペー ス ・ パ ラノ イド 」 に 
入り 、 ト ロン と 協力 し て MCP を 可 破 。 ト ロン は お 礼 と し て 、 
この 街 が レイディアント ガー デン 」 と 呼ば れ て いた ころ 
の 美しい 風景 を モニ ター に 映し 出す 。 


I 人 で 


DS8P09 午 


Characters 8 
に 


| @ ビー スト @ |@ 


思い や り の 心 を 持た な か っ た た め 、 魔 女 


| の 呪い で 野獣 の 姿 に され た 王子 。 ベ ル と 


出会っ た こと で 優し さや 愛 に 目覚 め る 。 


| 人 @|@ 
| 物語 の よう な 冒険 に あこ が れる 美しい 女 
性 で 、 セ ブン プリ ン セ ス の ひと り 。 ピ ビー 
スト の 内 に 隠さ れ た 優し さ に 気づき 、 し 
だ い に 彼 に 惹か れる よう に な る 。 


| @ オー ロラ の 
| ⑳ 白 寺 姫 @ 
| シン テ レ ラ | 】 


マレ フィ セン ト に よっ て 捕らわれ の 身 と 
な っ た 、 セ ブン プリ ン セ ス た ち 。 


人 レ ォ キン @ 
か つて ソラ と 一 緒 に 間 の 勢力 と 戦っ た 青 
年 全 十 。 ホロ ウパ ステ ィ オン 再建 委員 会 
の 中 心 と な っ て 、 街 の 復興 に 力 を 尽く す 。 


7 エア リス @ 


ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 再 建 委員 会 の 一 員 と 
し て 働く 、 不 思 議 な 魅力 を 持っ た 女性 。 


@》 = フ ィ @ 


ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 再 建 委員 会 の 一 貞 と 
し て 働く 、 明 る く 元 気 な 忍者 娘 。 


@※* s 
ホロ ウ バ ステ ィ オ ン 有 再建 委員 会 の 一 員 と 
し て 働く 、 威 勢 の いい エン ジニ ア 。 


10) マー リン @ 
偉大 な 魔法 使い 。 自 宅 を ホロ ウパ バス ティ 


オン 再建 委員 会 に 貸し 、 持 ち 前 の 知識 と 
廃 カ で レオ ン た ち を 支援 し て いる 。 


11】 スク ルー ジ @⑨ 
ドナ ルド の 伯父 。 か つて 流行 し た アイ ス 
を 再現 し て 売り 出 そ う と 計画 中 。 


(mm) 
回 
や 
全 
Io 
を 
証 
に 
和 き ) 
に 
を 


ドナ ルド の 揚 に あたる 三つ子 の 兄弟 。 大 
伯父 の スク ルー ジ を 手伝っ て いる 。 


2 
大 剣 を あや つる 無口 な 剣士 。 自 
決着 を つけ る べく 、 セ フィ ロス 


⑯) セフィロス 


か つて 英雄 と 呼ば れ た 剣士 。 ク ラ 
は 浅 か ら ぬ 因 緑 が あ る 。 


クラ ウド を 捜し て いる 女性 格闘 家 。 


【18) ユウ ナ @ 
19】 リュ ッ ク @ 
20) パイ ン @ 


各自 の 名 前 の 頭 文字 を 取っ て "ユリ パ " と 
名 乗る 妖精 の 3 人 娘 。 お 宝 に 目 が な い 。 
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[| wi ] ち き ぎれ た ペー ジ を 集め よう 


マー リン が 持つ 本 を 開い て 100 エ ー カ ー の 森 に 入り こむ 
と 、 そ こ に は プー が いる だ け だ っ た 。 ど う や ら 、 本 の ペー 
ジ が ちぎ れ て あちこち に 散ら ば っ た せい で 、 プ ー の 友だち 
や 彼ら が 住ん で いた 場所 が 消え て し まっ た らし い 。 さ っ そ 
くい ろ い ろ な 世界 を まわ り 、 ち ぎれ た ペー ジ を 集め て プー 
の 友だち を 連れ も どす ソラ 。 全 員 そ ろ っ た こと を 確認 する 
と 、 ソ ラ は プー た ち に 見 送ら れ 、 自 分 の 旅 に も どっ た 。 


Characters 


1 と 
いつ も マイ ベー ス な クマ 。 食 いし ん ぼう 
で ハチ ミツ が 大 好物 。 

和 クン elele 
身体 が 小さ く て 気 も 小さ い 、 ビ ンク 色 の 
子 ブ タ 。 プ ー の 一 番 の 仲良 し 。 


人 テカ ー @lelele 
バネ の よう な シッ ポ を 使っ て 飛び 氷 ね る 
の が 大 好き な 、 元 気 いっ ぱい の トラ 。 


人 0 3 ウル |@lele| 
森 一 番 の 物知り で ある フク ロウ 。 何 か を 
説明 し 出す と 、 話 が や た ら と 長く な る 。 

[ 5 2 lelelele 
気 句 し 屋 の ウサ ギ 。 好 物 の 野菜 を 植え た 
畑 を 手入れ する の が 日 々 の 楽し み 。 


人 ィ ー ョ - @lele 


マイ ナス 思考 の ロバ 。 シ ッ ポ が すぐ に 取 
れる こと と 家 が よく 壊れ る こと が 悩み 。 


伯 ファー _ | | el_ | 


気 が 短い 地 リス 。 穴 掘り が 好き で 、 い つ | 
も どこ か し ら を 掘っ て いる 。 


1 
人 ん @ | 
優し い メ ス の カン ガル ー。 息子 の ルー や | 

森 の 仲間 た ち を 温か く 見 守る 。 | 

| 

| 

} 

上 


@⑯ lelsle| 


や ん ちゃ な カン ガル ー の 少年 。 ジ ャ ンプ 
が 得意 な ティ ガー に あこ が れ て いる 。 
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出典 


TKHITKH COM』 で の ロゴ 
員 


[ cowvs) |] ソラ が 忘れ て も プー は 忘れ な い 


I00 エ ー カ ー の 森 を 訪れ た ソラ は 、 ひ と り ぼ っ ちの 
プー と 出会い 、 彼 が 友だち を 探す の を 手伝う こと に 
し た 。 森 を 捜し まわ っ た すえ 、 プ ー の 友だち は 全員 
見 つか っ た が 、 ソ ラ は 自分 が 忘却 の 城 の 力 で この 森 
で の 出来 事 を 忘れ る か も し れ な いと 気づい て 落ち こむ 。 
し か し 、 プ ー か ら 「 ソ ラ が プー を 忘れ て も 、 プ ー は ソ 
ラ を 忘れ な い 」 と 励ま され 、 笑 顔 で 森 を あと に する 。 


| 『 プ ー さ ん と は ち み つ 』(1966 年 ) ほ か 


い 絵本 の な か の お 話 の 世界 。 100 エ ー カ ー( 約 40 万 m) 
も ある 広大 な 森 に 、 プ ブー や ヤ ビ ピグ レッ ト な どの ぬい ぐる み 
の 動物 た ち が 仲 良く 暮らし て いる 。 


[ sr ] プー の 記憶 を 取り も ど せ 


ソラ が I00 エ ー カ ー の 森 を 訪れ て いる さなか 、 ハ ー ト レ 
ス が 本 の ペー ジ を 破り 、 そ の せい で プー は 森 の 仲間 や ソ 
ラ に 関す る 記憶 を 失っ て し まう 。 各 地 に 散っ た ペー ジ を 
集め て 、 プ ー の 記憶 を も と どおり に し て いく ソラ 。 完全 
に 記憶 が も どっ た プー は 、 ソ ラ と 別れ た く な く て 、 ソ ラ 
が いな く な ら な い 方 法 を 考え は じ め る が 、 ソ ラ は プー の 
胸 を 指し 「 い つ で も ここ に いる よ 」 と 笑っ て 言う の だ っ た 。 


ミニ ゲー ム 『 コ マン ド ボ ー ド 』 の ボー ド の ひと つ 「 ハ 
ニー ポッ ト ボ ー ド 」 と し て 登場 。 プ ー と ティ ガー が 対 
戦 相手 と な る ほか 、 ス ペ シ ャ ル パネ ル で 「 ハ ニー バラ 
ダイ ス 」 の 効果 が 発生 する と 、 ラ ビッ ト も 次 を 見 せる 。 


エン ド ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー ル ド 
登場 作品 「[ sr ] 
すべ て の 世界 を 飲み こも うと し て いる 間 の 中 心地 。 


閣 に 飲ま れ て 消 減 し て し まっ た 世界 や 、 い まま さ に 間 に 
飲ま れつ つ あ る 世界 の 風景 が 、 あ ちこ ち で 見 られ る 。 


[ wi ] も と の 世界 へ 帰れ る と 信じ て 


ソラ た ち は 間 の 探求 者 アン セム を 追っ て 、 エ ンド ・ オ プ ブ ・ 
ザ ・ ワ ー ル ド を 訪れ る 。 彼 を 倒せ ば 、 間 に 飲 
世界 は も と どおり に な る が 、 そ れ は 同 味 
こと を し て いた 。 た と 5 て も 、 心 さえ あれ ば 
大 切な 友だち の と ころ へ 帰れ る は ず ー 一 そう 信じ て ソラ た ち 
は 、 アンセム の 野望 を 阻止 する た め 、 の 地 へ 向かう 。 


@ 


ファ ンタ ジア の 麻 人 人 @ 


は げ 山 の 山頂 に 現れ る 、 巨 大 な 齋 を 持つ 
魔 人 。 正 式 名 称 は チェ ルナ ボー グ 。 


忘却 の 城 
登場 作品 |[ ecw ]L se Lexse] 


光 と 閣 の 狭間 の 世界 に 建つ 城 で 、 洒 機関 の 研究 施設 
の ひと つ 。 こ の 城 を 訪れ た 者 は 、 奥 へ 進む に つれ て 何 
か を 手 に 入れ る か わり に 何 か を 失う と いう 。 


記 境 も SU の は 、 
、 存 在 し な か っ た 世界 の 城 以 外 に も う ひ と つ 、 搬 み 長け 洋 き な ん て 
記 包 対 2SU よ 。 


シオ ン は 、 自 分 が 


% 


足 


wao 


み 


ss | くり 返し 感じ る 心 の 痛み 


を 開き 、 


ー メ モ の 追加 デー タ へ の 扉 
友 た 出会っ て は そ 


シャ の ワナ だ っ た 。 一 
も 、 謎 の 声 の 導き で 忘 序 
聞 の 存在 アン セム と 戦い つ 


3PinD PHOW て 6jdeud つ 


[ wcowew2 
リク ニー レ プリ カ と の 最後 の 戦い 


王様 が くれ た カー ド を 使っ て トワ イラ イ 
ト タ ウ ン を 訪れ た リク は 、 こ れ ま で アン セ 
ム の フリ を し て いた 謎 の 男 ディ ズ か ら 起 告 
を 受け る 。「 ナ ミネ に 会 っ て 、 あ る 選択 を せ 
よ 」ー 一 彼 に 言わ れ た と お り 、 ナ ミネ を 捜 
し て 街 に ずれ の 屋敷 に や っ て きた リク 。 そ 
こ に リク ニレ プリ カ が 現れ 、 自 分 の 存在 意 
義 を 示す べく 、 最 後 の 戦 い を 挑ん で きた 。 


[ scowe ぁ ] 裏 の 記憶 の 世界 で 


ヴィ クセ ン か ら 渡 され た カー ド を 使っ て 
訪れ た 先 は 、 見 覚え が な い の に 懐か し さ を 
感じ る 奇妙 な 街 だ っ た 。「 ナ ミネ に 奄 か れ 
て 進め ば 、 ソ ラ は 心 を 失っ て マー ルー シャ 
の 道具 に な る 」 と いう ヴィ クセ ン の 言葉 に 
混乱 する ソラ 。 し か し 、 そ の 言葉 の 真意 を 
聞き 出す 前 に 、 ヴ ィ ク セン は アク セル の 手 
で 消さ れ て し まう 。 


トワ イラ イト タウ ン 


登場 作品 | [ ecow ][ sr ][ soss ] 


夕日 に 照ら され た 、 た そ が れ の 街 。 高台 の 上 に ラン 
ド マ ー ク と な っ て いる セン トラ ルス テー ショ ン が あり 、 
駅 舎 に そびえ る 大 き な 時 計 塔 か ら は 街 が 一 望 で きる 。 


2 


[ er ] 7 日 間 だ け の 夏休み 


トワ イラ イト タウ ン に 住む ロク サス は 、 ハ イネ ら と 一 緒 に 夏休み 
を 楽し ん で いた が 、「"" 鍵 "を 持つ 少年 」 が 出 て くる 了 夢 を 見 る よう に な 
っ て か ら 、 周 囲 で 奇妙 な 出来 事 が 起こ り は じ め る 。 そ し て ある 日 、 
ロク サス が 街 は ずれ の 屋敷 を 訪れ 、 ポ ボッ ド の な か で 眠る ソラ と 出 会 
っ た と き 、 ロ クサ ス の "夏休み "は 終わ り を 告げ て ソラ が 覚醒 。 一緒 


に 眠っ て いた ドナ ルド や グー フィ ー、 ジ ミニ ー と 再会 を 喜ん だ ソラ 
は 、 王 様 の 指示 に 従っ て 、 駅 か ら 列車 に 乗っ て 街 を 離れ る 。 


Characters 8 問 是 き 4 
ミ | 18|5 AN / 

ミ ター 

ハイ ネ ele 曲 


衡 で は 有名 な トン ガリ 少年 。 ビ ピン ツ 
レッ ト た ちの リー ダー 格 。 
ピン ツ 人 @|@ 
の ん びり 屋 の 男の子 。 コ ンピュータ や 街 
の ウワサ に つい て くわ し い 。 
| オレ ッ ト 便 | 今 | 人 の 
し っ か り 者 の 女の子 。 仲 良し の ハイ ネ や 
ピン ツ の 世話 を 焼く こと が 多い 。 
| サイ ファ ー 人 @ 


自称 " 街 の 風紀 委員 長 "。 強 引か つ 好 戦 的 
な 性 格 で 、 ハ イネ た ちと は 犬猿 の 仲 。 


ライ (雷神 ) 人 @ 


サイ ファ ー の 取り 巻き の 少年 。 力 自慢 で 
「 と だ も ん よ 」 が ログ セ 。 


旨 フ ウ (風神 ) 園 【 
サイ ファ ー の 取り 巻き の 少女 。 必 要 最 小 
限 の こと し か し ゃ べら な い 。 

7 3 le 
サイ ファ ー た ち に いつ も くっ つい て いる 、 
引っ こみ 思案 で 気弱 な 男の子 。 

得 セッ ツァ ー | @| 
トワ イラ イト タウ ン で 人 気 の 格闘 競技 「 ス 
トラ グル バト ル 」 の 前 回 優勝 者 。 


すさ 
1 


[ sos ] か けが え の な い 日 々 


洒 機 関 の メ ン バ ー と な っ た ロク サス は 、 当 初 は 
みり 与え られ た 任務 を こなす だ け の 毎日 を 送っ て い 
 】 た 。 そ の うち に 彼 は 、 任 務 を 終え た あと に この 街 
の 駅 の 時 計 塔 に の ぼり 、 ア クセ ル や シオ ン と 3 人 
で アイ ス を 食べ る の が 日 課 に な っ て いく 。 


76 KINGDOM HEARTS SERIES ME 


DRIAL ULTINAANIA 


不思議 な 塔 
登場 作品 | [ sn ][ sms ]Lewss]L ep ] 

出典 | 『 フ ァ ン タ ジ ア 魔法 使い の 弟子 』(1940 年 ) 

光 の 世界 を 見 守る 偉大 な 魔法 使い イエ ン ・ シ ッ ド が 住 


『KHT』FKH BbS』 で の ロゴ 


[Leeew ] マス ター・ ゼ アノ ー ト 復活 7 


ソラ た ちの 活躍 で 、 ハ ー ト レス で ある アン セム 
と ノー バディ で ある ゼム ナス は 消滅 し た が 、 そ れ 
は ゼア ノー ト 本 体 の 復活 を 意味 し て いた 。 き た る 
べき ゼア ノー ト と の 決戦 に 向け 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド 
は マス ター 承認 試験 の 実施 を 決め る 。 


[ wi ] 新た な 旅 の は じ ま り 


王様 の 導き で 不思議 な 塔 に や っ て きた ソラ た ち は 、 塔 の 
主 で ある イェ ン ・ シ ッ ド か ら 、 新 た な 英 ノ ー パ ディ の 存在 
と 、 そ れ を 率い る 光 機関 と いう 謎 の 組織 に つい て 聞か され 
る 。 胃 機関 を 追っ て いる 王様 に 会 えば 、 リ ク の 行方 も わか 
る か も し れ な い 一 一 そう 考え た ソラ は 3 人 の 妖精 か ら 新 し い 


服 を 近 か り 、 ふ た た び 世 界 を めぐ る 旅 に 出る 。 


[eessez>to2 | ミッ キー の 人 危機 


ヴェ ント ゥ ス が 星 の カ ケラ で 飛ば され た 先 は 、 イ ェ ン ・ 
シッ ド が 住む 不思議 な 塔 だ っ た 。 ヴ ェ ン トゥ ス か ら 事 情 を 
聞い た イェ ン ・ シ ッ ド が 魔法 を 使う と 、 映 し 出さ れ た の は 、 
荒野 に 倒れ て いる ミッ キー の 姿 ! 以前 助け られ た 恩 を 返 
す た め 、 ヴ ェ ン トゥ ス は 単身 ミッ キー の 救出 に 出発 する 。 


[esse |] イェ ン ・ シ ッ ド の 助言 


テラ は アン ヴァ ー ス の 情報 を 求め て 、 エ ラク ッ 
ス に 世界 の 異変 を 知ら せ て きた イェ ン ・ シ ッ ド の 


も と を 訪れ た 。 テ ラ か ら 「 仮 面 の 少年 が アン ヴァ 
呈 数 引き し て いる よう だ 」 と 聞か され た イェ 


ン ・ シ ッ ド は 、 ア ン ヴ ァ ー ス の 出現 と ゼア ノー ト 
の 失 中 に は 関係 が ある と 考え 、 テ ラ に ゼア ノー ト 
の 捜索 を 改め て 命じ る 。 


| お 塔 。 魔法 の 力 が 働い て いる た め 、 塔 の 外 か ら 見 た と 
| き の サ イズ に くら べ て 内 部 は ずっ と 広い 。 


[ sp ] マス ター 承認 試験 開始 ! 


胃 機 関 と の 戦い を 終え て 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド て で 平 
和 な 日 々 を 送っ て いた ソラ と リク は 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド の も 
と に 呼び 出さ れる 。 人 迫り くる ゼア ノー ト の 脅威 へ の 準備 と 
し て 、 ソ ラ と リク に キー プレ ー ド マス ター の 承認 試験 を 行 
な うと いう の だ 。 ソ ラ と リク は さっ そく 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド 
の 魔法 で 過去 の デス ティ ニー アイ ラン ド へ 飛ぶ 。 


[esse2z) ] 師 エ ラク ウス 討た れる 


異 空 の 回 廊 を 漂っ て いた ミッ キー を 救出 し 、 不 思 議 な 塔 
に 送り 居 け た アク ア は 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド か ら 衝 撃 の 事実 を 
伝え られ る 。 な ん と 、 師 エラ クゥ ス が マス ター・ ゼ アノ ー 
ト と テラ に よっ て 討た れ た らし い 。 真 相 を 確か め る べく 、 
アク ア は テラ が 向かっ た と いう キー プレ ー ド 墓場 へ 急ぐ 。 


wlwle 
Characters 当 員 誠 8 
イェ ン ・ シ ッ ド 人 | 信人 
光 の 世界 全体 を 見 守っ て いる 偉大 な 魔法 
使い 。 王 様 の 師匠 で も ある 。 
フロ ー ラ 便 


ソラ に 新しい 服 を 授け た 3 人 の 妖精 の ひ 
と り 。3 人 の まとめ 役 だ が 、 あ わ て 者 。 


フォ ー ナ 代 


ソラ に 新しい 服 を 授け た 3 人 の 妖精 の ひ 
と り 。 お っ と り し て 落ち 着き が ある 。 


メリ ー ウ ェ ザ ー 例 


ソラ に 新しい 服 を 授け た 3 人 の 妖精 の ひ 
と り 。 ち ょ っ と 頑固 な 性 格 。 
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apinD PHoA て odeu つ | 8 


[Lerep ] 男装 の 兵士 は 入隊 で きる か ? 


ソラ た ち は 、 か つて の 冒険 で 召喚 キャ ラク ター と し て 力 を 
貸し て くれ た ムー シュ ー と 再会 し 、「 フ ァ 家 の 娘 ム ー ラ ン が フ 
ン 族 討伐 隊 に 入れ る よう に 手 を 貸し て ほし い 」 と 頼ま れる 。 一 
時 は シャ ン 隊 長 に 女性 だ と バレ て 除隊 させ られ た ムー ラン だ 
っ た が 、 ハ ー ト レス を 率い て 都 に 攻め こん だ フン 族 の 長 シ ャ 
ン ・ ユ ー を 、 ソ ラ た ちの 協力 を 受け て 避 退 。 皇帝 や シャ ン 隊 
長 か ら 、 国 を 救っ た 立派 な 兵士 と ほめ た た えら れる の だ っ た 。 


Characters し 商 
| 

| ムー ラン le | 
ピン (ムー ラン の 男装 姿 ) le | 


名 門 フ ァ 家 の ひと り 娘 。 家 の 名 誉 を 守る 
べく 、 男 装 し て ビン と 名 乗り 、 病 床 の 父 | 
の か わり に フン 族 討伐 隊 に 参加 する 。 | 


ムー シュ ー @ | 
ファ 家 の 元 守り 神 。 手柄 を 立て て 守り 神 | 
の 座 に も どる た め に ムー ラン を 助け る 。 
シャ ン 隊 長 回 
フン 族 討伐 隊 の 隊長 。 指 揮 官 と し て は 優 
秀 だ が 、 融 通 が 利 か な いと ころ が ある 。 
ヤオ に 】 
フン 族 討 伐 隊 の 兵士 の ひと り 。 小 柄 で は 
ある も の の 、 ケ ンカ っ 早く 乱暴 者 。 


チェ ン ・ ポ ボー 信 


フン 族 討 伐 隊 の 兵士 の ひと り 。 戦い より 
も お いし い 食 事 が 重要 と いう 大 食 漢 。 


当 リン @ 
フン 族 討伐 隊 の 兵士 の ひと り 。 腕 っ ぷ し 
に は 自信 が な い が 、 口 は か な り 税 者 。 


8 衣 も 5 @ 
大 陸 を 治め る 皇帝 。 | 
E シャ ン ・ ユ ー |@ 


の 2 
ン 族 の 長 。 ハ ー ト レス の 軍勢 を 指揮 し 
ムー ラン た ち が 住 む 国 に 攻め こむ 。 
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ザ ・ ラ ンド ・ オ プ ・ ド ラゴン 


登場 作品 |[ en ] 


| 『 ム ー ラ ン 』(1998 年 ) 


古代 中 国 を モチ ー フ と し た 世界 。 “ 龍 脈 " と 呼ば れる 力 
の 恵み を 受け 、 偉 大 な 皇帝 に より 治め られ て きた 。 北 の 
国境 に は 、 皇 帝 の 威光 の 象徴 で ある 長城 が 横たわる 。 


[eep2 ] 黒 コ ー ト の 人 物 は リク !? 


村 で 黒 コ ー ト の 人 物 と 遺 遇 し た ソラ た ち 
は 、 ム ー ラ ン と 一 緒 に その 人 物 を 追う が 見 
失っ て し まい 、 臣 後に 巨大 ハー トレ ス が 都 
へ 飛ん で いく の を 目 踊 す る 。 急 いで 都 へ も 
どり 、 巨 大 ハー トレ ス を 倒す ソラ た ち 。 そ 
の 手柄 が 認め られ て 、 ム ー ラ ン は 旦 帝 の 側 
近 と な り 、 ソ ラ は 黒 コ ー ト の 人 物 の こと を 
教え て も ら う 。 どうやら 黒 コ ー ト の 人 物 が 
リク らし いと わか り 、 ソ ラ は 笑顔 に な る 。 


眼 M… 陸 詳 の 補 汰 ラッ 
Av の 摘 は 使 乏 き な 


[ eows ] 人 な ら ざ る 者 た ちの 城 で 


ロク サス と ザル ディ ン は 、 ハ ー ト レス 退治 の 任務 で 奇 
紗 な 城 を 訪れ る 。 こ の 城 の 住人 は 、 ベ ル 以 外 の 全員 が 
呪い に よっ て 野獣 や 家具 の 次 に され て お り 、 野 獣 の 部 
屋 に ある バラ が 散る まで が 、 呪 い を 解く タイ ムリ ミッ ト 
らし い 。 ザ ルディ ン は 、 強 大 な 力 を 持つ ビー スト を 洒 機 
関 の 目 的 達成 に 利用 し よう と 考え 、 策 略 を めぐ ら せ る 。 


ゆあ の 厩 | はず お まえ か ラ 
EC の 身 ウ フウ だ お ぞ 


[Lerew>) ] 心 を 通わ せる ふた り 


廃 法 の バラ が ザル ディ ン に 盗ま れ た 。 あ の バラ 
ょ けれ ば 、 ビ ー ス ト や 城 の 召使 いた ち は 人 問 の 
姿 に も どれ な い 。 深 く 絶 思 し 、 ベ ル を 城 か ら 追 い 
出 そ う と する ビー スト 。 し か し 、 ベ ル に 危険 が お 
よん だ こと で 、 ビ ー ス ト は 本 当 に 大 切な も の の 存 
在 に 気づく 。 ソ ラ た ちの 活躍 に よっ て バラ は 取り 
も ど せ た が 、 ビ ー ス ト は ベル の 無事 を 何より も 喜 
び 、 ベ ル も そん な 彼 の 想い に 応え る の だ っ た 。 


ビー スト キャ ッ ス ル 


登場 作品 |[ er ][ epss ] 


出典 | 『 美 女 と 野獣 』(I991 年 ) 


ビー スト の 居城 。 以前 は さら び や か で 美しい 城 だ っ た 
が 、 ピ ビー スト や 召使 いた ちと 一 緒 に 腐 女 の 呪い を 受け 
た こと で 、 昼 な お 暗 き 不気味 な 城 に 変貌 し て し まっ た 。 


[erem) ] 正気 を 失っ た 野獣 


ソラ た ち が 訪 れ た 不気味 な 城 は 、 か つて ホロ ウ 
バス ティ オン で 一 緒 に 戦っ た ピー スト の 居城 だ っ 
た 。 と ころ が 、 再 会 し た ビー スト の 様子 が 
お か し い 。 じ つ は 、 暫 機関 の が ザル ディ ン が 、 ビ ー 
スト を "キン グ ダ ム ハー ツ " の 入手 に 利用 し よう と 
暗躍 し て いた の だ 。 ソ ラ は 城 の 召使 いた ちと 協力 
し て ビー スト を 正気 に も ど し 、 ザ ルディ ン の 放っ 
た ハー トレ ス の 手 か ら ベ ル を 数 い 出す 。 


の 【 と ユキ 
し f14「4CtC『S 


ビー スト 価 


魔女 の 呪い で 野獣 の 姿 に され た 
し さと 愛 に 目覚 め た は ず だ っ た が 
た ひび 乱暴 な ふる まい を 見 せる よう に 。 


ベル 全 


Nu | 物語 の よう な 冒険 に あこ が れる 美しい 女 
| 性 。 ビ ー ス ト が 乱暴 な 衣 度 を と る よう に 
な っ て 、 心 を 痛め て いる 。 


コグ スワ ー ス に 


ビー スト と と も に 魔女 の 呪い を 受け て 置 
き 時 計 に 変え られ た 、 城 の 執事 長 。 


ルミ エー ル 人 @ 


ビー スト と と も に 廃 女 の 呪い を 受け て 糧 
台 に 変え られ た 、 城 の 給仕 長 。 


ボッ ト 夫 人 信 


廃 女 の 呪い で ポット に 変え られ た 、 城 の 
メイ ド 頭 。 チ ッ プ の 母親 で も ある 。 


チッ プ 全 


呪い で ティ ー カ ッ プ に され た 男の子 。 歯 
が 欠け て いた の で 、 フ チ が 欠け て いる 。 


ワー ドロ ー ブ 人 @ 


魔女 の 呪い に よっ て 洋服 ダン ス に され て 
し まっ た 、 城 付き の オペ ラ 歌 手 。 


グ 2 


3P!nD PHO て 491dHO 


[ sr ] 光 の 礎 の 異変 を 起こ し た 犯人 は ? 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル を 守る " 光 の 礎 "の 異変 を 解決 する た め 、 マ ー リ ン が 用 意 し た 扉 を 
開い た ソラ た ち 。 と ころ が 、 扉 の 先 は あら ゆる も の が 白黒 に な っ て お り 、 ビ ピー ト も まる で 
別人 の よう ……。 じつは 、 こ こ は 過 去 の ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル で 、 光 の 礎 に 異変 が 起き た 
の は 、 現 代 の ピー ト が この 地 に ある 光 の 礎 を 棒 っ た せい だ っ た の だ 。 ソ ラ た ち は 現 代 の ビ 
ー ト を こら し め て 光 の 硫 を 取り も ど し 、 事 態 を 収拾 する 。 


Characters 


総 ビート 船 長 


In@l 


蒸気 船 ウ ィ リ ー 号 の 船長 を し て いた ころ 


の ピー ト 。 船 が 盗ま れ て 困っ て いる 。 


旨 ミッ キー 


燕 気 船 ウ ィ リ ー 号 の 船員 を し て いた ころ 


の 王様 。 ハ ー ト レス に 対し て も ひる まず 


に 戦う 勇敢 さ は 、 い ま と 変 わら な い 。 


⑲ *ー レ ス ・*ー ス カラ ー le 
麦わら 帽 を か ぶっ た ウマ の 男の子 。 

@⑳) 2 ララ ベル ・ カ ウ @ 
カウ ベル を 下げ た ウシ の 女の子 。 

9 2 ララ ・ ク ラッ ク @ 
お し ゃ べり 好き な メン ドリ の 夫人 。 
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タイ ムレ ス ・ リ バー 
登場 作品 |[ wi ] 
出典 | 『 蒸 気 船 ウ ィ リ ー』(1928 年 ) ほ か 


ディ ズ ニ ー 初 期 の モノ クロ アニ メ を 題材 と し た 、 ディ 
ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル が 建て られ る 前 の 世界 。 何もかも が 
白黒 で ある な ど 、 古 めか し い 究 囲 気 が 漂う 。 


他 回 金 賀 探し 志 生 行 け ) 


[Lenem) ] 呪 わ れ た 金貨 と 不死 の 海賊 た ち 


バル ボッ サザ 率い る 不死 の 海賊 団 は 、 自 分 た ちの 不死 の 呪い を 
解く の に 必要 な "呪い の 金貨 "と "償い の 血 " を 狙っ て 街 を 骨 撃 し 、 
その 両方 を 持つ と いう エリ ザ ベ ス を 連れ 去っ た 。 ソ ラ た ち は エ 
リザ ベス を 敷 い 出す べく 、 彼 女 に 想い を 寄せ る ウィ ル や ーー 忠 狼 
の 海賊 ジ ヤ ャ ッ ク ・ ス パロ ウ と と も に 死 の 島 へ 向かう 。 一 時 は 、 
償い の 血 の 真 の 持ち 主 で ある ウィ ル が 不死 の 海賊 団 の 手 に 落ち 
る も 、 ジ ャ ッ ク の 活躍 に に っ て バル ボッ サ は 倒さ れ 、 呪 い の 金 
貨 が すべ て 宝 条 に し まわ れ た こと で 不死 の 呪い も 消え た 。 


ポー トロ イヤ ル 


登場 作品 | [ er ] 


出典 | 『 パ イレ ー ツ ・ オ ブ ・ カ リピ アン 』(2003 年 ) 


大 陸 と の 交易 が 盛ん な 熟 帯 の 島 の 港町 。 周 辺 の 海域 
に は 海賊 が 出没 する ほか 、 難 破 船 の 残骸 が 集まる 船 の 
墓場 や 呪 わ れ た 死 の 島 が あり 、 危 険 に は 事欠か な い 。 


[se ] 不死 の 海賊 の 復活 


Characters 


ジャ ッ ク ・ ス パロ ウ 
ジャ ッ ク ・ ス パロ ウ ( 投 骨 姿 ) 


バル ボッ サ と の 戦い で 不死 の 呪い は 消え 
た は ず な の に 、 街 で は また も や 不死 の 海賊 
た ち が 暴 れ て いた 。 通 機関 の ルク ソー ド が 
金貨 を 宝箱 か ら 奪 っ た た め に 、 呪い が 復活 
し た の だ 。 あ ちこ ち に 散ら ば っ た 金貨 を 集 
め つ つ ル クソ ー ド を 追う ソラ た ち 。 ル クソ 
ー ド に は 逃げ られ た が 、 街 を 舞 う 巨大 ハー 
トレ ス を 倒し た の ち 、 人 金貨 を すべ て 海 に 沈 
め 、 街 に 平和 を 取り も どす こと に 成功 する 。 


I@| 


自由 を こよ な く 愛 する 一 匹 狼 の 海賊 。 自 
分 か ら 船 と 部 下 を 奪っ た バル ボッ サ へ の 


復讐 を 果たす た め に 放浪 し て いる 。 


ウィ ル ・ タ ー ナ ー 人 
ポー トロ イヤ ル に 住む 鍛冶 職人 。 エ リザ 
ベス に 想い を 寄せ て いる 。 

エリ ザ ベ ス ・ ス ワン 人 @ 


近隣 の 島々 を 治め て いる スワ ン 総 督 の ひ 


と り 娘 で 、 ウ ィ ル の 幼なじみ 。 
バル ボッ サ 


バル ボッ サ ( 骸 骨 姿 ) 


不死 の 海賊 た ち を 率い る 非情 な 男 。 呪 い 


の 金貨 を 求め て 各地 を 荒らし まわ る 。 


不死 の 海賊 A 


不死 の 海賊 A( 骸 骨 姿 ) 


不死 の 海賊 B 


不死 の 海賊 B( 典 骨 姿 ) 


不死 の 海賊 C 


不死 の 海賊 (骸骨 姿 ) 


金貨 の 呪い で 不死 と な っ た 海賊 た ち 。 月 
の 光 の 下 で は 死骸 の よう な 姿 に な る 。 
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aiH 4919CIed う 5 93GeH つ 3 


3PinO poW て oideu つ | < 


NE SieD | 


き 
マ 
還 
5 


Aai2OD HMV も GOeH つ う | ③ 


用 プン バア 人 


上 ラフ ィ キ @ 


Characters き 
シン バ 【 】 
シン バ ( 幼 少 時 ) 【 】 


プラ イド ・ ラ ンド の 先代 の 王 ム ファ サ の 
息子 。 父 の 死に 貢 任 を 感じ て 国 を 飛び 出 
し 、 オア シス で ひっ そり と 暮らし て いる 。 


ティ モン し 
お し ゃ べり な ミー アキ ャ ッ ト 。 オ アシ ス 
に 行き 倒れ て いた 幼い シン バ を 助け 、 こ 
れ ま で 面倒 を 見 て きた 。 


ティ モン と いつ も 一 緒 に いる イボ イノ シ 
シ 。 プ ブタ あつ か いさ れる と 怒る 。 
ie 
シン バ の 幼なじみ の メス ライ オン 。 国 を 
救っ て くれ る 新た な 王 を 探し て いる 。 

ム フ ァ サ _l@ 
プラ イド ・ ラ ンド の 先代 の 王 。 幼 い シ ン 
バ を 救っ た と き に ガケ か ら 転 落し て 命 を 
落と し た こと に な っ て いる が 、 実際は 弟 
の スカ ー に ガケ か ら 突 き 落 と され た 。 


呪術 師 の ヒヒ 。 不思議 な 力 で プラ イド ・ 
ラン ド の 未来 を 占い 、 預 言 を する 。 
スカ ー に 
プラ イド ・ ラ ンド の 現在 の 王 。 ハ イエ ナ 
た ちと 手 を 組ん で 、 国 が 荒れ 果て る の も 
か まわ ず に や り た い 放 題し て いる 。 


シェ ンジ 偽 
バン ザイ に 
エド 信 
スカ ー と 手 を 組み 、 プ ライ ド ・ ラ ンド を 
荒らし て いる ハイ エナ 3 匹 組 。 
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登場 作品 |[ sr ] 


[ emem ] 新た な 王 の 誕生 


ハー トレ ス か ら ナ ラ を 助け た ソラ た ち は 、 彼 女 が 住む 王国 が 
スカ ー の 圧政 に 苦し ん で いる こと を 知る 。 預言 者 の ラフ ィ キ に 
よれ ば 、 王 国 を 救え る の は 先代 の 王 ム ファ サ の 人 息子 で ある シン 
バ だ け だ と いう 。 シ ン バ は 父 の 死に 責任 を 感じ て 国 に も どる こ 
と を た め ら い 、 オ アシ ス に 隠れ 住ん を で いた が 、 亡 き 父 の 幻 に 励 
まさ れ て 国 へ の 帰還 を 決意 。 ソ ラ た ちの 助け も 借り て スカ ー を 
倒し た シン パ は 、 プ ライ ド ・ ラ ンド の 新た な 王 と な る 。 


出典 | 『 ラ イオ ン ・ キ ング 』(1994 年 ) 

誇り 高き ライ オン の 王族 が 治め て きた 、 野 生 動物 た ち 
の 王国 。 大岩 の プラ イド ・ ロ ッ ク を 中 心 に サバ ン ナ が 広 
が り 、 そ の 周囲 に ジャ ング ル や 険しい 峡谷 が 点 在 す る 。 


答 


ーー 
全 、『 


原 パ に 
ュー も と っ 胡 
ーー 
[erep2 ] 真 の 王 へ の 試練 
, 上 レ 
ンプ ア 4 る 
人 56 ッ 


ソラ た ち が 再 訪 し た プラ イド ・ ラ ンド で は 、 ス カー の 幻影 
が 出現 し て 動物 た ち を 悩ま せ て いた が 、 シ ン バ は 何 も し よう 
と し な い 。 彼 は 偉大 な 王 で あっ た 父 と 自分 を て とら べ る あま り 、 
憧 病 に な っ て いた の だ 。 し か し 、 ソ ラ た ち に 勇気 づけ られ 、 
自分 が 多く の 仲間 に 支え られ て いる と 気づい た シン パ は 、 ス 
カー の 幻影 に 打ち 勝つ 。 さ ら に 、 ス カー の 幻影 が 集まっ て で 
きた 巨大 ハー トレ ス も 、 ソ ラ た ちの 協力 を 得 て 撃 退 し た 。 


NNO0D2| 


| 『 ト ロン 』(1982 年 ) 


覧 者 アン セム が 研究 な ど に 使用 し て いた コン ピュ ー タ 
内 の 電子 空間 。 こ の 世界 で は プロ グラ ム が 人 の 姿 を し 
て お り 、 ま る で 意志 を 持っ た 人 間 の よう に 動い て いる 。 


apmD POW て oded う | < 諸 


[erew2 ] MCP か ら 街 を 守れ 1! 


ホロ ウ バ ステ ィ オ ン を 再訪 する と 、 
各所 に ハー トレ ス が 現れ 、 街 の 防衛 装 
| バ 賀 も 暴走 し て いた 。 どうやら 、MCP が 
Ep ー と の ) 剖 街 の シス テム を 支配 し て し まっ た らし 
EN 電子 世界 で の 戦い い 。 ソ ラ た ち は ふ た た び ぴ コ ンピュータ 
アン セム の コン ピュ ー タ を 調べ て いた ソラ た ち は 、 シ ステ の 世界 に 入り 、 ト ロン と 合流 。 サ ー ク 
ム を 支配 する MCP に よっ て プロ グラ ム の な か に 取り こま れ 、 司令 家 と MCP を 倒し 、 ト ロン が シス テ 
手 獄 に 入れ られ て し まう 。 し か し 、 打 倒 MCP を 目指 す ト ロン ム を 掌握 し た こと で 、 よ う や く ホ ロウ 
と と も に 衝 獄 を 脱出 し 、 ア ン セ ム の 研究 デー タ が ある デー タ 和 が も どっ た 。 
エリ ア を 開放 。 さ ら に MCP が 危険 プロ グラ ム を 現実 世界 へ 送 


りこ む の を 阻止 し て 、 ホ ロウ バス ティ オン を 危機 か ら 救 う 。 


』 介 | 


Characters 


トロ ン 久 
賢者 アン セム の コン ピュ ー タ の セキ ュ リ 
ティ プロ グラ ム 。 ユ ー ザ ー( コ ン ピ ュ ー 
タ の 使用 者 ) の 世界 を 守る た め に 、 メ イ 
ン シ ス テム で ある MCP と 戦う 。 

MCP し 】 
賢者 アン セム の コン ピュ ー タ の メイ ン シ 
ステ ム 。 ユー ザー の 命令 を 無視 し て 、 現 
実 世界 へ の 侵攻 を た くら む 。 
サー ク 司 令 官 依 
MCP に 従わ な い プ ログ ラム や ユー ザー を 
始末 する 、 残 忍 な 司令 官 。 
危険 プロ グラ ム @ 
MCP が DTD と いう デー タ エ リ ア か ら 呼 び 
出し た 、 兵 器 型 の プロ グラ ム 。 現実 世界 
で 実体 化し て 街 を 破壊 する 。 
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存在 し な か っ た 世界 
登場 作品 |[ eim ][ sr ][ wow ][ ss ] 


光 と 闇 の 狭間 に 位置 する 、" 存 在 し な い 者 "ノー バディ 
た ちの 世界 。 高 層 ビ ル が 建ち 並ぶ 痢 色 の 街 ダ ー ク シテ ィ 
の 上 空 に は 、 洒 機関 の 本 拠 地 で ある 巨大 な 城 が 浮か ぶ 。 


[swr ] 機関 と の 最終 決戦 


アク セル の 力 を 借り て 胃 機 関 の 本 拠 地 に 
た どり 着い た ソラ た ち は 、 ノ ー パ ディ の 大 
群 や 機関 の メン バー を 突破 し 、 つ い に リ ク 
や カイ リ と 再会 を 果たす 。 一 方 、 覧 者 アン 
セム に よっ て "キン グ ダ ム ハー ツ " を 壊さ れ 
た ゼム ナス は 、 そ の 破片 か ら 力 を 槍 っ て 姿 
を 消し た 。 通 機関 の 野望 を 阻止 し て 、 大 切 
な 友だち と 一 緒 に 故郷 へ 帰る た め 、 ソ ラ た 
ち は 最後 の 決戦 に の ぞ む 。 


[ simw ] 雨 の 街 に 現れ た 男 た ち 


雨 が 降る ビル 街 で 、 黒 コー ト の 人 物 が 2 本 の キー プレ ー ド を 
あや つり 、 ハ ー ト レス の 大 群 を な ぎ 払 っ て いく 。 そ の と き 、 
目隠し を し た 銀髪 の 男 が ビル の 屋上 に 現れ た 。 黒 コー ト の 人 
物 は ビル を 駆け 上 が っ て 、 目 隠し の 男 に 向かっ て いき ……。 


[esse ぁ ] 機関 の ウナ に か か っ た ソラ 


眠り の 鍵穴 を 7 つ 開 け て 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド が 待つ 不思議 
な 塔 へ も どる は ず だ っ た ソラ は 、 な ぜ か 通 機関 の 拠点 に 運 
ば れ て いた 。 機関 は 、 ソ ラ の 身体 に ゼア ノー ト 本 
を 注い で " 哀 の 獣 機関 "の 一 員 と すべ く 、 マ スタ ー 承 認 試験 
の 開始 直後 か ら ソ ラ を 誘導 し て いた の だ 。 真 相 を 知っ た 
ソラ は 絆 の 力 で 抵抗 する も 、 心 は 夢 の 深淵 に 堕ち て いく 。 


[ epsx ] 任務 に 追わ れる 日 々 の な か で 


ロク サス は 沖 機 関 の 一 員 と な り 、 何 も わか ら ぬ ま 
ま に 、 こ の 世界 に ある 機関 の 城 と 任務 先 を 往復 する 
毎日 を 送っ て いた 。 し か し 、 ア クセ ル や シオ ン と 過 
ご すう ち 、 自 分 の 正体 に 疑問 を 持ち は じ め る 。 


眠り の 鍵穴 を 7 つ 開 けた リク が 運ば れ た 先 は 、 沖 機関 の 
城 だ っ た 。 間 の 探求 者 アン セム か ら 真 相 を 聞き 、 自 分 が 
いる 世界 が ソラ の 夢 の な か だ と 知っ た リク は 、「 間 の 力 を 
解放 せよ 」 と 呼び か ける アン セム を 倒し て 夢 の 世 界 か ら 脱 
出 。 真 の 肖 機 関 の も と へ 駆け つけ 、 王 様 や リア 、 そ し て ド 
ナル ド と グー フィ ー の 助け を 得 て 、 ソ ラ を 奏 還 する 。 
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登場 作品 | [ ss ] 


8 歴代 の キー ブレ ー ド マス ター に 守ら れ て きた 、 光 と 間 
Hs の 狭間 に 位置 する 地 。 テ ラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア の 3 
人 は 、 こ の 場所 で 厳し い 修行 に いそ し ん で きた 。 


[sesser>ko2 | 兄弟 子 を 追っ て 


テラ と アク ア の マス ター 承認 試験 が 終了 し 、 自 分 
の 部 屋 に も どっ た ヴェ ント ッ ゥ ス の 前 に 、 仮 面 の 少年 
が 現れ た 。 け げん そう な ヴェ ント ゥ ス に 「 テ ラ が テ 
ラ で は な く な る と ころ を 見 届け ろ 」 と 不吉 な 言葉 を 
投げ か ける 仮面 の 少年 。 そ の 言葉 に 胸 さ わ ぎ を 党 え 
た ヴェ ント ゥ ス は 、 師 エラ クゥ ス の 命 で 旅立っ た テ 
ラ を 追っ て 、 外 の 世界 へ 飛び 出し て し まう 。 


[sesse ぅ ] 闘 を 抱く 青年 


テラ は アク ア と 一 緒 に マス ター 承認 試験 に 挑む も 、 試 験 
中 に 間 の 力 を 使い か けた こと で 不 合格 と な っ た 。「 心 の 間 
を 制御 する 力 が 足り な い 」 と 師 エ ラク ゥ ス に 指摘 され て 落 
ちこ む テ ラ 。 そ ん な と き 、 エ ラク ゥ ス の も と に 世界 の 異変 
が 伝え られ た 。 テ ラ は 自分 の 実力 を 示す た め 、 ア ン ヴ ァ ー 
ス 討伐 と マス ター・ ゼ アノ ー ト 捜索 の 命 を 受け て 旅立つ 。 


[saxs2z) ] 新 マ スタ ー に 与え られ た 密命 


承認 試験 に 合格 し て キー ブレ ー ド マス ター と な っ た アク 
ア だ っ た が 、 テ ラ が 不 合格 と な っ て 素直 に 間 べ な い 。 そ こ 
へ 世界 の 異変 を 伝え る 知ら せ が 届 き 、 テ ラ と アク ア は 異変 
の 調査 を 命じ られ る 。 さ ら に アク ア は 、 心 に 聞 を 抱え る テ 
ラ を 見 守る こと と 、 外 の 世界 へ 飛び 出し た ヴェ ント ゥ ス を 
連れ も どす こと を 、 師 エラ クゥ ス か ら 内 密 に 託さ れ た 。 


レイ ディ アン ト ガ ー デ ン 


登場 作品 | [ ses ] 


美しい 花々 が 咲き 誇り 、 光 の 力 に 満ち あふ れ た 街 。 
この 地 を 治め て いる の は 賢 者 アン セム で 、 弟 子 た ちと 
一 緒 に 心 に 関す る 研究 を 行なっ て いる 。 


編 y | 電 
に 。 | | 四 
『KHI』 で の ロゴ (※|) | (ee し | Characters 層 

に 
| 答 ニン @ 


| 大 き な カ バン を 持ち 、 さ ま ざ ま な 世界 や 
| 時 代 を 渡り 歩く 偉大 な 府 法 使い 。 


スク ルー ジ 例 
礼儀 と お 金 に うる さい 商人 。 デ ィ ズ ニー 
| タウ ン の 出身 だ が 、 マ ー リ ン に 頼ん で こ 
の 世界 へ 連れ て き て も ら っ た 。 
| 攻 租 カイ リ の お ば あちゃ ん 人 @ 


カイ リ の 祖母 。 光 に まつ わる お と ぎ 話 を 
! 孫娘 の カイ リ に 話し て 聞か せる 。 


[ eews ] ふた た び 分 か た れる 道 
テラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア の 3 人 は 、 レ イデ ィ ア ント 
ガー デン で 偶然 に 再会 し 、 街 に 現れ た 巨大 アン ヴァ ー ス 
を 協力 し て 倒し た 。 し か し 、 再 会 を 喜ん だ の も つか の 間 、 
自分 が アク ア に 監 福 され て いた と 知っ た テラ は 仲間 た ち 
の も と を 去る 。 ア クア も また テラ と 仮面 の 少年 を 追っ て 
単身 旅立ち 、3 人 は ふた た び バ ラバ ラ に な っ て し まう 。 


※|……『KHIT』 の ホロ ウパ バス ティ オン ・ エ ピ ソ ー ド 3 を クリ ア し た と き に 表示 され る 
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SH 4932ePH つ 『 93Hcd う | 民 


3PinD PHOW て 1Gdeu つ う | < 坦 


PGIApld 4403S UP E 33Get つ ] 3 


ん IIEO JHY セ SBded う I③ 


こい 
ンチ ャ ン テ ッ ド ・ ド ミニ オン 
登場 作品 | ses ] 
出典 | 『 眠 れる 森 の 美女 』(1959 年 ) 


美しい 緑 と 水 を た た えた 王国 。 魔 の 山 に 住む 廃 女 マ 
レフ ィ セ ント の 呪い で 、 オ ー ロ ラ 姫 を は じ め と する 城 の 
者 は 全員 、 永 遠 に 目覚 め な い 眠 り に つい て いる 。 


Lemsexyhs2) ] 尋 の 心 を 奪っ た の は ……? 


テラ を 捜す 途中 、 城 で 眠り つづ ける オー ロラ 
姫 を 見 つけ た ヴェ ント ゥ ス は 、 姫 を 見 守る 3 人 
の 妖精 た ちと 一 緒 に 廃 の 山 へ 乗り こみ 、 姫 の 心 
を 解放 し た 。 し か し 、 城 へ も どろ うと する 彼ら 
の 前 に マレ フィ セン ト が 立ち は だ か る 。「 姫 か 


a ら 心 を 松 っ た の は テラ だ 」 と マレ フィ セン ト か 
[sese ぅ ) ] オー ロラ の 心 を 狙う 魔女 ら 吹 きこ まれ て 動揺 し た ヴェ ント ゥ ス は 、 テ ラ 
廃 女 マル フィ セク 6 に 会 ミ を 確か め る FE の 帰 

マス ター・ ゼ アノ ー ト を 探し て いた テラ は 、 城 の 一 室 で 永遠 ay に 会 っ て 真実 を 確か め る まで は 師 史 の も と へ 帰 


ら な いこ と を 決意 する の だ っ た 。 
の 眠り に つく オー ロラ 姫 を 見 つけ た 。 そ こ へ マレ フィ セン ト が らち な かい だ を 決 彰 する の だ っ が 


現れ て 、「 姫 の 心 を 取り 出せ ば ゼア ノー ト の こと を 教え よう 」 と 

持ち か け て くる 。 テ ラ は その 提案 を こ ば む が 、 マ レフ ィ セ ント Leszzz ] 悪 を 断つ 真実 の 愛 

の 魔法 に よっ て 幻惑 され 、 我 に 返っ た と き に は 姫 の 心 は 取り 出 

され て いた 。 テ ラ は 己 の 心 の 弱 さ を 定め つつ 城 を あと に する 。 魔 の 山 に て ヴェ ント ゥ ス を 見 つけ た アク ア だ 
っ た が 、 ヴ ェ ン トゥ ス は 走り 去っ て し まい 、 ア 
クア も マレ フィ セン ト に よっ て 地下 后 へ 落と さ 

pp れる 。 定 に は 、 同 じ よ うに マレ フィ セン ト に 捕 

| ら え られ た フィ リッ プ 王 子 が いた 。 ア クア は 王 

| 子 と 一 緒 に 宅 獄 を 脱出 し 、 ド ラゴン に 変身 し た 

マレ フィ セン ト を 撃破 。 王 子 の 愛 に よっ て オー 

| ロラ の 呪い は 解 か れ 、 マ レフ ィ セ ント は 「 光 ある 

ロラ | か ぎり 間 も つい え ぬ 」 と 言い 残し て 去っ て いっ た 。 

人 オー ロラ ( 邊 着 次) | 

純粋 な 光 の 心 を 持つ セブ ンプ リン セス の 


ひと り 。 マ レフ ィ セ ント の 呪い に よっ て 
I6 歳 の 誕生 日 に 永遠 の 眠り に つい た 。 


史 フィ リッ プ 
隣 の 国 の 王子 。 マ レフ ィ セ ント か ら 身 を 
隠す た め に 森 に 住ん で いた オー ロラ と 偶 


然 出会い 、 彼 女 と 愛し 合う よう に な る 。 


Characters 


Sdqd 


生ま れ た ば か り の オー ロラ に 祝福 を 授け 
た 3 人 の 妖精 た ち 。 


堆 マレ フィ セン ト 


オー ロラ に 眠り の 呪い を か けた 、 闇 の カ 
を あや つる 魔女 。 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト 
と の 接触 を 機 に 、7 つ の 純粋 な 光 の 心 を 
集め れ ば 世界 を 支配 で きる こと を 知る 。 
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登場 作品 | [ ems ] 
: 出典 。 | 『 白 寺 姫 :(1937 年 ) 

魔法 の 鏡 を 持つ 王妃 が 住ん で いる 王国 。 城 の 周囲 
は 、 宝 石 が 撮り 出さ れる 鉱山 や 、 昼 で も 暗い 森 が あり 、 
森 で は 陽気 で 働き 者 の ドワーフ た ち が 暮 ら す 。 


[eees( ウ ェ > ト s2) ] 
テラ の 手がかり を 探し て 


鉱山 を 訪れ た ヴェ ント ゥ ス は 、 ド ワー 
フ た ち に テラ の こと を 聞こ うと する が 、 宝 
石 泥棒 と カン ちがい され て 追い 返さ れる 。 
仕方 な く 城 へ 向かう 途中 、 森 の な か で 白 
雪 姫 に 出会い 、「 鐘 の よう な 剣 を 持つ 男 と 
花畑 で 会 っ た 」 と いう 話 を 聞く 。 そ の 男 が 
テラ だ と 確信 し た ヴェ ント ゥ ス は 急い で 花 
畑 へ 向かう も の の 、 そ こ に は あや し げ な 
老 受 が いる だ け で 、 テ ラ の 次 は な か っ た 。 


[smsss ] 真 実 を 語る 鏡 


テラ は 、 真 実 を 伝え る と いう 魔法 の 鏡 の ウワサ を 聞き つけ て 
城 を 訪れ た 。 鏡 の 持ち 主 で ある 王妃 は 、「 鏡 に 質問 し た けれ ば 白 
雪 姫 の 心臓 を 持っ て こい 」 と テラ に 命じ る 。 だ が 、 テ ラ は 王妃 の 
命令 を 無視 し て 、 王 妃 の 心 が 聞 に と ら わ れ て いる と 指摘 。 怒 っ 
た 王妃 は テラ を 鏡 の な か に 閉じ こめ る が 、 テ ラ は 鏡 と の 戦い を 
制 し て 外 へ 脱出 し 、 鏡 か ら マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト の 情報 を 得る 。 


還 
4 
加 
に 】 
き 
8 
四 
【 の 】 
. 
らら 
し 


| ーー ュ っ 持 [@ 
Characters 加 
の 
[ssssz2z) ] 永遠 の 眠り か ら の 目覚 め 
白雪 姫 が 、 老 披 に 失 し た 王妃 か ら 渡さ れ た 壮 
リン ゴ を 食べ て 永遠 の 眠り に 落ち 、 ド ワー フ た 白 還 姫 トコ 
ち は 意 し み に 慕 れ て いた 。 彼 ら か ら 事 情 を 聞い H| 純粋 な 光 の 心 を 持つ セブ ンプ リン セス の 
た アク ア は 、 白 縛 姫 を 助け る 方 法 を 求め て 城 を | ひと り 。 そ の 清 尊 な 美 し さ を ね た ん だ 王 
訪れ る が 、 手 が か り は 何 も 得 ら れ な い 。 一 同 が 妃 か ら 、 命 を 狙わ れ て いる 。 
絶望 に うち ひし が れる な か 、 駆 けつ けた 隣国 の 王 
王子 が 白 震 姫 に お 別れ の キス を する と 、 な ん と 子 し ド 
彼女 が 目 を 覚まし た 。 ド ワー フ た ち に 見 送ら | 隣 の 国 の 王子 。 以 前 、 城 で 出会っ た 白雪 還 
れ 、 白 雪 姫 は 王子 と と も に 旅立っ て いっ た 。 | 姫 に ひと 目 ぼ れ し 、 彼 女 の こ と が 忘れ ら 還 
れず に この 国 を 再訪 する 。 2 
王妃 ら 3 


この 国 の 女王 。 世 界 で 一 番 美しい 女性 は マ 
自分 で ある べき と 思っ て お り 、 美 し い 白 8 
雪 姫 を ね た ん で 亡き 者 に し よう と する 。 
老婆 [) 
白雪 姫 に 毒 の リン ゴ を 食べ させ る た め に 
王妃 が 変装 し た 姿 。 
マジ ッ ク ミ ラー 全 
王妃 が 地下 室 に 置い て いる 魔法 の 鏡 。 こ ( ツ 
の 世 の あ ら ゆ る こと を 見 通し 、 問 いか ! っ 
に 対し て 真実 の み を 答え る 。 


先生 乱 
お こり ん ぼ 回 
ご きけ げん 人 
@ 
伯 
人 


ね ぼ す け 
て れ す け 
くし ゃ み 

お と ぼけ し 
森 の 小屋 に 住む 7 人 の ドワーフ た ち 。 王 


妃 に 命 を 狙わ れ て 逃げ て きた 白雪 姫 と 仲 
良く な り 、 一 緒 に 暮らす よう に な っ た 。 


8Z 


[wess な うぅ | 画 を 信じ る 力 が も た ら す 光 


舞踏 会 へ 向かう 途中 、 ド レス を 継母 た ち に 破 か れ て 泣い て い 
た シン デレ ラ は 、 フ ェ ア リ ー・ ゴ ッ ド マザー か ら 魔 法 で 素敵 な 
ドレ ス を も ら う 。 テ ラ は シン デレ ラ の 心 に 光 が 宿 っ た の を 感じ 
取り 、 彼 女 を 追っ て 城 へ 向かっ た 。 シ ン デ レラ を アン ヴァ ー ス 
か ら 守 っ て 舞踏 会 に 送り 届け 、 彼 女 が 王子 と 幸せ そう に 踊っ て 
いる の を 見 て 、 テ ラ は 夢 を 信じ る こと の 大 切 さ を 再 確認 する 。 


Characters 還 
シン デレ ラ し 
シン デレ ラ ( 並 段 着 姿 ) @ 


純粋 な 光 の 心 を 持つ セブ ンプ リン セス の 
ひと り 。 継母 と その 連れ 子 に いじ め ら れ 
な が ら も 、 つ ね に 夢 を 忘れ な い 。 
フェ アリ ー・ ゴ ッ ド マザー 急 
夢 を 決し て あき ら め な い 者 の 前 に 現れ る 
妖精 。 魔 法 で ドレ ス や カボ チャ の 馬車 を 
シン デレ ラ に プレ ゼン ト す る 。 
ジャ ッ ク 人 
面倒 見 の いい ネズ ミ 。 シ ン デ レラ と は 友 
だ ち で 、 彼 女 の た め に 舞踏 会 へ 着 て いく 
ドレ ス を 用 意 し よう と 力 を 尽く す 。 
) ルシファー | 和 @ 
トレ メイ ン 夫 人 が 飼っ て いる ネコ 。 い じ 
わる な うえ に 非常 に 凶暴 。 
プリ ンス ・ チ ャ ー ミ ング | 章 
この 国 の 王子 。 舞踏 会 で シン デレ ラ と 出 
会 い 、 彼 女 に ひと 目 ぼ れ す る 。 
大 公 信 
この 国 に 仕え る 大 公 。 プ リン ス ・ チ ャ ー 
ミン グ を 結婚 させ る た め に 音 闘 中 。 
トレ メイ ン 夫 人 借 


シン デレ ラ の 継母 。 義 理 の 娘 で ある シン 
デレ ラ を 屋根 裏 部 屋 に 押し こん で 激しく 
こき 使う 一 方 、 実 の 娘 た ち に は 甘い 。 


ドリ ゼラ e | 
アナ スタ シア 人 @ | 


トレ メイ ン 夫 人 の 実 の 娘 た ち 。 母 親 と 一 
緒 に な っ て シン デレ ラ を いじ め る 。 
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キャ ッ ス ル ・ オ プ ブ ・ ド リー ム 
登場 作品 | [ sms ] 

出典 | 『 シ ン デ レラ 』(1950 年 ) 

きら びやかな 城 が 印象 的 な 世界 。 城 で は 、 王 子 の 結 


婚 相 手 を 見 つけ る た め の 舞 踏 会 が 開か れる 。 城 の 近く 
に は シン デレ ラ や トレ メイ ン 夫 人 が 住む 屋敷 が 建つ 。 


[sewser>ho2 | ドレ ス を 作ろ う 


ヴェ ント ゥ ス は 、 な ぜ か 身体 が 縮ん だ 状態 で ネ 
ズミ 捕り に 引っ か か っ て いた 。 そ ん な 彼 を 助け 
た の は 、 シ ン デ レラ と ネズ ミ の ジャ ッ ク だ っ た 。 
シン デレ ラ が 継母 た ちの 嫌がら せ で 舞踏 会 の ド 
レス を 作れ ず に いる こと を 知っ た ヴェ ント ゥ ス 
は 、 ジ ャ ッ ク と 一 緒 に ドレ ス 作 り に 訂 走 。 途中 、 
ネコ の ルシファー に 隈 われ る も ドレ ス は 完成 し 、 
シン デレ ラ は 大 喜び で 舞踏 会 に 出発 し た 。 


[Leessz2 ヵ | ガラ ス の 鞭 の 持ち 主 は ? 


アク ア は フェ アリ ー・ ゴ ッ ド マザー に 頼ま れ 、 
部 屋 に 閉じ こめ られ た シン デレ ラ を 助け よう と 
益 病 する ネズ ミ の ジャ ッ ク を 手伝う 。 そ の か い 
あっ て 、 シ ン デ レラ は 無事 に 部 屋 か ら 出る こと 
が で き 、 ガ ラス の 靴 に 足 が 合 う 女 性 を 捜す 大 公 
の 前 で 靴 を 履い て みせ た 。 シ ン デ レラ に 災 始 し 
た トレ メイ ン 夫 人 ら の 負 の 感情 か ら ア ン ヴ ァ ー 
ス が 生み 出さ れる が 、 ア クア が これ を 整 退 し 、 
シン デレ ラ は 晴れ て 王子 と 結ば れる の だ っ た 。 


Lesuseg) | 暴走 する アン ヴァ ー ス を 倒せ 


サー キッ ト で は 、 レース に 参加 し て いる マシ ン の ほ 
か に アン ヴァ ー ス も 走行 し て いた 。「 レ ー ス に 出場 し 
な けれ ば サー キッ ト に 入っ て は ダメ 」 と ミニ ー た ちか 
ら 問 られ た テラ は 、 レ ー ス に エン トリ ー。 ア ン ヴ ァ ー 
ス を 退治 し つつ 、 キ ャ プ テ ン ・ ダ ー ク こと ピー ト を 破 
っ て 優勝 を 果たす 。 世 界 を 致 う た め な ら 間 に 革 ち る こ 
と も 覚悟 し て いた テラ は 、 レ ー ス を 通じ 、 ル ー ル を 破 
ら ず と も 目的 は 達成 で きる と 考え 直す の だ っ た 。 


= 


テイ 


2 


『 
上 所 


/ 


ズ ニ ー タ ウン 


登場 作品 | [ ssss ] 


ミッ キー が 治め る ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 城下 町 。 年 
に 一 度 、「 ド リー ム ・ フ ェ ス ティ バル 」 と いう お 祭り が 盛 
大 に 催さ れ 、 期 間 中 は さま ざま な イベ ント が 楽し め る 。 


[sssezyks2 | アイ ス 作り に 挑戦 ! 


ヴェ ント ゥ ス が 広場 を 訪れ る と 、 キ ャ プ テ ン ・ ジ ャ ステ ィ 
ス に 拐 し た ビ ピート が 話し か け て きた 。 ピ ー ト は 人 気 投票 の 賞 
品 ほ し さ に 、 目 に つく 人 に お せっ か い を 焼い て まわ っ て いた 
の だ 。 さ ら に ピー ト は 、 ア イス 製造 器 の 操作 方 法 が わか ら な 
く て 困っ て いた 三つ子 た ちの 助っ人 を 買っ て 出 た が 、 う まく 
アイ ス が 作れ ず 機 械 を 壊 そう と する 。 そ こ へ ヴェ ント ゥ ス が 
現れ 、 ア イス 作り に 成功 する と 、 ピ ー ト は 悔し そう に 退散 し た 。 


[emss2z) ] 今年 一 番 の 人 気 者 は ? 


正義 の ヒー ロー を 自称 する 、 キ ャ プ ブテン ・ ジ ャ ステ 
ィ ス こと ピー ト に か ら ま れ 、 対 応 に 困る アク ア 。 そ の 
と き ホ ー レ ス ・ ホ ー ス カラ ー が 、「 フ ルー ツ ス キャ ッ 
ター を 了 邪 廃 する アン ヴァ ー ス を 退治 し て 」 と 頼ん で く 
る 。 ア クア は 、 依 頼 を 受け ず に 逃げ 出し た ビ ピート に か 
わっ て 、 ア ン ヴ ァ ー ス を 一 掃 。 み ん な に 感謝 され 、 テ 
ラ や ヴェ ント ゥ ス と と も に 人 気 投票 で | 位 と な っ た 。 


Characters 


細 ミニ ー マ ウ ス 


Sqg 得 | 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 王妃 。 不 在 の 王 


様 に か わっ て 、 今 回 の ドリ ー ム ・ フ ェ ス 


ティ バル を 取り 仕切 る 。 


9 テイ ジー ダッ ク 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル の 貴族 の 娘 。 


ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ル で メカ ニッ ク を 担 
当 し て いる 兄弟 。 ドリーム ・ フ ェ ス ティ 


バル で は 、 ラン ブル レー シン グ を 開催 。 


三つ子 の アヒル た ち 。 ド リー ム ・ フ ェ ス 
ティ バル で は 、 ス クル ー ジ か ら も ら っ た 
アイ ス 製造 器 を 使っ て アイ ス 屋 を 開く 。 


(8 ) ホー レス ・ ホ ー ス カラ ー 


王様 と ミニ ー 王 妃 の 古く か ら の 友人 。 


ド 


リー ム ・ フ ェ ス ティ バル で は 、 フ ルー ツ 


スキ ャ ッ タ ー 場 を 管理 し て いる 。 


(9 】 プル ー ト 


王様 が か わい が っ て いる 犬 。 
10) ほう き の 召 使い 


王様 が 魔法 で 動く よう に し た ほう き 。 掃 


除 か ら 衛 兵 の 仕事 まで 何で も こなす 。 
総 キャ プ テ ン ・ ジ ャ ステ ィ ス 


人 気 投票 の 賞品 ほし さ に 、 ピ ー ト が 変装 
し た 姿 。 正 義 の ヒー ロー を 名 乗っ て いる 


が 、 余計 な お せっ か い ば か りす る 。 


(9 キヤ フ テン ダー ク 


_ もり だ が 、 反則 し 放題 で 人 気 が な い 。 


人 気 投票 の 賞品 ほし さ に 、 ピ ー ト が 変装 
し た 姿 。 ダ ー ク ヒー ロー を 渡 じ て いる つ 
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『 の ) 
g 
1 
加 
に 】 
# 
ヒ 当 
に 
〇 
上 
に 


W 


届 ] 


登場 作品 | [ sss ] 
出典 | 『 リ ロ & ス ティ ッ チ 』(2002 年 ) ほ か 

銀河 宇宙 連邦 が 統括 し て いる 世界 。 作 中 で は 、 連邦 
本 部 が ある トゥ ー ロ 星 と 、 試 作品 626 号 や ジャ ン バ 博 
士 を 護送 する 囚人 移送 船 ダ ー ゴ ン が 登場 。 


[ essex> ト s2) |] 絆 は 壊れ な い 
ヴェ ント ゥ ス は 、 謎 の 宇宙 船 を 訪れ 、 試 作品 
626 号 と 出会う 。 自 分 た ちの も の と 同じ 形 の お 
ー- 1 て 守り を 持つ 試作 品 626 号 に 親近 感 を 抱く ヴェ ン 
6 トゥ ス だ っ た が 、 ガ シン トッ ゥ 大 尉 に お 守り を 壊さ 
(か と れ た 試作 品 626 号 は 凶暴 化し て し まう 。 お 守り 
4 が 壊れ て も 絆 は 壊れ な いと 教え 、 試 作品 626 号 
の と 友情 を 深め る ヴェ ント ゥ ス 。 ふ た り は 宇宙 船 


く を 脱出 する も 、 試 作品 626 号 が 乗っ た 小型 算 は 


制御 不能 と な り 、 宇 宙 の 彼方 へ 飛び 去っ た 。 


し は 7255 S20 め COSG2AlpB 


es の] 最強 の 生物 に 芽生 えた 心 


秋 の 宇宙 船 で 密航 者 と し て つか まっ た アク ア 
を は 、 ア ン ヴ ァ ー ス 退治 と 試作 品 626 号 の 捜索 が 
や gz<307 3 | 。 雅 豚 し て いる と 聞き 、 宇 宙 船 の 資 任 者 で ある 議 


耳目 目 目 目 目 旧 > 両方 の 任務 を 受 大 。 角 内 を 探し まわ っ て 


「 
| 
| 
試作 品 626 号 と ジャ ン パ 博士 を 発見 する 。 試 衝 

0 ] 本 当 に 求め て いた も 愉 叶 品 626 号 が 、 テ ラ の も の を 真似 た お 守り を 作っ 

異 空 の 回 廊 で 謎 の 宇宙 船 に 捕 拓 され て 独房 に 入れ られ た テラ て 大 事 に 持ち 歩い て いる と 知っ た アク ア は 、 自 
は 、 キ ー プ レー ド を 使っ て 脱 狼 す る 。 そ れ を 見 て いた ジャ ン パ 分 が テラ と 友だち で ある こと を 試作 品 626 号 に 
博士 か ら 頼 まれ て 、 テ ラ は 試作 品 626 号 の 救出 に 手 を 貸す も の 伝え 、 新 た な 友情 の 絆 を 結ぶ の だ っ た 。 
の 、 解 放し た 試作 品 626 号 に つなが り の お 守り を 容 わ れ て し ま 

た 。 思 わ ず 取り 乱す テラ だ っ た が 、 自 分 が 心 の 奥底 で 求め て 
いた も の が 友 と の 絆 だ っ た と 悟り 、 お 守り を 返し て くれ た 試作 
品 626 号 に 「 友 だ ち 』 に つい て 教え る 。 


Characters 


人 作 品 626 号 (ステ ィ ッ ヲ ) 


ジャ ン バ 博 士 が 作り 出し た 宇宙 最 下 の 生 
物 兵 器 。 破壊 本 能 し か 持た な い は ず だ っ 

た が 、 テ ラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア と の 

会 い を 通じ て " 特 " に 目覚 め る 。 | 

(9 ジャ ン パ ・ ジ ュ キ ュー バ 情 士 | | 

試作 品 626 号 や 221 号 を 生み 出し た 、 自 称 | 

* 悪 の 天才 科学 者 | 

人 6 トッ 大 慰 っ | 

銀河 宇宙 連邦 軍 の 大 慰 。 試 作品 626 号 を | 

談 送 中 に 脱走 を 許し て し まい 、 汚 名 を 返 | 

上 し よう と アセ っ て いる 。 | 


⑳ e | 


銀河 宇宙 連邦 の 議長 。 規 則 に 上 厳しい が 柔 
軟 な 考え を 示す こと も 。 | 


} 

人 工作 品 221 号 スパ ー キ ー | 
626 号 が 完成 する まで に 生み 出さ れ た 数 | 
| 


多く の 試作 品 の ひと つ 。 体 内 に 電気 を た 
めこ み 、 自 由 に 放電 で きる 。 
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キー プレ ー ド 墓場 


登場 作品 | [ sr ][ ssss ] 

岩場 と 砂地 が 延々 く と つづ く 荒 野 。 大 いな る 光 の 心 を め 
ぐっ て キー ブレ ー ド 使い が 争っ た 「 キ ー ブ レ ー ド 戦争 」 の 
跡地 で 、 無 数 の キー ブレ ー ド が 墓標 の よう に 立ち 並ぶ 。 


[ efw ] 宿命 の 戦い 


砂塵 の 彼方 か ら 歩 いて きた の は 、 
間 の 探求 者 アン セム に 似 た 服装 の 老 
人 と 、 そ の 従者 だ っ た 。 負 姿 の 3 人 は 
老人 た ち に 戦い を 挑む も 、 簡 単に あ 
し ら わ れ て し まう 。 自分 た ちと の カ 
と する 鎧 の 女性 が 上 空 を 
見 上 げ る と 、 雲 の あい だ か ら 青 白く 
光る "キン グ ダ ム ハー ツ " が 現れ …… s 


回 
に 
き 
四 
回 
時 
を 


中 1 コ 荒野 に 集い し 閉 た ち 


キー ブレ ー ド を 手 に し た 鎧 次 の 3 人 が 、 数 え 切れ な い ほ どの 
キー プレ ー ド が 突き 立て られ た 荒野 に 集まり 、 十 字 路 の 中 央 で 
3 本 の キー ブレ ー ド を それ ぞ れ 引き 抜く 。 そ こ へ 、 砂 塵 の な か 
か ら 謎 の 人 物 が 歩い て きた 。 は た し て 、 こ の 人 物 の 正体 は ? 


[esses: ] 後 始 末 は 自分 で つけ る 


マス ター・ ゼ アノ ー ト の 策略 に より 、 師 
エラ クゥ ス を 討っ て し まっ た テラ は 、 み ず 
か ら の 手 で ゼア ノー ト と の 決着 を つけ よう 
と 、 キ ー プ レー ド 慕 場 を 訪れ る 。 時 を 同じ 
くし て ヴェ ント ゥ ス と アク ア も 駆け つけ る 
が 、 ゼ アノ ー ト と ヴァ ニタ ス の 圧倒 的 な カ 
の 前 に な すす べ も な い 。 それで も テラ は 、 
友 を 守り 師 の カタ キ を と る た め 、 ひ と り で 
ゼア ノー ト に 立ち 向かっ て いく 。 


[Lesssz>hs2) ] 純粋 な 光 と 韻 の 激突 


マス ター・ ゼ アノ ー ト の 目的 は 、 純 粋 な 
光 の 心 を 持つ ヴェ ント ゥ ス と 、 純 粋 な 聞 の 
心 を 持つ ヴァ ニタ ス を 戦わ せ て 、 え ブレ ー 
ド を 生み 出す こと だ っ た 。 そ う は させ まい 
と 、「 万 一 の と き は 自分 を 消し て ほし い 」 と 
テラ や アク ア に 頼む ヴェ ント ゥ ス 。 だ が 、 
ヴァ ニタ ス の 不意 打ち に 倒れ た アク ア か が 心 
を 奪わ れ そ うに な り 、 ヴ ェ ン トゥ ス は ヴァ 
ニタ ス と の 戦い を 余儀 な くさ れる 。 


Lesssz み ] 大 切な 友 を 取り も どす た め に 


テラ や ヴェ ント ゥ ス と 一 緒 に 、 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト の 
手 攻 に 必死 に 古 え る アク ア 。 し か し 、 ヴ ァ ニ タス の 不意 打 
ち を 受け て 気 を 失い 、 ミ ッ キ ー に 助け 起こ され た と き に は 、 
ヴェ ント ッ ゥ ス の 心 と 身体 が ヴァ ニタ ス に 乗っ 取ら れ て いた 。 
友 の 心 を 取り も ど し 、 ル ブレ ー ド を 破壊 すべ く 、 ア クア は 
ヴェ ント ゥ ステ ヴァ ニタ ス に 戦い を 挑む 。 
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登場 作品 |[ wp ] 
出典 | 『 ノ ー ト ルダム の 鐘 』(1996 年 ) 

フラ ンス 語 で 「 鐘 の ある 街 」 を 意味 する 名 前 の と お り 、 
大 き な 鐘 を 持つ ノー トル ダム 大 聖堂 が 建つ 街 。 大 聖堂 の 
建物 内 は " 吾 域 "と され 、 い か な る 権力 も 行使 で き な い 。 


[ese2 ] 痢 に 堕ち た 判事 


街 で フロ ロー に 追わ れる エス メラ ル ダ 
を か くま っ た リク は 、 ジ プシ ー 和 狩り に 執 
念 を 燃やす フロ ロー に 聞 の 気配 を 感じ て 、 
彼 を 追う こと に し た 。 ジ プシ ー を 憎む あ 
まり 痢 に 堕ち た フロ ロー は 、" 神 が 違わ し 


sr ナイト メア を 従え て 和 持 
[eps) ] 心 を 閉じ こめ て いた 青年 間 S 還 間 の 汚 に し て し まう が 、 リ ク の 活躍 で 
前 ナイ トメ ア は 句 さ れ 、 告 は 玖 わ れる 

ソラ は 大 聖堂 に 紗 閉 され て いた 青年 カジ モ ド と 出会う 。 彼 は 。 


本 い 外 見 の せい で 自分 に 自信 が 持て ず に いた が 、 ジ プシ ー の エ お まま: 受け 5 が WU/ 
ス メ ラ ル ダ と の 出会い を 機 に 少し ずつ 変わ り は じ め る 。 そ ん な 
と き 、 ジ プシ ー を 憎む フロ ロー に エス メラ ル ダ が つか まっ た 。 
ソラ は カジ モ ド や フィ ー バ ス と 協力 し て エス メラ ル ダ を 救出 し 
た の ち 、 フ ロロ ー が 従え る 巨大 ナイ トメ ア を 撃退 。 カ ジ モ ド も 
フロ ロー と の 決着 を つけ 、 外 の 世界 へ と 歩み 出す の だ っ た 。 


I4 」 | 


Characters 


記 カジ モ ド @ | 
カジ モ ド 。。  〈 | | 
大 聖堂 で 鏡 つ き を 務め る 青年 。 生 まれ な | 
が ら に 本 い 容姿 を し て お り 、 そ れ を 理由 | 
に フロ ロー か ら 外 出 を 禁じ られ て いる 。 
エス メラ ル ダ @ | 
ジブ シー の 踊り 子 。 カ ジ モ ド に と っ て 生 | 
まれ て は じ め て の 人 間 の 友だち に な る 。 


| フロ ロー の 


大 聖堂 が ある 街 の 判事 。 街 の 治安 を ジブ 
シー た ち が 乱 し て いる と 考え て お り 、 彼 
ら を 執 効 に 排除 し よう と する 。 
二 フィ ー バ ス ら 
街 の 警備 隊長 。 強 引 な 手段 用 いる フロ 
ロー に 反発 し 、 追 放さ れ て し まう 。 
M ユー ゴ 例 | 
大 聖堂 に 飾ら あれ て いる ガー ゴイ ル の 石像 
の ひと り 。 カ ジ モ ド 、 ソ ラ 、 リ ク の 前 で 
は 、 動 いた り し ゃ べったり する 。 お 調子 
者 で ケン カ っ 早い 。 
ヴィ クト ル 人 @ 
ユー ゴ と 同じ 、 ガ ー ゴ イル の 石像 の ひと 
り 。 温 厚 か つ 思慮 深い 性格 。 
ラヴ ァ ー ン 
ユー ゴ と 同じ 、 ガ ー ゴ イル の 石像 の ひと 
り 。3 人 の 石像 の まとめ 役 で 、 カ ジ モ ド 
に と っ て は 母親 的 存在 。 
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[epo う |] リン ズラ ー は トロ ン ? 


ザ ・ グ リッ ド を 訪れ た ソラ は 、 見 覚え の ある 風景 と サム た ち 
の 話 か ら 、 こ こ が 以 前 トロ ン と 出会っ た 電子 世界 の オリ ジ ナ ル 
版 の 世界 だ と 知る 。 し か し 、 こ の 世界 に いる トロ ン は 、 ク ルー 
に よっ て リン ズラ ー と いう 敵対 プロ グラ ム に 改造 され て 記憶 を 
失っ て いた 。 ソ ラ は トロ ン の 記憶 を も どす た め に クル ー の も と 
へ 乗り こみ 、 リ ンズ ラー と 対決 。 戦い の さなか 、 ソ ラ は クル ー 
の 攻撃 か ら 自 分 を か ば っ て くれ た リン ズラ ー を 見 て 、 彼 に 心 が 
通じ て トロ ン の 記憶 が も どっ た と 確信 する 。 


ザ 


・ グ リッ ド 


登場 作品 


[ @3D 」] 


出典 


| 『 ト ロン : レガ シー』(2010 年 ) 


コン ピュ ー タ 内 に 広がる 電子 空間 。 ケ ヴィ ン が 理想 痢 
を 目指 し て 創造 し た 世界 だ が 、 開 発 支援 用 プロ グラ ム 
の クル ー が 反乱 を 起こ し て 乗っ 取っ て し まっ た 。 


[espe2 ] 父 と 子 の 別れ 


ザ ・ グ リッ ド に 降り 立っ た 直後 、 ク 
ルー の 兵隊 に つか まっ た リク は ライ ト 
サイ クル に 挑戦 させ られ る も 、 ス キ を 
突い て 逃亡 。 途 中 で 出会っ た サム た ち 
に 同行 し 、 彼 ら が 現実 世界 へ 脱出 で き 
る よう 手 を 貸す こと に し た 。 現実 世界 
へ の 出口 で は 、 ク ルー が ナイ トメ ア を 
けし か け て きた が 、 リ ク が これ を 簿 退 。 
さら に 、 ケ ヴィ ン が 自分 を 般 牲 に し て 
クル ー を 食い 止め た お か げ で 、 サ ム と 
クオ ラ は 現実 世界 へ の 脱出 を 果たす 。 


de 人 | 


Characters 


倫 》 ム @ 


電脳 世界 ザ が ・ グ リッ ド の 創造 主 ケ ヴィ ン 
の 息子 。 行 方 不明 に な っ て いた 父 を 現実 
世界 へ 連れ も ど そ うと する 。 


人 24 ラ り 
電脳 世界 の 新生 命 体 |S0( ア イソ ー) の 最 
後 の 生き 残り 。 自 分 の 命 を 救っ て くれ た 
ケヴィン の た め な ら 危 険 も いと わな い 。 


9 ウィ ン 9 
ザ ・ グ リッ ド の 創造 主 。 ク ルー が 反乱 を 
起こ し た せい で 、 ザ ・ グ リッ ド か ら 現 実 
世界 へ も どれ な く な っ て いた 。 


@ フラ ッ ク ガ ー ド @ 
黒 ず く め の 兵 士 型 プ ログ ラム 。 ク ルー の 
命令 に 忠実 に 従う 。 


(5 ) クル ー 人 


ザ ・ グ リッ ド を 開発 する さい 、 ケ ヴィ ン 
が 自分 に 似せ て 作っ た プロ グラ ム 。 完璧 
な 世界 の 借 造 を 実現 する た め に 反乱 を 起 
こし 、 ザ ・ グ リッ ド を 支配 下 に 置い た 。 


9 リン ズラ テー 
サム や クオ ラ を 執 効 に 追う 戦士 。 そ の 
体 は 、 か つて ソラ と 一 緒 に 戦っ た こと も 

ある プロ グラ ム 「 ト ロン 」 だ が 、 ク ルー の 

手 で 改造 され て 記憶 を 失っ て いる 。 


人 
委 


ン の 】 


[名 】 
に 
S 
号 
る 

ミ 

) 
き 
に コ 
に 
っ)】 
中 
を 


io 細 ゅ / る 
2 れ よ 早く ピノ キオ を 見 つけ がい ツ % 
あの 池 記 回 IO まめ ら 2 


[espo5 ] ピノ キオ を 救い 出せ 


夜 の 遊園 地 を 訪れ た ソラ は ジミ ニー と 出会い 、 こ の 遊 | 


地 に 


迷い こん だ ピノ キオ を 探す こと に 。 ナ イト メア に 角 わ れ て いた 
ビ ノ キ オ を 無事 に 救出 する ソラ だ っ た が 、 直 後に ビ ノ キ オ と ジ 
ミニ ー は ゼ ベ ペット を 捜し に 行っ て モン スト ロ に 飲ま れ 、 モ ンス 


トロ も 巨大 ナイ トメ ア に 氷 づ け に され て し まっ た 。 ソ ラ は 巨大 


ナイ トメ ア を 倒し て モン スト ロ を 氷 か ら 解 放す る も の の 、 モ ン 


スト ロ は ジミ ニー と ピノ キオ を 飲み こん だ まま 姿 を 消す 。 


Characters 8 


総 ピノ キオ @ 


ゼ ペ ッ ト が 作っ た 木彫 り の 人 形 。 本 物 の 
人 間 の 子ども に し て も ら う た め 、 い い 子 
に な ろう と 頑張 っ て いる 。 


@) ポニ ー・ ク リ ケ ッ ト @ 


プル ー・ フ ェ ア リ ー か ら ピ ノ キ オ に 良心 
を 教え る こと を ま か さ れ た 、 し っ か り 者 
で 良識 の ある コオロギ の 紳士 。 


5 セ ベ ッ ルト @ 
木彫 り 職人 の 考 人 。 ピノキオ が 本 当 の 子 
ども に な る よう に と プル ー・ フ ェ ア リ ー に 
原 い 、 半 分 だ け か な えて も ら っ た 。 
《@9 フル ー・ フ ェ ア リ ー @ 


ゼ ペ ッ ト の 願い を 聞き 届け 、 木 彫り の 人 
形 の ピノ キオ に 命 を 与え た 妖精 。 


(5 ) モン スト ロ ら 


舶 さえ も 飲み こむ 巨大 な クジ ラ 。 ピ ビ ピノ キ 
オ を 捜す た め に 海 に 出 た ゼ ペ ッ ト や 、 彼 
を 追っ た ピノ キオ た ち を 飲み こん だ 。 


94 Nebo 


プラ ンク スタ ー ズ ・ パ ラダ イス 


登場 作品 |[ es ] 


出典 | 『 ビ ピノ キオ 』(1940 年 ) 


子ども が 好き な も の ば か り が 並ぶ 遊園 地 。 こ ご ここ で 人 遊 
び つ づけ た 子ども は 、 ロ バ に され て し まう 。 遊園 地 の 
近く の 海 に は 、 怪 物 ク ジラ の モン スト ロ が 住ん で いる 。 


ep ] 過去 の 自分 と の 家 授 


リク は モン スト ロ の 体内 で ゼ ペ ッ ト 
に 出会い 、 ピ ノ キ オ の 捜索 を 引き 受け 
る 。 提 し まわ っ た すえ に 、 黒 コー ト の 
人 物 に 連れ られ た ピノ キオ を 発見 する 
が 、 黒 コー ト の 人 物 の 正体 は 、 間 に 染 
まっ て いた ころ の リク の 幻 だ っ た 。 間 
に 堕ち た 過去 を 思い 返し て 落ち こむ リ 
ク 。 し か し 、 ビ ピノ キオ た ち に 励ま され 
た 彼 は 、 モ ンス トロ の 体内 で 暴れ る 巨 
大 ナイ トメ ア を 倒し た の ち 、 ピ ノ キ オ 
を ゼ ペ ッ ト の も と へ 連れ 帰っ た 。 


リロ ント リー・ オ プ ・ ザ ・ マ スケ ティ ア 


登場 作品 | [ eo ] 


出典 | 『 ミ ッ キ ー、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー の 三 銃 士 』(2004 年 ) 


ミッ キー な ど お な じみ の キャ ラク ター た ち が 、「 三 銃 士 」 の 


[sss ] 大 事 な の は 友情 と 心意気 


銃 士 見 習い を し て いる ミッ キー た ちと 出会っ た ソラ は 、 彼 ら 
に 協力 し て ミニ に つく 。 と ころ が 、 王 女 を 狙う 黒 
但 は 銃 士 隊長 の ピー ト で 、 ミ ッ キ ー た ち が 護 衛 に 選ば れ た の も 
王女 を 誘拐 し や すく する た め の 策 略 だ っ た 。 ミ ッ キ ー た ち は 真 
相 を 知っ て 意気 消沈 する も 、 お 互い の 友情 と 銃 士 と し て の 心 意 
気 が 大 事 だ と 再 確認 し 、 ソ ラ と 一 緒 に オペ ラ 座 へ 急行 。 も う ひ 
と つの 世界 に いる リク の 活躍 も あっ て ピー ト を 倒し た ミッ キー 
た ち は 、 王 女 を 救出 し 、 正 式 に 銃 士 に 任命 され た 。 


| Characters 


登場 人 物 に 投 し た 世界 。 オ ペラ 座 や 修道 院 モ ン ・ サ ン ・ ミ ッ 
シェ ル と いっ た 実在 の 建物 も 登場 する 。 


必 s30( り 2) | た と え 離 れ て いて も 


オペ ラ 座 に て ピー ト た ち を 見 か けた 
リク は 、 彼 ら を 追跡 する 途中 で 、 大 き 
な 箱 に 閉じ こめ ゆら れ て いた ミニ ー 王 タ 
を 救出 。 王 女 か ら 、 ミ ッ キ ー た ち が ワ 
ナ に ハメ られ よう と し て いる と 聞き 、 
ビー グル ・ ボ ポー イズ を や っ つけ て ワナ 
を 解除 する 。「 銃 士 さ な が ら の 活躍 で し 
た 」 と 王女 に ほめ られ た リク は 、 王 女 に 
うな が され 、 銃 士 隊 の 心得 「 ひ と り は み 
ん な の た め に 」 を 宣言 し 、 ソ ラ や ミッ キ 
ー た ちと の 絆 を 感じ る の だ っ た 。 


dE 


ミッ キー 
近衛 銃 士 隊 の 見 習い 隊員 。 身 体 は 小さ い 
が 、 銃 士 と し て の 心 は 誰 に も 負け な い 。 


ドナ ルド 


近衛 銃 士 隊 の 見 習い 隊員 。 ち ょ っ ぴり 有 
病 で 、 任 務 を 放棄 し て 逃げ 出す こと も 。 


グー フィ ー 


近衛 銃 士 隊 の 見 習い 隊員 。 の ん びり 屋 で 
マイ ペー ス な 性 格 。 


この 国 の 王女 。 何者 か に 狙わ れ て いる と 
感じ て 、 近 衛 銃 士 隊 に 護衛 を 要請 し 、 護 
衛 に つい た ミッ キー に ひと 目 ぼ れ す る 。 
プル ー ト 

ミッ キー が か わい が っ て いる 犬 。 
ピー ト 

ピー ト ( 海 農 姿 ) 

近衛 銃 士 隊 の 隊長 。 野 心 家 で 、 ひ そ か に 
国王 の 座 を 狙っ て いる 。 


ビー グル ・ ボ ー イ ズ 


ビ ピート の 手下 の 事 者 3 人 組 。 い つも へ マ 
を し て は ビー ト に し か られ て いる 。 


時 


呈 
デ 
S 
4 
ぎ 
由 
) 
き 
ミ 
に コ 
[3】 
時 
に 
る 


[ep ] 痢 を 払う 音楽 の カカ 


ソラ が 訪れ た の は 、 修 行 時 代 の ミッ キー が いた ころ の 不思議 
な 夫 で 、 ミ ッ キ ー は 楽譜 か ら あ ふれ 出る 痢 の せい で 悪夢 に うな 


され て いた 。 こ の 痢 は 、 ト ラヴ ァ ー ス タウ ン か ら 逃 げた ナイ ト 
メア が 寄 譜 に と りつ いた た め に 発生 し て いる らし い 。 ソ ラ は 音 


楽 の 世界 で 音 の 力 を 手 に 入れ 、 も う ひ と つの 世界 に いる リク が 
入手 し た 音 の 力 と 合わ せる こと で 、 楽 置 の 間 を 除去 。 楽 譜 の な 
か へ 入り こん で ナイ トメ ア を 倒し 、 ミ ッ キ ー を 悪 夢 か ら 救 う 。 


OE 徐 


Characters 


総 ミッ キー @ | 
イェ ン ・ シ ッ ド の も と で 修行 を し て いた | 
ころ の 王様 。 師 匠 が 留守 の あい だ に 廃 法 
を 使っ た せい で ナイ トメ ア を 呼び 寄せ て 
し まい 、 悪 夢 に と ら わ れ た 。 


0 5 き @ 
水 く み を さぼ ろう と し た ミッ キー が 、 廃 
法 で 動く よう に し た ほう き 。 
6) チエ ルナ ポ ボー グ @ 
は げ 山 の 頂上 に 現れ た 漆黒 の 魔 信 。 大 き 
な 思 を 持ち 、 炎 の 球 を 放っ た り 悪 霊 を 呼 
び 出 し た りす る 。 


@ 吾 時 @ 


チェ ルナ ポー グ が 呼び 出し た 亡霊 た ち 。 
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シン プ 弓 ー* オ プ ソ ー リ リー 
登場 作品 |[ es ] 
出典 | 『 フ ァ ン タ ジ ア 』(1940 年 


) 

不思議 な 塔 に 置か れ た 楽譜 の な か の 世界 。「 田 園 」 
『 く る み 割 り 人 形 』「 は げ 山 の 一 夜 」 な ど 、 ク ラシック 音 
楽 の 名 曲 を イメ ー ジ させ る 風景 が 広がる 。 


マ U'5 間 2 
囚 れ くる の ホーー 


[Leo ] 友だち と 音 を 重ね て 


リク が 出会っ た 修業 時 代 の ミッ キー 
は 、 楽 譜 か ら あ ふれ る 痢 の せい で 悪夢 
に 悩ま され て いた 。 ミ ッ キ ー を 救う ペ 
く 音 楽 の 世界 に 入り こん だ リク は 、 火 
山 の 魔 人 に 襲わ れる も 、 な ん と か 撃退 
し て 音 の 力 を 持ち 帰る こと に 成功 。 そ 
の 音 だ け で は 間 を 払う 力 は 足り な か っ 
た が 、 も う ひ と つの 世界 に いる ソラ が 
手 に 入れ た 音 の 力 と 合わ さる こと で 音 
楽 と な り 、 楽 譜 の 間 を 消し 去っ た 。 


] 


ー 部 の ワー ルド で は 、 ソ ラ た ちの 外見 が その ワー ルド の 雰囲気 
こ 合 わせ て 変化 する 。 彼ら の 華 豚 な 変身 ぶり を 、 と く と ご 覧 あれ 。 


[ si ] 海 の な か の 世界 な の で 、 水 中 を 自由 に 泳ぎ まき わる の に 
適し た 、 海 洋 生 物 を モチ ー フ と し た 次 に 変身 する 。 


年 ワー ルド に よっ て は 
キャ ラク ター だ け で な 
く 、 武 器 の 見 た 目 も 一 
緒 に 変化 する こと も 。 


[ wi ] ホラ ー 映 画 に 出 て くる モン スタ ー の よう な 、 恐 ろ し げ 
[ sn ] な 格好 に 。『KHI』 で の ソラ は 、 フォ ー ム を 切り か える と 
[ww] 頭 に つけ て いる お 面 も 変化 する と いう こだわ り よ うだ 。 


Y 志 [erm] 『KHT FM』 の ハロ ウィ ンタ ウン で は 、 ク リス マス タウ 
ン 滞在 中 の み 、 ソ ラ た ちの 外見 が クリ スマ ス 風 に な る 。 


ソラ の フォ ー ム に よる お 面 の 変化 


| プレ イプ フォ ー ム ウィ ズ ダ ム フ ォ ー ム | | 


アン チ フ ォ ー ム 


KINGCDGM HEARTS SERIES ARiANIUETEMANIA 


9Z 


3PinD PHOW て 191deu う | < に) は EL2I2T 肖 穫 に (CIGS】 ] [3 


DeiAcld ん KO35 Hi Sde4ID ] る 


49gD Ry Paide う 1 て う 


[ sr ] 昔 の モノ クロ アニ メ を 再現 し た 世界 に 合わ せ て 、3 人 [ sw ] アフ リカ に 実際 に 生息 し て いる 生き 物 が モチ ー フ 。 ち 
と も 初期 の ディ ズ ニー アニ メ 調 の 次 に 変身 。 な み に 、 グ ー フ ィ ー の モデ ル は リク ガメ で 、 ア トラ ン 


ティ カ で の ウミ ガメ と は 外見 が 少し ちがう 。 


レト ロ な コン ピュ ー タ 風 の 服装 。 ソラ は 、 身 体 の 各所 に 
走る ライ ン の 色 が 、 フ ォ ー ム の 色 に 合わ せ て 変化 する 。 


[ esp ] スペ ー ス ・ パ ラノ イド バー ジョ ン に 似 て 
いる が 、 身 体 の 各所 に ある ライ ン の 入り 
か た が 、『KH 3D』 で の 通常 の 衣装 に 合わ 
せ た も の に な っ て いる 。 


8 kuu6DoOvukMRNRESEER 


H 由 MG の ソジン の ウニ が 


『KHI」 で の ソラ の 衣装 は 、 通 常 の も の (一 P.14) の ほか に 特殊 
な 服装 (フォ ー ム ) が 6 種類 存在 し 、 フ ォ ー ム チェ ンジ で 一 時 的 に 変 
更 で きる 。 各 フォ ー ム は それ ぞ れ 異な っ た 力 を 秘め て お り 、 種 類 に 
応じ て 攻撃 手段 や 移動 能力 が 変化 する の だ 。 


の っ 


を 
い 


武器 に よる 攻撃 を 得意 と 
し 、2 本 の キー プレ ー ド を 
使っ て 二刀流 で 戦え る 。 そ 


N、 の か わり 、 廃 法 に よる 攻撃 4 ーー 
議 。、 や 回 復 は 行なえ な い 。 ウィ スタ ダム フォ ー ム 


すべ て の 魔法 の 性 能 が 上 
が り 、 基 本 技 が 弾 を 撃つ 攻 
届 に な かる 。 ス ライ ド す る よ 
うに 低空 飛行 で すばやく 移 


力 に と ら わ れ て お り 、 動 き 
は 機敏 に な る が 、 魔 法 や ア 
イ テ ム が 使用 で き な い 。 


が 使え る 。 ジ ャ ン フ 
場 か ら の 落下 中 に 、 空 中 で 
ジャ ンプ する こと も 可能 。 


『KHI FM』 で 追加 され た フ 
ォ ー ム 。『KHI』 で お な じみ 
の アビ ピリ ティ の 数 々 を 使う 
こと が で きる 。 
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※ 掲 載 し て いる CG は オリ ジ ナ ル 版 の も の 。 フ ァ イ ナ ルミ ックス 版 で は カラ ー リ ング が 異な る 


【 エ ネ ミ ー 事 典 】 

これ まで の 「KH』 シリ ー ズ で は 、 闇 の 世界 に 属す る 4 つの 種族 の 魔物 が 敵 
と し て 登場 し た 。 過 去 の 作品 で 姿 を 見 せ た 各種 族 の 腐 物 の ほか 、 最終 ボス 
や 隠 レ ボス と いっ た 印象 深い 強敵 た ち を 一 挙 に 紹介 し よう 。 


痢 に と ら わ れ て 肉体 か ら 離 れ た 心 が 魔物 と 化し た 存在 。 自 然 発 
生 し た 「 ピ ュ ア プラ ッ ド 」 よ り も 、 人 工 的 に 作ら れ た 「 エ ンプ レム 」 の 
ほう が 、 圧 倒 的 に 種類 が 多く 攻撃 方 法 も 豊富 。 
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ノー バテ 


\ 


心 が 失 われ て 抜け 殻 と な っ た 肉体 と 魂 が 変じ た 魔物 。 人 型 の も 
の は 、 基 本 的 に 身体 を 流動 的 に 変形 させ つつ 攻撃 を 行なう 。 人 
型 以 外 の も の は 、 グ ミ シ ッ プ で の 移動 中 に 敵 と し て 姿 を 現す 。 


[ si ][ em ][ spss ] 


1 人 
Ad Is 
sed 島 


科 ダス ク 
き クリ ー パ ー 
全 ドラ グー ン 


生 アサ シン 


短 サム ライ 


旨 スナ イ バ パー 


回 


伯 ダン サー 


人 き パー サー カー 


人 0) ギャ ンプ ラー 


人 ソー サラ テー 


旨 トワ イラ イト ゾー ン 


@ ナイ ト ^ へ ※ ド 


) リン グ タ イプ 


⑳ キャ リア ー 


⑯ ミサ イラ ー | 


⑯ ミサ イラ ーB 


⑯ ルリ ング 
人 フラ イヤ ー 


人 タン ク 


@) リング タ ンク 


⑳ リボ ル バ ー タ ンク 


(⑳ キャ ッ チ ャ ー 


⑯ アタ ッ カ ー 


人 ⑳ ミラ ー ジ ュ 
フロ ー テ ィング マイ ン 


人 ⑳ フロ ー テ ィング マイ ン B 


⑳ マジ カル フラ イヤ ー 
人 ⑳ シー ルド 


) スピー ダー 


) スピ ー ダ ーB 


@⑳ キマ イラ 
⑱ マッ ドラ イダ ター 


elelelele ls 
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怒り や 憎悪 と いっ た 負 の 感情 か ら 生 まれ た 闇 の 生き 物 。 す る どい 
ライ ン を 持つ 赤い 目 の 形 が 、 発 生 源 と な っ た 感情 を 表し て いる 。 
バト ル で は 、 ト リッ キー な 動き を する も の が 多い 。 


EEEEE 


簡 フラ ッ ド る 
生 スク ラッ パー 【) 
生 ブル ー ザ ー 人 
生 レッ ド ホ ッ ト チ リ @ 
】 
@ 
全 


和 ブル ー シ ー ソ ルト 
生 イエ ロー マス ター ド | 
旨 プラ イズ ボ ポット 
3 リン ガー ポッ ト 
還 モノ トラ ッ カ ー ら 
⑩) ソー ン バ イト の 
人 シュ ー ゲ イザ ー 回 
伏 ロス トラ ン ナ ー 
人 チェ スト スパ イダ ー 信 
人 フレ イム ボッ クス 
《 アー チレ イブ プン 
レイ ザー バニ ー 
人 ⑳ シェ イド ジェ リー 
| イ リタ ブル タ ンク 
(6 ダイ エッ トタン ク 
⑩ メデ ィ シ ン ボ トル @ 
全 サバ イ バ ル ボトル 
(9 ソニ ッ ク ブ ラス ター 人 
⑳ パイ ルフ ェ イ ス 全 
⑳ エレ メン トク ラス タ 
人 ワイ ルド ブル ー ザ ー 
マン ドレ イク 
⑳ ラン チン グ プ ラ ント 
生 バッ クル ブル ー ザ ー 
還 クロ ノ ツ イス ター 
⑳ アッ クス フラ ッ パ ー 
人 ジェ リー ボー ル 
ジェリ ー グ リー ティ ー 
⑯ スプ リン グロ ウデ ィ 
⑳ ホイ ー ル マス ター 
人 マッ ド ト レン ト 
) シン フォ ニー マス ター 
⑳ カー ス ド キ ャ リッ ジ 
トリ ニテ ィ ア ー マ ー 
人 メタ モル フォ シス 

ミミ ッ ク マ スタ ー 
0 アイ アン プリ ズ ナー1 
アイ アン プリ ズ ナー 
仙 アイ アン プリ ズ ナー 
⑳ アイ アン プリ ズ ナ ー 
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や \ | 眠り に 閉ざさ れ た 世界 に 巣 くう 魔物 。 敵 と し て 現れ る 邪悪 な 
La 入 。 「 ナ イト メア 」 と 、 仲 間 に な っ て 一 緒 に 戦っ て くれ る 善良 な 「 ス 


ピリ ッ ト 」 が お り 、 そ れ ぞ れ カ ラー リン グ が 異な る 。 


[ ws ] 


| ナイ トメ ア | 


S MEMORIAL ULTINAANIA 


| 人 W アナ モグ ラー 

| 人 スペ ルカ ン 

| 介 イカ ゲソ ー ド 

| 9 ハチ クイ ー ン 
⑳ ハチ コマ ンタ ダー 


| 倫 ワン ダニ ャ ン 

| 給 ハナ タダ ワンニャン 

| 人 キン グ ダ ニ ャ ン 

| 人 タマ シー プ 

| 人 ヤキ ホー ン 

| ヤギ サイ バー 

0 コウ モリ バッ ト 

| 人 ハリ ライ オン 

| 9 へ ビ ト カゲ 

| 9 ネ ク ッ ポ イ 

| 細 クマ バン ダー 

| 0 クマ ダダ イサ ー カ ス 

| 人 ドク ドク サン ショ 

| 旨 ネコ キャ ッ ト 

| 介 フル ー ツ キャ ッ ト 
イイ フラ ワー 

| ワル フラ ワー 

人 ⑳) ソウ エレ ファ ント 


0 カエ ル お うじ 


ぐ ⑥) カエ ル ソ ル ジャ ー 
⑨ カエ ル シ ェ フ 。 


人 ドリ ル サ イ 


| 人 ツノ ケラ ト プ ス 


⑳ ガン ミ フク ロウ 


@ アァ シカ ルー 


⑳ ツノ カフ ト 


タホ ウ カ フト 
@⑳) ハサミ クワ ガタ 


因 ナル バー ド 


⑳ タカ イー グル 


ギョ ライ ギョ 


人 ホネ フィ ッシュ 


⑳ タツ ホー ス 


(0 モエ ロタ ツ ホ ー ス 


⑮ アイ スペ ン ギ ン 


人 ⑳ アシ カジ ャ グラ ー 
信 バカ ンス シー ル 
| 9 オバ ケ ビ ピエ ロ 
| 人 ⑳ オバ パケ ゴー スト 
| ⑩ イダ テン キリ ン 


Ss7 三 
ミミ バニ ー 


人 マジ ッ ク ラ ビッ ト 
人 ボウ クン レッ クス 


⑳ ボン ツ ビ ワイ ルド 


| ハラ グチ アヒル 
| 人 ドラ ゴン モドキ 
⑯) オー ララ イオ ン 


⑯) キバ タイ ガー 


⑯) ハン サム ペガサス 


⑮ エレ キュ ユニ コー ン 


⑳ リュ ウド ラゴン 
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最終 ボス 


冒険 の ラス ト に 立ち は だ か る 強敵 た ち 。 彼ら を 倒せ ば 、 物語 は エ 
ン デ ィング を 迎え る の だ 。 な お 、 最終 バト ル 直 前 に 戦う 相手 の う 
ち 、 物 語 上 で 重要 な 役割 を 持つ 敵 に つい て も 紹介 し て いる 。 


[sr ] ワー ルド オブ カオ ス 

アン セム が 変身 し た 次 。 最 上 
部 に 位置 する 本 体 は 、 各 所 
され た ルー ムコ ア や メイ ンコ ア 
の 力 で 守ら れ て いる 。 


[ wi ] アン セム 
"世界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " を 
勢力 を あや つっ て い 

1 、 攻 撃 や 防 
中 を 行なう ほか 、 相 手 に 取り つい 
て 動き を 封じ る こと も ある 。 


人 


[| wr |] ゼム ナス 

“人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " の 完 
成 を 画策 する 、 加 機関 の リー ダー。 
放 に な っ た り 巨 大 ドラ ゴン に 騎 
乗 し た り と 、 多 彩 な 戦闘 スタ イル 
を 駆使 し 、 最 は ツラ モリ 
生 ク の ふた り と 武器 を 交え る 。 


[ss]???? で 


本 の キー ブレ ー ド を あ 
や つり 、 激 し い 連 続 攻 
撃 を くり 出す 。 


キー プレ ー ド 戦争 の 再来 を 
も くろ む キ 
ー。 瞬間 移動 を 
的 な が パワー で テ 


攻め こむ 。 


[soss ] シオ ン 


四 


内 COM( ソ ラ ) | マー ルー シャ 
_ 忘却 の 城 を 管理 し て いる 、 肖 機 


強力 な 防御 能力 
撃 を つぎ つぎ と 弾き 返す 。 


れ た レプ リカ 人 形 。 形 ! 


ニッ タク レイ の や ドラ お グ か る 、 
ソラ と 同じ 技 を 使う の が 特徴 。 


[swse う |] テラ ニ ゼ アノ ー ト 


ソラ の 


吸収 する た め に 作ら 


信 


バト ル を 仕掛 け て くる 


を 止め る た め に 立ち は だ 
か る 。 ロ クサ ス が 投げ つ 
けた キー プレ ー ド (過ぎ 
去り し 思い 出 ) を 使用 。 


sy | ヴァ ニタ ス 

ヴェ ント ゥ ス か ら 取 り 出 され た 
心 の 聞 に よっ て 生ま れ た 存在 で 、 
ヴェ ント ゥ ス の 精神 世界 へ と 侵 2 
し 、 融 合 を 図る 。 倒 され そう に な 
る と 、 強 制 的 に ヴェ ント ゥ ス と デ 


[ sss の 2 ァ ) 

ヴェ ント ゥ スー ヴァ ニタ ス 
ヴェ ント ゥ ス と 融合 し て 身体 

を 乗っ 取っ た ヴァ ニタ ス 。 バ ト 

ル に は 、 ア クア へ の 加勢 と し て 

ミッ キー( 王 様 ) する 。 


Lespeo 
青年 ゼア ノー ト 
過去 か ら や っ て きた 、 若 か 
り し ころ の マス ター・ ゼ アノ 
ー ト 。 ダメ ー ジ を 受け て も 、 
時 計 と 融合 し て 時 間 を 巻き も 
ど し 、 体 力 の 回 復 を 行なう 。 


[Lespeg ] ゼム ナス 

ソラ を 闇 の に 引き こも 
うと する 、“ 真 の 通 機関 "の 一 
員 。 バ トル は 、 ビ ル を 
投げ つけ る 大 技 を 使用 する 。 
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テラ の 身体 を 乗っ 取っ た マス ター・ 
3 体 を 失っ て も な お 選 
で 立ち 上 が る 鎧 次 の テラ 
、 引 導 を 渡す べく 襲い か か る 。 


ィ メ ンション リン ク を 行なう 。 


匠 」 
テラ ニー ゼア ノー ト 
テラ の 身体 を 奪い 、 さ ら に 心 も 
制 圧 し よう と し て いる マス ター・ 
ゼア ノー ト 。 背後 の 怪物 が アク ア 
を 異 空間 へ 引き こむ と 、 テ ラ の 幻 
* 現 れ て アク ア に 力 を 貸す 。 


[ee 
ナイ トメ ア ・ ア ー マ ー ヴ ェ ン トゥ ス 


ソラ の 心 を 悪夢 か ら 守 っ て いる ヴェ ン 
トゥ ス の 人 鎧 が 覆 わ れ た 姿 。 倒 さ 


れ そ うに な っ た と き に は 、 リ ク の 『 ナ イト 
メア チャ ー ジ 』 以 外 の コマ ンド を 封じ る 。 


物語 の 流れ に 関係 し な い 位置 づけ の ボス や 、 フ ァ イ ナ ルミ ックス 
隠 | ボス &n 追加 ボス 版 な ど で 追加 され た ボス た ち 。 ほ と ん どの 敵 は 、 最 終 ボ ス を は る 


か に 超え る 強 さ を 持ち 、 倒 す に は 相当 の 腕 が 要求 され る 。 


[ si ] ファ ント ム |] セフィロス 


ネバ パー ラン ド の 時 計 台 に 現 闘技 大 会 の 試合 「 プ ラチ 
れる 隠し ボス 。『 死 の 宮 告 』 の ナマ ッ チ 」| 遠 


の ンド ダグ ウ シ グラ が * 舞 ly、 で 届く 斬 撃 の ほか 、 相 手 


トッ プ 系 の 』 計 の 3 レ の NN の HP と MP を ほぼ ゼロ に す 


を 止め る と 一 時 倍 か 島 因 、 る 「 心 無い 天使 』 が 脅威 。 


[wiw ] カー ト ・ ジ 


が の Pa 


隊 才 
る 形 肖 と 、| 法 以外 の 攻 軸 を 
完全 に 防ぐ 形態 を 切り か える 。 すさ [ ei ] セフィロス 


ホロ ウ バ ステ ィ オ ン の 
賠 の 淵 に 現れ る 隠し ボ 


ス 。『KHTI FM』 と は 異な 


/ で 


[ eiw ] 謎 の 男 


ホロ ウパ バ スティ オン の 礼拝 党 
に 現れ る 隠し ボス で 、 正 
ム ナ ス 。 バ トル の 中 人 般 以 降 に 使 

う 『 聞 へ の いざ な い 』 で は 、 ソ ラ 
の コマ ンド 欄 に ラン ダム で 表示 
され る 『 か い ほ う 』 を 選ぶ まで 、 
ソラ の HP が 減り つづ ける 。 


の 限 石 を 降ら 
オ 』 な ど を 使う 。 


aplnD PHOW Z 9jdeuD | < 電 


[ ems ] 通 機関 の 再現 デー タ 

滅 関 の メ ン バ パー が デー タ 上 
現さ れ た も の 。 そ の 強 さ は 、 本 # 
大 きく 上 まわ る 。 ホ ロウ バス ティ オン の 
追憶 こ あ る モニ ュ メ ント か ら 出 現 。 


[ 人 @BbS | ヴァ ニタ ス の 思念 
キー ブレード 難 場 の 荒野 ! - 現 れ 


[ erfw ] アブ セン ト ・ シ ル エ ッ ト 

TKH COM』 で 倒さ れ た 通 機 関 の メ ン バ ー 
の 幻影 。 世 界 各地 に 散ら ば っ て いる 、 持 ち 
主 の 影 が 焼き つい た 武器 か ら 姿 を 現す 。 


Les ] アン マー オブ ザマ スタ ー 
アリ ー ナ モー ド の バト ル 「 光 の 訓 
導 」 に 登場 する 、 マ スタ ー・ エ ラク ッ 


[erw ] 留まり し 思念 

謎 の 荒野 (キー ブレ ー ド 墓場) 
に 現れ る 隠し ポ ボス で 、 テ ラ の 思 
念 が 鎧 に 宿っ た 姿 。 キ ー プ レー 
ド を 大 砲 や 盾 、 乗 り 物 と いっ た 
形 に 変え て 攻撃 を 行なう 。 


eqAejd 4ojS uleW E 9) 中 


海原 の 1 怪物 」( mm | ノー ハー ト 
クジ ラ 。 バ トル 中 
ご と に 相手 を 体内 へ 飲み こむ 。 が サー ナ モ ー ま の パパ DC 同 の 


その 正体 
『KHI 』 の ゼム ナス と 似 た を ま と 
2 ブー ド の ギー プ 


い 、 


と 立ち 上 が っ て 戦い ( ュ じ め る 。 


4smeo nv aideu う | 蘭 


[sss ] ダー クハ イド 

シー クレ ッ ト エ ピ ソ ー ド の 最終 
ス 。 は じ め は 導 に まぎれ て いる が 、 
3 段階 月 ま 
攻撃 も 激しく な っ て いく 。 


バト ル が 進む に つれ て 姿 が 
で 変化 し 、 


[essmr ] 謎 の 男 

旅立ち の 地 に 現れ る 陣 2 
で 、 正 体 は 青年 ゼ 
キャ ラク ター の コマ ンド を 落と さ 
せ た り 、 時 間 を 巻き も ど し て 自分 
の ダメ ー ジ を 取り 消し た りす る 。 


[ ssp ] ジュ リア ス 


る 隠し ボス 。 み ず か 
プ を 図る 。 ディ ズ ニ 
バイ ト は 危機 一 髪 』 の 登場 キャ ラク ター。 
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Chapter 3 


Main Story Playback 


KINGDOM HEARTS Birth by Sleep / KINGDOM HEARTS Birth by Sleep FINAL MIX / 
KINGDOM HEARTS / KINGDOM HEARTS -FINAL MIX- / KINGDOM HEARTS CHAIN OF 
MEMORIES / KINGDOM HEARTS Re:Chain of Memories / KINGDOM HEARTS 358/2 Days / 
KINGDOM HEARTS HI / KINGDOM HEARTS II FINAL MIX / KINGDOM HEARTS coded / 
KINGDOM HEARTS Re:coded / KINGDOM HEARTS 3D [Dream Drop Distance] 
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生還 
キン グ ダ ム ハギ アウ 
パー ニー ズ パイ スズ スリー アプ 


キー ブレ ー ド マス ター を 目指 す 3 人 の 若者 が 
大 いな る 陰謀 に 巻き こま れ て いく 一 一 


強 き 心 の 持ち 主 だ けが 使え る 鍵 型 の 武器 、 キ ー プ レー ド 。 そ の 使い 手 の な か で 
も と くに すぐ れ た 存在 「 キ ー ブ プレ ー ド マス ター」 と な る べく 、 テ ラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア ク 
ア の 3 人 の 若者 が 、 マ スタ ー・ エ ラク ッ ゥ ス の も と で 修行 に 励ん で いた 。 し か し 、 闇 の 
魔物 アン ヴァ ー ス が 世界 を お び や か し は じ め た の を 機 に 、3 人 は それ ぞ れ の 思惑 を 
抱い て 外 の 世界 へ 旅立つ 。 そ の 陰 で 、 キ ー プ ブレ ー ド 戦争 の 再来 を も くろ む マ ス 
ター・ ゼ アノ ー ト の 陰謀 が 動き は じ め て いた と も 知ら ず に ……。 


は じ ま り の 島 で 


(の) 
トメ 
Ri 


人 

に 
名 
党 
銘 
所 
の 
ミ 


員 二 だら 、 
co RWR 
ホホ ン / の 心 の な け は い い よ ゴ 海 に 囲ま れ た の どか な 世界 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ン 
ド 。 か つて 、 あ まり に 小さ な その 島 で 、 あ まり に 大 き な 探 
究 心 を 抱い た 青年 が 、 外 の 世界 へ と 旅立っ た 。 
時 は 過ぎ 、 青 年 は 考 人 と な っ て 故郷 に 帰っ た 。 自 分 Q 
の 実験 で 心 が 壊れ た 、 弟子 の 少年 を 捨て 去る た め に 。 回 
し か し 、 そ の と き 奇 跡 が 起き る 。 鳥 で 生ま れ た ば か り の 
誰か の 心 が 、 少 年 の 欠け た 心 を お ぎ な っ た の だ 。 つ な 
が る 心 は 奇跡 を 生み 、 少 年 一 一 ヴェ ント ゥ ス は 心 の 証 た 
る キー プレ ー ド を か ざす が 、 そ れ は 老人 一 一 マス ター・ 
ゼア ノー ト に 、 危 険 な 計画 を 新た に 思い つか せる 。 
そし て 、 数 年 の 月 日 が 流れ た ……。 


4 
間 keyow 


心 を つなげ る ヴェ ント ゥ ス と ソラ 

「 生 まれ た ば か り の 誰か 」 と は ソラ の こと 。 この と き ヴ ェ 
ント ゥ ス は 、 え プレ ー ド を 生み 出 そ う と する 師 マ スタ ー・ 
ゼア ノー ト ( つ PI20) の 実験 の せい で 心 が 壊 れ か け て い 
た が 、 ソ ラ の 心 と つなが る こと で 、 人 と し て 復活 で きた 。 


DeqAeid ん tonS uleW 19Jded う | 


て 旅立ち の 地 


「 旅 立ち の 地 」 一 一 狭間 の 世界 に 浮か び 、 代 々 正統 な き 
る キー プレ ー ド マス ター に 守ら れ て きた 土地 。 そ の 地 ト 
を 守護 する マス ター・ エ ラク ゥ ス に は 、3 人 の 弟子 が い 
た 。 ま っ すぐ な 青年 テラ 、 正義 感 の 強い 少女 アク ア 、 そ 
し て 数 年 前 この 地 に きた 少年 ヴェ ント ゥ ス 。 彼ら の うち 
テラ と アク ア が マス ター に 内 定 す る も 、 エ ラク ゥ ス の 兄 
弟子 マス ター・ ゼ アノ ー ト の 進言 で 、 最終 確認 と し て マ 
スタ ー 承 認 試験 が 行なわ れる こと に な る 。 

試験 を 翌日 に ひか えた 夜 、3 人 は 満天 の 星空 の 下 で 
語り 合う 。 た と え 今 後 、 離 れ ば な れ に な っ て し まう こと 
が あっ て も 再会 で きま す よ うに 一 一 そん な 願い を こめ て 
アク ア が 作っ た 「 つ な が り の お 守り 」 を 手 に 、 互 い の 絆 を 
確か め 合 う 3 人 。 し か し 、 彼 ら が 一 緒 に 夜空 を な が め る 
の は 、 こ れ が 最後 と な っ た 。 


ニ 人 0 が 9I9 四 


『 


一 夜明け 、 テ ラ と アク ア の マス ター 承認 試験 が は じ 
まっ た 。 試験 の 内 容 は 、 エ ラク ゥ ス と ゼア ノー ト の 立ち 
会 い の も と で 模擬 戦 を 行ない 、 心 の あり よう を 試す と い 
う も の だ っ た が 、 白 熱 する 試合 の な か で テラ は と っ さ に 
闇 の 力 を 発動 。 そ の 様子 を 、 闇 を 厳し く 禁 じ る エラ クゥ 
ス に 見 と が め ら れ 、 不 合格 と な っ て し まう 。 

合格 し た アク ア が マス ター の 心得 を 学ぶ か た わら 、 
意気 消沈 し て 中 庭 で ひと り た た ず む テラ 。 自 分 に は 間 
に 負け な い 力 が ある の に 一 一 思い 悩む テラ に 希望 を く 
れ た の は ゼア ノー ト だ っ た 。 彼 は 、 エ ラク ゥ ス と ちがっ 
て テラ の 間 を 頭ごなし に 否定 せ ず 、 カ で 痢 を 制す れ ば い 
いと 助言 。 そ の 言葉 に 励ま され た テラ は 、 自 分 の 良き 理 
解 者 と し て 、 ゼ アノ ー ト に 信頼 感 を 抱く 。 

そん な な か 、 光 の 世界 を 見 守る 偉大 な 魔法 使い イェ 
ン ・ シ ッ ド が 異変 を 知ら せ て きた 。" 負 の 感情 か ら 芽生 
える 、 生 命 に 精通 し な い 存 在 "一 一 聞 の 化け 物 ア ン ヴ ァ ー 
ス が 各地 に 現れ 、 光 の プリ ン セ ス た ち を お び や か し て い 
る と いう の だ 。 し か も 、 キ ー ブ レ ー ド 使い と し て と も に こ 
の 危機 に あたる べき ゼア ノー ト が 、 消 息 を 絶っ た らし い 。 
アン ヴァ ー ス の 討伐 と ゼア ノー ト の 捜索 一 一 ふた つの 
任務 を 師 に 命じ られ た テラ と アク ア は 、 異 空 の 回 廊 を 
使っ て 世界 を めぐ る こと に な っ た 。「 活 躍 し だ いで は マ 
スタ ー 承 認 を 再考 する 」 と 師匠 に 告げ られ 、 奪い 立つ テ 
ラ 。 そ ん な 彼 が 間 に 堕 ある の を 懸念 し た エラ クゥ ス は 、 
テラ を 監視 する 密命 を アク ア に 重ね て くだ す 。 

一 方 、 プ ゾ ェ ント ゥ ス は 、 奇 妙 な 仮面 を か 、 mm 


仮面 の 少年 の その MPP 
は 、 テ ラ の あと を 追い か け 、 旅 立ち の 地 を 飛び 出し て し ま 
う 。 テ ラ の 監視 に 加え 、 ヴェ ント ゥ ス を 連れ も どす 役目 
も に な うこ と に な っ た アク ア 。 それ ぞ れ の 目的 を 胸 に 、3 
人 の 旅 が は じ ま ろ うと し て いた 。 


聞 、keronwr 


ゼア ノー ト の 策略 ① 
マス ター・ ゼ アノ は 、 マ スタ ー 承 認 試 験 の 実施 を エ 


ラク ゥ ス に 勧め た うえ で 、 テ ラ が 不 合格 に な る よう に 仕向 
けた 。 こ れ は 、 テ ラ を みず か ら の 器 に する こと ( つ PI21) 
と 、 ヴ ェ ン トゥ ス を 用 いて アプ レー ド を 生み 出す こと 
(っ PI20) の 、 両 方 の 目的 へ の 第 一 歩 と な っ て いる 。 前 者 
は 、 落 第 し た テラ を 孤立 させ 、 心 の スキ に つけ こむ こと で 
心 を 闇 に 近づけ させ て 、 自 分 の 器 と な る 土台 を 作ろ うと い 
う も くろ み 。 後 者 は 、 ヴ ァ ニ タス を 通じ て ヴェ ント ゥ ス を 
旅 立 た せ 、 ヴ ェ ン トゥ ス の 光 を 強め る こと で 、 ア プレ ー ド 
を 確実 に 生み 出 そ う と いう 算段 だ 。 
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の 討伐 と 
ー・ ゼ アノ ー ト 捜索 だ 」 


革 一 せ S77」 


。 き Sow へ て E 圧 G 背 


「 あ や つ は も は や 章 に 染まっ た 怪物 だ 。 
お まえ の 力 で 闇 を 討ち 、 
我 が 過ち を た だ し て くれ ,」 


ーー エ ンチ ャ ン テ ッ ド ・ ド ミニ オン ノド ワー フ ・ ウ ッ ド ラン ド ノ キ ャ ッ ス ル ・ オ プ ・ ド リー ム / 不思議 な 塔 / 謎 の 荒野 こ 


ひと 足 先 に 旅立ち の 地 を 出 た テラ は 、 闇 の 勢力 と 戦 
いな が ら 、 ゼ アノ ー ト と アン ヴァ ー ス に つい て 探っ て い 
く 。 どうやら ゼア ノー ト は 純粋 な 光 の 心 に 興味 を 抱い 
て お り 、 ア ン ヴ ァ ー ス の 出現 に は 仮面 の 少年 が 関わ っ て 
いる らし い 。 だ が 、 そ れ ら の 情報 を 得る 過程 で 闇 の 勢力 
と 接触 し た テラ は 、 結果 的 に プリ ン セ ス に 脅威 を 与え る 
よう な 行動 に 出 て し まう 。 そ ん な テラ の 一 連 の 足取り 
は 、 ヴ ェ ン トゥ ス や アク ア に は 、 ま る で 彼 が 闇 に 荷担 し て 
いる か の よう に 伝わっ て いた 。 

テラ を 提 し て あせ る ヴェ ント ゥ ス の 前 に 、 ふ た た び 仮 
面 の 少年 が 現れ た 。 漆黒 の キー プレ ー ド を 振る う 少 年 
の 力 に 圧倒 され る ヴェ ント ゥ ス 。 そこ へ 加勢 し て くれ た 
の は 、 ミ ッ キ ー と 名 乗る キー ブレ ー ド 使い だ っ た 。 彼 は 
修行 中 の 身 な が ら 世 界 の 危機 を 知り 、 師 イェ ン ・ シ ッ ド 
の も と を 飛び 出し て きた と いう 。 互い に 似 た 者 同士 の 
ヴェ ント ゥ ス と ミッ キー は 、 友 情 の 絆 で 結ば れる 。 

その ころ テラ は 、 旅 立つ ミッ キー と 入れ ちがい で 、 イ ェ 
ン ・ シ ッ ド の も と を 訪れ て いた 。 イ ェ ン ・ シ ッ ド は テラ の 
報告 を 聞き 、 ア ン ヴ ァ ー ス の 出現 と ダ ゼア ノー ト の 失 忠 に 
は 何ら か の 関わ り が ある の で は な いか と に らむ 。 さ ら な 
る 調査 に 向かっ た テラ は 、 当 の ゼア ノー ト に 呼び 出し を 
受け 、 驚 くべ き “ 事実 "を 聞か され た 。 仮面 の 少年 の 正 
体 は 、 ゼ アノ ー ト の 手 で ヴェ ント ゥ ス か ら 分 か た れ た 純 
粋 な 闇 の 存在 ・ ヴ ァ ニ タス で あり 、 彼 が 自身 の 痢 を アン 
ヴァ ー ス と し て 各地 に 振り まい て いる と いう の だ 。 己 の 
あや まち が 生ん だ ヴァ ニタ ス を 消し て くれ 一 一 ゼア ノー 
ト の その 言葉 の 裏 に ひそ む 邪 悪 な 真意 に 気づか ず に 、 
テラ は 彼 の 懇願 を 受け 入れ る 。 
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マス ター・ ゼ アノ ー ト の 言葉 に 従い 、 ヴァ ニタ ス が 目 
指す と お ぼ し き "“ 光 の 都 "へ 向かう テラ 。 その 様子 を 目 
撃 し た アク ア は テラ の あと を 追い 、 ヴ ェ ン トゥ ス は ミッ 
キー が 手 に し て いた 「 星 の カケ ラ 」 に 導 か れ て 一 一 3 人 
は それ ぞ れ の 事情 で 、 光 の 都 こ と レイ ディ アン ト ガ ー デ 
ン に や っ て きた 。 

カイ リ と いう 少女 が アン ヴァ ー ス に 翼 わ れ て いる の を 
発見 し 、 ア クア は その 場 に 駆け つけ た ミッ キー と 協力 し 
て 彼女 を 救出 。 カ イリ か ら 特 別 な 光 を 感じ た アク ア は 、 
彼女 が 導 か ら 守 られ る よう に お まじ な い を か けた の ち 、 
街 を 襲 う 巨 大 アン ヴァ ー ス を 追跡 する 。 

テラ と ヴェ ント ゥ ス も また 、 別 の 巨大 アン ヴァ ー ス を 
追っ て いた 。3 体 の アン ヴァ ー ス は 合体 し て 、 偶然 に も 
再会 を 果たし た 3 人 に 襲い か か っ て くる が 、 彼 ら は 協力 
し て これ を 倒し 、 互 い の 無事 を 喜び 合う 。 し か し 、 ア ク 
ア の ひと こと か ら 、 エ ラク ゥ ス が 彼女 に テラ を 監視 させ て 
いた 事実 が 発覚 。 師 や 友 へ の 疑心 に と ら わ れ た テラ は 、 
ひと り そ の 場 を 去っ て し まう 。 

傷心 の テラ の 前 に 、 ブ プラ イグ と いう 男 が 現れ た 。 ゼ ア 
ノー ト を 人 質 に と り 、 キ ー ブ レ ー ド を よこ せ と テ ラ に 襲い 
か か る プラ イグ 。 激 戦 の すえ に テラ は プラ イグ を 撃退 
する が 、 そ の 過程 で また も 痢 の 力 を 発動 させ て し まう 。 
痢 に 堕ち た 自分 に 帰る 場所 は な い 一 一 思い つめ る テラ 
に ゼア ノー ト は 「 闇 を 制 し た お 前 こそ マス ター に ふさ わ 
し い 」 と 言い 、 自 分 の 弟子 と し て と も に 光 と 間 の 均衡 を も 
た ら そ うと 呼び か ける 。 彼 の 言葉 に 救 わ れ た テラ は 、 以 
前 に も 増し て ゼア ノー ト へ の 信頼 を 深め 、 改め て 打倒 
ヴァ ニタ ス を 痺 う 。 

一 方 、 ア クア は 、 仮 面 の 少年 ヴァ ニタ ス と 対 財 し て い 
た 。 段 異 的 な 実力 を 見 せつ け て ヴァ ニタ ス は 去り 、 彼 と 
の 今後 の 死闘 を 覚悟 し た アク ア は 、 友 ふた り を これ 以 
上 巻き こむ まい と 決意 する 。 

テラ も アク ア も 、 自 分 の 力 だ け で 戦う 覚悟 を 決め 、 
ヴェ ント ゥ ス の 前 を 去っ て いっ た 。 ひ と り 残 され た ヴェ 
ント ゥ ス は 、 リ ア と いう 少年 と の 出会い を 通じ て 友情 に 
つい て 考え させ られ 、 ふ た た び 旅 路 に つく 。 


選 KEY-POINT 


ゼア ノー ト の 策略 ② 

プラ イグ が ゼア ノー ト を 人 質 に 取っ た の は 、 彼 ら ふ た り 
に よる 狂言 。 ゼ アノ ー ト は 、 テ ラ と ブラ イグ の 戦い を 通じ 
て テラ の 章 を 引き 出さ せよ うと し 、 プ ライ グ は 、 キ ー ブ 
レー ド と “キングダム ハー ツ "の 話 を ゼア ノー ト か ら 聞 い 
て 、 彼 に 協力 し て いる 。 
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バラ バラ に 旅 を 再開 し た テラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア だ 
が 、 さ ま ざ ま な 世界 で の 出会い と 別れ を 通じ 、 自 分 た ち 3 
人 の 絆 の 大 切 さ を 改め て か み し め て いた 。 

そん な 旅 の 果て に デス ティ ニー アイ ラン ド へ と 導 か れ 
た テラ は 、 リ ク と いう 少年 と 出会う 。「 大 切な も の を 守る 
強 さ が ほし い 」 一 一 そう 語る リク の 姿 に か つて の 自分 を 
重ね た テラ は 、 リ ク に キー プ ブレー ド 継 承 の 儀式 を 行 な 
い 、 再 会 を 約束 し て 島 を 去る 。 

テラ に つづ き 、 ア クア も また 導 か れ て デス ティ ニー ア 
イラ ンド に や っ て きた 。 リ ク が テラ か ら キ ー プ レー ド の 
継承 を 受け て いる と 気づい た アク ア は 、 も し も の と き は リ 
ク を 助け る よう に 、 彼 の 親友 だ と いう ソラ に 伝え る 。 

その ころ 、 不 思 議 な 塔 に て ミッ キー の 危機 を 知っ た 
ヴェ ント ゥ ス は 、 彼 を 救う べく 訪れ た 荒野 で 、 マ スタ ー・ 
ゼア ノー ト と 再会 する 。 と た ん に 、 失わ れ て いた ヴェ ン 
トゥス の 記憶 が 断片 的 に よみ が えっ て きた 。 心 を 失い 
ゼア ノー ト に 捨て られ か けた 記憶 、 う つろ な 状態 で エラ 
クッ ゥ ス に 預け られ た 記憶 …… 混 乱す る ヴェ ント ゥ ス に ゼ 
アノ ー ト は 、「 失 っ た 闇 を 取り も ど し ア プレ ー ド と な れ 」 と 
た た みか け 、 真 実 を 師 に 聞く よう に 仕向 ける 。 

旅立ち の 地 に 帰還 し た ヴェ ント ゥ ス は 、 動揺 の あま り 
エラ クッ ゥ ス を 問い つめ る 。 そ の 様子 か ら エ ラク ゥ ス は 、 
ゼア ノー ト が 、 以 前 語っ た 悪し き 野望 一 「 バ ブレード 
を 生み 、 か つて 世界 を 滅ぼし か けた キー プレ ー ド 戦争 
を 再現 する 」 と いう 危険 な 計画 を 進め て いる こと を 寮 
知 。 ヴ ェ ン トゥ ス が アブ レー ド の 素材 に され な いよ う 、 
や む な く 彼 を 封じ よう と する 。 そ こ に テラ が 割っ て 入っ 
た 。 ヴェ ント ゥ ス を 逃がし た テラ は 、 友 を 守り た い 一 心 
で 闇 の 力 を 解放 し 、 師 に 立ち 向かう 。 

激しい 戦い の すえ 、 エ ラク ゥ ス に トド メ を 刺し た の は 、 
な ん と ゼア ノー ト だ っ た 。 信じ て いた ゼア ノー ト の 邪悪 
な 本 性 を 知り 、 慢 然 と する テラ 。 そ ん な 彼 を 見 て ゼア 
ノー ト は 、 怒 り で 心 を 闇 に 染め る よう あお り 、 旅 立ち の 地 
を 闇 の 力 に 包ん で 去っ て いく 。 テ ラ が この あと キー ブ 
レー ド 墓 場 で ヴェ ント ゥ ス と アク ア の 最期 を 見 届け 、 間 
に 堕ち る こと に な る と 予言 し て ……。 
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テラ の 手 で 危機 を 逃れ た ヴェ ント ゥ ス は 、 デス ティ 
ニー アイ ラン ド で ヴァ ニタ ス と 避 逝 し 、 つ い に 自 分 た ち 
の 正体 と マス ター・ ゼ アノ ー ト の 計画 を 知る 。 ヴェン 
トゥ ス の 心 を 分 け て 闇 の 分 身 ヴ ァ ニ タス を 生み 出し た ゼ 
アノ ー ト は 、 ふ た り を 衝突 させ る こと で 、 光 と 間 の 産物 で 
ある え プ レー ド を 出現 させ 、 世 に 大 戦 を も た ら そ うと し て 
いた の だ 。 メ プレ ー ド を 誕生 させ まい と し て 、 ヴ ァ ニ タス 
と の 戦い を こ ば む ヴェ ント ゥ ス 。 そ ん な 彼 に ヴァ ニタ ス 
は テラ と アク ア の 危機 を 告げ 、 自 分 を 追う よう 挑発 する 。 

その ころ アク ア は 、 道 中 で 助け た ミッ キー を 送り 届け 
に イェ ン ・ シ ッ ド の も と を 訪れ 、「 マ スタ ー・ エ ラク ゥ ス が 
テラ と ゼア ノー ト に 討た れ た 」 と いう 衝撃 の 事実 を 聞か 
され る 。 友 の 凶 行 が 信じ られ ぬ ア クア は 、 み ず か ら の 目 
で 真 偽 を 確か め よう と 決意 する の だ っ た 。 

テラ は ゼア ノー ト と 決着 を つけ て 友 を 守る た め 。 ヴ ェ 
ント ゥ ス は ヴァ ニタ ス の た くら み を 阻止 する た め 。 ア ク 
ア は エラ クゥ ス の 最期 に まつ わる 真相 を 知る た め ー 一 
それ ぞ れ の 目的 を 果たす べく 、3 人 は キー プレ ー ド 戦争 
の 爪痕 が 残る 荒野 、 キ ー プ レー ド 墓 場 に 集 っ た 。 ゼ ア 
ノー ト の 策 に 乗せ られ て 師 を 討っ て し まっ た と 告白 し 、 
ひと り で ケリ を つけ る と 言う テラ 。 だ が アク ア は 、 思 いつ 
め た テラ が 戦う こと で 痢 が 生ま れ 、 ゼ アノ ー ト の 術中 に 
ハマ る の で は と 懸念 する 。 そ し て ヴェ ント ゥ ス は 、 自 分 と 
ヴァ ニタ ス の 存在 が 、 世 界 を 滅ぼす キー プレ ー ド 戦争 
の 引き 金 に な る こと を 説明 し 、 い ざと いう と き は 自分 の 
存在 を 消す よう 、 ふ た り の 友 に 頼む 。 

そこ へ 、 ゼ アノ ー ト が ヴァ ニタ ス を 連れ て 現れ た 。 も 
は や 邪悪 な 本 性 を 隠さ ず 「 ア ブレード を 手 に 入れ る 」 と 
高らか に 宣言 する ゼア ノー ト 。 意 を 決し て 立ち 向かう 3 
人 だ が 、 ゼ アノ ー ト の 力 に 翻弄 され 、 ヴェ ント ゥ ス は 氷 
漬け と な り 、 テ ラ は ほか の ふた り と 分 断 さ れ て し まう 。 そ 
ん な 激戦 の さなか 、 い に し え の キ ー プ レー ド 戦 争 で 人 々 
が 求め た 、 え ブレード と 対 を な す 存 在 一 一 あら ゆる 心 の 
集合 体 " キ ング ダム ハー ツ "が 、 雲 間 か ら 姿 を 現し た 。 
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“キングダム ハー ツ "が 見 守る な か 、 単 身 マ スタ ー・ ゼ 
アノ ー ト を 相手 取り 、 決着 を つけ よう と する テラ 。 し か 
し 、 ゼ アノ ー ト へ の 怒り を 燃やす うち 、 テ ラ の 心 は ゼア 
ノー ト の 狙い どおり 闇 に 染まっ て いく 。 

氷 漬け の ヴェ ント ゥ ス を 介抱 する アク ア の 前 に は 、 ブ 
ライ グ が 立ち は だ か っ た 。 アク ア は プラ イグ を 退け る が 、 
ヴァ ニタ ス に 不意 を 打 た れ て 絶 体 絶命 と な か っ て し まう 。 
友 の 危 機 を 前 に 、 ヴ ェ ン トゥ ス は 自力 で 氷 の 呪縛 を 解い 
て ヴァ ニタ ス に 立ち 向かう も る 、 そ れこ そ が ヴァ ニタ ス の 思 
う ツ ボ だ っ た 。 光 の ヴェ ント ゥ ス と 痢 の ヴァ ニタ ス 、 ふ た 
り の 衝突 に より 、 つ い に ア ブレ ー ド が 誕生 する 。 

念願 の アプ レー ド 完 成 を 確信 し た ゼア ノー ト は 、 歓 喜 
し な が ら キ ー ブ レ ー ド の 力 で 己 の 心 を 解放 する 。 彼 の 
も う ひ と つの 狙い は 、 テ ラ の 心 を 闇 に 染め 、 若 い 肉 体 を 
乗っ 取る こと だ っ た の だ 。 ま ん ま と テ ラ の 身体 を 奪う ゼ 
アノ ー ト だ が 、 テ ラ の 思念 は まだ 消え て いな か っ た 。 彼 

の 思念 は 残さ れ た 鎧 を 動か し 、 自 分 の 姿 を し た ゼア ノー 
ト に 戦い を 挑む 。 

一 方 、 駆け つけ た ミッ キー に 助け られ て アク ア が 意識 


トゥ ス と 融合 し た ヴァ ニタ ス が いた 。 手 に し た アプ レー 
ド の カ で キー プレ ー ド 戦争 を も た ら そ うと する ヴァ ニタ 
ス 。 そ の 強大 な 力 に アク ア と ミッ キー は 圧倒 され る が 、 
友 と の 絆 を 力 に 変え て アク ア が 放っ た 源 身 の 一 繋が 、 え 
プレ ー ド を 欠け させ る 。 

時 を 同じ くし て 、 ヴ ァ ニ タス の 心 の な か で ヴェ ント ゥ ス 
が 目覚 め た 。 今度 こそ 完全 な 融合 を 果たそ うと する ヴァ 
ニタ ス だ が 、 ヴェ ント ゥ ス は それ を 拒絶 。 自 分 の 心 が 壊 
れる の を 承知 で 彼 と 戦い 、 え ブレード を 破壊 する 。 壊 れ 
た え プ レー ド か ら 放 出さ れ た 力 は あたり を 包み 、" キ ング 
ダム ハー ツ "は ふた た び 雲 間 に 消え た 。 そ し て 一 一 。 

王様 の 助け で アク ア は イェ ン ・ シ ッ ド の も と へ も どる 
が 、 と も に 連れ て こら れ た ヴェ ント ゥ ス の 心 は 目覚 め ず 、 
テラ は 行方 不明 と な っ て いた 。 ア クア は 、 い つか ヴェ ン 
トゥ ス が 自分 た ちと の 絆 を た どっ て 目覚 め る と 信じ 、 自 
分 は テラ を 捜し 出 そ うと 胸 に 誓う の だ っ た 。 
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不思議 な 塔 ノ 旅 立ち の 地 ノ レイ ディ アン ト ガ ー デ ン _ 


sa 0 な の える 。 
忘却 の 彼方 に 失う ーー 』 


NNW きっ て て 。 


目覚 め る 日 まで ヴェ ント ゥ ス を 守り 、 行 方 知れ ず の テ 
ラ を 助け 出す ーー そう 決意 し て イェ ン ・ シ ッ ド の も と を 
発っ た アク ア は 、 ヴ ェ ン トゥ ス の 導き を 受け 、 旅 立ち の 地 
へ と 帰還 する 。 師 マス ター・ エ ラク ゥ ス や 友 と 過ごし た 
その 世界 は いま や 、 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト の せい で 闇 の 
力 に むし ま ば れ 、 見 る 影 も な か っ た 。 悲し み を こら え 、 
キー プレー ド マ ス ター と し て 間 の 勢力 の 侵入 を 防ぐ べ 
く 、 師 の キー ブレ ー ド を 使っ て 旅立ち の 地 を 封じ る アク 
ア 。 と た ん に 旅立ち の 地 は 、 訪 れ た 者 すべ て を 忘却 へ と 
誘う 場所 「 忘 却 の 城 」 へ と 変貌 を と げた 。 そ の 城 の 一 室 
に ヴェ ント ゥ ス を 寝かせ た アク ア は 、 か な ら ず テラ を 連 
れ て 帰る と 彼 に 約束 し て 去っ て いく 。 

アク ア が 忘却 の 城 を 出る と 、 聞 き 覚 え の あ る 声 が 呼び 
か け て きた 。「 俺 を 消し て くれ 」 一 一 悲壮 な 願い を こめ 
た その 声 の 主 が テラ だ と 直感 し た アク ア は 、 声 の あと を 
た どっ て 、 レ イデ ィ ア ント ガー デン を 訪れ る 。 

街 の 中 央 広場 に て 、 テ ラ と お ぼ し き 銀 髪 の 青 年 を 発 
見 する アク ア 。 し か し 、 彼 の 記憶 は 混 と し て お り 、 そ の 
身 か ら は ま が ま が し い 闇 の 気配 が 立ち の ぼっ て いた 。 


テラ の 身体 は 、 ゼ アノ ー ト に 乗っ 取ら れ た あと だ っ た の 妥 我 が ンコ 引 ン < タ ー・ ア ク 2 5 


だ 。 大 切な 友 の 心 を 奪 還 す る た め 、 ア クア は テラ の 姿 を 寺 4 人 
し た 男 一 テラ テニ ゼア ノー ト に 、 最 後 の 戦 い を 挑む 。 友 の 心 は 返 隊 も ら う | | 
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「 つ な が っ て いる 」 


アク ア と の 激闘 の さなか 、 テ ラー ゼア ノー ト は 突如 、 
己 の な か か ら あ ふれ 出し た 光 の 力 に 苦し み は じ め る 。 そ 
の 身 に 残る テラ の 心 が 、 ア クア の 想い に 応え 、 ゼ アノ ー 
ト に 抵抗 し て いた の だ 。 業 を 煮やし た ゼア ノー ト は 、 テ 
ラ の 心 を 追い 出す べく 自身 の 胸 に キー プレ ー ド を 向け 、 
テラ を 章 に 飲み こま せる 。 

闇 の 奥底 へ と 沈み ゆく テラ を 何と か つか まえ る アク ア 
だ っ た が 、 も と の 世界 へ の 脱出 口 は 消え か か っ て いた 。 
せめ て テラ だ け で も 助け ね ば ー 一 そう 決意 し た アク ア 
は 、 自 分 を 守る 鎧 を テラ に ま と わ せ 、 絆 の 力 を 頼り に 、 彼 
ひと り を 光 の 世界 へ と 送り 出す 。 


レイ ディ アン ト ガ ー デ ン を 治め る 賢者 アン セム は 、 弟 
子 ブ ライ グ の 案内 で 、 記 憶 褒 失 の 青年 一 一 間 の 世界 を 
脱し た テラ ニー ゼア ノー ト を 発見 し た 。 青年 は 意識 の お 
ぼ つ か な いな か で 「 ゼ アノ ー ト 」 と 名 乗り 、 賢者 の 弟子 と 
し て 迎え られ る 。 そ れ は 、 プ ライ グ と ゼア ノー ト が か ね 
て より 練っ て いた 、 新 た な 陰謀 の 幕開け だ っ た 。 

一 方 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド に いる ソラ は 、 ヴァ ニタ 
ス と の 戦い で 消滅 し か け て いた ヴェ ント ゥ ス の 心 を 感じ 
取る 。 か つて ヴァ ニタ ス と 分 離し て 心 が 欠 けた と き に つ 
づき 、 二 度目 の 避 逝 を 意識 下 で 果たす ソラ と ヴェ ント ゥ 
ス 。 ふた り の 心 は つなが り 、 壊 れ か けた ヴェ ント ゥ ス の 心 
は ソラ の 心 に お ぎ な われ 、 ソ ラ の な か で 長い 眠り に つく 。 

その ころ 、 闇 の 世界 で は 一 一 。 

ひと り 残 され た アク ア は 、 ど こま で つづ く と も 知れ ぬ 道 
を ひたすら 歩い て いた 。 闇 の 魔物 と の 終わ りな き 戦 い 
に 疲れ 、 導 に 身 を ゆだね か ける アク ア だ っ た が 、 彼 女 と 
つなが る テラ と ヴェ ント ゥ ス の 心 が 、 光 と な っ て 力 を くれ 
る 。 た と え 闇 に 堕ち て も 大 切な 者 と の 絆 は 失わ れ て い 
な い 一 一 テラ と ヴェ ント ゥ ス 、 師 エ ラク ゥ ス 、 そ し て これ 
まで 出会っ た 人 々 と の つなが り を 希望 に 変え て 、 ア クア 
は ふた た び 歩 き 出す 。 い つか も た ら さ れる 、 す べ て の 
覚め の 時 を 信じ て ……。 
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キン グ ダ ム ハー ツ 


。 痢 に 飲ま れ よ うと し て いる 世界 を 舞台 に 
Ma * 光 の 勇者 "ソラ の 冒険 が は じ ま る 一 一 
1 フク コ 無数 の ワー ルド が 夜空 の 星 を 形成 する 光 の 世界 。 そ の 星々 の ひと つ ひ と つが 、 


閣 の 化け 物 「 ハ ー ト レス 」 に よっ て 間 に 飲 まれ つつ あっ た 。 そ ん な な か 、 住 ん で い 
た 世界 を 間 に 消 され 、 鍵 型 の 武器 「 キ ー プ レー ド 」 を 手 に し た 少年 ソラ は 、 ド ナル ド 
や グー フィ ー と 一 緒 に 、 さ ま ざ ま な 世界 を 旅 し て いく 。 光 の 勇者 と し て キー プレー 
ド で 世界 の “鍵穴 ” を 閉じ 、 闇 の 侵攻 を 防ぐ た め に 。 そし て 、 離れ ば な れ に な っ た 
幼なじみ の リク と カイ リ を 捜す た め に …… So 


て 2 案 朗 トッ ・28 記 拓 当 


その 日 、 ま どろ み の な か で ソラ は 、 ス テン ドグラ ス に プ 
リン セス た ちの 姿 が 描か れ た 、 不 思 議 な 世界 に 足 を 踏 
み 入 れる 。 キミ が 求め る 力 は ? 差し 出す も の は 何 ? 
謎 の 声 に 導 か れつ つ 扉 を 開い て 奥 へ 進み 、 影 の よう な 
化け 物 と 戦う ソラ 。 そ れ は 、 こ の あと ソラ を 待つ 冒険 の 
予兆 だ っ た 一 一 。 


昌 KEY-POINT 
補 


様 の 導き 

この 場面 で ソラ に 呼び か け て いる の は 、 王 様 。 王 様 は 、 
"キングダム ハー ツ " の 扉 か ら 閣 が 光 の 世界 へ 侵入 する 
の を 防ぐ べく 、 鍵 穴 を 閉じ る の に 必要 な ふた つの カギ の 
ひと つ 一 一 聞 の 世界 の キー プレ ー ド を 探し て いる 。 そ の 
途中 で 、 ソ ラ の 夢 を 通じ て 彼 の 旅立ち を 予期 し し アド バイ 
ス を 送っ て いる の だ 。 


KW の jlE 境 は 繋が っ た 」 


ーー デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド ディズ ニー キャ ッ ス ル … 


「 こ の 世界 以外 に も 世界 が ある ん な ら 、 


死ぬ まで に は 絶対 見 た い 」 


暖か な 海 に 浮か ぶ 平 和 で 小さ な 世界 、 デ ステ ィ ニ ー 
アイ ラン ド 。 その 離れ 小島 で いつ も 遊ん で いた ソラ 、 リ 
ク 、 カ イリ の 幼なじみ 3 人 は 、 広 い 世界 に あこ が れ て 、 手 
作り の イカ ダ で 海 の 向こう に 潰 ぎ 出す 計画 を 立て て いた 。 

イカ ダ の 完成 も 間近 に 迫っ た ある 日 、 ソラ は 、「 秘 密 
の 場所 」 と 呼ぶ 洞穴 で 、 茶 色 い ロ ー ブ 姿 の 奇妙 な 男 と 

会 う 。「 扉 の 向こう 」 か らき た と いう その 男 は 、 こ の 世 
界 は 闇 と つなが っ た 、 と 不吉 な こと を つぶ や いて 消え た 。 

男 の 言 葉 は 、 光 の 世界 を 構成 する 無数 の 世界 が 痢 に 
飲ま れつ つ あ る こと を 意味 し て いた 。 光 の 世界 の 中 心 
地 デ ィ ズ ニー キャ ッ ス ル を 治め る 王様 は 、 そ の 異変 を い 
ち 早 く 察知 し 、 光 の 世界 を 救う べく 、 ひとり 旅立つ 。 
「 我 々 に は “ 鍵 " が 必要 だ 」 と いう 手紙 を 、 信 頼 す る 友 ふ 
た リーー ド ナル ド と グー フィ ー に 残し て ……。 


局 KEY-POINT 


ロー プ の 男 の 正 体 は アン セム 

茶色 い ロ ー プ の 男 の 正体 は 、 本 作 の 最終 ボス で ある 間 
の 探求 者 アン セム 。 ゼ アノ ー ト の ハー トレ ス で ある 後 
は 、 肉 体 が な い 点 を 活か し 、 世 界 の 壁 を 越え て きた 。 
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ドナ ルド と グー フィ ー が “ 鍵 " と 王様 を 探し て ディ ズ 
ニー キャ ッ ス ル を 出発 し た その 夜 、 激 し い 嵐 が デス ティ 
ニー アイ ラン ド を 襲っ た 。 世界 を 消し つつ ある 章 の カカ 
が 、 こ の 小さ な 島 を も 飲み こも うと し て いた の だ 。 

イカ ダ か 心配 で 、 離 れ 小島 に 駆け つけ る ソラ 。 そ こ に 
は リク と カイ リ も いた が 、 リ ク は 外 の 世界 に 出 ら れる の を 
喜び な が ら 間 に 身 を まかせ て 姿 を 消し 、 秘密 の 場所 に 
いた カイ リ も また 、 ソラ の 胸 に 飛び こん だ か と 思う と 、 か 
き 消 える よう に いな く な る 。 そ し て ソラ も 、 島 に あふ れる 
痢 の 化け 物 と の 戦い の 果て に 間 へ と 吸い こま れ 、 デ ス 
ティ ニー アイ ラン ド か ら 放 り 出 され た 。 ふ た り を 探し て 
いる と き に 現れ た 鍵 型 の 不思議 な 武器 、 キ ー プ レー ド 
完 手 に し で "や"。 

気がつけ ば ソラ は 、 故郷 を 聞 に 消さ れ た 人 々 が 身 を 
寄せ 合う 街 、 ト ラヴ ァ ー ス タウ ン に いた 。 レオ ン と いう 
青年 た ち に 出会っ た ソラ は 、 闇 の 化け 物 一 一 人 の 心 を 
奪っ て 間 に 帰 す ハ ー ト レス と 、 自 分 が 持つ キー ブレ ー ド 
に つい て 教え て も ら う 。 レ オン た ちの 世界 に いた アン セ 
ム と いう 賢者 の 研究 に よる と 、 キ ー プ レー ド は ハー トレ 
ス に 対抗 で きる 、 文 字 ど お り 世 界 の " 鍵 " と な る も の 。 
偶然 と は いえ ソラ は 、「 キ ー ブ レ ー ド に 選ば れ し 者 」 と し 
て 、 世 界 の 命運 を に ぎる こと に な っ た の だ 。 

と ま ど う ソラ に 、 ち ょ うど レオ ン に 会 うべ く ト ラヴ ァ ー ス 
タウ ン を 訪れ て いた ドナ ルド と グー フィ ー が 、 一 緒 に 行 
こう と 呼び か ける 。 ソ ラ は 離れ ば な れ に な っ た 友 の 手 が 
か り を 求め て 、 ド ナル ド と グー フィ ー は 『“ 鍵 "を 持つ 者 
に 同行 せよ 」 と いう 王様 の 手紙 に 従い つつ 王様 を 捜し 
て 一 一 3 人 は グミ シッ プ に 乗り 、 さ ま ざ ま な 世界 を めぐ 
る 旅 に 出る 。 そ の 様子 を 、 間 の 力 で 世界 を 支配 し よう と 
も くろ む 、 マ レフ ィ セ ント た ち ヴ ィ ラ ンズ が 見 つめ て いた 。 


音 KEY-POINT 


ソラ の な か に 隠れ た カイ リ の 心 

デス ティ ニー アイ ラン ド が 間 に 飲 まれ る さい 、 自 分 が プ 
リン セス と し て アン セム に 狙わ れ て いる こと を 察知 し た 
カイ リ の 心 は 、 と っ さ に 自身 の 身体 を 離れ 、 ソ ラ の な か に 
逃げ こん だ 。 以来 .、 カ イリ の 心 は ソラ と と も に あり つづ 
け 、 互 い に そ れ に 気づか な いま ま 、 冒 険 を と も に し て いく 。 
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ソラ た ち が 訪 れ た 世界 は どこ も 闇 に お び や か さ れ て お 
り 、 聞 の 力 を 利用 する ヴィ ラン ズ を 倒し て さま ざま な 世 
界 の 問題 を 解決 し て いく と 、 キ ー プ レー ド が 反応 する 不 
思 議 な 鍵穴 が 見 つか っ た 。 レ オン の も と に も どっ て 話 
を 聞い た と ころ 、 鍵 穴 は それ ぞ れ の 世界 の 心 、 ひ いて は 
“世界 の 中 心 " に 通じ て お り 、 キ ー プ レー ド で 各 世 界 の 
鍵穴 を 閉じ て いけ ば 、 闇 の 侵攻 を 防げ る と いう 。 

鍵穴 を 閉じ て 世界 を 救う 決意 も 新た に 、 ソラ が トラ 
ヴァ ー ス タウ ン で ハー トレ ス と 戦っ て いる と 、 な ん と リク 
が 現れ た 。 ふ た り は 互い の 無事 を 喜ぶ が 、 カ イリ の 行 
方 は いま だ わか ら な い 。 に も か か わら ず 「 キ ー プ レー ド 
の 勇者 」 と し て の 活躍 を 誇らしげ に 語る ソラ に 、 リ ク は 複 
雑 な 想い を 抱く 。 その まま ソラ の 前 か ら 失 足し た リク は 、 
「 望 み の も の を 見 つけ て あげ る 」 と いう マレ フィ セン ト の 
言葉 に 乗せ られ て 、 ヴ ィ ラ ンズ へ の 協力 を 承諾 する 。 

望み の も の 一 一 カイ リ と の 再会 の た め に 、 プ リン セス 
の 誘拐 に 荷担 する リク 。 そ うと も 知ら ず 鍵 穴 を めぐ る 旅 
を つづ け て いた ソラ は 、 おばけ クジ ラ の モン スト ロ の 腹 
の な か で 、 リ ク と ふた た び 顔 を 合わ せる 。 心 ある 人 形 の 
ピノ キオ を 利用 し て 一 緒 に カイ リ を 助け よう 、 と リク は ソ 
ラ に 提案 。 し か し ソラ は 、 た と え 人 形 が 相手 で も そう す 
る こと は 良く な いと 言っ て 断り 、 ふ た り の 道 は ハッ キリ わ 
か れ て し まう 。 

リク は 苦悩 し て いた 。 心 を な くし て 抜け が ら の よう に 
な っ た カイ リ が 、 ネ バー ラン ド で 見 つか っ た の だ 。 カ イリ 
を 救 お うと 悩ん だ リク は 、 知 識 の 宝庫 だ と いう "世界 の 
中 心 " へ の 扉 を マレ フィ セン ト た ちと と も に 目指 すべ く 、 
ハー トレ ス を あや つる 力 を 会 得 。 海 賊 船 で 航行 中 に 、 
船長 フッ ク が と ら え た ソラ と 再会 する と 、 カ イリ の 現状 を 
見 せ た あ げ く ハー トレ ス を ソラ に けし か け 、 カ イリ を 魔女 
の 拠点 ホロ ウ バ ステ ィ オ ン へ 連れ 去っ て し まう 。 も 
と も と は 親友 た ちの た め を 想っ て 行動 し て いた は ず な の 
に 、 リ ク の 心 は 確実 に 聞 に 染まり つつ あっ た 。 


pdAeld uo1S uieW SGjdpd つ | 六 計 


に | 大 切な 者 を 救う た め 


ーー ト ラヴ ァ ー ス タウ ンプ ホロ ウ バ ステ ィ オ ン … 


胃 同 ノレ ー ド グ が 答え て くれ る 。 


引き 当 の 勇者 が 誰か !」 
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リク は 閣 に 染まり 、 カ イリ は 心 を な くし て し まっ た 一 一 奏 

変貌 し た 友 に 想い を 馳せ 、 無 事 に 一 緒 に 故郷 へ 帰れ る つつ) 

の か 不安 に 駆 られ る ソラ 。 そ ん な ソラ の 脳裏 に 、「 ど ん 間 
間 の 妨 6 消さ 抗 あ UI の が 

な 闇 の 奥 に も 光 は ある 」 と いう お と ぎ 話 の 記憶 が 浮か 出 こ よ 

ぶ 。 そ の 記憶 は 、 カ イリ の 幼い ころ の も の だ っ た 。 カ イ に 


リ の 存在 を 不思議 と すぐ そば に 感じ つつ 、 ソ ラ は マレ 
フィ セン ト の 城 、 ホ ロウ バス ティ オン へ 向かう 。 

ホロ ウ バ ステ ィ オ ン で は リク が 待ち 受け て いた 。 キ ー 
プレ ー ド の 本 当 の 持ち 主 は 、 ソ ラ で は な く 自 分 だ 一 一 衝 
撃 の 事実 を 告げ る リク 。 そ の 言葉 どおり 、 キ ー ブ レ ー ド 
は リク の 手 へ と 移り 、「“ 鍵 "を 持つ 者 へ の 同行 」 が 使命 
の ドナ ルド と グー フィ ー も 、 ソ ラ の も と を 去っ て し まっ た 。 
仲間 も 武器 も 失っ た ソラ だ が 、 恋 人 ベル と の 再会 を 信じ 
る ビー スト の 姿 に 勇気 づけ られ 、 と も に 自分 の 大 切な 者 
を 救う べく 、 ビ ー ス ト と 力 を 合わ せ て 城内 を 進ん で いく 。 

城 の 奥 で は マレ フィ セン ト と リク が 、 カ イリ を 含む 7 人 
の プリ ン セ ス の 心 を 使い 、“ 世界 の 中 心 " へ の 鍵穴 を 出 
現さ せよ うと し て いた 。 カ イリ の も と へ 急 ご うと じ て リ ク 
と 対 財 し た ソラ は 、 痢 の 力 で 消さ れ そ うに な る 。 そ ん な 
ソラ を か ば っ た の は 、 リ ク に つい た は ず の ドナ ルド と グー 
フィ ー だ っ た 。 王様 の 命令 に そ む い て で も 自分 と の 友 
情 を 取っ て くれ た ふた り に 勇気 づけ られ 、「 友 と つなが る 
心 こ そ が 自分 の 力 」 と 宣言 する ソラ 。 そ ん な ソラ の 心 の 
強 さ を 認め た キー ブレード は 、 リ ク の 手 を 離れ 、 今度 こ 
そ ソ ラ の も の と な る 。 

動揺 し た リク は 、 闇 の 力 を 駆使 し て 挑み か か る も 、 カ 』 1 
を 合わ せ た ソ ラ た ち に は か な わな か っ た 。 む な し く 駆 け か er 

人 に 

去る リク に 、 茶色 い ロ ー ブ の 男 が 近づく 。 よ り 強 い 心 を 、 人 欠 
得る に は 心 を 闇 に 開け 一 一 まん ま と そ の 言葉 に 従っ た 


リク は 、 完 全 に 心 を 間 に 明け 渡し て し まう 。 「 つ な が る 心 が 、 俺 の 力 だ !」 
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マレ フィ セン ト の も くろ み ど お り 、 つ い に “ 世 界 の 中 心 " 
へ と つづ く 鍵 穴 が 現れ 、 そ れ を 開く 闇 色 の キー ブレ ー ド 
ーー「 人 の 心 の キー プレ ー ド 」 も 、 プ リン セス の 心から 生 
み 出 され る 。 し か し 、7 人 の プリ ン セ ス の うち カイ リ の 心 
が 欠け て いた た め 、 鍵 穴 も や キー プレ ー ド も 不 完全 だ っ 
た 。 い ら だ ちの な か 、 ソ ラ を 始末 し よう と し て 返り 討ち に 
あっ た マレ フィ セン ト は 、 リ ク の 差し 金 で 聞 に 心 を 明け 
渡し 、 ド ラゴン と 化し て みず か ら の 闇 に 飲ま れ て し まう 。 

マレ フィ セン ト を 退け た ソラ は 、 鍵 穴 の も と で つい に カ 
イリ と 対面 する が 、 そ こ へ すっ か り 了 邪悪 な 空気 を まとっ た 
リク が 立ち は だ か っ た 。「 カ イリ の 心 は ソラ の な か に 隠 
れ て いる 」 と 明か し 、 ソラ の な か か ら カ イリ の 心 を 無理 や 
り 引 きず り 出 そ う と する リク 。 否 、 彼 は すでに リク で は な 
く 、 そ の 身体 を 乗っ 取っ た 茶色 い ロ ー プ の 男 一 一 闇 の 
探求 者 アン セム だ っ た 。 

激しい 一 騎 打 ちの すえ 、 ソ ラ は アン セム を 撃退 する 
が 、 鍵 穴 か ら は いま に も 痢 が あふ れ 出 そう と し 、 ソ ラ が 閉 
じ よ うと し て も 鍵穴 自体 が 不 完全 な た め う まく いか な 
い 。 自分 の 心 ご と カイ リ の 心 を 取り 出せ ば 一 一 思う が 
早い か 、 己 の 胸 に 闇 色 の キー プレ ー ド を 向け る ソラ 。 そ 
の 結果 、 カ イリ は 目覚 め て 鍵穴 が 完成 し 、 キ ー プ レー ド 
は 消え て プリ ン セ ス 全 員 が 心 を 取り も どす も 、 ソ ラ は 肉 
体 を 失い 、 ハ ー ト レス と な っ て し まう 。 

ハー トレ ス と な っ て な お 自我 を 保ち 、 仲 間 を 追っ て さ 
ま よ う ソ ラ 。 そ ん な 彼 を 救っ た の は カイ リ だ っ た 。 ふ た 
り の 絆 の 力 が 光 と な っ て 、 奇 跡 を 呼び 起こ し た の だ 。 も 
と の 姿 を 取り も ど し た ソラ は 、 仲間 と と も に ひと まず ホロ 
ウ バ ステ ィ オ ン を あと に する 。 ア ン セ ム に 身体 を 奪わ れ 
つつ も 闇 の 力 を 抑え よう と 奮闘 する リク を 、 か な ら ず 迎 
え に 行 く と 誓っ て ……。 


聞 、kerrouwr 
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リー ニ 人 1 ラメ レン 
ソラ の ハー トレ ス 化 て 


生ま れ た も の 

強い 心 の 持ち 主 が ハー トレ ス に な る と 、 対 と な る ノー 
バディ も 生ま れ 落 ちる (詳細 は 『KH TI』 で 明か され る )。 
ソラ が ハー トレ ス と な っ た さい は 、 ソ ラ の ノー バディ で 
ある ロク サス が トワ イラ イト タウ ン て で 誕生 し た 。 ま た 、 
心 に 疾 を 持た な い カ イリ に ハー トレ ス は いな い が 、 彼 女 
の ノー バディ で ある ナミ ネ は 、 ソ ラ の 肉体 と 魂 を 媒介 と 
する こと で 、 ロ クサ ス と 同時 に 生ま れ て いる 。 
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ー ト ラヴァー スタ ウン ホロ ウ バ ステ ィ オ ン ノ エン ド ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー ル ドー 


和 旨 が 、 い つ で も そば に いる こと 」 


“世界 の 中 心 " へ と つづ く 鍵 穴 が ホロ ウ バ ステ ィ オ ン に 
現れ た 影響 で 、 聞 の 力 は いよ いよ 強まり 、 世 界 を 才 い 尽 
2 を し で い た 。 リク と 3 上 人 一 政 に 、 また デス チ ティ ニー 
アイ ラン ド に 帰れ ます よう に 一 一 そん な 想い の こも っ た 
カイ リ の お 守り を 手 に 、 最後 の 戦い へ と お も むく ソラ 。 
一 方 、 心 が 間 の 世界 へ 弾き 出さ れ て し まっ た リク も 、 不 
思 議 な 声 に 勇気 づけ られ な が ら 、 闇 の 出入 口 と な る 扉 
を 閉じ る 機会 を うか が う 。 

ホロ ウ バ ステ ィ オ ン を ふた た び 訪 れ た ソラ は キー プ ブ 

レー ド で 鍵穴 を 閉じ る が 、 ア ン セ ム は "世界 の 中 心 "を 


SV 茶 , 層 上 A 傍 尽 湖 仁 」 


目指 し て 去っ た あと だ っ た 。 彼 が 向かっ た の は 、 間 に 消 心 
え ゆ く 世 界 の 断片 か ら な る 地 、* 果 て る 世界 "エン ド ・ オ は 
プ ・ ザ ・ ワ ー ル ド 。 そ の 地 で 諸悪 の 根源 の アン セム を 1 
倒せ ば 世界 は も と に も どり 、 人 々 は それ ぞ れ の 居場所 に (5 
帰っ て 、 異 な る 世界 の 者 同士 は ふた た び 離 れ ば な れ に 2 
な る だ ろう 。 本 来 存在 し な い は ず の エン ド ・ オ プ ・ ザ ・ ひ 
ワー ルド も 形 を 失っ て 、 そ こ に いる 者 も どう な る か わか ら い 


な い 。 そ れ で も 友 と の 心 の つなが り を 信じ て 、 ソ ラ 、 ド ナ 
ルド 、 グ ー フ ィ ー は 韻 の 中 心 を 目指 す 。 

「 光 へ の 扉 を 開く の は キミ 」 一 一 聞き 覚え の ある 声 に 
励ま され て ソラ が エン ド ・ オ プ ・ ザ ・ ワ ー ル ド の 最後 の 
扉 を 開く と 、 導 に 消え ゆく デス ティ ニー アイ ラン ド で 、 リ 
ク の 身体 を 完全 に 乗っ 取っ た アン セム が 待ち 受け て い 
た 。 す べ て は 痢 か ら 生 まれ 間 に 帰 る 運命 だ と 不 敵 に 笑 
う ア ン セ ム 。 だ が 、 ソ ラ は 、 ど ん な 聞 の 奥 に も 光 は ある と 
言い 切り 、 ア ン セ ム に 立ち 向かう 。“ 世界 の 中 心 " 
世界 中 の 心 を つなげ た 大 いな る 心 " キ ング ダム ハー ツ ”" 
を めぐ る 戦い が は じ ま っ た 。 


間 KEY-POINT 


リク と ソラ を 励ま す 王 様 

ダイ ブドウ パー. ド で ソラ に 呼び が けた よう に 、 こ ミ 
で も 王様 が ソラ と リク に エー ル を 送る 。 リ ク と の 会 話 は 
ファ イナ ルミ ックス 版 で 追加 され た も の で 、「 こ の 先 の 扉 

と 閉じ る に は 2 つの 鍵 と 2 つの 心 が 必要 」 と いう 言葉 は 、 エ 
ン デ ィング で “キングダム ハー ツ " の 扉 を 閉じ る の に 必要 
な の が 「 ソ ラ と 王様 が それ ぞ れ 持つ キー ブレー ド 」 と 「 ソ ラ 
と リク と いう ふた り の 存在 」 で ある こと を 示す 。 


「 の ひざ 血 古 (irrSN 護 err 吉 さ 外 は 


GDP OSO7 の 8 交 


と 迄 本 」 


er の と 二宮 交 2 り 


激戦 の さなか 、 つ い に " キ ング ダム ハー ツ "の 扉 が 、 闇 
の 奥底 に 現れ た 。 ソ ラ た ち に 敗れ て な お 間 の 力 を 手 に 
せん と あがき 、 扉 に 手 を 伸ばす アン セム 。 だ が 、“ キ ング 
ダム ハー ツ " の 正体 は 光 だ と ソラ が 断言 し た 瞬間 、 闇 を 
吐き 出し つつ あっ た 扉 の 奥 か ら 、 ま ば ゆい 光 が 放 た れる 。 
お と ぎ 話 が 伝え る と お り 、 闇 の 奥 に は 光 が あ っ た の だ 。 

光 に 包ま れ て アン セム は 消え る も 、 扉 か ら は ふた た び 
闇 が あふ れ 出 し 、 ソ ラ 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー が 有力 を 合わ 
せ て も 防げ な い 。 その と き 扉 の 向こう の 闇 の 世界 か ら 
手 を 差し 伸 べ た の は 、 リ ク と 王様 だ っ た 。 ソ ラ と リク の 
カーー そ し て 、 ソ ラ が 持つ 光 の 世界 の キー プレ ー ド と 王 
様 が 持つ 闇 の 世界 の キー ブレード の 力 に よっ て 扉 は 閉 
じ 、*" キ ング ダム ハー ツ "は 封印 され る 。 

閣 が 去り 、 光 の 世界 が つぎ つぎ と も と の 形 に も どっ て 
いく な か で 、 ソ ラ と カイ リ は つか の 間 の 再会 を 果たし た 。 
「 か な ら ず 帰る 」 と 碑 い 、 彼 方 へ と 消え る ソラ 。 ひ と り デ 
ステ ィ ニ ー ア イラ ンド に 帰っ た カイ リ は 、「 秘 密 の 場所 」 
に 刻ま れ た 落書 き を 見 て 互い の 想い を か み し め 、 再 会 
の 日 を 信じ て 、 ソ ラ と リク の 帰り を 待つ 。 

そう し て 人 々 が 日 常 を 取り も ど し た ころ 一 一 。 

光 と 闇 の 狭間 の 世界 に 残っ た ソラ 、 ド ナル ド 、 グ 一 
フィ ー は 、 い ま も 間 の 世界 に いる は ず の 王様 と リク を 捜 
し て 、 ど こま で も 伸び る 道 を あて ど な く 歩い て いた 。 そ ん 
な 3 人 の 前 に 、 王 様 の ペッ ト の プル ー ト が 、 王 様 の 手紙 
を くわ えて 現れ る 。 あ わ て て プル ー ト を 追っ て 駆け 出す 
ソラ た ち 。 そ こ に か な ら ず 、 大 切な 人 へ と つづ く 光 へ の 
扉 が ある と 信じ て …… o 
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埋 ,+ - 夫 
キン クダ ム ハー ツ 
チェ イン し た コリ ピピ シレ 4 


訪れ る 者 の 記憶 を 映す 城 を 舞台 に 
ソラ と リク が それ ぞ れ の 戦い に 挑む 


“キン グ ダ ム ハー ツ "を めぐ っ て 間 の 探求 者 アン セム と 死闘 を くり 広げ た ソラ た 
ち は 、 戦 い の す え に 離れ ば な れ に な っ た 王様 と リク を 探す 旅 を つづ け て いた 。 旅 
の 途中 、3 人 は "忘却 の 城 」 と 呼ば れる 奇 炒 な 城 に た どり 着く 。 城 内 を 進む うち に 、 
記憶 を あや つる 少女 ナミ ネ の 力 で 偽り の 記憶 を すり こま れ 、 本 当 の 思い 出 を つぎ 
つぎ と 忘れ て いっ て し まう ソラ 。 一 方 その ころ 、 ソ ラ に 呼応 し た リク も 忘却 の 城 に 
た どり 着き 、 城 の 地下 深く か ら 歩 み 出 そ う と し て いた 。 
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記憶 を 映し 出す 城 
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「 手 に 入れ る か わり に 失い 、 
失う か わり に 手 に 入れ る 。 
それ が 『 忘 却 の 城 』 だ 」 


闇 の 世界 に 残さ れ た リク と 王様 を 捜し 出す た め に 、 ソ 
ラ 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー は 旅 を つづ け て いた 。 ある 夜 、 
ソラ た ち は 黒 コー ト の 人 物 に 導 か れ 、 不 思 議 な 城 に た ど 
り 着く 。 そ こ は 忘 却 の 城 と 呼ば れる 、 何 か を 手 に 入れ る 
か わり に 別 の 物 を 失う 場所 だ っ た 。 記憶 か ら 作 り 出 さ 
れ た カー ド を 渡さ れ た ソラ は 、「 大 切な 人 に 再会 し た けれ 
ば 進め 」 と いう 男 の 言葉 に 従い 、 城 の 興 へ と 進ん で いく 。 
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開い た 扉 の 先 に は 、 ど うい うわ け か 、 か つて ソラ が 旅 
し た 世界 の 街並み が 広がっ て いた 。 し か し 、 顔 な じみ の 
は ず の 住人 た ち は み な 、 ソ ラ と は 初対面 だ と 言い 張る 。 
どう や ら 、 街 も 住人 も すべ て 、 ソ ラ の 記憶 か ら 生 まれ た 
幻影 らし い 。 と ま ど い を 覚え つつ その 世界 を あと に し た 
ソラ た ちの 前 に 、 黒 コ ー ト の 男 の 仲間 の ひと りーー ア ク 
セル が 現れ 、 襲い か か っ て きた 。 ソ ラ の 実力 を 確か め た 
アク セル は 、「 ソ ラ が ソラ で は な く な る 」 と いう 忠告 めい た 
言葉 を 残し て その 場 を 去る 。 

城内 を 進み 思い 出 の な か の 世界 を めぐ る うち に 、 ソ ラ 
た ち は 、 自 分 の 記憶 が あや ふ や に な っ て いる の に 気づく 。 
確認 の た め に 過去 の 冒険 を 記録 し た ジミ ニー メモ を 見 
返す と 、 な ん と メモ は 白紙 に な っ て いた 。 手 に 入れ る か 
わり に 失う 一 一 城 の 入口 で 聞か され た 言葉 の 意味 を 思 
い 知り 、 こ の まま 先 へ 進め ば リク や カイ リ の こと も 忘れ て 
し まう か も し れ な いと 不安 に な る ソラ 。 その と き 、 見 知ら 
ぬ 白 い 服 の 少女 が 、 ソラ の 記憶 の な か に 一 瞬 だ け 浮 か 
び 上 が る 。 黒 コー ト の 人 物 た ちの 組織 "機関 "の 差し 
金 で 、 ソ ラ た ちの 記憶 に 異変 が 起こ り は じ め て いた 。 
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記憶 の な か の 少女 、 そ の 名 は ナミ ネ 
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ふと ソラ は 、 カ イリ や リク の ほか に も う ひ と り 、 絵 を 描く 
の が 好き で お と な し い 女 の 子 が 故郷 に いた こと を “思い 
出し "つつ あっ た 。 彼女 に つい て も っ と 知る べく 、 先 を 急 
ぐ 一 行 。 そ ん な ソラ た ちの 前 に 、" 機 関 " の 一 員 ラ クシ ー 
ヌ が 現れ た 。 彼女 と の 戦い の さなか 、 記憶 の な が の 少 
女 の 名 前 が ナミ ネ で ある こと を “思い 出す "ソラ 。 し か も 
ラク シー ヌ に よれ ば 、 ナ ミネ は この 城 に と ら わ れ て いる と 
いう 。 ナ ミネ を 助け な けれ ば と あせ り は じ め た ソラ は 、 足 
早 に 城 の 奥 を 目指 す 。 

ナミ ネ に 会 いた い 一 心 で 突き 進む ソラ の 前 に 現れ た 
の は 、 ソ ラ の 親友 で ある リク だ っ た 。 か つて の 友情 を 
すっ か り 忘 れ た 様子 で 、 ナ ミネ を 守る た め だ と 言っ て ソ 
ラ に 敵意 を 向け る リク 。 欧 変 し た 親友 の 言動 に 落ち こ 
みな が ら も 、 ソ ラ は 「 自 分 と リク と ナミ ネ の 3 人 は いつ だ っ 
て 一 緒 だ っ た 」 と 思い 直し 、 城 の 奥 へ 去っ た リク を 追う 。 
し か し ソラ は 気づい て いな か っ た 。 ナ ミネ に つい て の 記 
憧 が よみ が えっ た ぶん 、 自 分 た ちの 記憶 か ら カ イリ の 存 
在 が 失わ れ て いる こと に ……。 。 。 。 。-。-。、。、。、。、。 レレ ーー 
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本 当 に 大 切な の は 誰 ? 


て 9 階 /I9 落 ノロ / 座 臨 


うす る ? この まま で は 、 
の 勇 者 が 消さ れ て し まう な 」 


「 記 憶 と いう 鎖 に 縛ら れ 、 
自分 の 心 を 信じ な けれ ば ば 、 
心 を 描 て た も 同じ こと 」 


か cy4 
本 和紙 9 っ て 54 合 / 


ソラ を 忘却 の 城 へ 導い た 人 物 一 一 忘却 の 城 の 責任 
者 マー ルー シャ は 、 ソ ラ の 記憶 の 改変 を さら に 進め る よ 
う ナ ミネ に 命じ て いた 。 彼女 の 力 で 己 の 記憶 が ゆがめ 
られ て いる こと に 気づか ず 、 ソ ラ は ナミ ネ に まつ わる 記 
憶 を つぎ つぎ と "思い 出し "て は 彼女 へ の 想い を 募ら せ 
て いく 。 そ ん な ソラ の 前 に 、 マ ー ル ー シ ャ に 反感 を 抱く 
"機関 "の 一 員 ヴ ィ ク セン が 現れ 、 ソ ラ が 持つ " 裏 の 記憶 " 
の 存在 を ほのめかす 。 そ の 記憶 を 映し 出し た 世界 一 一 
トワ イラ イト タウ ン に て 、 ヴィ クセ ン は ソラ の 記憶 が 偽り 
で 塗り つぶ され て いる こと を 示唆 する が 、 多く を 語る 前 
に アク セル の 手 に よっ て 消滅 させ られ て し まう 。 

トワ イラ イト タウ ン を あと に し て 城内 を 進む ソラ の 前 
に 、 ま た も や リク が 立ち は だ か る 。 リ ク と ソラ が それ ぞ れ 
ナミ ネ と 個人 的 に か わし た は ず の 約束 や 、 そ の 思い 出 の 
品 が 、 寸 分 た が わ ず 同 じ で ある こと に と ま ど う ソラ 。 そ れ 
に 対し て リク は 、 ソ ラ の 記憶 と お 守り が 偽物 な の だ と 言 
い 張 り 、 襲い か か っ て くる 。 か らく も ソラ が リク を 退け る 
と 、 リ ク が 落と し た 星 形 の お 守り は 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ 
ンド の カー ド に 変化 し た 。 

その カー ド に よっ て 作ら れ た 幻 の 故郷 で 、 ソ ラ は つい 
に ナミ ネ と めぐ り 会 う 。 し か し 、 ナ ミネ は 「 ソ ラ の 記憶 の 
な か に いる の は 、 本 当 は 自分 で は な い 」 と 告げ 、 一 番 大 
切な 人 を 思い 浮か べ る よう ソラ に うな が す 。 その と き ソ 
ラ は 、 記憶 の な か で ナミ ネ に すり か わっ て いた カイ リ の 
姿 を か すか に 思い 出し た 。 
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他人 の 記憶 を 操作 し て 偽り の 思い 出 を 作り 上 げ る 
ーー それ が ナミ ネ の 能力 だ っ た 。 ソ ラ を 敵視 し て いた リ 
ク も 、 リ ク の 姿 を し た レプ リカ 人 形 に ナミ ネ が 偽り の 記憶 
を 植え つけ た も の だ と いう 。 ソ ラ た ち は す べ て を 明か し た 
ラク シー ヌ を 打ち 破り 、 改 め て ナミ ネ か ら 事 情 を 聞く 。 

ナミ ネ は 、 マ ー ル ー シ ャ に お ど さ れ て ソラ た ちの 記憶 
を 改変 し て いた こと を 謝罪 する が 、 ナ ミネ と の 思い 出 が 2 
嘘 だ っ た と わか っ て も 、 彼 女 を 守り た いと いう ソラ の 心 ゞ 
は 変わ ら な か っ た 。 マ ー ル ー シ ャ を 倒せ ば 、 ナ ミネ の カカ 9 嘘 の 忌 い 出 だ つ た と し て も 、 
で 自分 た ちの 記 培 を も と どおり に で きる と 知り 、 ソ ラ と ド 約 まだ 、 俺 の 内 に あ CO 
ナル ド 、 グ ー フ ィ ー は 忘却 の 城 の 最上 階 へ と 向かう 。 で 

ナミ ネ の 力 で ソラ を あや つり "機関 "を 乗っ 取る と いう だ の 守る ん だ 

マー ルー シャ の 計画 を 、“ 機 関 " の 命 で 調査 を 行なっ て 
いた アク セル は 見 抜い て いた 。 裏切り 者 で ある マー ルー 
シャ の 始末 を は か る アク セル だ が 、 マ ー ル ー シ ャ は ナミ 
ネ を 人 質 に 取り 、 ソラ に アク セル の 相手 を させ る 。 アク 
セル を 退け た ソラ た ち は 、 自我 を 取り も ど し た リク ニレ プ 
リカ の 加勢 を 受け て ナミ ネ を 救出 。 マ ー ル ー シ ャ を 追 
いつ め 、 い よい よ 最 後 の 決戦 に 挑む 。 


則 KEY-POINT 


「 レ プリ カ 計 画 」 と マー ルー シャ の 計画 

忘却 の 城 で ソラ の 記憶 を パラ パラ に する と いう の は 、 
そもそも は 機 関 の 計 画 。 光 機関 は 、 キ ー プ レー ド 使 い 
の 能力 を レプ リカ 人 形 に コピ ー す る 「 レ プリ カ 計 画 」( つ 
PI44) の 一 環 と し て 、" キ ー ブ プレ ー ド の 勇者 "ソラ の 記憶 
を 奪 お うと し て いた 。 マ ー ル ー シ ャ は この 計画 に 乗じ 
て 、 ソ ラ を 己 の 手駒 に すべ く 、 彼 に 偽り の 記憶 を 刷り こま 
せ て あや つる よう ナミ ネ に 命じ た の だ 。 
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マー ルー シャ を 破り 、 最 上 階 の 鍵穴 を 閉め 、 忘 却 の 城 
で の 戦い に 終止 符 を 打つ ソラ 。 あ と は ナミ ネ が ソラ た ち 
の 記憶 を も と どおり に する の み だ っ た が 、 そ の た め に は ソ 
ラ た ち が 忘 却 の 城 で の 出来 事 、 ひ いて は ナミ ネ の こと を 
忘れ る 必要 が あっ た 。 ナ ミネ は ソラ に 問い か ける 。 忘 
却 の 城 で の 記憶 を な くす か わり に も と の 思い 出 を 取り も 
どす か 、 城 で の 記憶 を 残す か わり に 大 事 な 思 い 出 を な く 
し た まま に する か 。 悩ん だ すえ に 、 ソ ラ は 記憶 を も 
と どおり に する こと を 選ぶ 。 

目覚 め た ら ナ ミネ に お 礼 を 言 お うと 決心 し 、 ソ ラ 、 ド ナ 
ルド 、 グ ー フ ィ ー の 3 人 は 眠り に つく 。 い つか ナミ ネ と 再 
会 し 、 も う 一 度 友 だ ち に な れる と 信じ て …… 


[大 丈夫 。 ソラ は 私 を ぶれ る 
約束 が ある か ら 、 戻 っ て こら れる 』」 
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“キングダム ハー ツ "の 扉 を 闇 の 世界 側 か ら 閉 じ た リ ク 
は 、 光 と 痢 の は ざま に 流れ 着い て いた 。 謎 の 声 の 呼び 
か け で 眠り か ら 目 覚め た リク は 、 手 に し た カー ド に 運ば 
れる か の よう に 、 忘 却 の 城 の 地下 深く に た どり 着く 。 


KEY-POINT 


リク を 導く 「 ア ン セ ム 」 

リク を 目覚 め さ せ た 声 は 闇 の 探求 者 アン セム の も の 
だ が 、 そ の 声 の 主 は 実際 は アン セム で は な く デ ィ ズ と い 
う 男 。 リ ク を 闇 と 戦わ せる べく 、 ア ン セ ム の ふり を し て 
接触 し て きた の だ 。 ち な み に 、 リ ク の な か に ひそ む ア ン 
セム (っ PI29) が リク の こと を 「 お まえ 」 と 呼ぶ の に 対し 、 
ディ ズ が 拐 し た アン セム は 「 君 」 と 呼ぶ 。 
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で 地下 12 階 地下 1 階 / 地 下 10 階 ノ 地 下 9 階 / 地 下 8 階 / 地 下 7 階 ノ 地 下 6 階 ン 
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リク の 記憶 か ら 作 られ た 世界 に は 、 ハ ー ト レス や ヴィ 
ラン ズ と いっ た 闇 の 住人 し か いな か っ た 。 動揺 する リク 
に 「 君 の 心 に 痢 し か 残っ て いな いせ い だ 」 と 告げ る 謎 の 
声 の 主 一 一 闇 の 探求 者 アン セム は 、 痢 を 受け 入れ ろ と 
人 迫っ て くる 。 し か し 、 ど こ か ら か 聞こ えた 王様 の 声 に 励 
まさ れ 、 ア ン セ ム を 退け た リク は 、 闇 に 屈する こと な く 城 
を 最後 まで 進 も うと 決意 を 固め る 。 】 

地下 の 一 室 で は ゼクシオ ン 、 レ クセ ウス 、 ヴ ィ ク セン 計 
の 3 人 が 、 城内 に 現れ た リク の 気配 を 感じ 取っ て いた 。 
ヴィ クセ ン は 光 と 痢 の は ざま に 立つ リク に 興味 を 抱き 、 
彼 の デー タ を も と に 作り 上 げた リク の レプ リカ を 、 リ ク の 
も と へ 差し 向け る 。 闇 の 力 を 恐れ ず に 振る う リ クニ レプ 
リカ を か ろう じ て 追 い 返し た リク は 、 ア ン セ ム の 「 闇 を 恐 
れる 君 の ほう こそ 偽物 な の で は な いか 」 と いう 言葉 を 否 
定 す る た め に も 、 ひ た すら 先 を 目指 す 。 

一 方 、 地 下 の 一 室 へ も どっ た リク ニレ プリ カ は 、 ヴィ 
クセ ン に 連れ られ て 地上 を 訪れ 、 そ の 場 で ナミ ネ に 記憶 
を 操作 され て し まう 。 そ し て 、“ ナ ミネ の 幼なじみ の リク ”" 
に 作り か えら れ た の ち 、 ナ ミネ を 守る べく 、 城内 を の ぼっ 
て くる ソラ の も と へ 向かう の だ っ た 。 


「 ナ ミネ の カカ で 、 
あん た に リク の 記憶 名 
植え つけ る の よ 」j 


間 の 力 に 立ち 向かっ て 


て 地下 5 階 / 地 下 4 階 ノ 地下 3 階 ン 
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Sov9W は 一 一 坪 選 せき 尼 き へ きる 


ーー 包 先 亜 敵 ③ 下 
(c 品 い 


ソラ を 我 が も の に し よう と する マー ルー シャ へ の 警戒 
を 強め て いた ゼクシオ ン と レク セ ウ ス は 、" 機 関 " の 目的 
達成 に 必要 な "キー プレ ー ド の 勇者 "を 奪わ れ た と き に 
備え て 、 リ ク を 手中 に 収め よう と する 。 力 ずく で 従え る ベ 
く 翼 っ て きた レク セ ウ ス に リク は 応戦 する が 、 気 を 失っ た 
拍子 に 身体 を 聞 の 探求 者 アン セム に 乗っ 取ら れ て し ま 
う 。 変貌 し た リク に 一 瞬 の うち に 切り 捨て られ た レク セ 
ウス は 、 リ ク の 身体 に 宿っ て いる も の の 正体 に 勘 づき 、 己 
の うか つ さ を 悔い な が ら 消 滅する 。 

痢 に 落ち た リク の 意識 に 、 ア ン セ ム の 強大 な 思念 が 
迫っ て きた 。 そ の と き 、 王 様 の 意思 が リク の も と へ 駆け 
つけ 、 間 一 髪 の と ころ で リク は アン セム の 支配 か ら 解放 
され る 。 ず っ と そば に いて くれ て いる 意識 を 取り も 
ど し た リク は 、 王 様 の 心 を 確か に 感じ つつ 城内 を 進む 。 

その ころ 、 地 上 で は マー ルー シャ が ソラ に よっ て 倒さ 
れ て いた 。 マ ー ル ー シ ャ が 消え 、 リ ク を 手 に 入れ る 必要 
が な く な っ た ゼクシオ ン は 、 目 ざわ りな 存在 と な っ た リク 


に 


t 


を 始末 する べく 、 減 び ゆ く 故 郷 の 光景 を 見 せつ けた うえ ! 
で 、 リ ク を 光 の 幻術 で 包み こむ 。 光 の で 消さ れる の か ご < る 5 中 
ーー そう 観念 し か けた リク の 耳 に 届い た の は 、“ カ イリ " も レッ が 
の 声 だ っ た 。 光 も 闇 も 力 に な る と いう 彼女 の 言葉 に 勇 に ィ C ら 
気づけ られ た リク は 、 闇 の 力 で 幻術 を 打ち 破っ て ゼ ク シ 君 ゲ Si 
オン を 退け る 。 ゼ クシ オン は 地下 の 一 室 へ 逃げ こむ も 5 
の の 、 彼 の 存在 を よし と し な い ア クセ ル が 差し 向け た リ の に 
クー レプ リカ に 吸収 され て 消滅 し た 。 力 以 恐 
NN 紅 末 
と KEY-POINT 
- ジ 98 2 2 
リク が 聞い た “カイ リ ” の 声 2 の UN 
光 に 飲み こま れ た リク に 届い た カイ リ の 声 は 、 じ つ は ナ か 4 で 
ミネ の も の 。 彼 女 は 、 リ ク に 闇 に 立ち 向かっ て ほし いと 願 5 半 3 
っ て 、 カ イリ の 声 と 姿 を 借り て 彼 の 心 に 呼び か けた の だ 。 ら 
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の 
と 刀 て り 選 ご 守 る す ③ 潤 世 」 


リク が 聞 を 恐れ な く な っ た ぶん 、 彼 の な か に ひそ む ア 
ン セ ム の 力も 増大 し て いっ た 。 そ ん な リク の 前 に 、 そ れ 
まで アン セム に 拐 し て いた 謎 の 男 デ ィ ズ が 姿 を 現す 。 
ディ ズ の 言葉 に 従い ナミ ネ の も と へ 向かお うと する リク 
の 行く 手 を は ば ん だ の は 、 自 分 が 偽物 だ と いう こと を 思 
い 出 し た リク ニレ プリ カ だ っ た 。 己 の 存在 意義 を 賭け 
て 戦い を 挑む も 、 つ い に 偽 物 と いう 宿命 か ら 逃 れ ら れ な 
か っ た リク ニレ プリ カ は 、“ 本 物 " の 言葉 を 聞き な が ら 、 
どこ か 満た され た 表情 で 闇 の な か へ と 溶け て いく 。 

ナミ ネ の も と で は 、 ソ ラ が 記憶 を 取り も どす た め の 眠 
り に つい て いた 。「 ソ ラ と 同じ よう に 眠り に つけ ば 、 リ ク 
の 心 に ひそ む ア ン セ ム を 私 の 力 で 永遠 に 閉じ こめ る こと 
が で きる 」 と 告げ る ナミ ネ 。 し か し 、 リ ク は その 提案 を 断 
り 、 己 の な か に ひそ む 聞 に 立ち 向かう 道 を 選ぶ 。 自 分 の 
力 で 決着 を つけ る こと を 望ん だ リク は 、 闇 の 世界 か ら 駆 
けつ けた 王様 の 協力 を あえ て 断り 、 忘却 の 城 の 地下 | 
階 で 単身 アン セム と 対 財 す る 。 


激闘 の すえ リク は アン セム を 破っ た も の の 、 そ の 呪 縛 
を 完全 に 断ち 切る こと は で き な か っ た 。 闇 を 抱え な が 
ら 歩 も うと する リク の 姿 に 、 光 と 闇 の 新た な あり か た を 
見 い だ し た 王様 は 、 リ ク と と も に 旅 を し た いと 言っ て 彼 
に 手 を 差し 伸 べ る 。 友情 を 深め 合い 、 デ ィ ズ か ら 受 け 
取っ た 黒い コー ト を 身 に まとっ て 忘却 の 城 を あと に する 
リク と 王様 。 光 と 章 が 触れ 合う 夜明け の 道 を 、 ふ た り は 
進み ゆく の だ っ た 一 一 。 


peqAeld AonS ueW E+Jdeu つ | 定 訟 


自分 は いっ た い 何 者 な の か 
記憶 を 持た ぬ ノ ー バ ディ の 少年 は 己 の 正体 に 悩み 苦し む 


“人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ "を 完成 させ る べく 暗躍 する 集団 、" 胃 機関 。。 そ の 
一 上 員 と な っ た ロク サス は 、 組 織 の 命令 に た だ 従う だ け の 日 々 を 送り な が ら 、 教 育 係 
の アク セル や 新 メ ン バ ー の シオ ン と 友情 を 深め る な か で 、 自 分 が 何者 な の か 疑問 
を 持ち は じ め て いく 。 や が て 、 さ さい な すれ ちがい か ら 親 友 3 人 の 関係 は くず れ 、 シ 
オン と ロク サス は それ ぞ れ 大 き な 決 断 を くだ すこ と に な る 。 こ れ は 、 少 年 た ち が 、 と 
き に 笑い 、 と き に 苦悩 し た 、358 日 間 の 物語 一 一 。 


友 を 待つ 黄 貸 時 


て DAY 255 ン 


ロク サス が 通 機関 に 入っ て か ら 255 日 目 の こ と 一 一 。 
トワ イラ イト タウ ン に ある 時 計 塔 で 、 ロ クサ ス は 機関 


マズ 


に 入っ て か ら の 日 々 を 思い 出し つつ 、 親 友 で ある アク セ る 
ル と た わい の な い 会 話 を か わし て いた 。 それは 彼ら に ミ 
と っ て 、 ふ だ ん どおり の は ず の 夕方 。 し か し 、 も う ひ と り こ 
の 親友 一 ロク サス が 機関 に 入っ て 7 日 目 に 出会っ た "14 『 
番目 "の シオ ン は 、 い つま で た っ て も 現れ な か っ た ……。 回 


それ 1 くじ < 遅い な あー 


て DAY 7 一 DAY 26 一 


ス 。 次 の 任務 、 終 わっ た ら 、 
また きき ョ で アイ ス 食 べ よ う ぜ 」 


_ な あ 、 ロ クサ 


0 


記憶 が な いま ま ト ワイ ライ ト タ ウ ン で 目覚 め 、 吉 機関 
の 一 員 に 迎え られ た ロク サス は 、 機 関 に 入っ て 7 日 が 経 
過 し た ころ か ら 、 機関 で 唯一 キー ブレ ー ド が 使え る 者 と 
し て 、 ハ ー ト を 回 収 する 任務 を こなし は じ め た 。 しだい 
に 、 ロ クサ ス と 教育 係 の アク セル は 友情 を 深め 、 任 務 の 
あと 時 計 塔 で 一 緒 に アイ ス を 食べ る 仲 に な っ て いく 。 

や が て アク セル が 任務 で 忘却 の 城 へ 向かう と 、 彼 が 
不在 の あい だ 、 ロ クサ ス は 14 番目 の 機関 メン バー 一 一 
シオ ン と と も に 任務 を こなす 機会 が 増え て いっ た 。 無口 
な シオ ン と の 接し か た が わか ら な い ロ クサ ス だ っ た が 、 
ある 日 、 シ オン も ロク サス と 同じ く キ ー ブ プレー ド を 使え る 
こと が 判明 し 、 ふ た り は 一 気 に 打 ち 解け る 。 ア クセ ル が 
も どっ た ら 3 人 で アイ ス を 食べ よう と 約束 を 交わ す ふ た 
り 。 し か し その 翌日 、 忘 却 の 城 に 行っ た メン バー が 消滅 
し た と の 報 を 聞い た ロク サス は 、 任 務 を 終え て 帰還 する 
さい 、 突 然 意識 を 失っ て し まう 。 


選 KEY-POINT 


ロク サス が 倒れ た 理由 

ロク サス が 意識 を 失っ た の は 、 忘 却 の 城 に お いて ソラ 
が 記 憎 を 操作 され た の が 原因 。 ロ クサ ス が 倒れ た 日 は 、 
ちょ うど ソラ が 忘却 の 城 を 進ん で いる さなか で あり 、 ソ 
ラ の ノー バディ で ある ロク サス は 、 本 体 で ある ソラ の 記 
憶 が 改変 され た 影響 を 受け た の だ 。 
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て DAY 49 っ DAY 171 て 


シカ ン が 回 ウ グ が の あだち 56、 
シオ ン は 俺 の 友だち だ 」 


「 


ロク サス が 意識 を 取り も ど し た の は 、 倒れ て か ら 20 日 
以上 も 過ぎ た あと の こと だ っ た 。 休養 か ら 復帰 し て 淡々 
と 任務 を こなし て いた ロク サス は 、 忘却 の 城 で 消滅 し た 
と 思わ れ て いた アク セル と 、 ト ワイ ライ ト タ ウ ン で 再会 を 
果たす 。 ア クセ ル の 無事 を 喜ぶ ロク サス だ っ た が 、 今 度 
は シオ ン が 行方 を くら ませ る 。 捜 索 の すえ に 発見 され た 
シオ ン は 、 な ぜ か キー プレ ー ド を 使え な く な っ て いた 。 
キー ブレ ー ド が 使え な けれ ば ハー ト を 回 収 で きず 、 通 機 
関 に と っ て 用 な し に な っ て し まう 一 一 そう 言っ て シオ ン 
は 落ち こむ も の の 、 ア クセ ル の 提案 に 従い 、 つ ね に ロク サ 
ス と 一 緒 に 行動 する こと で どう に か 任務 を こなし て いく 。 

ロク サス の サポ ー ト の か いあ っ て シオ ン は ふた た び 
キー プ ブレード を 使え る よう に な り 、 い つ し か 任務 後に 時 
計 塔 で 3 人 そろ っ て アイ ス を 食べ つつ 話 を する の が 、 ロ 
クサ ス た ちの 新た な 日 課 と な っ て いた 。 会 話 の な か で 、 
通 機関 の メン バー は 人 間 だ っ た ころ の 記憶 を 持っ て い 
る と 知り 、 和 驚く ロク サス と シオ ン 。 自分 は どん な 人 間 だ っ 
た の だ ろう と 、 ノ ー バ ディ に な る 前 の 記憶 が な いふ た り 
は 考え を めぐ ら せ る 。 

そん な ある 日 、 調 子 を 取り も ど し つ つ あ っ た シオ ン は 、 
任務 の 討伐 対象 だ っ た 偽 機 関 貞一 一 リ ク に 敗北 し て し 
まう 。 リ ク に 「 お 前 の キー ブレ ー ド は 偽り の も の だ 」 と 言 
われ 、 ロ クサ ス へ の 劣等 感 か ら 自 室 で ふさ ぎ こ む こと が 
多く な る シオ ン 。 そし て 、 再 度 任務 に 失敗 し た 彼女 は 、 
眠っ た まま 目覚 め な く な っ て し まう 。 


きず 誤 み テー で ささ ー せ S(! 
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KEY-POINT 


ご ク 


シオ ン が キー ブレ ー ド を 使え た 理由 
シオ ン は 、 キ ー プ レー ド 使 い の 能 力 を コピ ー す る 目的 で 
作ら れ た レプ リカ 人 形 で あり 、 ソ ラ の 力 を 奪っ て 成長 する 
素 体 と し て 生み 出さ れ た 。 そ の た め 、 ソ ラ の ノー バディ で 
ある ロク サス と 任務 を と も に し た 結果 、 シ オン は ロク サス 
の を 吸収 し て キー ブレ ー ド を 使え る よう に な る 。 し か 
し 、 ロ クサ ス が 長い 眠り か ら 目 覚め た と き に は 、 そ れ ま で 
に 吸収 し た 力 が 逆流 を 起こ し 、 一 時 的 に キー プレ ー ド が 使 


えな く な っ て し まう 。 そ の 後 、 シ オン が ふた た び キ ー プ ブ ーー ョ S に へ ふ 

用 Mn で PC 人 ロク サス と 同じ よう に 特別 だ と し て も 一 一 
っ た こと で 能 コピ ー が 完 た か ら だ 。 N ー 

を 使っ た こと で 能力 の 再 コ ピー が 完了 し た か ら た ロク サス と あたし は きっ と 違う 」 


記憶 
=| いい 3 


し と け 。 
俺 た ち は 親 友 だ 」 


は あたし の 生ま れ た 秘密 が 


ある は ず な の 」 


20 日 間 の 引 睡 を 経て 目覚 め た も の の 、 任 務 中 に ふた 
た び 倒 れ て し まう シオ ン 。 彼女 の 脳裏 に は 、 ソ ラ の 冒険 
の 記憶 が つぎ つぎ と 浮か ん で いた 。 ロ クサ ス と アク セル 
に 見 舞っ て も らい 、 一 時 は 安らぎ を お ぼ え た シオ ン だ 
が 、 不 可 解 な 夢 に 日 々 悩ま され る よう に な る 。 そ の 夢 が 
ノー バディ に な る 前 の 自分 の 記憶 に 関係 が ある の で は 
な いか と 考え た 彼女 は 、 独 自 で 調査 し 、 機 関 の メ イン コ 
ンピュータ か ら 忘 却 の 城 に 関す る 情報 を 入手 する 。 

自分 の 出生 の 秘密 が 忘却 の 城 に ある に ちがい な いと 
確信 し た シオ ン は 、 任 務 を 無視 し て 城 を 訪れ る 。 以 前 
に ヴィ クセ ン の 研究 資料 を 通じ て シオ ン の 正体 を 知っ 
て いた アク セル は 彼女 を 制止 する が 、 シ オン は 聞き 入れ 
ず に 城 の 奥 へ 進み 、 つ い に 己 の 秘密 一 一 自分 が キー ブ 
レー ド 使 い の 能 力 を コピ ー す る た め の レ プリ カ 人 形 で あ 
る こと を 知っ て し まう 。 

時 を 同じ くし て 、 ロ クサ ス は いつ も の 時 計 塔 で 親友 た 
ち が く る の を 待っ て いた 。 ア クセ ル は 遅れ て 現れ た も の 
の 、 い つま で た っ て も シオ ン は 姿 を 見 せな い 。 シ オン が 
通 機関 を 脱走 し た の は 、 そ の 翌日 だ っ た 。 


deid AoS uleW E 19jdeu つ | 半 工 


< て DAY 276 一 DAY 355 て 
MM ズー イ / 
レレ 、、 P/ の 「 ト ー や く 見 つけ た ぜ 、 


9 才 ま で 学 一 
ソラ は 目覚 め ま せ ん .」 


ロク サス と アク セル は 、 脱走 し た シオ ン を 捜し て 連日 
各地 を まわ っ て いた 。 最 後 の 捜索 場所 で ある 忘却 の 城 
に 入っ た と た ん 、 ロ クサ ス は 激しい 頭痛 に 襲わ れ 、 逃 げ 
る よう に 城 を あと に する 。 翌日 、 ト ワイ ライ ト タ ウ ン で つ 
い に シ オン を 発見 し た ロク サス は 、 通 機関 に も どっ て く 
る よう 彼女 を 説得 する が 、 シ オン は ロク サス に キー プ 
レー ド を 向け て 拒絶 の 意思 を 示す 。 う ろ た える ロク サ 
ス を よそ に 、 そ の 場 に 現れ た アク セル は シオ ン を 無理 や 
り と ら え 、 機 関 の 城 へ 連れ 帰っ て し まう 。 

その ころ 、 忘却 の 城 で の 冒険 で バラ バラ に な っ た ソラ 
の 記憶 を 回 復 さ す て い た ナミ ネ は 、 記 憶 の 修復 の 進行 
が 止ま っ た こと に あせ っ て いた 。 ロ クサ ス を 通じ て ソラ 
の 影響 を 受け た シオ ン が 、 キ ー プ レー ド を 使う 能力 だ け 
で な く ソ ラ の 記憶 まで も 吸収 し て し まっ た た め 、 ソ ラ が 目 
覚め られ な く な っ て いた の だ 。 ソ ラ の 力 を 必要 と する 
ディ ズ は 、 ロ クサ ス と シオ ン を 強引 に で も ソラ の も と へ 連 
れ て くる よう に 、 リ ク に うな が す 。 

一 方 、 シ オン が 通 機関 に もち どっ て か ら と いう も の 、 ロ ク 
サス の 力 は 弱まる ば か り だ っ た 。 必要 以上 に 彼 の 力 を 
吸収 し て いる こと を 悟っ た シオ ン は 、 ロ クサ ス を 助け る 
た め に 自分 が どう すべ きか を 考え た すえ 、 ふた た び 機 関 
の 城 か ら 姿 を 消す 。 

シオ ン の 二 度 目 の 脱走 を 機 に 、 胃 機 関 の リ ー ダ ー で 
ある ゼム ナス は 、 シ オン を 利用 し た 「 レ プリ カ 計 画 」 の 全 
容 を メン バー に 明か す 。 忘却 の 城 で バラ バラ に し た ソ 
ラ の 記憶 と 能力 を 吸収 させ 、 機 関 の 手駒 と な る キー プ 
レー ド 使 い を 手 に 入れ る ーー その た め に 作ら れ た の が 
シオ ン と いう レプ リカ 人 形 だ っ た 。 信じ が た い 事 実 を 知 
ら さ れ た ロク サス は 、 シ オン と 同じ く 「 特 別 な ノー バディ 」 
と 言わ れ て きた 自分 自身 の 正体 に 疑問 を 抱く 。 ロ クサ 
ス は た ま ら ず ア クセ ル を 問い つめ る が 、 ア クセ ル は 言葉 
を に ご し て 何 も 答 えよ うと は し な か っ た 。 自分 が 何者 な 
の か を 確か め る べく 、 ロ クサ ス は 通 機 関 を 抜け 出す 。 


ソラ へ 帰る た め に 


て DAY 356 一 DAY 358 


シオ ン は 、 自 分 の 記憶 を 本 来 の 持ち 主 で ある ソラ へ 
返す た め に 、 ト ワイ ライ ト タ ウ ン に いる ナミ ネ の も と を 訪 
れ た 。 そ こ へ 、 シ オン を と ら え る よう 命令 を 受け た アク セ 
ル が 現れ る 。 命令 に 従っ て で は な く 、 親友 を 消し た く な 
い が ゆ え に シ オン を 連れ も どす アク セル だ っ た が 、 シ オ 
ン の 覚悟 は すでに 決ま っ て いた 。 

つぎ の 日 、 通 機 関 か ら 離 れ た も の の 行く 当て の な い ロ 
クサ ス は 、 ト ワイ ライ ト タ ウ ン の 時 計 塔 で 途方 に 暮れ る 。 
そこ に シオ ン が 現れ る が 、 そ の 顔 は 、 ロ クサ ス の 知る 少 
女 の も の で は な く 、 彼女 が 吸収 し た 力 の 持ち 主 で ある ソ 
ラ の も の に 変貌 し て いた 。 己 の 消滅 を 願う シオ ン は ロク 
サス に 戦い を 挑み 、 彼 に 倒さ れる こと を 選ぶ 。 最期 に 、 
“キン グ ダ ム ハー ツ " を 解放 し て ほし いと ロク サス に 言 
い 残し 、 シ オン は 空 に 消え て いく 。 

シオ ン の 消滅 は 、 す べ て の 人 々 か ら 彼 女 に 関す る 記 
憶 が 失わ れる こと を 意味 し て いた 。 薄れ ゆく 記憶 の か 
けら を た ぐり 寄せ 、 シ オン が 残し た 最期 の 願い を か な え 
る べく 、 ロ クサ ス は 機関 の 城 を 目指 す 。 そん な 彼 の 前 に 、 
ソラ の 記憶 を 取り も どす た め に ロク サス を と ら え よう と す 
る リク が 立ち は だ か っ た 。 


シオ ン と の 決別 を 機 に 手 に し た 2 本 の キー ブレ ー ド 
で 、 一 度 は リク を 圧倒 する ロク サス 。 し か し リク は 、 ロ ク 
サス が ソラ の ノー バディ で ある こと を 確か め る と 、 己 の な 
か に ひそ む 闇 の 力 を 解放 し 、 ロ クサ ス を 打ち 負かし た 。 


NN ない 


/ と ら え られ た ロク サス は 、 デ ィ ズ の 手 に よっ て 偽り の 記 
'@ に … ES の 夏休み ( 議 、 0 6 ソラ が 目覚 め る まで の 
ン 』 日 々 を 送る こと に な る 。 
、 あめ と 7 日 間 で 池 機 関 で 過ごし た | 年 近く の 出来 事 を すべ て 忘れ 、 ト 


く ワイ ライ ト タ ウ ン で 目 を 覚まし た 朝 、 ロ クサ ス は 友人 た ち 
終 わ る 昌 SF 二 寺 
が 待つ 「 い つも の 場所 」 へ と 駆け て いく 。 
ロク サス に 残さ れ た 夏休み は 、 あ と 7 日 一 一 。 


思 / グ 
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キン グ ダ ム ハー ツ I 


新た な 危機 に 瀬 し た 世界 を 救う た め 
ツ / 有 SN / 居 (の 5 の 人 幸 


沈ま な い 夕 日 に 照ら され た 、 た そ が れ の 街 ト ワイ ライ ト タ ウ ン で 、 残り わずか と 
な っ た 夏休み を 友だち と 一 緒 に 過ごす 少年 ロク サス 。 彼 の ささ や か な 幸せ が 終わ 
り を 告げ た と き 、 キ ー プ レー ド の 勇者 ソラ は 1 年 の 眠 りか ら 目覚 め 、 ド ナル ド や グー 
フィ ー と と も に ふた た び 冒 険 を は じ め る 。 平和 を 乱す ハー トレ ス や ノー バディ 、 そ 
し て “キン グ ダ ム ハー ツ "を 手 に 入れ よう と する 謎 の 集団 “ 加 機 関 ? の 魔 の 手 か ら 
世界 を 救い 、 今 度 こそ 親友 リク を 連れ て 故郷 の 島 へ 帰る た め に ……。 


ペド ウイ ライ ト 久 2ow 
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トワ イラ イト タウ ン に 住む 少年 ロク サス は 、 こ こ 数 日 、 
奇妙 な 夢 に 悩ま され て いた 。 夢 の な か で 自分 は 「 ソ ラ 」 
と 呼ば れ 、 鍵 の 形 を し た キー ブレ ー ド と いう 武器 を 手 
に 、 さ ま ざ ま な 世界 を 旅 し て いる の だ 。 

不思議 な 思い に と ら わ れつ つも 、 仲 良し の ハイ ネ た ち 
と と も に 、 夏 休み 最後 の | 週間 を 楽し も うと する ロク サ 
ス 。 だ が 、 夢 だ け で な く 現 実 の 世界 で も 、 彼 の 周囲 に 奇 
妙 な 出来 事 が つぎ つぎ と 起き て いく 。 

は じ ま り は 、 ロ クサ ス が 写っ て いる 写真 だ けが 盗ま れる 
「 思 い 出 泥棒 事件 」、 だ っ た 。 犯 人 の 白い 化け 物 が ロク サ 
ス に 襲い か か る と 、 夢 の な か で 見 た キー プレ ー ド が ロク 
サス の 手 に 出現 し 、 力 を 貸す 。 その 日 を 境 に 、 ロ クサ ス 
の 目 に し か 映ら ぬ 人 々 が 彼 の まわ り に 現れ は じ め た 。 ソ 
ラ の 名 を 口 に する 黒 コ ー ト の 男 。 ロ クサ ス に 何 か を 伝え 
よう と する 白い 服 の 少女 ナミ ネ 。 力ずく で ロク サス を 連 
れ 去 ろう と する 通 機 関 の ア クセ ル と 、 それ を 阻止 する 男 
ディ ズー 一 。 彼ら と 接触 する た びに ロク サス の 周囲 の 
時 は ゆがみ 、 夢 と 現実 の 境 は あや ふ や に な っ て いく 。 

それ ら は すべ て 、 ロ クサ ス が キー プ ブレー ド の 勇者 ソラ 
の 半分 を 持つ 「 ノ ー バ ディ 」 で ある が ゆえ の こと だ っ た 。 
年 前 、 ソ ラ は 忘却 の 城 に お いて ナミ ネ に 記憶 を ほど か 
れ 、 ソ ラ に 関わ る 人 々 は ソラ の こと を 忘れ て し まっ た 。 ナ 
ミネ と ディ ズ 、 そ し て アン セム と 名 乗る 黒 コ ー ト の 男 は 、 
そん な ソラ の 記憶 の 修復 を 試み る が 、 ソ ラ が も と に も 
どっ た 場合 、 彼 か ら 分 か た れ た 存在 で ある ロク サス の 消 
滅 は 避け られ な い 。 そ れ ゆ え 、 ロ クサ ス の 親友 で ある ア 
クセ ル は 白い 化け 物 ダ スク を 使っ て 友 の 奪 本 を 図り 、 ナ 
ミネ は ロク サス に 同情 し て 、 独 断 で 彼 に 真実 を 伝え よう 
と し て いた の だ 。 


章 KEY-POINT 


仮想 デー タ 上 の 世界 で の 夏休み 


物語 冒頭 の ロク サス の 体験 は すべ て 、 仮 想 デ ー タ 上 の 
トワ イラ イト タウ ン で の 出来 事 。 デ ィ ズ と 黒 コ ー ト の 男 
(リク ) は 、 現 実 世 界 の トワ イラ イト タウ ン に て ソラ の 記 
憶 を 修復 し て いる 最 中 で あり 、 ロ クサ ス が 自分 た ち に 
と っ て 不都合 な 行動 に 出 た り 、 ア クセ ル や ダス ク が 侵入 
し た りす る た びに 、 デ ー タ の 世界 に 介入 し て いる 。 ち な 


旧 る Ce み に 、 デ ー タ 上 に は トワ イラ イト タウ ン の 外 の 世界 は 存 
ナン バ 13、 ロ クサ ス 。 在 し な いた め 、 ロ クサ ス や ハイ ネ が 列車 に 乗 ろう と する 


RG に 生 い ふ と 、 不 自然 な 形 で は ば まれ る 。 
キー アレ ー ド に 選ば ぼれ 大 男 
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その ころ 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド に いる カイ リ の 身 に 
も 変化 が 生じ て いた 。 | 年 も の あい だ 親友 ソラ の こと を 
忘れ 、 心 に 空白 を 抱え て いた カイ リ だ が 、 自 分 の 半身 で 
ある ナミ ネ が ロク サス と 触れ 合っ た の を きっ か け に ロク 
サス と 避 近 し て 記憶 を 取り も ど し 、 ソ ラ へ の 想い を つ 
づ っ た 手紙 を 小 ビ ン に 入れ て 海 へ と 流す 。 

カイ リ が ソラ を 思い 出す と 同時 に 、 ソ ラ の 記憶 も 急速 
に 回 復 し て いっ た 。 ロ クサ ス が ロク サス で いら れる うち 
に と 、 町 は ずれ の 幽霊 屋敷 に 彼 を 呼び 出し 、 真 実 を 打ち 
明け る ナミ ネ 。 自分 た ち ノ ー バ ディ は 、 本 当 は 存在 し て 
は いけ な い 一 一 あま り に も つら い 事 実 を 知り 、 傷 心 の な 
か で 眠り に つい た ロク サス は 、 自 分 が 黒 コ ー ト を 着 た 目 
隠し の 男 と 戦っ た 日 の こと を 思い 出す 。 

そし て 6 日 目 一 一 。 

気がつく と ロク サス は 、 友だち や 街 の 人 々 の 目 に 映ら 
ず 、 触 れる こと も で き な く な っ て いた 。 混 乱 し 、 デ ィ ズ に 
呼ば れる が まま に 幽霊 屋敷 を 訪れ た ロク サス は 、 つ い に 
すべ て の 記憶 を 取り も どす 。 自分 が アク セル と 同じ く 通 
機関 の 一 員 で あり な が ら 、 機関 を 抜け 出し た こと 。 目 隠 
し の 男 と の 戦い に 敗北 し た の ち 、 仮 想 デ ー タ 上 に 用 意 さ 
れ た 作り 物 の トワ イラ イト タウ ン に 連れ て こら れ 、 ソ ラ の 
記憶 が も どる まで の あい だ 、 か り そ め の 夏休み を 過ごし 
て 二 計 峰寺 me 。 

ロク サス に 力 を 貸 そ うと し た ナミ ネ は ディ ズ に 連れ 去 
られ 、 ア クセ ル は 通 機関 の 刺客 と し て 襲い か か っ て くる 。 
ロク サス は アク セル を 退け 、 ナ ミネ を 追っ て ディ ズ の も と 
に た どり 着く も の の 、 も は や 運命 は 変え られ な い 。 ロ ク 
サス の 夏休み は あと 日 を 残し て 終わ り を 告げ 、 そ し て 
ーー ソラ が 目覚 め た 。 


S KEY-POINT 


カイ リ が ソラ に 宛て て 書い た 手紙 

カイ リ が 海 に 流し た 手紙 の 内 容 は 、 じつは 密 H 1 』 の な 
か で すでに 明か され て いる 。『KH 1』 の タイ トル デモ で 流 
れる 、「 こ の 世界 の どこ か に いる あな た へ 」 と いう 手紙 こそ 
が 、『KH IL』 に お いて カイ リ が "あな た "一 一 ソラ に 宛て て 
書い た も の だ っ た の だ 。 こ の 手紙 は 、『KH II』 の 物語 の 最 
後に て 、 闇 の 世界 に 閉じ こめ られ た ソラ と リク を 救う 重要 


な カギ と な る ( つ PI55)。 
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「 俺 の 夏休み ーー 


終わ っ ちゃ っ た 」 


トワ イラ イト タウ ンプ 不思議 な 培 / ホ ロウ バス ティ オン 


「『 じ ゃ あ 、 行 こう 。 
また 3 人 で 旅 の 続き だ 」 


Thank Namine. 


車 民 委 っ て 町 を 出 そ ん が 】 
寺 沈 民 列車 が 知っ て ASJ__ 


ソラ 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー、 ジ ミニ ー の 4 人 は 、 気 が つ 
く と トワ イラ イト タウ ン の 屋敷 に いた 。 か な り 長 いあ い 
だ 眠っ て いた 自覚 は ある が 、 闇 の 探求 者 アン セム を 倒し 
た あと の こと が まる で 思い 出せ ず 、 首 を か し げ る ソラ た 
ち 。 当 時 の 旅 の 記録 帳 で ある ジミ ニー メモ は 白紙 に な っ 
て お り 、 た だ ひと こと 「 ナ ミネ に お 礼 を 言う 」 と 書か れ た の 
み ……:。 ソラ た ち は 事 情 が 飲み こめ な いま ま 屋 敷 を 出 
て 、 街 の 散策 を 開始 する 。 

は じ め て 訪れ る トワ イラ イト タウ ン に 、 ソ ラ は 奇妙 な 懐 
か し さ を 覚 える 。 街 で 出会っ た ハイ ネ た ちゃ 、 初 対面 の 
は ず の ソラ に 不思議 な 親しみ を 覚え て いた 。 と ま ど い な 
が ら も 探索 を 進め て いた ソラ た ち は 、 突如 ダス ク に 有 襲わ 
れる 。 そ こ へ 駆け つけ た の は 、 黒 コー ト に 身 を 包ん だ 王 
様 だ っ た 。 闇 の 世界 に 残っ た は ず の 王様 が 無事 な ら 、 
王様 と 一 緒 に いた リク も 無事 な は ず 一 一 希望 も 新た に 
5 R ソラ た ち は 、 ハ イネ ら に 見 送ら れつ つ 街 を あと に する 。 

1 列車 が 着い た 先 は 、 王 様 の 師匠 で も ある 偉大 な 魔法 

「 キ ー ブ レ ー ド に 選ば れ し 少 年 よ 。 使い イェ ン ・ シ ッ ド が 住む 塔 だ っ た 。 イ ェ ン ・ シ ッ ド は ソ 

cs = 三 PR ラ た ち に 、 世 界 を お び や か す 新た な 脅威 に つい て 説明 

そ な た が 光 の 扉 を 開く カギ だ 」 する 。 強 い 意思 の 持ち 主 が ハー トレ ス と 化し た と き に 残 

8 る "抜け殻"、 ノ ー バ ディ 。 そ し て 、 ノ ー バ ディ た ち を 率 

いる 正体 不明 の 組織 、 通 機関 一 一 彼ら の 目的 は 謎 に 包 

まれ て お り 、 王 様 は それ を 探る べく 旅 を つづ け て いる ら 

し い 。 ま ず は 王様 に 会 お うと 考え 、 世 界 が 新た に 用 意 し 

た ゲー ト を 開い て 、 グ ミ シ ッ プ で 旅立つ ソラ た ち 。 そ の 

ころ 、 ソ ラ に 倒さ れ た は ず の マレ フィ セン ト も 、 王 様 の ラ 

イ バ ル の ピー ト を 手下 に つけ て 復活 し 、 ふ た た び 世 界 
支配 に 向け て 動き 出し て いた ……。 
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3IH 2jSgBd う JodeH う | ES 


apmD proA <eidedD | る 


peqXela os ue E JaldeuD | 寺 


ん oiIEO JHY を SHHBH う I③ 


ぁ ソラ ドナ ルド 錠 と フィ ェ 


ソラ た ち が 最 初 に や っ て きた の は 、 か つて マレ フィ セン 
ト が 本 拠 地 と し て いた 街 、 ホ ロウ バス ティ オン 。 そ こ で 
は 、 以前 の 冒険 で ソラ の 友人 と な っ た レオ ン た ち が 、 あ 
る 悩み を 抱え て いた 。 再 建 委員 会 を 結成 し て 街 を 建て 
直 そ うと し て いる も の の 、 マ レフ ィ セ ント が 築い た ヴィ ラ 
ン 砦 で ハー トレ ス が 増殖 中 な うえ 、 ノ ー バ ディ が 街 の 平 
和 を 乱 し て いる の だ と いう 。 キー ブレ ー ド の 勇者 で ある 
自分 の 出番 だ と 意気 ご む ソ ラ だ が 、 そ ん な 彼 の 前 に 、 黒 
コー ト を 着 た 者 た ち ー 一 駒 機関 が 現れ た 。 ソ ラ と 以前 
か ら 面 識 が ある か の よう に 、 意 味 深 な 言葉 を 投げ か け 
て は 去っ て いく 機関 の メン バー た ち 。 彼ら の 狙い を は 
か りか ね つつ も 、 ソ ラ た ち は キ ー プ レー ド の 導き の まま 、 
新た な 世界 へ と 旅立つ 。 


民 ど 溢 ③ ペ 串 陣 胃 


こ 上 
1 
。 と こざ 祖 閉 へ は 放 レ アー で リー せ 」 


| 殺 機 関 の 狙い 


ーー ザ ・ ラ ンド ・ オ プ ・ ド ラゴン プ ビ ー ス トキ ャ ッ ス ル / ノ ディズニー キャ ッ ス ル ノ タ イム レス ・ リ バー ボー トロ イヤ ル / 


アグ ラバ ー ノ ハロ ウィ ンタ ウン トワ イラ イト タウ ンプ ホ ロウ バ ス ティ オン プス ペー スパ ラノ イド 


ソラ た ち が 訪 れ た さま ざま な 世界 で は 、 ハ ー ト レス が 
平和 を お び や か し て いた り 、 マ レフ ィ セ ント や ピー ト 、 さ 
ら に は 通 機関 の メン バー が 暗躍 し た り し て いた 。 各地 
を めぐ っ て 懐か し い 人 と の 再会 や 新た な 出会い を 重ね 、 
持ち 前 の 勇気 と キー ブレ ー ド の 力 で 問題 を 解決 し て い 
く ソ ラ 。 し か し 、 リ ク と 王様 の 行方 は 依然 と し て わか ら 
ぬ ま まだ っ た 。 

一 方 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド に いる カイ リ も 、 ソ ラ た 
ち を た だ 待つ の で は な く 、 みずから 動 き 出 そ う と し て い 
た 。 そ こ ヘ へ アク セル が 現れ 、 一緒 に ソラ の も と へ 行こ う 
と 甘く ささ や く 。 そ の 様子 に 不穏 な も の を 感じ た カイ リ 
は 誘い を 断り 、 プ ルー ト と と も に トワ イラ イト タウ ン へ 逃 
れ た が 、 追 っ て きた アク セル に さら われ て し まう 。 
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「 き っ と 、 待 っ で る だ け じ ゃ 夕 あ か ん だ ーー 」 


「 あ ん な に 苦労 し て 
倒し た の が ニセ モノ !? 」 


ソラ た ち が ト ワイ ライ ト タ ウ ン を 再訪 し た と き は 、 カ イ 
リ は 連れ 去ら れ た あと だ っ た 。 親友 が ふた り と も 行方 
不明 と な っ て 落ち こむ ソラ 。 そ の 矢先 、 闇 の 力 が 増し つ 
つ あ る ホロ ウ バ ステ ィ オ ン に て 、 ア ン セ ム が 使っ て いた コ 
ンピュータ が 発見 され る 。 プ ログ ラム の 世界 に 取り こま 
れる トラ ブル を 経て 、 ソ ラ た ち が コ ンピュータ の デー タ に 
アク セス する と 、 見 知ら ぬ 考 人 の 姿 が 浮か び 上 が っ た 。 
不思議 が る ソラ た ちの も と に 王様 が 現れ 、 驚 くべ き 事 実 
を 告げ る 。 じ つ は 、 こ の 老人 こそ が 本 物 の 賢者 アン セム 
で あり 、 ソ ラ た ち が 倒 し た 闇 の 探求 者 アン セム は 、 彼 の 
名 を か た る 偽物 か ら 生 まれ た ハー トレ ス だ と いう の だ 。 

衝撃 さめ や ら ぬ な か 、 ハ ー ト レス と ノー バディ の 大 
が 、 ホ ロウ バス ティ オン の 街 を 襲い は じ め た 。 レオ ン た 
ち 再 建 委 員 会 の メン バー に 加勢 し て 章 の 軍勢 と 戦う う 
ち に 、 ソ ラ た ち は 、 通 機 関 の リ ー ダ ー の ゼム ナス と 対 財 
する 。 賢者 アン セム の 一 番 弟 子 で あり な が ら 師 の 名 を 
奪っ た 「 ゼ アノ ー ト 」 と いう 男 の ノ ー バ ディ ー 一 それ が ゼ 
ム ナ ス の 正体 だ っ た 。 さ ら に 、 通 機関 の アク セル と サイ 
クス が 、 機 関目 的 を 明か す 。 困 機 関目 的 と は 、 キ 
ブレ ー ド の 勇者 で ある ソラ に ハー トレ ス か ら 心 を 解放 さ 
上 に == 半 た 還 SEES せ 、 そ の 心 を 集め て 、“" 人 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ " を 手 

ま ん ま 民 に っ ち ま に た な O に 入れ る こと 。 世界 を 救 お うと し て ソラ た ち が ハ ー ト レ 


お まえ は 名 機関 に 利用 され て る ん だ よ 」 ス を 倒し て も 、 そ れ は 池 機 関 の 思 う ツ ボ だ っ た の だ 。 こ 


の まま ハー トレ ス を 倒し つづ け て いい の だ ろう か ? と 
ま ど う スキ に 章 の 軍勢 に 包囲 され る ソラ た ち だ が 、 マレ 
フィ セン ト と 謎 の 黒 コ ー ト の 男 の 助 け で 危機 を 脱出 。 ほ 
ど な く ハー トレ ス や ノー バディ の 侵攻 も 止み 、 街 は し ば 
し の 平穏 を 取り も どす 。 


NN 
1 KEY-POINT 
: は テラ ニニ ゼアノート 


賢者 アン セム の 名 を か た っ て いた ゼア ノー ト の 正体 
は 、『KH BbS」 の 最後 に テラ の 身体 を 奪っ た マス ター・ ゼ 
デジ ンー ドー テラー ゼ アノ ー ト だ 
『KH I』 の 約 10 年 前 、 記 憶 を 失っ た と ころ を 拾わ れ た テ 
ラー ゼア ノー ト は 、 賢 者 の 一 番 弟 子 と し て 活躍 する も 、 心 
の 章 に 関す る 心理 実験 を 受け た の を 機 に 釣 変 。 ひそ か に 
アン セム を 自称 し て ハー トレ ス の 製造 実験 を 進め た あ 
げ く 、 自 身 も ハー トレ ス と ノー バディ に 分 か れ て し まう 。 
この うち ハー トレ ス の ほう は 、「 間 の 擦 求 者 アン セム 」 と 


は 十 し て 『KH 1』 で ソラ と 対決 。 ノ ー バ ディ の ほう は 、「 ゼ ム 
「 俺 た ち が や っ て きた こと は し て WIIr で ツラ を ノー バディ の ほう は な 
4 ソラ の 前 に 姿 を 現す 。 
無 意 味 だ っ た の か も し れ な い ソラ の 前 に 次 を 
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も う ひ と つの トワ イラ イト タウ ン 


ー ザ ・ ラ ンド ・ オ プ ・ ド ラゴン ノビ ー ス トキ ャ ッ ス ルプ ポー トロ イヤ ル ノ ア グ ラバ ー ノ ハロ ウィ ンタ ウン トワ イラ イト タウ ン … 


パス リー ド が 人 ない Y マ 捧 以 上 は 語 。 


ホロ ウ バ ステ ィ オ ン で の 大 決戦 を 境 に 、 あ ちこ ちの 世 
界 に も 変化 が 現れ て いた 。 各地 を ふた た び め ぐっ て 新 
た な 問題 を 解決 し て いく な か で 、 ソ ラ は 、 自 分 を 助け た 
黒 コ ー ト の 男 の 正 体 が リク だ と 確信 。 彼 か ら 受 け 取 っ 
た 写真 と アイ ス を 手がかり に 、 ト ワイ ライ ト タ ウ ン の 鯛 霊 
屋敷 を 再訪 する 。 

屋敷 に は 、 カ イリ を 捜す ハイ ネ た ちや 、 賢 者 アン セム 
の 行方 を 追う 王様 の 姿 が あっ た 。 彼ら に よる と 、 ど う や 
ら ト ワイ ライ ト タ ウ ン は も う ひ と つつ 存在 し て お り 、 そ の 入 
口 は 屋敷 の どこ か に ある らし い 。 地 下 室 で コン ピュ ー タ 
と 移動 装置 を 発見 し た ソラ た ち は 、 黒 コー ト の 人 物 が 残 
し た 品 を ヒン ト に 装置 を 起動 させ 、“" も う ひ と つの トワ イ 
ライ ト タ ウ ン "へ と 移動 する 。 

も う ひ と つの トワ イラ イト タウ ン 一 一 それ は 、 ソ ラ の 記 
憶 を 修復 中 の ディ ズ が 、 ロ クサ ス を か くま うべ く 用 意 し 
た 、 仮想 デ ー タ 上 の 街 。 本 物 そ っ くり の その 街 に は 、 異 
世界 へ と つづ く 回 廊 が 口 を 開け て いた 。 ソ ラ た ち は 意 
を 決し て 回 廊 に 足 を 踏み 入れ る が 、 無 数 の ノー バディ 
に 囲ま れ 、 危 機 に 立た され る 。 そ の と き 加 勢 に 現れ た の 
は 、 な ん と アク セル だ っ た 。 ア クセ ル は 、 ロ クサ ス を 復活 
させ る た め の 人 質 に し よう と 独断 で カイ リ を 連れ 去っ た 
も の の 、 彼 女 を サイ クス に 奪わ れ て 責任 を 感じ 、 ソ ラ の 
力 に な ろう と し た の だ 。 カ イリ の こと を ソラ に わび た アク 
セル は 、 全身 全 霊 を 振り し ぼっ て 敵 を 一 掃 。 新 た な 道 
を ソラ た ち に 残し て 、 静 か に 消滅 する 。 
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「ーー ロ クサ ス に 会 いた か っ た 。 
俺 。 あ いつ が 好き だ っ た 。 あ いつ し いる と 。 
俺 に も 心 が あ る みた いな ーー 一 
で 衝 志 ーー かっ だ た ん だ 」 


議 人 06y9 全 う マ と I2 な る は 


「 ど ん な 姿 で も リク は リク だ 」 


必要 と し で い 写 5) 


て 存在 し な か っ た 世界 > 


アク セル が その 存在 を か け て 切り 開い た 道 は 、 胃 機関 
が 拠点 を 構え る 、 か ぎり な く 章 に 近い 世界 一 一 「 存 在 し 
な か っ た 世界 」 に つづ いて いた 。“ キ ング ダム ハー ツ "を 
完成 させ つつ ある ゼム ナス や 、 と ら わ れ の 身 と な っ た カ 
イリ は 、 こ こ に いる と いう 。 彼ら の も と へ 行く べく 、 ソ ラ が 
機関 の 城 を 探し て いる と 、 キ ー プ ブレ ー ド を 手 に し た 黒 
コー ト の 男 が 突然 襲い か か っ て くる 。 男 の 正体 は 、 ソ ラ 
の 半身 で ある ロク サス だ っ た 。 親友 ア クセ ル の 消滅 を 
きっ か け に ソラ の な か で 目覚 め 、 己 の 存在 意義 を 問う べく 
"本 体 " に 戦い を 挑む ロク サス 。 激闘 の すえ に ソラ が 勝 
利 を 収め る と 、 ロ クサ ス は その 強 さ に 満足 し て 姿 を 消す 。 
機関 の 城 の 上 空 に 浮か ぶ " キ ング ダム ハー ツ "は 、 ソ 
ラ が 解放 し た 大 量 の 心 に よっ て 、 ま も な く 完 成 し よ うと し 
て いた 。 も は や ソラ は 不要 だ と 見 な し た サイ クス は 、 城 
を 訪れ た ソラ の 始末 を 図る 。 そ こ へ 駆け つけ た の は 、 ナ 
ミネ の 助け で 手 を 脱出 し た カイ リ と 、 黒 コー ト を まとっ た 
闇 の 探求 者 アン セム ー 一 否 、 己 の 内 に ひそ む 間 の 探求 
者 アン セム の 姿 と な っ た リク だ っ た 。 ソラ を 助け よう と 
し て 闇 の 力 を 解き 放っ た 代償 に 変貌 し た リク は 、 これ ま 
で 正体 を 隠し 、 ソ ラ や カイ リ の 行く 先々 で 助け 船 を 出し 
て きた の だ 。 親友 た ちと の 再会 に 勇気 づけ られ た ソラ 
は 、 彼 ら と 協力 し て サイ クス た ち 通 機関 の メン バー を 蹴 
散ら し つつ 、 ゼ ム ナ ス の も と を 目指 す 。 
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一 方 、 王 様 は と うと う 賢 者 アン セム を 見 つけ 出す 。 ソ 
ラ の 記憶 を 回 復 さ せる た め に 誕 走 し て いた 赤い 包帯 の 
男 デ ィ ズ こそ が 、 賢者 その 人 だ っ た 。 ゼ アノ ー ト へ の 復 
賛 に ソラ た ち を 巻き こん だ こと を 後悔 し て いた 賢者 アン 
セム は 、 自 作 の 機械 で "キン グ ダ ム ハー ツ "の デー タ 化 
を 試み る も 、 機 械 は 暴走 。 そ の 爆発 に 巻き こま れ て 彼 
は 消え る が 、" キ ング ダム ハー ツ " は 破壊 され 、 飛 び 散 っ 
た 心 を 浴び た リク は 、 も と の 姿 を 取り も どす 。 

姿 が も どる と と も に キー プ ブレード の 力 を 得 た リク と 共 
闘 し 、 マ レフ ィ セ ント と ピー ト に 助け られ な が ら 、 ソ ラ た 
ち は つ い に 通 機関 最後 の ひと りーー リ ー ダ ー の ゼム ナ 
ス の も と へ た どり 着い た 。 半 壊し た "キン グ ダ ム ハー ツ " 
か ら 力 を 吸収 し て 再起 を 図る ゼム ナス 。 ソ ラ た ち は ゼ 
ム ナ ス の あと を 追っ て "キングダム ハー ツ "の 扉 を 開き 、 
光 の 世界 の 命運 を か けた 戦い に の ぞ む 。 

激しい 戦い の すえ 、 ソラ た ち は ゼ ム ナ ス を 打ち 破る 
が 、 も と の 世界 へ 帰る 道 が 見 つか ら な い 。 そ こ へ 救い の 
手 を 差し 伸 べ た の は ナミ ネ だ っ た 。 彼女 が 開い た 間 の 
回 廊 を 通じ て 王様 た ち は 帰 路 に つき 、 ロ クサ ス と ナミ ネ 
は 互い の 本 体 一 一 ソラ と カイ リ を 通じ て 再会 を 果たし 、 
それ ぞ れ の 身体 に 還っ て いく 。 

すべ て は 終わ っ た か に 思え た が 、 ゼ ム ナ ス は まだ 消滅 
し て いな か っ た 。 闇 の 世界 に 取り 残さ れ た ソラ と リク に 、 
「 我 ら 虚無 は 永遠 」 と 告げ て 襲い か か る ゼム ナス 。 勝っ 
て 大 切な 人 の も と へ 帰る か 、 敗れ て 無 と な る か 
後 の 戦 い が は じ ま っ た 。 
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ソラ と リク は つい に ゼム ナス を 倒し た が 、 そ の まま 間 
の 世界 に 閉じ こめ られ て し まっ た 。 つ ぎ つ ぎ と 襲い か か 
る ノー バディ の 大 群 を 撃退 する も 、 気 力 と 体力 を 使い 果 
た し て その 場 に くず れ 落 ちる リク 。 そ れ で も ソラ は 希望 
を 捨て ず 、 一 緒 に 大 切な 人 の も と へ 帰ろ うと 、 リ ク を か つ 
いで 歩き つづ ける 。 

や が て ソラ と リク は 、 間 の 海岸 に た どり 着い た 。 駒 機 
関 の 脅 威 が 去っ た な ら 、 光 の 世界 は も う 自 分 た ちがい な 
く て も 大 丈夫 だ ろう ソラ と リク が 故郷 に も どれ な い 
こと を 覚悟 し は じ め た その と き 、 小 ビン に 入っ た 手紙 が 
流れ 着く 。 手 紙 の 差出 和信 は カイ リ だ っ た 。 彼女 が ロク 
サス と 触れ 合っ て ソラ の こと を 思い 出し た あの 日 、 デ ス 
ティ ニー アイ ラン ド の 浜辺 か ら 流 し た 手紙 が 、 い ま ソ ラ 
の も と に 届い た の だ 。 自分 へ の 想い を つづ っ た カイ リ の 
手紙 を 読み 、 彼 女 と の 絆 を 実感 する ソラ 。 す る と 、 ま ば 
ゆい 光 を 放つ 扉 一 一 光 へ の 扉 が 現れ る 。 

扉 を 開い た 先 は 、 懐 か し い 故郷 デス ティ ニー アイ ラン 
ド の 海 だ っ た 。 満面 の 笑顔 で ソラ と リク を 迎え る 、 王 様 、 
ド 形 ド 、 グー ラ ィ ー、 そ を じ で カイ ゴリ 5 リラ は 。、 ア デン セム と 
の 決戦 へ 向かう と き に 受け 取っ た サラ サ 貝 の お 守り を カ 
イリ に 返し 、「 お 守り を か な ら ず 返し に も どる 」 と いう | 年 
前 の 約束 を つい に 果たす 。 

そう し て 平穏 な 日 常 が も どっ た ある 日 ……。 

ソラ と リク は 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド の 離れ 小島 で 、 
いつ も と 変わ ら ぬ 夕日 を な が め て いた 。 そ こ へ カイ リ が 、 
王様 か ら の 手紙 を 持っ て くる 。3 人 の 新た な 冒険 は 、 す 
ぐ そ こま で 人 迫っ て いた e 
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キン グ ダ ム ハー ツ コー デッド 


バグ に 侵食 され た ジミ ニー メモ の 世界 を 
デー タ の ソラ が 大 冒険 


ソラ た ちの 旅 に つい て 記し た ジミ ニー メモ の 1 地 目 に 、 突 然 、 意 味 あ り げ な 文章 
が 浮か び 上 が っ た 。 王様 は その メッ セー ジ の 謎 を 解明 すべ く 、 ジ ミニ ー メ モ を デー 
タ 化 し て 分 析 に 取り か か る 。 し か し 、 メ モ の 内 部 を 再現 し た デー タ 世 界 に は 、 原 因 
不明 の 異変 が 起き て いた 。 異変 を 取り の ぞ く 役 割 を 託さ れ た デー タ ・ ソ ラ は 、 デ ー 
タタ 世界 の 冒険 を 通じ て 、 ソ ラ の 内 側 に 眠る “痛み ” と 向き 合う こと に な る 。 


謎 の メッ セー ジ を 解析 せよ 


史記 英 
RNN 棚 づ ((」 


デ 


ー タ ・ ソ ラ の 冒険 


ーー ディ ズ ニ ー キ ャ ッ ス ヌル めざめ の 園 


ソラ た ちの 長い 冒険 が 一 段落 し た ある 日 、 旅 の 記録 を 
まとめ た ジミ ニー メモ の | 冊 目 か つて 忘却 の 城 で の 
冒険 で 白紙 に な っ た ほう の ジミ ニー メモ に 、「 彼 ら の 痛 
み を 癒 や し に も どら な けれ ば な ら な い 」 と いう 新た な 文 
章 が いつ の 間 に か 記さ れ て いた 。 報告 を 受け た 王様 は 、 
白紙 に な っ た 部 分 に 手がかり が 残っ て いる か も し れ な い 
と 考え 、 ジ ミニ ー メ モ を デー タ 化 し て 調査 を 試み る 。 し 
か し 、 再 現さ れ た デー タ の 世界 は バグ に 満ち て お り 、 
メッ セー ジ の 解析 も まま な ら な い 。 王様 は 、 メ モ の な か 
の 世界 を 冒険 し て デー タ を 修復 し て も ら お うと 、 デ ー タ 
世界 の な か に いる ソラ ーー デー タ ・ ソ ラ に 協力 を 仰ぐ 。 


ーー デス ティ ニー アイ ラン ド ノ ト ラヴ ァ ー ス タウ ン ノ ワン ダー ラン ドー 


WO の) 世界 は 傷つい て いる 。 


出 られ な く な る そ 」 


傷 を いや せ ば 道 は 開け る 」 


ジミ ニー メモ を 再現 し た デー タ 世 界 に は 、 あ る は ず の 
も の が 消え て いた り 、 な い は ず の も の が 存在 し た り と 、 不 
思 議 な 現象 が 起き て いた 。 と ま ど う ソラ の 前 に 黒 コ ー ト 
の 人 物 が 現れ 、 鍵 穴 の 奥 へ 進む よう に うな が す 。 言わ 
れ た と お り に ソラ が デー タ 世 界 の 鍵穴 の 奥 に ひそ む バ 
グ を 取り の ぞ く と 、 そ れ に 応じ て ジミ ニー メモ に 新た な 
メッ セー ジ や 映像 が 浮か び 上 が っ て いく 。 

デー タ ・ ソ ラ の 冒険 を モニ ター 越し に 見 守っ て いた 
王様 た ち は 、 こ の まま ソラ が デー タ 世 界 の バグ を 排除 す 
れ ば 、 ジ ミニ ー メ モ の 謎 も 解け る の で は と 期待 を 抱く 。 
すべ て は 順調 か と 思わ れ た が 、 王 様 た ち は 知ら ぬう ち に 
部 屋 の な か に 閉じ こめ られ て いた 。 さ ら に は 、 デ ー タ 世 
界 で バグ 退治 を し て いる は ず の ソラ が 、 王 様 た ちの 部 屋 
に や っ て くる 。 困惑 する 一 同 の 前 に 、 黒 コー ト の 人 物 
ーー ジミ ニー メモ の デー タ の 避難 先 に 選ば れ た デー 
タ ・ リ ク が 姿 を 現し 、 衝 撃 の 事実 を 語り 出す 。 ジ ミニ ー 
メモ に 刻ま れ た 言葉 の 謎 を 解明 し て も ら う べく 、 王 様 た 
ち を 部 屋 ご と デー タ 世 界 に 取り こん だ と いう の だ 。 

デー タ ・ リ ク の 説明 の 最 中 、 何 者 か が デー タ 世 界 に 
千 渉 し 、 現 実 世界 と つなが る 道 を 奪っ て し まう 。 王様 た 
ちの 帰り 道 を 新た に 探す た め に も 、 ソ ラ は 引き つづ き 
デー タ 世 界 の バグ 退治 へ と 向かう 。 
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デー タ 世 界 を 狙う 者 た ち 
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現実 世界 へ の 帰り 道 を 奪っ た 犯人 は 、 現 実 世界 か ら 
や っ て きた ピー ト だ っ た 。 彼 は マレ フィ セン ト と 結託 し 、 
デー タ 世 界 か ら 痢 を 送り こん で 現実 世界 を 支配 せん と 
し て いた の だ 。 ソ ラ は ふた り を 止め よう と する が 、 デ ー タ 
で 作ら れ た キー プレ ー ド を 壊さ れ た うえ 、 駆け つけ た リ 
ク も 連れ 去ら れ て し まう 。 ジ ミニ ー メ モ の デー タ そ の も 
の で ある リク が 彼ら の 手 に 落ち れ ば 、 デ ー タ 世界 が 闇 に 
染まる の は 時 間 の 問題 。 王 様 は 急い で リク の 救出 に 向 
か い 、 戦 う 手段 を 失っ た ソラ も その あと を 追う 。 

武器 も 持た ず に ホロ ウ バ ステ ィ オ ン に 乗り こん だ ソラ 
の も と へ 、 彼 の 力 に な ろう と ドナ ルド と グー フィ ー が 駆け 
つけ た 。 所 座 は 作り 物 で ある デー タ の ソラ を な ぜ か ば 
う の か と 馬鹿 に する ピー ト に 対し 、 デ ー タ 上 の 存在 で 
あっ て も ソラ は 大 切な 友達 だ と 反論 する ドナ ルド と グ 一 
フィ ー。 彼ら と の 絆 を 確か め た デー タ ・ ソ ラ は 、 本 来 は 
デー タ 化 で き な い は ず の 「 心 の 力 」 を 新た に 身 に つけ 、 
真 の 意味 で キー ブレ ー ド を 手 に 入れ る 。 状況 が 一 転 し 
て 追い つめ られ た ピー ト は 、 バ グ を 植え つけ た リク を あ 
や つり 人 形 に 仕立 て 上 げ 、 ソ ラ に けし か け て きた 。 


ょ : す S び は 雅 計 の の 革 汗 」 
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「 リ ク の 体 が バグ に 乗 04 臣 @ る 
と いう こと は 一 一 

その バグ を 消さ な い ど ご 
リク は 目 を 覚まさ な い 


赴 は 心 と 繋 & が っ て 僕たち の 絆 に な る ん だ 。 


「 記 
だ か ら 、 こ れれ か ら も ずっ と 上 雄二 だ 」 


ソラ と 戦わ され た リク は 、 バ グ の 影響 で 意識 を 失っ て 
し まっ た 。 親 友 の 身体 を 乗っ 取っ た バグ を 取り の ぞ く た 
め に 、 リ ク の デー タ 内 部 へ と 潜入 する ソラ 。 リ ク の 記憶 
世界 に 発生 し て いた バグ を 一 掃 し 、 脱 出 を 妨害 し て きた 
マレ フィ セン ト を 倒し た こと で 、 現 実 世界 へ の 道 を 取り 
も どす の に も 成功 する 。 

王様 た ち が 現実 世界 に ちどり 、 デ ー タ ・ ソ ラ の 冒険 も 
よう や く 一 段落 し た か に 思わ れ た が 、 突如 、 そ れ ま で と 
は 比較 に な ら な い 異 変 が デー タ 世 界 を 襲う 。 デ ー タ の 
根源 に ひそ む バ グ ソラ の ハー トレ ス の デー タ が 、 
デー タ 世 界 の すべ て を 消去 すべ く 動 き 出し た の だ 。 

ソラ ・ ハ ー ト レス は 、 ソ ラ が デー タ 世 界 で 倒し た ハー 
トレ ス の 意思 を 吸収 し 、 異形 の 姿 へ と 変貌 を と げ て い 
た 。 長い 戦い の すえ 、 王 様 た ちの 助け を 受け て ソラ ・ 
ハー トレ ス を 打ち 破る ソラ 。 そ し て 、 すべて を ある べき 
姿 に も ち ど す た め に 、 デ ー タ 世界 に 取り 残さ れ た マレ フィ 
セン ト と ピー ト を 現実 世界 へ 送り 返す 。 

バグ が すべ て 取り の ぞ か れ 、 ジ ミニ ー メ モ の デー タ は 
よう や く 復 旧 す る 。 し か し 、 メ モ の デー タ が 本 来 の 内 容 
に も どる と いう こと は すなわち 、 デ ー タ 世界 の ソラ た ち が 
これ まで の 冒険 の 記憶 を 失う こと を 意味 し て いた 。 デー 
タ の 存在 で あり な が ら も 胸 の 奥 に 確か な 苦し み を 覚え 
つつ 、 ソ ラ は 王様 た ち に 別れ を 告げ る 。 
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追加 デー 


が 伝え る も の 


「 思 い 出 せな く て くやし い が 
忘れ て し まっ て さび し いぼ が 
そう いう 気持 ち が あ る せい 


心 が 痛む ん だ 」 


デー タ ・ ソ ラ の 活躍 で ジミ ニー メモ の バグ は 取り の ぞ 
か れ た も の の 、 メ ッ セ ー ジ の 謎 は 解け な か っ た 。 メ モ に 
浮か び 上 が っ た 文章 は 結局 何だ っ た の か ーー デー タ ・ 
ソラ と 別れ た 王様 た ち が 考 え を めぐ ら せ た その と き 、 王 
様 た ちの も と に デー タ ・ リ ク か ら 思 わ ぬ 知ら せ が 入 る 。 
デー タ が 修復 され た お か げ で 、 何 者 か が 書き 足し て い 
た 追加 デー タ へ の 扉 が 見 つか っ た と いう の だ 。 追加 
デー タ を 探っ て メッ セー ジ の 謎 を 解く た め に 、 王 様 は リ 
ク に 頼ん で デー タ 世 界 を ふた た び 訪 れ 、 改め て デー タ ・ 
ソラ に 協力 を 呼び か ける 。 先ほど まで の 記憶 を 失っ て 
いな が ら も 王様 に 懐か し さ を 感じ た ソラ は 、 呼び か け に 
応え て 追加 デー タ へ の 扉 を 開く 。 

扉 の 奥 に 広がっ て いた の は 、 忘 却 の 城 と 呼ば れる 世 
界 だ っ た 。 王様 と は ぐれ た ソラ は 、 黒 コー ト の 人 物 に 導 
か れ 、 さ ま ざ ま な 人 々 の 幻 と 出会っ て は 、 誰 と 会 っ た の か 

忘れ る と いう 苦し み を くり 返し 強い られ る 。 相手 を 思 
い 出 せな い 悲 し み は 心 の 痛み を 生む が 、 それ で も ソラ は 
自分 が 感じ た 痛み を 手 放 そ うと は し な か っ た 。「 痛 み を 
捨て て 楽に な れ 」 と いう 黒 コ ー ト の 人 物 の 誘い に 対し 、 
「 心 の 痛み こそ が 失っ た 記憶 を つなぎ 止め る 絆 だ 」 と 反 
諭す る ソラ 。 そ の 言葉 に 激 高 し た 黒 コ ー ト の 人 物 は 、2 
本 の キー プレ ー ド を 手 に ソラ に 襲い か か っ て きた 。 
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「 俺 も ー つ だ け 、 
gg ミネ に 伝え た いこ 計 が ある だ: 
あり が と う 」 


黒 コ ー ト の 人 物 の 真意 は 、 ソ ラ に 今後 “痛み "を 受け 
止め る 覚悟 が ある か どう か を 確か め る こと だ っ た 。 そ の 
期待 に ソラ が 応え 、 痛 み を 絆 に 変え る 力 が ある の を 証明 
する と 、 黒 コ ー ト の 人 物 一 一 デー タ の ロク サス は 、 満 足 
そう に 消え て いく 。 

王様 と 合流 し 、 忘却 の 城 の 最 奥 部 を 訪れ る ソラ 。 そ 
こ に は 、 ジ ミニ ー メ モ に 謎 の メッ セー ジ を 残し た 当 人 、 ナ 
ミネ が 待っ て いた 。 か つて ソラ の 記憶 を 操作 し た さい 、 
彼 の な か に “痛み "を 持つ 者 た ちの 記憶 が 眠っ て いる こ 
と に 気づい た ナミ ネ は 、 そ の 事実 を ソラ に 知ら せ 、 痛 み 
の 記憶 に 耐え る 力 を 身 に つけ て も ら う た め に 、 メ ッ セ ー 
ジ を 書き 加え た の だ 。 

意 を 決し て “痛み "の 記憶 に 触れ た ソラ と 王様 の 脳 
裏 に 、 さ ま ざ ま な 者 の 姿 が 浮か ぶ 。 ロ クサ ス 、 シ オン 、 ナ 
ミネ 、 テ ラ 、 ヴ ツ エ ント ゥ ス 、 アク アア …s25 彼ら の 傷 を 癒 や し 
て 目覚 め さ せ る こと が で きる の は 、 彼ら と つなが る ソラ し 
か いな い 。 す べ て を 理解 し た 王様 は 、 そ の 事実 を 現実 
世界 の ソラ に も 伝え る と 約束 。 そ し て デー タ ・ ソ ラ は 、 
改め て ナミ ネ に 「 あ り が と う 」 と 告げ 、 メ モ に 残っ て いた も 
う ひ と つの 言葉 一 一 「 ナ ミネ に お 礼 を 言う 」 と いう 、 か つ 
て 本 物 の ソラ が 果たせ な か っ た 思い を と げ る 。 

現実 世界 へ も どっ た 王様 は 、 一 連 の 出来 事 を 手紙 に 
記し 、 デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド に いる ソラ へ 送り 届け る 。 
新た な 冒険 の 扉 は 、 い ま に も 開か れ よ うと し て いた 
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「 ど は さて みき SS は J 凌 鞭 屋 
S 芝 の 帯 選 輝き ざさ (( 


豆 和 基き 34 放 き (し マツ せ て は き て 計 」 


wENMORIAL uiTANA 161 


KINGDOM HEARTS 


: キ ンク タム ハー デーブ 0 
[ドリ ー ム ドロ ッ プ ディ スタ ンス ] 


"眠り し 心 を 解放 する カカ "を 求め て 
ふた り の 少年 が 眠 り の 世界 に 旅立つ ー 一 


二 度 に わた る 冒険 を 通じ て 、“ キ ング ダム ハー ツ "を 狙う 者 一 一 間 の 探求 者 アン 
セム と 沖 機関 の リー ダー の ゼム ナス を 倒し た ソラ と リク 。 し か し 、 そ れ は すべ て の 
元凶 で ある マス ター・ ゼ アノ ー ト の 復活 を 意味 し て いた 。 ゼ アノ ー ト た ち 間 の 勢 
力 に 対抗 する に は 、 マスター 承認 試 験 を 受け 、“ 眠り し 心 を 解放 する 力 "を 身 に つ 
け ね ば な ら な い 。 ソ ラ と リク は 意 を 決し て 試験 に 挑み 、 眠 り の 世界 へ と 旅立つ が 、 
そん な ふた り に ゼア ノー ト の 魔 の 手 が 忍 び 寄 る ……。 


「 こ の 世界 は 繋が っ た 」 


不思議 な 塔 ノ / デ ステ イニ ー ア イラ ンド < 


マス ター・ ゼ アノ ー ト の 脅威 が 迫り つつ ある いま 、 光 
の 世界 を 守る に は 新た な 力 が 必要 だ っ た 。 危機 感 を 抱 
いた イェ ン ・ シ ッ ド は 、 王 様 の 手紙 を 通じ て ソラ と リク を 
招き 、 ふ た り の さら な る 成長 の た め 、 キ ー プ レー ド マ ス 
ター 承認 試験 を 受け させ る 。 

試験 の 内 容 は 、| 年 前 の 聞か ら 再 生 し きれ て いな い 
「 眠 り に 閉ざさ れ た 世界 」 の 夢 に ダイ ブ し 、「 眠 り の 鍵 
穴 」 を 開い て 、 各 世界 の 再生 を 手伝う こと 。7 つ の 世界 
を 目覚 め さ せ た ころ に は 、 キ ー プ レー ド の 正しい 使い か 
た が 身 に つく うえ 、 きた る べき 決戦 で 共闘 すべ き 者 た ち 
ー 一 以前 ジミ ニー メモ の デー タ を 探る な か で 判明 し た 、 
ソラ と つなが り “ 悲し み の な か で 眠る 者 "た ち ー 一 を 目 
覚め させ る 力 が 備わる と いう の だ 。 

眠り に 閉ざさ れ た 世界 に 入ろう と 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド の 魔 
法 で 時 間 を さか の ぼり 、 間 に 飲ま れ て 眠る 直前 の デス 
ティ ニー アイ ラン ド を 訪れ る ソラ と リク 。 そ こ へ 、 海 の 魔 
女 ア ー ス ラ の 幻影 が 朋 い か か っ て きた 。 何と か 戦い に 
勝利 し た ふた り は 、 無 意識 の うち に 眠り の 鍵穴 を 開き 、 
新た な 世界 へ と 向かう 。 い つか 会 っ た 茶色 い ロ ー ブ の 
男 の 気配 を 、 す ぐ そ ば に 感じ な が ら …… e 


間 keypomr 


ふた た び 現 れ た 茶色 い ロ ー プ の 男 

TKH 1 』 で デス ティ ニー アイ ラン ド に 現れ た 茶色 い ロ ー 
プ の 男 一 ー ゼ アノ ー ト の ハー トレ ス (っ PI25) は 、 ソ ラ と 
会 っ た あと 、 未 来 の (=『KH 3D』 の ) ソ ラ と リク が 時 を 超え 
て 同じ 場所 に や っ て くる の を 待っ て いた 。 そ の 夜 、 予 想 
どおり 未来 の ソラ が 現れ た た め 、 夢 の 深淵 へ 謗 うべ く 、 彼 
に 異端 の 印 を つけ て 追跡 し て いく ( つ PI5)。 


よく 似 て 異な る ふた つの 世界 


ー ト ラヴ ァ ー ス タウ ンプ ノラ ・ シ テ ・ デ ・ ク ロー シュ / ザ ・ グ リッ ド ノ プ ラン クス ター ズ ・ パ ラダ イス 


服 交 ) っ で 5 し /? 


「 ど う や ら 、 


和佐 た ちがい る この 世界 は 


た 浅 人 4 4 


全 つ に 人 多 け ら た らし いい 」 


気がつく と 、 ソ ラ と リク は 奇妙 な 印 の つい た 衣装 を ま 
と い 、 過 り に 閉ざさ れ た 世界 の ひと つ で ある トラ ヴァ ー 
スタ ウン に 、 別 々 に 投げ 出さ れ て いた 。 街 の 創造 主 だ と 
いう 少年 ヨシ ュ ア に よれ ば 、 こ の 街 は よく 似 た ふた つの 
世界 に わか れ て お り 、 ソ ラ と リク は それ ぞ れ 別 の 世界 に 
分 断 さ れ て し まっ た らし い 。 

いずれ 再会 で きる と 信じ 、 住 人 た ち を 助け て 眠り の 鍵 
穴 を 開く ソラ と リク 。 そ ん な ふた り に 、 街 に 混乱 を も た ら 
す 黒 コー ト の 青年 が 不穏 な まな ざし を 注ぐ 。 
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「】 
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和 


え は 自分 が 
に に いる の か も わか っ て いな い 。 
で に お まえ は 別 の 道 を 歩ん で いる 」 


つが 
人 間 に 戻 等 だ 2 な 


眠り に 閉ざさ れ た 世界 一 一 闇 に 飲ま れ た 時 点 で 眠り 
に つき 、 住 人 た ち が ソ ラ や リク を 知ら な いそ の 世界 に 
は 、 独 自 の 魔物 「 ド リー ムイ ー タ ー」 が 巣 く っ て いた 。 ソ 
ラ と リク は 、 ド リー ムイ ー タ ー の な か で も 善良 な 「 ス ピ 
リッ ト 」 を 味方 と し 、 悪 し き 「 ナ イト メア 」 を 倒し つつ 、 別 々 
に 旅 を つづ け て いく 。 承認 試験 の 課題 で ある 眠り の 鍵 
穴 の 解放 は それ ぞ れ 順調 に 進む が 、 ふ た り が 合流 で き 
る きざし は な い 。 し か も 彼ら の 行く 先々 に は 、 黒 コー ト 
の 青年 の ほか 、 か つて 倒し た は ず の マス ター・ ゼ アノ ー 
ト の 分 身 た ち 一 一 闇 の 探求 者 アン セム や ゼム ナス が 現 
れ 、 意味 深 な 言葉 そ を か け て くる 。 通 機 関 と 同類 の あつ 
か い を され る ソラ 。" こ の 場所 " に いる こと を 驚か れる リ 
ク 。 幾度 も 心 乱 さ れ 、 唐 突 に 眠り へ と 誘わ れる こと を く 
り 返し な が ら 、 ソ ラ と リク は 夢 か ら 夢 へ と めぐ っ て いく 。 

その ころ 、 レイディアント ガー デン に ある 賢者 アン セ 
ム の 研究 室 で は 異変 が 起き て いた 。 か つて この 地 で 心 
を 捨て 、 通 機関 を 結成 し た 賢者 の 弟子 た ち が 、 つ ぎ つ ぎ 
と 人 間 に も どっ て いた の だ 。 し か し 、 ゼ ム ナ ス の 本 体 で 
ある ゼア ノー ト と 、 ゼム ナス の 側近 だ っ た シグ バー ル と 
サイ クス の 本 体 一 一 プラ イグ と アイ ザ の 姿 は どこ に も 見 
当たら な か っ た 。 

そん な 事情 も 知ら ず 、 王 様 た ち は 不 思 議 な 塔 で ソラ と 
リク の 帰り を 待っ て いた が 、 そ こ へ マレ フィ セン ト か ら 「 ミ 
DE 0 ーー の RIN 

う 俗 追 \ た 。 こ な 懲 

つつ 、 王 様 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー は 王妃 の 救出 に 向かう 。 さら われ た らし い 」 
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予測 外 の 出来 事 、 想 定 外 の 一 手 


ーー ト ラヴ ァ ー ス タウ ン / カ ント リー・ オ プ ・ ザ ・ マ スケ ティ アノ シン フォ ニー・ オ プ ・ ソ ー サ リー ノ デ ィ ズ ニー キャ ッ ズ ルプ 不思議 な 塔 


「 俺 の 名 前 は 、 リ ア 。』 
配 憶 し た か ?」 


< 


人 /2 あ 
謝 還 < が りあ し 


お |2 連 近 誕 り ま の 


せ さ が 入 剛 


ク 


で Tcl 


は お い 皿 rr 


「 


革 さ 2 中 S4 絢 さき 中 放 」 


マレ フィ セン ト と ピー ト は 、 王 様 が ジミ ニー メモ を 探っ 
た さい に 入手 し た 「 世 界 の デー タ 」 を 求め て いた 。 ミ 
ニー 王妃 を 人 質 に と り 、 デ ー タ を よこ せ と 王 様 に 迫る マ 
レフ ィ セ ント た ち 。 そ こ へ 助け 船 を 出し た の は 通 機関 の 
アク セル ーー で は な く 、 そ の 本 体 の リア だ っ た 。 彼 の お 
か げ で 王妃 は 無事 に 王様 の も ちと へ も どり 、 マ レフ ィ セ ン 
ト た ち は 退 散 す る 。 

不思議 な 塔 で 王様 た ち は 、 リ ア の 話 を 参考 に し て 、 現 
状 を 整理 する 。 リ ア を は じ め 通 機関 の メン バー が 人 間 
に も どっ た と いう こと は 、 ゼ アノ ー ト が すでに 復活 し 、 ソ 
ラ と リク の 試験 に 千 渉 し て いる 可能 性 が 高かっ た 。 ゼ 
アノ ー ト を 出し 抜く に は 想定 外 の 一 手 を 取ら な けれ ば 
Srrnms 悩ん だ イェ ン ・ シ ッ ド は 、 リ ア が 自身 の 協力 と 引き か 
え に 出 し た 条件 一 一 キー プレ ー ド を 使え る よう に する こ 
と を 承諾 し 、 彼 を 修行 の 場 へ と 送り 出す 。 

一 方 、 ソ ラ と リク は 、 相変わらず 分 断 さ れ た まま 試験 
を 進め て いた 。 ど ちら か の 世界 が も う 片 方 の 世界 の 夢 
で は と 思い 至る リク だ が 、 確証 は つか め な い 。 同じ 敵 を 
は さ み 撃 ち に し た り 、 協 力 し て 闇 の 力 を 払っ た り …… 互 
い の 姿 は 見 えな いな が ら も 、 力 を 合わ せ て 眠り の 鍵穴 を 
開い て いく ふた り 。 黒 コー ト の 青年 か ら 、“ 深淵 の 時 " 
の 訪れ を 一 一 ソラ が 夢 の 深淵 に や が て 堕ち る こと を 人 匂 
わ さ れ つつ 、 ふ た り は つい に 、7 つ 目 の 鍵穴 を 解き 放つ 。 

時 を 同じ くし て 王様 た ち は 、 大 変 な 事実 を 見 落と し て 
いた と 気づく 。 過 去 の デス ティ ニー アイ ラン ド に は ゼア 
ノー ト の ハー トレ ス が お り 、 彼 な ら ば 、 試験 を 開始 し に 
訪れ た ソラ と リク に 接触 で きた と いう こと を 。 ふ た り を 
ゼア ノー ト の 魔手 か ら 救う べく 、 王 様 は 不思議 な 塔 を 
旅立つ 。 心 の つなが り を た どり 、 リ ク の 気配 が か すか に 
残る 狭間 の 世界 に 向かっ て …… o 
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" 真 の 町 機関 "集結 


て 存在 し な か っ た 世界 


_ あの 朋 還 同行 し 
義 導 し て きっ て 八 ナ シ 


小計 導 下 潜 愉 燃 
S 加 需 ③- み fi(I(( 還 ゆ 」 


『 


。 の ev 所 て rr 正 瑞 


試験 の 課題 果たし た の に 、 ソ ラ は 不思議 な 塔 で は 
な く 、 な ぜ か 「 存 在 し な か っ た 世界 」 に や っ て きた 。 自 分 
と つなが る 者 た ちの 姿 を 白昼 夢 の よう に 見 て 混乱 する ソ 
ラ に 、 シ グ バ ー ル 、 ゼ ム ナ ス 、 そ し て 黒 コ ー ト の 青年 一 一 
若き 日 の ゼア ノー ト が すべ て を 明か す 。 彼ら の 目的 は 、 
心 な き 抜け 殻 に ゼア ノー ト の 心 を 植え つけ 、13 人 の ゼ ツ 
アノ ー ト を そろ える こと 。 その 13 番 目 の 器 に ソラ を 選び 、 ア 

の 


栖 記 


万 


試験 の 最初 か ら ひ そ か に 同行 し て 、 こ の 夢 の 深 み へ 誘 
導 し た の だ 、 と ……。 絆 の 力 で 立ち 向かう ソラ だ が 、 も 


詳 
は 
て 眠 
と の 世界 へ 帰る 余力 は な か っ た 。 親 友 の 名 を 呼び な が 心 そ り 
ら 、 ソ ラ は 幼い ころ 感じ た 光 に 包ま れ 、 夢 の 深浦 、 間 の は の の 
底 へ と 堕ち て いく 。 。 眠 中 
一 方 、 存 在 し な か っ た 世界 を 同じ く 訪れ た リク は 、 悪 闇 り に 
夢 に と ら わ れ た ソラ を 発見 し た 。 ソ ラ を 目覚 め さ せよ う よ 記 
と し た リク は 、 韻 の 探求 者 アン セム を 通じ て 真実 を 知 堕 あ 
る 。 リ ク が これ まで めぐ っ て きた の は 、 眠 り に 閉ざさ れ た ち 闇 る 
世界 で は な く 、 そこ を 旅 す る ソラ の 夢 の な か だ っ た 。 試 の ⑦)| 
験 開始 時 に ソラ が ゼア ノー ト に 狙わ れ て いる と 気づい た yo 中 
リク は 、 無 意識 に ソラ の 夢 に 入り 、 彼 の 悪夢 を 喰らっ て の だ 
きた の だ 。 そ れ で も ソラ を 守れ な か っ た いま 、「 親 友 を 0 
救い た くば 、 心 に 閉じ こめ た 闇 を 解放 せよ 」 と 迫る 聞 の 上 。 
探求 者 アン セム 。 し か し リク は 、 闇 も 光 の 一 部 に 変え る 「 叶 


と 宣言 し 、 ア ン セム を 撃ち 破る 。 

夢 の 世界 を 脱し た リク は 、 ス ピリ ッ ト の 導き で 、 ソ ラ の 
も と へ と た どり 着く 。 ソ ラ の 心 は 閣 の 眠り に つき 、 身 体 
は 13 人 の ゼア ノー ト か ら な る " 真 の 通 機 関 "の 最後 の 
器 に され よう と し て いた 。 そ の 最 古 の 者 で ある 青年 ゼ 
アノ ー ト が 、 残り の メン バー を つぎ つぎ と 召喚 。 駆 けつ 
けた 王様 が 阻止 を 図る も か な わ ず 、 つ い に 黒 幕 一 一 人 
間 と し て 復活 し た マス ター・ ゼ アノ ー ト が 姿 を 現す 。 自 FN 
分 の 分 身 か ら な る 「13 の 痢 」 と 「7 つ の 光 」 を ぶつ け 、 今 度 
こそ え プ レー ド を 生み 出す 一 一 恐る べき 計画 を 明か し 、 
ソラ に 己 の 心 を 注 ご うと する ゼア ノー ト 。 そ れ を は ば ん 
だ の は 、 リ ア 、 ド ナル ド 、 グ ー フ ィ ー と いう 、 ゼ アノ ー ト が 
予見 し な か っ た 者 た ち だ っ た 。 想 定 外 の 出来 事 に より 、 
ソラ を 器 と する こと に 失敗 し た ゼア ノー ト た ち は 、 き た る 
べき 決戦 を 予告 し て 去っ て いく 。 


「 さ ご の 性 訪 民 8 尿 
ri0t0 は まる S 喫 量 S 瑞 時 記 と 回 」 
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て 不思議 な 塔 / ソ ラ の 夢 の 深 淵 ノ ソラ の 夢 の デ ス デ ティ ニー アイ ラン ド <> 


1 う 
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「 ソ ラ は 俺 を 救っ て くれ た 。 
る し 《⑯、 た し が に 作る 呼 の だ 。 
俺 が 行き た い 」 


〇 
に 
ね) 
ダ * 
仙 
8 
宮 
向 
8 


不思議 な 塔 へ も や どっ て も 、 ソ ラ は 眠っ た まま だ っ た 。 
リク が 今回 の 試験 を 通じ て 得 た "眠り し 心 を 解放 する 
力 " を 使え ば 、 闇 の 深み に 堕ち た ソラ の 心 を 目覚 め さ せ 
る こと が で きる か も し れ な い 。 リ ク は 危険 を 承知 で 、 ソ 
ラ の 夢 ヘ ダイ ブ す る 。 

ソラ の 夢 の 深 淵 を 訪れ た リク は 、 漆黒 の 鎧 を まとっ た 
人 物 に 襲わ れる 。 そ の 正体 は ソラ だ っ た 。 ソラ は 夢 の 
深淵 に 堕ち る さい 、 幼い ころ 心 に か くま っ た 人 物 一 一 
ヴェ ント ゥ ス の 鎧 に 守ら れ た が 、 鎧 が 悪夢 に 取り つか れ 


隠 デ 私 て 暴走 し た の だ 。 鎧 を 届 ち 破っ た リク は 、 ソ ラ の 眠り の 
鍵穴 を 開い て 、 夢 の さら な る 奥 へ と 進む 。 
し | ご 気がつく と そこ は 、 ソ ラ の 夢 の デ ステ ィ ニ ー ア イラ ンド 
3 タ そ だ っ た 。 ソ ラ の な か で 眠る 者 一 ー- ロ クサ ス 、 ヴェ ント ゥ 
お 化 の ス 、 シ オン の 問い に 答え る な か で 、 友 を 大 切 に 想う 気持 
い し 研 ち を 再 確認 し た リク は 、 最 後に 、 か つて 共闘 し た ディ ズ 
と ヽ ウロ こと 賢者 アン セム と 再会 する 。 自 分 の 復讐 劇 に 巻き こ mu 
の ソ ブ し ん だ つぐ な い だ と 言っ て 、 あ る も の を リク に 託す 覧 者 ア 
ュ ラ を ン セ ム 。 そ れ は 、 以前 彼 が ソラ の 記憶 を 修復 する と き に 『 
1 の ソラ の な か に 隠し た 、 心 に 関す る 研究 成果 だ っ た 。 こ れ き 
が あれ ば 、" 眠 り し 心 "を 取り も どす の に 役立つ は ず ーー 
中 デー タ を 受け 取っ た リク は 、 夢 の 世界 を あと に する 。 ミ 
に 4 き 
を 


リク が 現実 世界 に 帰 遇 する と 、 ソ ラ は すでに 目覚 め て 1 
いた 。 お 祭り リム ー ド の な か で 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド が マス ター 了 
承認 試験 の 結果 を 告げ る 。 ふ た り と も マス ター に ふさ 
わし いと され た も の の 、 今回 正式 に 認定 され た の は リク 四 
の ほう だ っ た 。 親友 の 合格 を 我 が こ と の よう に 祝福 す 本 
る ソラ 。 そ ん な 彼ら を うら や まし げに 見 つめ て いた リア 
も 、 キ ー プ レー ド 使 いと し て 覚醒 する 。 

そう し て 、 祝 福 と 驚き が 入り まじ っ た さわ ぎ が ひと し き 
りつ づい た あと ……。 

* や り 残し た こと "を する た め に 、 ソ ラ は “眠り し 心 を 目 

覚め させ る 力 ” を 使い 、 ふ た た び ト ラヴ ァ ー ス タウ ン を 訪 
れる 。 そ こ で 待っ て いた スピ リッ ト た ち 一 冒険 を 手 
伝っ て くれ た 大 切な 旅 の 仲間 に 、 ソ ラ は 改め て 心から の 
礼 を 言う の だ っ た 。 
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うみ シー クレ ッ ト ム ー ビ ー コ レク ショ ン 】 
特定 の 条件 を 満た す と 、 その 後 の 作品 の 展開 を 匂わ せる 
映像 を 見 られ る の が 、 「KH」 シリ ー ズ の 恒例 。 そ れ ら の 
(63ROMII2MIND NGYE Le "mW 


し 


シー クレ ッ ト ム ー ビ ピー を 一 拳 に 振り 返 ろう 。 


1 降り し きる 雨 の な か 、 黒 コー ト の 男 と 目隠し の 男 が 対 時 する 。 『KH』 シ 
す + リー ズ 初 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ー で あり 、 さ ま ざ ま な 憶測 を 呼ん だ 。 


2 本 の キー ブレ ー ド を 構 
える 、 黒 コー ト の 男 (ロク サ 
ス )。 対 する 銀髪 の 男 ( リ 
ク ) は 、 流 星 群 の な か で 目 隠 
し を 取る 。 ロ クサ ス の 質問 
を 皮切り に 、 無 数 の 言葉 が 
流れ る よう に 表示 され た の 
ち 、 海 岸 に 少女 の 次 が ……。 


『KH I』 の シー クレ ッ ト ム ー ビ ピー を 、 よ り 掘 り 下 げた 内 容 。 リ ク と ロク サ 
ス の 戦い の ほか 、 闇 の 海岸 で の ロク サス と ゼム ナス の 会 話 が 描か れる 。 


草原 の 十字 路 に 立つ ソラ (『KH COM』 の 冒 
頭 シ ー ン ) や 、 痢 の 海岸 に 流れ 着く ビン 詰め 
の 手紙 (『KH TL』 の エン ディ ング ) な ど 、 の ち 
の 作品 の 一 場面 を 示唆 する 映像 の あと に 、 
存在 し な か っ た 世界 を 訪れ た ロク サス の 姿 
(『KH Days』 の 終盤 の シー ン ) が 映る 。 
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めがけ て キー ブレ ー ド を 投 
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る か の よう に 、 ビ ル の 屋上 
か ら 飛 び 降 り 、 キ ー プ レー 
ド を 受け 取る リク 。 両 者 は 
お た が い に 視 線 を 交わ し つ 
つ 、 そ の まま すれ ちがう 。 


黒 コ ー ト の 男 た ちの 姿 が 映っ た の ち 、 
同じ 黒 コ ー ト に 身 を 包ん だ 王様 が どこ か 
ら と も な く 現 れ 、 キ ー プ レー ド を 構え る 。 


痢 の 海岸 で 会 話 を 交わ す ふ た り の 黒 コ ー ト の 男 一 一 
ロク サス と ゼム ナス 。 そ の 後 、 何 か を 暗示 する か の よ 
うに 、 目 を つぶ っ た ソラ が 海面 付近 を 飛ん で いく 。 
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鎧 姿 の 3 人 組 (『KH BbDS』 の 主人 公 た ち ) が 集結 する 。 タ イト ル は 「 集 いし 
者 た ち 」 を 意味 し 、 こ の 英 単語 は 「deep dive」( 一 P246) に も 登場 。 


荒野 に 立つ 屈強 な 男 (テラ ) の も と に 、 細 身 の 女性 ( ア 
クア ) と 小柄 な 少年 (ヴェントゥス) が や っ て くる 。 地面 
に 突き 刺さ っ た キー ブレ ー ド を 手 に 取る 、 鎧 次 の 3 人 。 
彼ら が 視線 を 向け る と 、 そ の 先 の 砂塵 に 人 影 が …… 


「The Gathering」 か ら 直 接 つ づく 内 容 で 、『KH BbS』 の 終盤 の 展開 が 描か れ 
る 。 ムービー の 長 さ は 4 分 以上 に も お よび 、 見 どこ ろ が 満載 。 


H 


ター・ ゼ アノ ー ト と 、 そ の 従者 ヴァ ニタ ス が 現れ た 。 に ら 
合う テラ た ちと マス ター・ ゼ アノ ー ト 。 は や る ヴェ ント 軒 
ゥ ス を 制 し て テラ が 駆け 出し 、 戦 い の 火 ぶ た が 切ら れる 。 
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双方 の 実力 の 差 は 歴然 と し て お 
0) 還 co2 ス メー の 4 の 2 クコ ウル 2 
ニタ ス が テラ た ち 3 人 を 圧倒 。 テ 
ラ た ち は 防 戦 一 方 と な り 、 し だ い 
に 追い つめ られ て いく 。 


激闘 の さなか 、 マ スタ ー・ ゼ ア 
ノー ト が 空 に 手 を 掲げ る と 、 天 
高く に "キングダム ハー ツ " が 姿 
を 現す 。 そ の 様子 を 、 戦 い の 地 
を 訪れ た 王様 も 見 つめ て いた 。 
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ョ コ 3 複数 の ショ ー ト エピ ソー ド で 構成 され た 映像 。 物 語 の カギ を に ぎる 人 物 
た ち に つい て 描か れ 、 ソ ラ の 旅立ち を 感じ させ る 場面 で 締め くく られ る 。 


マス ター・ ゼ アノ ー ト に 身体 を 奪わ れ た テラ だ が 、 心 の 
奥深 く で は 、 な お も 抵抗 を つづ け て いた 。 い つか ゼア ノー 
ト を 自分 の 身体 か ら 追い 出す と 自信 を 見 せる テラ 。 し か 
し 、 対 する ゼア ノー ト も 秘策 が ある こと を ほのめかす 。 


日 


賢者 アン セム の 研究 所 に 保護 され た 、 ゼ 
アノ ー ト と 名 乗る 青年 。 そ の 素性 を 知る 
プラ イグ は 、 彼 の 様子 を いぶ か りつ つも 親 
し げに 語り か ける 。 通りがかり に ふた り 
に 気づい た 賢者 アン セム と イェ ン ツ ォ は 、 
並ん で 歩く 彼ら の 背中 を 見 つめ て いた 。 
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あお 2Y ん な 間 せ 界 る 何 を ? 


時 は 流れ 、 痢 の 海岸 に た た ず む 賢者 アン セム の も と に 、 
アク ア が た どり 着い た 。 世 界 の 情勢 を 尋ね る アク ア に 、 覧 
者 アン セム は ひと り の 少年 の 話 を 語り 出す 。 光 の 世界 を 
幾度 も 救っ た 、 つ な が る 心 を 力 と する 少年 の こと を ……。 


OZ ん zzcez / ん oo の カケ ラ は いま だ 目覚 め ず 


ナミ ネ 、 シ オン 、 ロ クサ ス 、 ヴ ェ 
2 | の 2 く Sa ンス (の 4 有 の 222 
眠り に つき 目覚 め を 待っ て いる 
者 た ち は 、 み な 品々 に ひと り の 少 
年 の 名 を 呼ぶ ーー ソラ 、 と 。 


王様 か ら の 手紙 を 読み 、 新 た な 旅 
立ち を 決意 する ソラ 。 カ イリ は ソ 
ラ に 約束 の お 守り を ふた た び 手 渡 
し 、 笑 顔 で 彼 を 送り 出す の だ っ た 。 
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「 断 章 」 を 意味 する フレ ー ズ が 表示 され た あと 、 さ ま ざ ま な 映像 が 映し 出 
され る 。 こ れ ま で に 描か れ て いな い 場 面 の 断 訪 を うか が わせ る 内 容 。 


] 長らく 閣 の 世界 を すま よっ て いた アク ア は 、 信 じ が た いも 
1 、 の を 目 に する 。 そ れ は 、 痢 の 世界 に ある は ず の な い 、 キ ャ ッ 
トー ォ スル ・ オ プ ・ ド リー ム の 城 だ っ た 。 か つて 訪れ た 世界 が 間 に 
飲ま れ て いた 事実 に に 、 ア クア は 動揺 を 隠せ な い 。 


痢 の 世界 を 旅 する 王様 や 、 
トワ イラ イト タウ ン の 屋敷 
に お も むく カイ リ な ど 、 未 知 
の エピ ソー ド を 匂わ せる 場 
面 が 矢継ぎ早 に 展開 し て い 
ぐ 。』 そ し で 、 デ ステ ィ ニ ー ア , 
イラ ンド で 海 を の ぞ む ソラ 
と 、 忘 却 の 城 で 眠る ヴェ ント 
ゥ ス の 姿 は 、 前 ぶれ も な く 消 


ー ク 2 ん ze の 2 ん co 一 
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アン セム と ゼム ナス が 消滅 し た こと か ら 、 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト の 復活 
を 予見 する イェ ン ・ シ ッ ド 。 『KH 3D』 の 物語 に 深く 関わ る エピ ソー ド だ 。 


王様 が か つて の 戦友 3 人 一 一 テラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア の 救 
出 に 意欲 を 見 せる 一 方 、 イ ェ ン ・ シ ッ ド は 、 策 士 で ある マス ター・ 
ゼア ノー ト の 動向 を 懸念 し て いた 。 そし て 、、 複 数 の ゼア ノー ト * 
が 現れ た と き に 備え て 、 マ スタ ー 承 認 試験 の 実施 を 決定 する 。 


真 の 加 機 関 と の 決戦 を 前 に 、 ある 人 物 を 不思議 な 堪 へ 達 れ て きた リク 。 
イェ ン ・ シ ッ ド に 呼び 出さ れ た 、 そ の 人 物 と は 一 一 。 


時 間 移動 を 終え 、 本 来 の 
時 代 に も どっ た 青年 ゼア 
ノー ト は 、 故 郷 か ら 水平 線 
を 見 つめ つつ 、 旅 立ち の 決 
意 を 固め て いた 。 一 方 、 闇 
の 海岸 に いる アク ア は 、 ど 
こ か お だ や か な 面持ち で | 
海 を な が め る 。 | 


マス ター・ ゼ アノ ー ト と 対決 する に は 、「|3 の 章 」 に 対抗 

| し うる 「7 人 の 光 の 守護 者 」 を 集め る し か な い 一 一 そう 思案 

する イェ ン ・ シ ッ ド と 王様 の も と へ 、 リ ク が も どっ て くる 。 
リク に 連れ られ て 現れ た の は 、 な ん と カイ リ だ っ た 。 
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光 は 闇 に 敗北 する 』。 
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本 炊 ラク ク ) 


野村 哲 也 (『 キ ング ダム ハー ツ 』 シ リ 


ト た ち 、 則 側 の 人 則 で 、 


Message frOm 


自分 は ど ち ゥ か と 言え ば ゼア 演 
色 り の 心 を 爆発 を 
う 意味 で は 、 現 在職 発 爆発 な わけ で す < 
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そう 
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Experience Record 


『 キ ング タム ハー ツ 」 シ リー ズ ゼア フー ト 行 動 記録 


マス ター・ ゼ アノ ー ト は 、 一 連 の 出来 事 の 黒幕 と 言え る 人 
物 。 彼 の 分 身 で ある “ゼア ノー ト た ち " の 行動 を 、「KH 3D】 


(6 まで に 判明 し た ぶん に つい て まとめ た 。 


@ “ゼア ノー ト た ち ”" の 変遷 


時 代 の 


流れ 


「KHI」 の 
| 数 十 年 前 


「KH BbS」 の 
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| 数 年 前 


リク の 肉体 を 奪う 
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| 四 [ *s ] 来 ロー プ の 人 物 か ら カ を 分 けち 生生 EESS 
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| 誠 の テス ティ ニー アイラ ンド を あと に し 、| 老化 
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[* コツ ェ ン トゥ ス と テラ を それ 
立ち の 地 へ 誘導 。 テ ラ と の 戦い て 
負っ た エラ クゥ ス に トド メ を 刺し 、# 
地 を 間 に 飲み こま せる 
ee] 時 間 を 移動 し て 旅立ち の 地 を 訪 | [ ss ] キ ー プ レー ド 葛 場 で テ 
れ 、 テ ラ 、 ヴ ェ ン トゥ ス 、 ア クア と 対決 し 、 肉 体 を 容 う (テラ ニ ゼ アノ ー ト と 
[KHiB5S FMI( 
男 と じ で 登場 s アク ア に 敗れ た テラ ー ゼ カシ ニ 
る た めか 、 ご と の 戦い IG で は キー ブレ ド は 聞 の 世界 に 飲ま れ か ( 
ー ド を 使わ な い 』 ちなみに 。IKH る が アク アア に よっ 救出 さ 
BbSjFM# に は 。 マ スタ ー・ ゼ アフ る 。 テラ ニ ゼ アク ー ド の か た わら 
ー ド の キー ニブ レニ ド を 振る い 、 ゼ バム 残さ れ だ アク 7 の 鎧 は テラ 
ナス ズ の 負 t と 外見 を し た [フー セア ラー ト と 一緒 に 賢者 アン + 
ハー ド ] と いう 瑞 も 登場 する 8 共 の 研究 所 代 回 収 され だ 8 
『KHI」 開 始 
も 
時 と 
間 の 
を 時 
8 
す も 
る ど 
る 
「KH Days』 
開始 { 
「KH'COM] 【 細 計 還 計 生 8 
開始 
a I 不 の 環 機 関 の == 員 と < ぐ Z72 青年 ゼア クニ ド は き 自 分 が 進む 
『KH エ 開始 f ザ げ を 回 収 請 彼 の 顔 に 刻ま れ だ 道 を 前 やう. で だ どり きき ウラ が 眠 * 
(『IKHII の ーー- 蘭 及 だ SM の は MEIiZk%2 軒 - - -- ト - - の 深淵 に 堕ち る ま :< を 見 iG 知 = 
1 年 後 ) る の は きか ね で ま り 彼 紀 目 を つけ た 請 そ の 門 識 は 3 で の 
ーー So アク ニー ド の 分 映 寺 共有 され き 聞 の 
探求 者 アン セム や ゼナ ス は 、 
マス ター ゼア ジニー ド が 求め る 
の 光 RS 必 3 の 導い う X ヲ 
レード の 素数 集め を 知ら お 知ら 
ガー デ へ お ぉ も むき 、 2 ず の うち に 行なう こと に な る : 
時 | 問 に も どっ た サイ クス (アイ ザ ) を い ぞ こ か 
[KH 3DI へ れ 示 る 


開始 。 | | 5] 上 り に 関 ささ れ た 世界 を 旅 する ソ 
ラ を の 各 洛 と 放す る 


[es 真 の 池 検 " の メン バー を 拍 集 
し 、 マ スタ ー・ ゼ アノ ー ト 本 体 の 復活 を 見 
届け た の ち 、 本 来 の 時 代 へ も どる 


「KH 息 」 へ 
つづ く 


※1……『KH HD2.5 リ ミッ クス 』 で の み 描 か れる 


[ ss ] 己 の 分 身 た ち に 迎え られ 、: 
て 復活 。 ソ ラ を 13 番 目 の 間 の 器 に 
みず か ら の 導 を 注ぎ こも うと する か 
ちの 妨害 で 失敗 し 、 彼 ら の 前 か ら 須 


SCANA は TAKSMK デ ま な KSt 和 [ sp ] 時 間 を さか の ぼっ て 訪れ た 過去 
の デス ティ ニー アイ ラン ド で 、 青 年 ゼア ノ 
ら の 力 を 分 け 与 える 


ウェ ンド ゥ ス を エラ クウ ス の も ど と < 育 3 く ぐさ で せ だ の は 
純粋 な る 光 (ヴェ ント ウゥ ス ) と 間 (ヴァ ニタ ス ) の 心 を ぶ 
つけ て X ブ レー ド を 作り 出す た め 。 また 、 ヴ ェ ン トゥ ス を 
エラ クウ ス に 玉 け た さい き 修 邊 に 励 を で いた テラ か ら 
窟 の 聞 を 感 ゥ 取り 計 己 の 器 と じ で 目 星 を つけ る ぁ 


表向き は 善意 の 提案 を 装っ て いる が . 
' お る は おま だ つた テラ を 不 合格 に 追い と み 。 
道 を 歩 ませ る の が 本 当 の 狙 語 同じ 時 期 還 7 三 
タス か ら 生 まれ 出 た アン ヴァ ー ス で 各地 を 混乱 させ 、 
テラ や ヴェ ント ウス が 旅立つ きっ か け を 作る 。 


純粋 な が つの 光 の 7 お (セラ シ デ リ シセ ス ) を 集め 
る た レラ ィ セ ジ ド を 利用 細 た だ ご の 話 画 
は 『KHTEJ で ツラ に よっ で 阻 正 さ れる 。 


テラ の 肉体 を 奪う 


[ *wws ] 思念 を 鎧 に 宿 し て と ど ま っ た テラ 
の 抵抗 に 遣い 敗北 。 バ プレ ー ド 崩壊 の 余 
波 で 飛ば され 、 レ イデ ィ ア ント ガー デン に 
流れ く 


レイ ディ アン ト ガ 
対決 し て 敗北 。 記憶 を 失い 倒れ て いた と 
ころ を 、 ブ プラ イグ に 案内 され た 覧 者 アン セム 


賢者 の 弟子 ゼア ノー ト と し て 才能 を 発揮 。 | 
覧 者 アン セム の 実験 の 抜 験 者 と な っ た の 
ち 、 心 の 間 に 関 する 研究 に 没頭 。 人 造 ハ 
ー ト レス を 生み 出す | 


賢者 アン セム を 追放 。 賢 者 の 弟子 た ちの | 
心 を 玲 っ て 彼ら の ノー バディ を 角 生 させ 、! 
みず か ら の 心 も 解放 する ( 心 が 茶 ロー プ の 
人 物 に 、 肉 体 が ゼム ナス に な る ) 


ハー トレ ス 化 


肉体 を 捨て た こと で 時 間 移 動 が 可能 に な る 


ーー 聞 の 探求 者 アン セム 


が 和希 つた 鎧 は WKHT 
FM』 に お いて ソラ と 遭遇 。 自分 が 継承 させ た リク 
は な 6 彼 か ら キ ニー ジジ シー ド の 筑 配 を 感じ ピア シー 
ド の 手 の 著 と カジ ちがい で 襲 か か る も ウラ の 
な か に 眠る ヴ ウエ ント ウス の 心 を 察知 還 刀 を 収め る 


13 の 聞 の 器 」 の も と と な る " 若 機関 "を 完成 させ 
る < ョ ング パー ニル ぢ に 命じ i ぐ 新た な 機関 メジ バー 
その 王 方 で GW 買 者 ワウ 2 シセ 太 の 研究 


る 眠り の 部 屋 ] に アク ア の 鎧 を 安 
置 じ つら 電 記 却 の 城 (@ ほ ゆみ エド 7 ス の 木 体 が ① る 
阻 覚め の 部 屋 地 機関 上 邊 た ち に 探さ せる 5 


時 
間 
を 
き 
か 
の 
ぼ 
る 


We 生 必 需 Se 


思 夫 < ペ も どう で @ く 8 た ウン に 異端 の 印 を 刻む お ど と も 
だ たち が 到 の 世界 ペ 侵 内 ある 

た め の ポ ボー タル (玄関 口 ) と し で の 役割 を に な う 。 
これ ら に より 、: 夢 の 世界 を 冒険 する ツラ の 居場所 を 
ら ね な (把握 因 彼 に 斑 渉 9i る ざと が 加 能 ちな っ た 8 


が 7 


“ 擬 関 "を 結成 し て 、 存 在 し な か っ た 世界 に 
拠点 を 梅 え 、 忘 却 の 城 を 研究 施設 と する 


肉体 を 捨 で て 茶 ロー ブ の 大 物 に な っ た 
ごと に まり ビア クー ド の 分 身 だ ち は 全 
貞 き 時 を 超え る 旋 を 得る 5 実際 に 
時 を 超え た の は 、 茶 ロー の 大 物 と 、 彼 に 
力 を 与え られ だ 青年 ゼア クニ ド の み 』 


試験 の た め に 未来 
(『KH 3D』 の 時 代 ) か ら 過去 へ さか の ぼっ 
て きた ソラ お よび リク と 接触 。 ソ ラ に 異端 
の 印 を 刻む 


i ] ホ ロウ バス ティ オン に て リク の 肉 
体 を 乗っ 取る ( 間 の 探求 者 アン セム の 姿 
に な る ) 


リク の 肉体 を 奪う 


ウラ に 倒さ れ た 7 シセ ム は パー ドレ ス と 
の 存在 ば 消 減じ た ちの の きき その 後 も り 多 の 
の な か の 聞 と PiG ひ そ み つつ ける 証 間 の 
力 を 解放 した リク が '『KHTL で アン セム の 姿 
に な っ で いる の は 、 ご これ が 原因 。 


ノー バディ が 消滅 


1「Z つ の 光 ] と 13 の 聞 ] を 戦わ せ 、X ブ レー ド を 生み 
出 ま と いう 目的 を 果たす よ べ ぐ ョ マス タニ ェ セア シード と ピ 
で 復活 計 じ か じ 、 ワ ラ を 間 の 器 に する と と に 失敗 した 
だ めき 3 央 の 間 の 探求 者 は もともと 内 数 が 不足 


<⑤ た |Z 内 の 光 の 守護 者 寺 と 同様 に 央 上 員 が 和 外 け 
た まま き そ れ ぞ れ の 場所 (時 代 ) べ 帰る と と に な る 


- し ! 
[ [ < エンド オブ - ザ ・ ワ ー ル ド に て " 世 | | れ 卒 ち た ロク サス を 洒 機 関 に 辺 え 入れ る 
界 の 心 の キン グ ダ ム ハー ツ "を 目指 す が 、 2 っ 害 
ソラ と 対決 し 敗北 Le *wre ] ホ ロウ バス ティ オン で ソラ と 
対決 。 その 後 、 間 の 海岸 ロク サス 


語ら う 
ェ ー ゴ ce 


選 部 下 を 使っ て ソラ を 忘却 の 城 
いこ み 、 記 憶 を 奪っ て 「 キ ー プ レー ド 使 い 」 
の 能力 を 持つ レプ リカ を 作ろ うと する 


忘却 の 城 を 訪れ た リク に 語り か 
け 、 た びそ の 肉体 を 乗っ 取 ろ うと も く 
ろ む が 、 リ ク に 敗北 


レス を 倒さ せ 、*" 人 の 心 の キン グ ダ ム ハー 
ツ " を 作り は じ め る 


sz [ er ] 立 て つづ け に 幾 関 を 脱走 
し た シオ ン と ロク サス を 連れ も どす よう 、 ア 
命じ る 


を 引き つれ て ホロ 
を 現す 


: ] 殺 欄 関 の メン バ 
ウ バ ステ ィ オ ン を 訪れ 、 ソ ラ の 和 


[ sr ] 存 在 し な か っ た 世界 で ソラ た ち を 
迎え 松 つ が 、 賢 者 アン セム に “人 の 心 の キ 
ング ダム ハー ツ " を 消さ れ た うえ 、 ソ ラ と リ 
ク に 政 北 し 消 減 


wmi [sc ] ト ワイ ライ ト タ ウ ン に 生ま | 


ーーー キ ーーーーー 


[ cs コリ ク に "ソラ を 助け た けれ ば 同 の | 
を 解放 し ろ 」 と 辿る が 敗北 


[ sss 丁 真 の 通 機関 "の 一 員 と し て マス タ | 
ー・ ゼ アノ ー ト 本 体 を 迎え た の ち 、 凌 を 消す | 


「 
[ ss ] ノ ラ の 前 に 立ち は だ か り 、 加 携 関 結 


成 の 真 の 目的 を 語っ て 交戦 。 ソ ラ を 流 半 さ せ 
皮 り か ら 目 覚め られ な くす る こと に 成功 する 


o 本 真 の 名 機関 "の 一 只 と し て マス タ 


・ ゼ アノ ー ト 本 体 を 迎え た の ち 、 姿 を 消す 


